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活用
（使える）

利用
（できる）

習得
（わかる）

比重 比重 比重

40 30 30

月 領域
指導
時数

評価方法
教材及び教科等横断

的な視点等

○実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。（知識及び技能）
○論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。（思考力、判断
力、表現力等）
○言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手として自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。（学び
に向かう力、人間性等）

「手の変幻」（清岡卓
行）

地理探究
世界史探究
美術
との関連

逆説

・筆者の着眼点のおもしろさをまと
める。
・「なぜ、失われたものが両腕でな
ければならないのか？」に対する筆
者の答えはどのようなものか、考え
る。

・「筆者のとらえ方」について、賛
成か反対かを、理由とともに意見発
表する。

「弱いつながり」(東浩
紀)

チェックポイント１主張
の明確化

②　思考・判断・表現
内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、論点を明確にし
ながら要旨を把握している。(B(１)ア)

評論に親しむ

・「環境が求める自分の姿に、定期
的にノイズを忍び込ませる」とはど
ういうことか読み取る。
・「弱いリアルがあって、初めて
ネットの強さを活かせる」とは、ど
ういうことか考える。

2

2

「ノイズに満ちた」「弱い絆」はど
のようにしたらできるか、自分の考
えをまとめる。

　主な学習活動　 主な言語活動

①　知識・技能
言葉には、言葉そのものを認識したり説明したりすることを
可能にする働きがあることを理解している。（(1)ア）

単元名
単元で育成する資質・能力

＜単元の評価規準＞

②　思考・判断・表現
内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、論点を明確にし
ながら要旨を把握している。(B(１)ア)

文系

授業時の観察
小テスト
ワークシート
ふり返りシート
等

Ｂ読むこと

授業時の観察
小テスト
ワークシート
ふり返りシート
等

①　知識・技能
文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解し
ている。（(1)ウ）

４月

Ｂ読むこと

③　主体的に学習に取り組む態度
多面的な捉え方について理解しながら筆者の主張を捉えてい
こうとしている。

③　主体的に学習に取り組む態度
文章の論理展開を把握しながら、筆者の主張を捉えていこう
としている。

履修区分 履修学年区分

○語句の意味や基本的な文法の意味を正確に理解した上で、「話
す・聞く・読む・書く」ができる。

○論理の構成や表現技法を理解し、論理的文章や文芸作品を読むこ
とができる。また、自分の考えを表現することができる。

○語彙力と読解のための技法を使い、複雑な論理展開ができる。ま
た、抽象度の高い語彙や表現を使いこなすことができる。

全日制・普通科・　２学年

２０２３年度　　２学年　国語　科シラバス

論理国語 教科書等 論理国語（数研出版）

単位数

評価方法・割合
及び

観点の比重

定期考査
小テスト
課題テスト・到達度テスト
模擬試験　　　　　　　　　　　　他

定期考査
課題テスト・到達度テスト
レポート
授業時の観察　　　　　　　　　　　他

授業時の観察
課題提出
振り返りシート
自主的な取り組み　　　　　他

教科の目標

科目名

科目の目標

〇実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。（知識及び技能）
〇論理的、批判的に考える力を伸ばすとともに、創造的に考える力を養い、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。（思考力・判断
力・表現力等）
○言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手として自覚を深め、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。（学び
に向かう力、人間性等）

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。

知識・技能学力の３要素

学
び
の
段
階

自律的活動力・挑戦力
課題認識力・批判的思考力・表現力対話力・

他者との協働力
知識・技能

評価の趣旨

学びの観点

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己
を向上させ、我が国の言語文化の担い手として自覚をもち、言葉を通して他者
や社会に関わろうとする態度を養う。

学びに向かう力

○基本的な語彙力・文法力に基づき筋道を立てて考え、それを表現すること
ができる。
○基本的な語彙力・文法力に基づき、文脈を捉えながら内容を理解すること
ができる。

○論理の展開や表現技法を把握しつつ、文章の主題を的確に捉え、表現する
ことができる。
○既習作品を踏まえ、他の作品を読むことができる。

○複雑な論理展開や難解な表現を分析して、分かりやすく説明したり、自ら
の考えを論理的に表現したりできる。
○他作品と比較しながら、その作品の特色を味わうことができる。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者
との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたり
することができるようにする。

思考力・判断力・表現力

○積極的に語彙力を高め、話し・聞き・読み・書き、自らの言語生活を豊かに
しようとする態度を身に付けている。

○論理的・効果的に、自分の考えを他者と伝え合い高めようとする力を身に付
けている。

○広く社会に目を向け、現象から原理を導き出したり、因果関係を導き出した
りする主体性や探究心を身に付けている。



・「もう一つの言葉」とはどのよう
な言葉かをまとめる。
・筆者は言葉が「国境を越える」と
はどういうことだと考えているかを
考える。

・外国人の言葉や外国作品の中から
心に残る表現を選び、紹介する。

「国境を越える言葉」
（長田弘）

探究の扉「ニュースとコ
ミュニケーション」

文学国語
世界史探究
との関連

言葉と想像 2

・「近代芸術と言われるものには添
削の思想が欠如している」とは、具
体的にどういうことか考える。
・「表現の普遍化」「古典化」とは
具体的にはどういうことかをまとめ
る。

・本文の内容を踏まえて、添削を受
けるときの態度、または他人の作品
を添削するときの態度について、自
分の考えを400字程度で書く。

「添削の思想」（外山滋
比古）

②　思考・判断・表現
個々の文の表現の仕方や段落の構造を吟味するなど、文章全
体の論理の明晰さ確かめ、自分の主張が的確に伝わる文章に
なるよう工夫している。(A(１)オ)

③　主体的に学習に取り組む態度
資料を参考にしながら自分の考えを深めようとする。

3

③　主体的に学習に取り組む態度
自分の主張が的確に伝わるように、推敲して文章を作成しよ
うとしている。

①　知識・技能
文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解し
ている。（(1)ウ）

授業時の観察
小テスト
ワークシート
ふり返りシート
等

・「『中間社会』の崩壊」した社会
とは、どのような社会かをまとめ
る。
・グローバリズム・ナショナリズ
ム・宗教的原理主義に共通する問題
点を考える。
・「深い実存的なコミュニケーショ
ン」とはどのようなものかを考え
る。

・個人と社会のつながりについて、
話し合う。

「『内的成長』社会へ」
（上田紀行）

ズームアップ「資本主義
社会と本当の『豊か
さ』」

公共
との関連

具体と抽象

・事物を抽象的にとらえることの利
点をまとめる。
・筆者は言葉について、どのような
性質を持つと述べているか。言葉の
長所と短所をまとめながら考える。

・日常生活における「抽象的思考」
の例を考えて発表する。

「『具体』から『抽象』
へ」（森博嗣）

チェックポイント２定義
と抽象化

数学
との関連

逆説

・「『驚き』が知的探究を動機づけ
る」とはどういうことかを説明す
る。
・筆者が本文を通して高校生に伝え
ようとしていることを考える。

・筆者の主張に対する自分の意見
を、400字以内でまとめる。

「胆力について」（内田
樹）

総合的な探究の時間
との関連

③　主体的に学習に取り組む態度
自分の意見と根拠を明確にしながら、意見文を書こうとして
いる。

②　思考・判断・表現
文章の構成や論理の展開、表現の仕方について、書き手の意
図との関係において多面的・多角的な視点から評価してい
る。(B(１)エ)

③　主体的に学習に取り組む態度
文章における具体と抽象の役割を理解しようとしている。

3

③　主体的に学習に取り組む態度
文章の論理展開を把握しながら、筆者の主張を捉えていこう
としている。

①　知識・技能
効果的な段落の構造や論の形式など、文章の構成や展開の仕
方について理解を深めている。（(1)エ）

2

授業時の観察
小テスト
ワークシート
ふり返りシート
等

Ｂ読むこと

①　知識・技能
論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な
語句の量を増し、文章の中で使うことを通して、語感を磨き
語彙を豊かにしようとしている。（(１)イ）

2

具体と抽象

９月

Ｂ読むこと

②　思考・判断・表現
内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、論点を明確にし
ながら要旨を把握している。(B(１)ア)

授業時の観察
小テスト
ワークシート
ふり返りシート
等

A書くこと

授業時の観察
小テスト
ワークシート
ふり返りシート
等

6月

7月

Ｂ読むこと

②　思考・判断・表現
関連する文章や資料を基に、書き手の立場や目的を考えなが
ら、内容の解釈を深めている。(B(１)オ)

①　知識・技能
文章の種類に基づく効果的な段落の構造や論の形式など、文
章の構成や展開の仕方について理解する。（(1)エ）

言葉と想像

授業時の観察
小テスト
ワークシート
ふり返りシート
等

５月

A書くこと

②　思考・判断・表現
自分の立場や論点を明確にして、主張を支える適切な根拠を
そろえている。（A(１)イ）

①　知識・技能
効果的な段落の構造や論の形式など、文章の構成や展開の仕
方について理解を深めている。（(1)エ）



・今後どのようなコミュニケーショ
ンを心がけるべきか。筆者の考えも
踏まえて自分の意見を書く。

「日本語は非論理的か」
（野矢茂樹）

ズームアップ「日本文化
を理解する」

②　思考・判断・表現
社会的な話題について書かれた論説文やその関連資料を参考
にして、自分の考えを短い論文にまとめ、批評し合う。(A(2)
ウ)

「疑似群衆の時代」（湊
千尋）

情報
との関連

・「スポーツと社会」の関係につい
て筆者の主張をまとめる。
・強調表現について調べる。

・「消費されるスポーツ」につい
て、資料を踏まえて自分の意見をま
とめる。

「消費されるスポーツ」
（多木浩二）

体育
との関連

比べ読み

「科学の現場」
・「私にとっての科学」「抽象名詞
としての科学」についてまとめる。
「科学と生命」
・筆者の主張を本文に即してまとめ
る。

・双方の文体と構成について、共通
点と相違点をまとめる。

・これからの科学のあり方につい
て、二つの文章を踏まえて、400字
程度で自分の考えをまとめる。

探究の扉
「科学の現場」（坂井克
之）
「科学と生命」（中屋敷
均）

情報と社会 3

・「映像」に関わる出来事を、時間
の流れに沿って過去から未来へと整
理する。
・出来事に対応させて、人々や群衆
のあり方を整理する。
・言葉の意味・用例を調べ、短文を
作成する。
・「待機する群衆」の潜在力につい
て考える。

・「情報化社会」について調べスラ
イドにまとめて発表する。

②　思考・判断・表現
文章の種類を踏まえて、資料との関係を把握し、内容や構成
を的確に捉えること。(B(１)イ)

③　主体的に学習に取り組む態度
資料を参考にしながら自分の考えを深めようとする。

③　主体的に学習に取り組む態度
二つの文章を読み比べ、科学のあり方について自分の考えを
まとめようとする。

①　知識・技能
主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解
を深めること。（(2)ア）

Ｂ読むこと

授業時の観察
小テスト
ワークシート
ふり返りシート
等

・「広い意味での『科学・技術』」
「狭い意味での『科学・技術』」の
性質をそれぞれ整理する。
・科学が「否応なく、共同体の外部
の一般社会との間に、強い絆を持た
ざるを得なくなった」理由を説明す
る。

・「科学は最も重要な国家に奉仕す
る『道具』としての意味合いを持た
されている」ことについて、筆者は
どのように考えているか。また、自
分たちはどのように考えるか、話し
合う。

「科学・技術の歴史の中
での社会」（村上陽一
郎）

チェックポイント４文体
と構成

「未来世代への責任」
（岩井克人）

ズームアップ「地球環境
問題」

近代と現代の視点

・五つの意味段落に分け、それぞれ
に小見出しをつける。
・「私たちはそのような『近代』
の、いわば出口の時代を生きてい
る」とはどういうことか、説明す
る。
・「知識循環型社会」とは具体的に
どのようなものかをまとめる。

・「ネット情報」と「図書館の本」
のように、本文中で二項対立的に用
いられている語句を抜き出す。

「〈近代〉の入口と出口
の間」（吉見俊哉）

チェックポイント３語彙

③　主体的に学習に取り組む態度
意味段落に分けながら筆者の主張を捉え、批判的に読もうと
する。

②　思考・判断・表現
内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、論点を明確にし
ながら要旨を把握している。(B(１)ア)

3

①　知識・技能
主張とその前提や反証など情報と情報の関係について理解を
深めている。（(2)ウ）

近代と現代の視点 2

・本文中の例を用いて「共有地の悲
劇」「経済学者の論理」について具
体的に説明する。
・筆者が「立派に『悪魔』としての
役割を果たした」と記述する理由を
考える。

・「未来世代への責任」という題で
自分の意見を書く。

②　思考・判断・表現
内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、論点を明確にし
ながら要旨を把握している。(A(１)エ)

③　主体的に学習に取り組む態度
筆者の主張を踏まえて、具体的に根拠が述べられている意見
文を書こうとする。

A書くこと

授業時の観察
小テスト
ワークシート
ふり返りシート
等

言葉と思考 3

・「日本人が非論理的だと言われ
る」理由についてまとめる。
・「日本人のコミュニケーションの
技術」について本文に即して説明す
る。

③　主体的に学習に取り組む態度
文章全体の構成を確認しながら、論点と要旨を把握する。

①　知識・技能
文章の種類に基づく効果的な段落の構造や論の形式など、文
章の構成や展開の仕方について理解する。（(1)エ）

2

③　主体的に学習に取り組む態度
文章読解を通して、多面的に評価しようとする。

授業時の観察
小テスト
ワークシート
ふり返りシート
等

授業時の観察
小テスト
ワークシート
ふり返りシート
等

A書くこと

授業時の観察
小テスト
ワークシート
ふり返りシート
等

1月

2月

A書くこと

②　思考・判断・表現
立場の異なる読み手を説得するために、批判的に読まれるこ
とを想定して、効果的な文章の構成や論理の展開を工夫する
こと。(A(1)ウ)

①　知識・技能
新たな考えの構築に資する読書に意義と効用について理解を
深めること。（(3)ア）

情報と社会 3

12月

A書くこと

②　思考・判断・表現
個々の文の表現の仕方や段落の構造を吟味するなど、文章全
体の論理の明晰さを確かめ、自分の主張が的確に伝わる文章
になるよう工夫すること。(A(１)オ)

①　知識・技能
言葉には、言葉そのものを認識したり説明したりすることを
可能にする働きがあることを理解している。（(1)ア）

授業時の観察
小テスト
ワークシート
ふり返りシート
等

Ｂ読むこと

授業時の観察
小テスト
ワークシート
ふり返りシート
等

10月

11月

Ｂ読むこと

②　思考・判断・表現
主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討し、文章
や資料の妥当性や信頼性を吟味して内容を解釈している。
(B(１)ウ)

①　知識・技能
情報を重要度や抽象度などによって階層化して整理する方法
について理解を深め使うこと。（(2)イ）

近代と現代の視点 3

９月

①　知識・技能
論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な
語句の量を増し、文章の中で使うことを通して、語感を磨き
語彙を豊かにしようとする。（(1)イ）



・今後どのようなコミュニケーショ
ンを心がけるべきか。筆者の考えも
踏まえて自分の意見を書く。

「日本語は非論理的か」
（野矢茂樹）

ズームアップ「日本文化
を理解する」

③　主体的に学習に取り組む態度
表現のしかたや論理性を検討しながら文章を作成する。

①　知識・技能
文章の種類に基づく効果的な段落の構造や論の形式など、文
章の構成や展開の仕方について理解する。（(1)エ）

・環境問題の解決を目指す際「かけ
がえのなさという客観的で普遍的な
価値」を重視することのメリットと
デメリットについてまとめる。

・筆者が危惧する現代社会の「食」
について具体的な例を一つあげ、そ
の特徴を説明する。

「野生の『クジラ』と人
間の『鯨』」（関陽子）

チェックポイント情報の
視覚化

解説　思考ツール

3

言葉と思考 3

・「日本人が非論理的だと言われ
る」理由についてまとめる。
・「日本人のコミュニケーションの
技術」について本文に即して説明す
る。

②　思考・判断・表現
人間、社会、自然などについて、文章の内容や解釈を多様な
論点や異なる価値観と結び付けて、新たな観点から自分の考
えを深める。(B(1)カ)

授業時の観察
小テスト
ワークシート
ふり返りシート
等

③　主体的に学習に取り組む態度
対比や具体例をまとめながら、筆者の主張を捉えようとす
る。

３月

Ｂ読むこと

A書くこと

授業時の観察
小テスト
ワークシート
ふり返りシート
等

1月

2月

言葉と思考



14 21 35　書くこと 　読むこと 指導時間数の合計

領域ごとの指導時間数の計

　話すこと・聞くこと



2

活用
（使える）

利用
（できる）

習得
（わかる）

比重 比重 比重

40 30 30

月 領域
指導
時数

評価方法
教材及び教科等横断

的な視点等

○実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。（知識及び技能）
○論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。（思考力、判断
力、表現力等）
○言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手として自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。（学び
に向かう力、人間性等）

「手の変幻」（清岡卓
行）

地理探究
世界史探究
美術
との関連

逆説

・筆者の着眼点のおもしろさをまと
める。
・「なぜ、失われたものが両腕でな
ければならないのか？」に対する筆
者の答えはどのようなものか、考え
る。

・「筆者のとらえ方」について、賛
成か反対かを、理由とともに意見発
表する。

「弱いつながり」(東浩
紀)

チェックポイント１主張
の明確化

②　思考・判断・表現
内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、論点を明確にし
ながら要旨を把握している。(B(１)ア)

評論に親しむ

・「環境が求める自分の姿に、定期
的にノイズを忍び込ませる」とはど
ういうことか読み取る。
・「弱いリアルがあって、初めて
ネットの強さを活かせる」とは、ど
ういうことか考える。

4

4

「ノイズに満ちた」「弱い絆」はど
のようにしたらできるか、自分の考
えをまとめる。

　主な学習活動　 主な言語活動

①　知識・技能
言葉には、言葉そのものを認識したり説明したりすることを
可能にする働きがあることを理解している。（(1)ア）

単元名
単元で育成する資質・能力

＜単元の評価規準＞

②　思考・判断・表現
内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、論点を明確にし
ながら要旨を把握している。(B(１)ア)

理系

授業時の観察
小テスト
ワークシート
ふり返りシート
等

Ｂ読むこと

授業時の観察
小テスト
ワークシート
ふり返りシート
等

①　知識・技能
文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解し
ている。（(1)ウ）

４月

Ｂ読むこと

③　主体的に学習に取り組む態度
多面的な捉え方について理解しながら筆者の主張を捉えてい
こうとしている。

③　主体的に学習に取り組む態度
文章の論理展開を把握しながら、筆者の主張を捉えていこう
としている。

履修区分 履修学年区分

○語句の意味や基本的な文法の意味を正確に理解した上で、「話
す・聞く・読む・書く」ができる。

○論理の構成や表現技法を理解し、論理的文章や文芸作品を読むこ
とができる。また、自分の考えを表現することができる。

○語彙力と読解のための技法を使い、複雑な論理展開ができる。ま
た、抽象度の高い語彙や表現を使いこなすことができる。

全日制・普通科・　２学年

２０２３年度　　２学年　国語　科シラバス

論理国語 教科書等 論理国語（数研出版）

単位数

評価方法・割合
及び

観点の比重

定期考査
小テスト
課題テスト・到達度テスト
模擬試験　　　　　　　　　　　　他

定期考査
課題テスト・到達度テスト
レポート
授業時の観察　　　　　　　　　　　他

授業時の観察
課題提出
振り返りシート
自主的な取り組み　　　　　他

教科の目標

科目名

科目の目標

〇実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。（知識及び技能）
〇論理的、批判的に考える力を伸ばすとともに、創造的に考える力を養い、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。（思考力・判断
力・表現力等）
○言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手として自覚を深め、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。（学び
に向かう力、人間性等）

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。

知識・技能学力の３要素

学
び
の
段
階

自律的活動力・挑戦力
課題認識力・批判的思考力・表現力対話力・

他者との協働力
知識・技能

評価の趣旨

学びの観点

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己
を向上させ、我が国の言語文化の担い手として自覚をもち、言葉を通して他者
や社会に関わろうとする態度を養う。

学びに向かう力

○基本的な語彙力・文法力に基づき筋道を立てて考え、それを表現すること
ができる。
○基本的な語彙力・文法力に基づき、文脈を捉えながら内容を理解すること
ができる。

○論理の展開や表現技法を把握しつつ、文章の主題を的確に捉え、表現する
ことができる。
○既習作品を踏まえ、他の作品を読むことができる。

○複雑な論理展開や難解な表現を分析して、分かりやすく説明したり、自ら
の考えを論理的に表現したりできる。
○他作品と比較しながら、その作品の特色を味わうことができる。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者
との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたり
することができるようにする。

思考力・判断力・表現力

○積極的に語彙力を高め、話し・聞き・読み・書き、自らの言語生活を豊かに
しようとする態度を身に付けている。

○論理的・効果的に、自分の考えを他者と伝え合い高めようとする力を身に付
けている。

○広く社会に目を向け、現象から原理を導き出したり、因果関係を導き出した
りする主体性や探究心を身に付けている。



・「もう一つの言葉」とはどのよう
な言葉かをまとめる。
・筆者は言葉が「国境を越える」と
はどういうことだと考えているかを
考える。

・外国人の言葉や外国作品の中から
心に残る表現を選び、紹介する。

「国境を越える言葉」
（長田弘）

探究の扉「ニュースとコ
ミュニケーション」

文学国語
世界史探究
との関連

言葉と想像 4

・「近代芸術と言われるものには添
削の思想が欠如している」とは、具
体的にどういうことか考える。
・「表現の普遍化」「古典化」とは
具体的にはどういうことかをまとめ
る。

・本文の内容を踏まえて、添削を受
けるときの態度、または他人の作品
を添削するときの態度について、自
分の考えを400字程度で書く。

「添削の思想」（外山滋
比古）

②　思考・判断・表現
個々の文の表現の仕方や段落の構造を吟味するなど、文章全
体の論理の明晰さ確かめ、自分の主張が的確に伝わる文章に
なるよう工夫している。(A(１)オ)

③　主体的に学習に取り組む態度
資料を参考にしながら自分の考えを深めようとする。

5

③　主体的に学習に取り組む態度
自分の主張が的確に伝わるように、推敲して文章を作成しよ
うとしている。

①　知識・技能
文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解し
ている。（(1)ウ）

授業時の観察
小テスト
ワークシート
ふり返りシート
等

・「『中間社会』の崩壊」した社会
とは、どのような社会かをまとめ
る。
・グローバリズム・ナショナリズ
ム・宗教的原理主義に共通する問題
点を考える。
・「深い実存的なコミュニケーショ
ン」とはどのようなものかを考え
る。

・個人と社会のつながりについて、
話し合う。

「『内的成長』社会へ」
（上田紀行）

ズームアップ「資本主義
社会と本当の『豊か
さ』」

公共
との関連

具体と抽象

・事物を抽象的にとらえることの利
点をまとめる。
・筆者は言葉について、どのような
性質を持つと述べているか。言葉の
長所と短所をまとめながら考える。

・日常生活における「抽象的思考」
の例を考えて発表する。

「『具体』から『抽象』
へ」（森博嗣）

チェックポイント２定義
と抽象化

数学
との関連

逆説

・「『驚き』が知的探究を動機づけ
る」とはどういうことかを説明す
る。
・筆者が本文を通して高校生に伝え
ようとしていることを考える。

・筆者の主張に対する自分の意見
を、400字以内でまとめる。

「胆力について」（内田
樹）

総合的な探究の時間
との関連

③　主体的に学習に取り組む態度
自分の意見と根拠を明確にしながら、意見文を書こうとして
いる。

②　思考・判断・表現
文章の構成や論理の展開、表現の仕方について、書き手の意
図との関係において多面的・多角的な視点から評価してい
る。(B(１)エ)

③　主体的に学習に取り組む態度
文章における具体と抽象の役割を理解しようとしている。

5

③　主体的に学習に取り組む態度
文章の論理展開を把握しながら、筆者の主張を捉えていこう
としている。

①　知識・技能
効果的な段落の構造や論の形式など、文章の構成や展開の仕
方について理解を深めている。（(1)エ）

5

授業時の観察
小テスト
ワークシート
ふり返りシート
等

Ｂ読むこと

①　知識・技能
論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な
語句の量を増し、文章の中で使うことを通して、語感を磨き
語彙を豊かにしようとしている。（(１)イ）

4

具体と抽象

９月

Ｂ読むこと

②　思考・判断・表現
内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、論点を明確にし
ながら要旨を把握している。(B(１)ア)

授業時の観察
小テスト
ワークシート
ふり返りシート
等

A書くこと

授業時の観察
小テスト
ワークシート
ふり返りシート
等

6月

7月

Ｂ読むこと

②　思考・判断・表現
関連する文章や資料を基に、書き手の立場や目的を考えなが
ら、内容の解釈を深めている。(B(１)オ)

①　知識・技能
文章の種類に基づく効果的な段落の構造や論の形式など、文
章の構成や展開の仕方について理解する。（(1)エ）

言葉と想像

授業時の観察
小テスト
ワークシート
ふり返りシート
等

５月

A書くこと

②　思考・判断・表現
自分の立場や論点を明確にして、主張を支える適切な根拠を
そろえている。（A(１)イ）

①　知識・技能
効果的な段落の構造や論の形式など、文章の構成や展開の仕
方について理解を深めている。（(1)エ）



・今後どのようなコミュニケーショ
ンを心がけるべきか。筆者の考えも
踏まえて自分の意見を書く。

「日本語は非論理的か」
（野矢茂樹）

ズームアップ「日本文化
を理解する」

②　思考・判断・表現
社会的な話題について書かれた論説文やその関連資料を参考
にして、自分の考えを短い論文にまとめ、批評し合う。(A(2)
ウ)

「疑似群衆の時代」（湊
千尋）

情報
との関連

・「スポーツと社会」の関係につい
て筆者の主張をまとめる。
・強調表現について調べる。

・「消費されるスポーツ」につい
て、資料を踏まえて自分の意見をま
とめる。

「消費されるスポーツ」
（多木浩二）

体育
との関連

比べ読み

「科学の現場」
・「私にとっての科学」「抽象名詞
としての科学」についてまとめる。
「科学と生命」
・筆者の主張を本文に即してまとめ
る。

・双方の文体と構成について、共通
点と相違点をまとめる。

・これからの科学のあり方につい
て、二つの文章を踏まえて、400字
程度で自分の考えをまとめる。

探究の扉
「科学の現場」（坂井克
之）
「科学と生命」（中屋敷
均）

情報と社会 5

・「映像」に関わる出来事を、時間
の流れに沿って過去から未来へと整
理する。
・出来事に対応させて、人々や群衆
のあり方を整理する。
・言葉の意味・用例を調べ、短文を
作成する。
・「待機する群衆」の潜在力につい
て考える。

・「情報化社会」について調べスラ
イドにまとめて発表する。

②　思考・判断・表現
文章の種類を踏まえて、資料との関係を把握し、内容や構成
を的確に捉えること。(B(１)イ)

③　主体的に学習に取り組む態度
資料を参考にしながら自分の考えを深めようとする。

③　主体的に学習に取り組む態度
二つの文章を読み比べ、科学のあり方について自分の考えを
まとめようとする。

①　知識・技能
主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解
を深めること。（(2)ア）

Ｂ読むこと

授業時の観察
小テスト
ワークシート
ふり返りシート
等

・「広い意味での『科学・技術』」
「狭い意味での『科学・技術』」の
性質をそれぞれ整理する。
・科学が「否応なく、共同体の外部
の一般社会との間に、強い絆を持た
ざるを得なくなった」理由を説明す
る。

・「科学は最も重要な国家に奉仕す
る『道具』としての意味合いを持た
されている」ことについて、筆者は
どのように考えているか。また、自
分たちはどのように考えるか、話し
合う。

「科学・技術の歴史の中
での社会」（村上陽一
郎）

チェックポイント４文体
と構成

「未来世代への責任」
（岩井克人）

ズームアップ「地球環境
問題」

近代と現代の視点

・五つの意味段落に分け、それぞれ
に小見出しをつける。
・「私たちはそのような『近代』
の、いわば出口の時代を生きてい
る」とはどういうことか、説明す
る。
・「知識循環型社会」とは具体的に
どのようなものかをまとめる。

・「ネット情報」と「図書館の本」
のように、本文中で二項対立的に用
いられている語句を抜き出す。

「〈近代〉の入口と出口
の間」（吉見俊哉）

チェックポイント３語彙

③　主体的に学習に取り組む態度
意味段落に分けながら筆者の主張を捉え、批判的に読もうと
する。

②　思考・判断・表現
内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、論点を明確にし
ながら要旨を把握している。(B(１)ア)

5

①　知識・技能
主張とその前提や反証など情報と情報の関係について理解を
深めている。（(2)ウ）

近代と現代の視点 4

・本文中の例を用いて「共有地の悲
劇」「経済学者の論理」について具
体的に説明する。
・筆者が「立派に『悪魔』としての
役割を果たした」と記述する理由を
考える。

・「未来世代への責任」という題で
自分の意見を書く。

②　思考・判断・表現
内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、論点を明確にし
ながら要旨を把握している。(A(１)エ)

③　主体的に学習に取り組む態度
筆者の主張を踏まえて、具体的に根拠が述べられている意見
文を書こうとする。

A書くこと

授業時の観察
小テスト
ワークシート
ふり返りシート
等

言葉と思考 5

・「日本人が非論理的だと言われ
る」理由についてまとめる。
・「日本人のコミュニケーションの
技術」について本文に即して説明す
る。

③　主体的に学習に取り組む態度
文章全体の構成を確認しながら、論点と要旨を把握する。

①　知識・技能
文章の種類に基づく効果的な段落の構造や論の形式など、文
章の構成や展開の仕方について理解する。（(1)エ）

4

③　主体的に学習に取り組む態度
文章読解を通して、多面的に評価しようとする。

授業時の観察
小テスト
ワークシート
ふり返りシート
等

授業時の観察
小テスト
ワークシート
ふり返りシート
等

A書くこと

授業時の観察
小テスト
ワークシート
ふり返りシート
等

1月

2月

A書くこと

②　思考・判断・表現
立場の異なる読み手を説得するために、批判的に読まれるこ
とを想定して、効果的な文章の構成や論理の展開を工夫する
こと。(A(1)ウ)

①　知識・技能
新たな考えの構築に資する読書に意義と効用について理解を
深めること。（(3)ア）

情報と社会 5

12月

A書くこと

②　思考・判断・表現
個々の文の表現の仕方や段落の構造を吟味するなど、文章全
体の論理の明晰さを確かめ、自分の主張が的確に伝わる文章
になるよう工夫すること。(A(１)オ)

①　知識・技能
言葉には、言葉そのものを認識したり説明したりすることを
可能にする働きがあることを理解している。（(1)ア）

授業時の観察
小テスト
ワークシート
ふり返りシート
等

Ｂ読むこと

授業時の観察
小テスト
ワークシート
ふり返りシート
等

10月

11月

Ｂ読むこと

②　思考・判断・表現
主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討し、文章
や資料の妥当性や信頼性を吟味して内容を解釈している。
(B(１)ウ)

①　知識・技能
情報を重要度や抽象度などによって階層化して整理する方法
について理解を深め使うこと。（(2)イ）

近代と現代の視点 5

９月

①　知識・技能
論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な
語句の量を増し、文章の中で使うことを通して、語感を磨き
語彙を豊かにしようとする。（(1)イ）



・今後どのようなコミュニケーショ
ンを心がけるべきか。筆者の考えも
踏まえて自分の意見を書く。

「日本語は非論理的か」
（野矢茂樹）

ズームアップ「日本文化
を理解する」

③　主体的に学習に取り組む態度
表現のしかたや論理性を検討しながら文章を作成する。

①　知識・技能
文章の種類に基づく効果的な段落の構造や論の形式など、文
章の構成や展開の仕方について理解する。（(1)エ）

・環境問題の解決を目指す際「かけ
がえのなさという客観的で普遍的な
価値」を重視することのメリットと
デメリットについてまとめる。

・筆者が危惧する現代社会の「食」
について具体的な例を一つあげ、そ
の特徴を説明する。

「野生の『クジラ』と人
間の『鯨』」（関陽子）

チェックポイント情報の
視覚化

解説　思考ツール

5

言葉と思考 5

・「日本人が非論理的だと言われ
る」理由についてまとめる。
・「日本人のコミュニケーションの
技術」について本文に即して説明す
る。

②　思考・判断・表現
人間、社会、自然などについて、文章の内容や解釈を多様な
論点や異なる価値観と結び付けて、新たな観点から自分の考
えを深める。(B(1)カ)

授業時の観察
小テスト
ワークシート
ふり返りシート
等

③　主体的に学習に取り組む態度
対比や具体例をまとめながら、筆者の主張を捉えようとす
る。

３月

Ｂ読むこと

A書くこと

授業時の観察
小テスト
ワークシート
ふり返りシート
等

1月

2月

言葉と思考



27 43 70　書くこと 　読むこと 指導時間数の合計

領域ごとの指導時間数の計

　話すこと・聞くこと



2

活用
（使える）

利用
（できる）

習得
（わかる）

比重 比重 比重

40 30 30

月 領域
指導
時数

評価方法
教材及び教科等横断

的な視点等

４月

５月

６月

平成の小説

昭和後期の小説

○実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。（知識及び技能）
○論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。（思考力、判断
力、表現力等）
○言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手として自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。（学
びに向かう力、人間性等）

「ナイン」
井上ひさし

公共「公共の扉」との関
連

・「父親」の「息子」に対する心情を説
明する。
・「父親」と「息子」の関係について説
明する。
・冒頭の英文「March winds and April
showers bring May
flowers」と、最後の一文「その昔自分
にもそんなことがあったのを父親は思い
出している」は、作
品全体に対してどのような意味を持って
いるかを話し合う。

冒頭の英文と最後の一文が
作品全体に対して持つ意味
を話し合う。

「三月の風」
阿部昭

英語コミュニケーション
Ⅱ「読むこと」との関連

「鍋セット」
角田光代

公共「公共の扉」との関
連

・「私」の人物像を整理する。
・「私」の心情変化をまとめる。
・「私」は「父」の人生がどのようなも
のであったと考えているかを説明する。
・「私」の「父」を指す「無用の人」と
いう言葉はどのような意味で用いられて
いると考えられるかを説明する。

題名の意味を考察し、説明
する。

「無用の人」
原田マハ

公共「公共の扉」との関
連

・「私の住むことになった部屋」は、ど
のような部屋だったかをまとめる。
・「母」に対する「私」の心情は、どの
ように変化しているかを時系列に沿って
まとめる。
・「私」にとって、「鍋セット」とは何
であったかを考える。
・誰かからの贈り物で、大切にしている
ものを提示して、三分程度のスピーチを
する。

4

③　主体的に学習に取り組む態度
登場人物の心情と行動の関連性について粘り強く考察し、こ
れまでの学習を生かして考えようとしている。

①　知識・技能
文学的な文章やそれに関する文章の種類や特徴などについて
理解を深めている。［⑴ウ］

4

作品内容を踏まえて原稿を
作成しスピーチをする。

授業時の観察
小テスト
ワークシート
振り返りシート
等

授業時の観察
小テスト
ワークシート
振り返りシート
等

・新道少年野球団のナインについてまと
める。
・正太郎くんに対して、中村さんと英夫
くんは、それぞれどのような思いをいだ
いているかを説明する。
・「あんな思いをしたのは、あのときだ
けです」という「強い口調」からは、英
夫くんのどのような心情がうかがえる
か、「あんな思い」の内容を明らかにし
て説明する。
・正太郎くんはどのような人物だと考え
られるか、本文の出来事を踏まえて説明
する。
・正太郎くんを許した英夫くんと常雄く
んの心情は、少年野球大会の決勝で正太
郎くんが日陰を作ってくれたエピソード
とどのように関連しているかを説明す
る。

登場人物の心情と行動の関
連性を考察し、説明する。

「山月記」
中島敦

日本史探究
「原始・古代の日本と東
アジア」との関連

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、作品の内容や解釈を踏まえ、人間、
社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を深め
ている。［Ｂ⑴カ］

①　知識・技能
情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増し、文章の中
で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにしている。
［⑴イ］

文学の扉

・本文全体から、虎になる前の李徴の人
柄を箇条書きで整理し、文章でまとめ
る。
・李徴自身は、自分が虎になったのはな
ぜだと考えているかをまとめる。
・作者がこの作品を人間が虎になるとい
う設定にしたのはなぜかを考える。

5

4

4

作品設定の意図を考察し、
説明する。

③　主体的に学習に取り組む態度
「無用の人」という題名の意味について粘り強く考察し、こ
れまでの学習を生かして考えようとしている。

　主な学習活動　 主な言語活動

①　知識・技能
言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを理解し
ている。［⑴ア］

単元名
単元で育成する資質・能力

＜単元の評価規準＞

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、内容や構
成、展開、描写の仕方などを的確に捉えている。［Ｂ⑴ア］

読む

必履修科目

授業時の観察
小テスト
ワークシート
振り返りシート
等

読む

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、語り手の視点や場面の設定の仕方、
表現の特色について評価することを通して、内容を解釈して
いる。［Ｂ⑴イ］

①　知識・技能
情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増し、文章の中
で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにしている。
［⑴イ］

授業時の観察
小テスト
ワークシート
振り返りシート
等

書く

授業時の観察
小テスト
ワークシート
振り返りシート
等

①　知識・技能
人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方
を豊かにする読書の意義と効用について理解を深めている。
［⑵イ］

読む

③　主体的に学習に取り組む態度
進んで作品内容を解釈し、学習課題に沿ってスピーチをしよ
うとしている。

③　主体的に学習に取り組む態度
人間が虎になるという設定の効果について粘り強く考察し、
これまでの学習を生かして考えようとしている。

履修区分 履修学年区分

文学作品に対していだいた感情を整理し、読書の意義と効用につい
て考えることができる。

文学作品に触れることを通して、読書の意義と効用についての理解
をおおむね深めることができている。
心情を考察する作業を通して、おおむね語感を磨き語彙を豊かにす
ることができている。

文学作品に共感したり、疑問をいだいたりすることを通して、読書
の意義と効用についての理解を十分に深めることができる。
心情を考察する作業を通して、十分に語感を磨き語彙を豊かにする
ことができている。

読む

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、語り手の視点や場面の設定の仕方、
表現の特色について評価することを通して、内容を解釈して
いる。［Ｂ⑴イ］

全日制・普通科・２学年

２０２３年度　　学年　国語　科シラバス

文学国語 教科書等 文学国語（数研出版）

単位数

評価方法・割合
及び

観点の比重

定期考査
小テスト
課題テスト・到達度テスト
模擬試験　　　　　　　　　　　他

定期考査
課題テスト・到達度テスト
レポート
授業時の観察　　　　　　　　　　　　　他

授業時の観察
課題提出
振り返りシート
自主的な取り組み　　　　　　　　　　他

教科の目標

科目名

科目の目標

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の言語文化に対する理解を深めることができるようにする。(知識及び技能）
深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばすとともに，創造的に考える力を養い，他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。
（思考力・判断力・表現力等）
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。（学
びに向かう力,人間性等）

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとと
もに，我が国の言語文化に対する理解を深めることができるように
している。

知識・技能学力の３要素

学
び
の
段
階

自律的活動力・挑戦力
課題認識力・批判的思考力・表現力対話力・

他者との協働力
知識・技能

評価の趣旨

学びの観点

言葉を通じて積極的に他者や社会に関わったり，思いや考えを広げたり深め
たりしながら，言葉がもつ価値への認識を深めようとしているとともに，進
んで読書に親しみ，言葉を効果的に使おうとしている。

学びに向かう力

登場人物の心情変化を再確認し、自分の意見を述べることができる。
学習課題を踏まえて周囲と協調しながら話し合いに取り組んでいる。

登場人物の考え方や行動をおおむね理解したうえで自らの感想を矛盾なく述
べており、ものの見方、感じ方、考え方を深めることができる。

登場人物の考え方や行動を正確に理解したうえで自らの感想を述べており、
十分にものの見方、感じ方、考え方を深めていることができる。

「書くこと」，「読むこと」の各領域において，深く共感したり豊かに想像
したりする力を伸ばすとともに，創造的に考える力を養い，他者との関わり
の中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることが
できるようにしている。

思考力・判断力・表現力

これまでの学習を振り返って課題に取り組んでいる。
周囲の考えを参考にしながら話し合いに参加している。

学習課題を踏まえて粘り強く登場人物の心情と行動の関連性の考察に取り組
んでいる。
学習課題を踏まえて周囲と協調しながら話し合いに取り組んでいる。

主体性をもって粘り強く根拠立てて登場人物の心情と行動の関連性の考察に
取り組んでいる。
率先して周囲と協調し、考えを整理して話し合いに取り組んでいる。



６月 昭和後期の小説

・「父親」の「息子」に対する心情を説
明する。
・「父親」と「息子」の関係について説
明する。
・冒頭の英文「March winds and April
showers bring May
flowers」と、最後の一文「その昔自分
にもそんなことがあったのを父親は思い
出している」は、作
品全体に対してどのような意味を持って
いるかを話し合う。

冒頭の英文と最後の一文が
作品全体に対して持つ意味
を話し合う。

「三月の風」
阿部昭

英語コミュニケーション
Ⅱ「読むこと」との関連

③　主体的に学習に取り組む態度
冒頭と英文と最後の一文が作品全体に対して持つ意味合いを
粘り強く考察し、これまでの学習を生かして話し合おうとし
ている。

4

授業時の観察
小テスト
ワークシート
振り返りシート
等

読む

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、文章の構成や展開、表現の仕方を踏
まえ、解釈の多様性について考察している。［Ｂ⑴エ］



7月

・「忠直卿行状記」について整理する。
・「僕」は静子夫人のどのような点を忠
直卿と重ねているかを考える。
・静子夫人を忠直卿に重ねたとき、「僕
の役割」はどのようなものだったかを考
える。
・「僕」が「静子さんの絵を見たくなっ
た」のはなぜかを考える。
・「僕」が「静子さんの絵を見たくなっ
た」時の「僕」の心情を考える。
・「僕」が「水仙の絵」を引き裂いたの
はなぜだと考えられるか、自分の意見を
まとめる。

作品展開を踏まえて、主人
公の行動の理由をまとめ
る。

「水仙」
太宰治

英語コミュニケーション
Ⅱ「読むこと」との関連

5

・山椒魚の心情変化をまとめる。
・山椒魚と蛙の関係はどのように変化し
ていったかを、それぞれの心情に着目し
ながらまとめる。
・この小説を寓意小説と見た場合、人間
におけるどのような状況を表しているか
を考える。
・山椒魚の考え方や行動について、どの
ような感想を持ったかを話し合う。

作品内容を踏まえて、登場
人物の考え方や行動に対す
る感想を話し合う。

「山椒魚」
井伏鱒二

公共「自立した主体とし
てよりよい社会の形成に
参画する私たち」との関
連②　思考・判断・表現

「読むこと」において、作品の内容や解釈を踏まえ、人間、
社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を深め
ている。［Ｂ⑴カ］

③　主体的に学習に取り組む態度
「僕」が「水仙の絵」を引き裂いた理由を粘り強く考察し、
これまでの学習を生かして文章にまとめようとしている。

5

③　主体的に学習に取り組む態度
考えを整理して山椒魚の考え方や行動に対する感想を述べ、
これまでの学習を生かして話し合おうとしている。

①　知識・技能
人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方
を豊かにする読書の意義と効用について理解を深めている。
［⑵イ］

授業時の観察
小テスト
ワークシート
振り返りシート
等

昭和初期の小説

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、文章の構成や展開、表現の仕方を踏
まえ、解釈の多様性について考察している。［Ｂ⑴エ］

読む

読む

授業時の観察
小テスト
ワークシート
振り返りシート
等

①　知識・技能
人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方
を豊かにする読書の意義と効用について理解を深めている。
［⑵イ］



7月

９月

詩歌

10月

11月

作品中の物語の続きを創作
する。

「物語の終わり」
湊かなえ

英語コミュニケーション
Ⅱ「読むこと」との関連

②　思考・判断・表現
「書くこと」において、読み手の関心が得られるよう、文章
の構成や展開を工夫している。［Ａ⑴イ］

斎藤茂吉
釈迢空
斎藤史
岡井隆
河野裕子
佐佐木幸綱
栗木京子
水原紫苑

英語コミュニケーション
Ⅱ「書くこと」との関連

詩歌／俳句 4

・それぞれの句について、間のとり方や
緩急などを工夫しながら、声に出して読
む。
・それぞれの句で工夫された表現を確認
し、感動の中心はどこかを考える。
・自分でも俳句を作り、クラスで句会を
開催する。

俳句を創作し、句会を開催
する。

高浜虚子
尾崎放哉
橋本多佳子
西東三鬼
篠原鳳作
石田波郷
金子兜太
鷹羽狩行

英語コミュニケーション
Ⅱ「書くこと」との関連

・「兜率の天の食」は、「天上のアイス
クリーム」とあったものが後に書き換え
られた表現だが、このことによって読者
が受ける印象はどのように変わるかを説
明する。
・「わたくし」の「いもうと」に対する
心情変化を整理する。
・「松の針」「無声慟哭」も合わせて読
み、宮澤賢治の妹への心情や兄妹のつな
がりについて、感じたことを話し合う。

作者の心情を他の作品も踏
まえて話し合う。

「永訣の朝」
宮沢賢治

英語コミュニケーション
Ⅱ「話すこと（やりと
り）」との関連

詩歌／短歌 4

・それぞれの歌について、句切れやリズ
ムに注意しながら、声に出して読む。
・それぞれの歌で工夫された表現を確認
し、感動の中心はどこかを考える。
・印象に残った歌を選んで、鑑賞文を二
百字程度で書く。

短歌の鑑賞文を書く。

②　思考・判断・表現
「書くこと」において、文章の構成や展開、表現の仕方など
について、伝えたいことや感じてもらいたいことが伝わるよ
うに書かれているかなどを吟味して、文章全体を整えたり、
読み手からの助言などを踏まえて、自分の文章の特長や課題
を捉え直したりしている。［Ａ⑴エ］

③　主体的に学習に取り組む態度
積極的に俳句の創作に取り組み、見通しを持って、句会に参
加しようとしている。

③　主体的に学習に取り組む態度
宮澤賢治の妹への心情や兄妹のつながりを粘り強く考察し、
これまでの学習を生かして話し合おうとしている。

①　知識・技能
言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあることを理解し
ている。［⑴ア］

書く

授業時の観察
小テスト
ワークシート
振り返りシート
等

読む

・「雲白く遊子悲しむ」の悲しみの内容
はどのようなものかを説明する。
・詩を音読し、そのリズムや文語体にど
のような印象を受けたかを
話し合う。

詩のリズムと文語体から受
ける印象を話し合う。

「小諸なる古城のほと
り」
島﨑藤村

英語コミュニケーション
Ⅱ「話すこと（やりと
り）」との関連

「忠直卿行状記」
菊池寛

日本史探究
「近世の日本と世界」と
の関連

大正の小説

・「私（＝先生）」のＫに対する心情を
整理する。
・Ｋが用いた「覚悟」という言葉を
「私」はどのように解釈しているかを時
間の経過に従ってまとめる。
・「覚悟」という言葉をＫはどのような
意味で用いたのかを考える。
・Ｋの自殺を発見したときの「私」の心
情と行動はどのよう
なものだったかをまとめる。
・Ｋの手紙の内容をまとめ、Ｋの自殺の
理由を考える。
・作品の主題を話し合う。

作品の主題を話し合う。 「こころ」
夏目漱石

日本史探究
「近現代の地域・日本と
世界」の関連

③　主体的に学習に取り組む態度
作品の主題を粘り強く考察し、これまでの学習を生かして話
し合おうとしている。

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、他の作品と比較するなどして、文体
の特徴や効果について考察している［Ｂ⑴ウ］

8

①　知識・技能
人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方
を豊かにする読書の意義と効用について理解を深めている。
［⑵イ］

昭和初期の小説
読み比べ

1

・『水仙』の「僕」が考える忠直卿の
「天才の不幸」と「殿様の不幸」は、
『忠直卿行状記』ではそれぞれどのよう
に描かれているかを考える。

下敷きとした作品との関係
性を踏まえて、両者の描か
れ方の違いを探る。

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、設定した題材に関連する複数の作品
などを基に、自分のものの見方、感じ方、考え方を深めてい
る。［Ｂ⑴キ］

③　主体的に学習に取り組む態度
粘り強く『水仙』と『忠直卿行状記』の差異を見極め、学習
課題に沿って考察しようとしている。

読む

授業時の観察
小テスト
ワークシート
振り返りシート
等

①　知識・技能
文学的な文章を読むことを通して、我が国の言語文化の特質
について理解を深めている。［⑵ア］

文学的文章の創作 7

・「そんな状況」とは、どのような状況
かを「僕」の家族の現状を説明しつつま
とめる。
・「工場を継いでくれ」と頼まれるの
と、「拓真のために、お父さんが決めた
ことなのよ」と言われるのとでは、
「僕」の心情にはどのような違いが生じ
るかを考える。
・「僕」の考える『空の彼方』の結末を
読み取る。
・『空の彼方』を読み思索をめぐらした
ことで「僕」が気づいた自身の欠点は、
どのようなことかを説明する。
・『空の彼方』を読む前と、読んだ後で
「紙束を置き、カメラを手にとった」と
きとで、「僕」の心情はどのように変化
したかを説明する。
・『空の彼方』の結末を自由に考え、八
百字程度で書く。

③　主体的に学習に取り組む態度
学習課題に沿って、粘り強く鑑賞文の作成に取り組もうとし
ている。

①　知識・技能
文学的な文章を読むことを通して、我が国の言語文化の特質
について理解を深めている。［⑵ア］

2

③　主体的に学習に取り組む態度
作品が持つリズムや文体が与える印象を粘り強く考察し、こ
れまでの学習を生かして話し合おうとしている。

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、語り手の視点や場面の設定の仕方、
表現の特色について評価することを通して、内容を解釈して
いる。［Ｂ⑴イ］

①　知識・技能
文学的な文章における文体の特徴や修辞などの表現の技法に
ついて、体系的に理解し使えている。［⑴エ］

2

授業時の観察
小テスト
ワークシート
振り返りシート
等②　思考・判断・表現

「読むこと」において、作品に表れているものの見方、感じ
方、考え方を捉えるとともに、作品が成立した背景や他の作
品などとの関係を踏まえ、作品の解釈を深めている。［Ｂ⑴
オ］

①　知識・技能
文学的な文章を読むことを通して、我が国の言語文化の特質
について理解を深めている。［⑵ア］

授業時の観察
小テスト
ワークシート
振り返りシート
等

授業時の観察
小テスト
ワークシート
振り返りシート
等

読む

授業時の観察
小テスト
ワークシート
振り返りシート
等

書く

授業時の観察
小テスト
ワークシート
振り返りシート
等

書く

②　思考・判断・表現
「書くこと」において、文体の特徴や修辞の働きなどを考慮
して、読み手を引き付ける独創的な文章になるよう工夫して
いる。［Ａ⑴ウ］

①　知識・技能
情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を増し、文章の中
で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにしている。
［⑴イ］

12月

1月



作品中の物語の続きを創作
する。

「物語の終わり」
湊かなえ

英語コミュニケーション
Ⅱ「読むこと」との関連

③　主体的に学習に取り組む態度
『物語のおわり』の中で『空の彼方』という小説がどのよう
な機能を持っているかを踏まえ、学習課題に沿って『空の彼
方』の結末を創作しようとしている。

文学的文章の創作 7

・「そんな状況」とは、どのような状況
かを「僕」の家族の現状を説明しつつま
とめる。
・「工場を継いでくれ」と頼まれるの
と、「拓真のために、お父さんが決めた
ことなのよ」と言われるのとでは、
「僕」の心情にはどのような違いが生じ
るかを考える。
・「僕」の考える『空の彼方』の結末を
読み取る。
・『空の彼方』を読み思索をめぐらした
ことで「僕」が気づいた自身の欠点は、
どのようなことかを説明する。
・『空の彼方』を読む前と、読んだ後で
「紙束を置き、カメラを手にとった」と
きとで、「僕」の心情はどのように変化
したかを説明する。
・『空の彼方』の結末を自由に考え、八
百字程度で書く。

書く

授業時の観察
小テスト
ワークシート
振り返りシート
等



19 51 70　読むこと 指導時間数の合計

領域ごとの指導時間数の計

　書くこと

・「読書始め」の場面に関して、『窯変
源氏物語』と原作『源氏物語』はどのよ
うに異なるかを説明する。

原作と翻案作品を読み比
べ、描写の違いを説明す
る。

「窯変源氏物語」
橋本治

日本史探究
「原始・古代の日本と東
アジア」との関連

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、設定した題材に関連する複数の作品
などを基に、自分のものの見方、感じ方、考え方を深めてい
る。［Ｂ⑴キ］

③　主体的に学習に取り組む態度
粘り強く『窯変源氏物語』と『源氏物語』の差異を見極め、
学習課題に沿って考察しようとしている。

・本文にあげられた三つの物語につい
て、筆者はどのような点に着目している
かをそれぞれまとめる。
・「そこでは、モラルがない、というこ
と自体がモラルなのだ」「むごたらしい
こと、救いがないということ、それだけ
が、唯一の救いなのであります」「ふる
さとは我々のゆりかごではあるけれど
も、大人の仕事は、決してふるさとへ帰
ることではない」とはどういうことか
を、それぞれ説明する。
・筆者は「文学のふるさと」をどのよう
なものとしてとらえ、文学をどう扱って
いかなければならないと考えているかを
まとめる。
・筆者は「伊勢物語の一つの話」を、ど
のように評価しているかを二百字以内で
書く。

筆者の主張を読み取り、文
章にまとめる。

「文学のふるさと」
坂口安吾

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、作品の内容や解釈を踏まえ、人間、
社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方を深め
ている。［Ｂ⑴カ］

③　主体的に学習に取り組む態度
進んで作品内容を解釈し、学習課題に沿って文章にまとめよ
うとしている。

授業時の観察
小テスト
ワークシート
振り返りシート
等

①　知識・技能
文学的な文章やそれに関する文章の種類や特徴などについて
理解を深めている。［⑴ウ］

・三つの現代語訳には、表現上どのよう
な違いがあるか、原文を参照しつつ、比
較の観点ごとに分けてまとめる。

古典の現代語訳を読み比
べ、表現方法の違いをまと
める。

「源氏物語」
与謝野晶子 訳
谷崎潤一郎 訳
角田光代 訳

日本史探究
「原始・古代の日本と東
アジア」との関連

6

1

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、他の作品と比較するなどして、文体
の特徴や効果について考察している。［Ｂ⑴ウ］

授業時の観察
小テスト
ワークシート
振り返りシート
等

読む

授業時の観察
小テスト
ワークシート
振り返りシート
等

③　主体的に学習に取り組む態度
つの現代語訳の違いを粘り強く考察し、これまでの学習を生
かしてまとめようとしている。

読む 4文学評論

①　知識・技能
人間、社会、自然などに対するものの見方、感じ方、考え方
を豊かにする読書の意義と効用について理解を深めている。
［⑵イ］

3月

2月

読む

古典と現代語訳
読み比べ

①　知識・技能
文学的な文章を読むことを通して、我が国の言語文化の特質
について理解を深めている。［⑵ア］

古典と現代語訳



3

活用
（使える）

利用
（できる）

習得
（わかる）

比重 比重 比重

40 30 30

月 領域
指導
時数

評価方法
教材及び教科等横断

的な視点等

学びに向かう力

○作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ方、考え方を深め、
我が国の言語文化について考えている。
○自分の体験や思いが効果的に伝わるよう、文章の種類、構成、展開、文
体、描写、語句などを適切に選び表現している。

○作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ方、考え方を深め、
我が国の言語文化について自分の考えをもっている。
○自分の体験や思いが効果的に伝わるよう、文章の種類、構成、展開、文
体、描写、語句などを工夫しながら表現している。

○作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ方、考え方を深め、
我が国の言語文化について自分の考えを他者に伝え、さらに深めている。
○自分の体験や思いが効果的に伝わるよう、文章の種類、構成、展開、文
体、描写、語句などを吟味しながら表現したいことを明確にしている。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、古典
などを通した先人のものの見方、感じ方、考え方との関わりの中で伝え合う
力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにす
る。

思考力・判断力・表現力

○積極的に語彙力を高め、話し・聞き・読み・書き、自らの言語生活を豊かに
しようとする態度を身に付けている。

○論理的・効果的に、自分の考えを他者と伝え合い高めようとする力を身に付
けている。

○広く社会に目を向け、現象から原理を導き出したり、因果関係を導き出した
りする主体性や探究心を身に付けている。

『十訓抄』「大江山」
【古文チェックポイント
１】係助詞の用法

・「丹後へ遣はしける人は参りたり
や」とは、どのようなことを言おう
としたのか説明する。
・「大江山……」の歌で、小式部内
侍が伝えようとしたことを説明す
る。
・「返歌にも及ばず、袖を引き放ち
て、逃げられけり」とは、誰がなぜ
そのようにしたのか説明する。
・「大江山」はどのような教訓を示
すために収録されていると考えられ
るか話し合う。

『沙石集』「兼盛と忠
見」
【ズームアップ】説話文
学

日本史探究「B 中世の日
本と世界」との関連

登場人物の生き方について評価し話
し合う。４月

読む

③　主体的に学習に取り組む態度
忠見の歌にかける情熱を自ら進んで評価し、今までの学習を
生かして話し合いに参加しようとしている。

自律的活動力・挑戦力
課題認識力・批判的思考力・表現力対話力・

他者との協働力
知識・技能

評価の趣旨

学びの観点

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって古典に親しみ自己
を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、言葉を通して他
者や社会に関わろうとする態度を養う。

・『沙石集』の編者が、忠見のあり
方をどのように評価しているか説明
する。
・忠見のあり方をどのように評価す
るか、話し合う。

全日制・普通科・２学年（文系）

２０２３年度　　学年　国語　科シラバス

古典探究 教科書等 高等学校　古典探究（数研出版）

単位数

評価方法・割合
及び

観点の比重

定期考査
小テスト
課題テスト・到達度テスト
模擬試験　　　　　　　　　　　　他

定期考査
課題テスト・到達度テスト
レポート
授業時の観察　　　　　　　　　　　他

授業時の観察
課題提出
振り返りシート
自主的な取り組み　　　　　他

教科の目標

科目名

科目の目標

○生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の伝統的な言語文化に対する理解を深めることができるようにする。（知識及び技能）
○論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、古典などを通した先人のものの見方、感じ方、考え方との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたり
することができるようにする。（思考力、判断力、表現力等）
○言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。（学
びに向かう力、人間性等）

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとと
もに、我が国の伝統的な言語文化に対する理解を深めることができ
るようにする。

知識・技能学力の３要素

③　主体的に学習に取り組む態度
積極的に説話が示す教訓性について考察し、学習課題に沿っ
て話し合いに参加しようとしている。

履修区分 履修学年区分

○日本語の決まりや訓読の決まり、古典特有の表現などについて理
解した上で、表現の技法を知り、作品を読んでいる。
○我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増やし、それらの文化的
背景について理解している。

○日本語の決まりや訓読の決まり、古典特有の表現などについて理
解した上で、表現の技法を知り、作品を読み解くことができる。
○我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増やし、それらの文化的
背景について理解を深めている。

○日本語の決まりや訓読の決まり、古典特有の表現などについて理
解した上で、表現の技法を知り、他の作品と比較しながら読み味
わっている。
○我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増やし、それらの文化的
背景について理解を深め、文章の中で使うことを通して、語感を磨
き語彙を豊かにしている。

説話

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、古典の作品や文章などに表れている
ものの見方、感じ方、考え方を踏まえ、人間、社会、自然な
どに対する自分の考えを広げたり深めたりしている。［Ａ⑴
カ］

必履修科目

3

2

行動の確認

読む

行動の分析①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

学
び
の
段
階

本文に示された教訓について話し合
う。

　主な学習活動　 主な言語活動

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

単元名
単元で育成する資質・能力

＜単元の評価規準＞

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、必要に応じて書き手の考えや目的、
意図を捉えて内容を解釈するとともに、文章の構成や展開、
表現の特色について評価している。［Ａ⑴ウ］

○実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。（知識及び技能）
○論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。（思考力、判断
力、表現力等）
○言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手として自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。（学び
に向かう力、人間性等）



③　主体的に学習に取り組む態度
積極的に登場人物の様子や心情をとらえ、学習課題に沿って
自分の考えを説明しようとしている。

記述の分析

記述の確認

・　第二段落では、何が「すさまじ
きもの」とされているか。まとめ
る。
・「ゆるぎありきたるも、いとをか
し。すさまじげなり」とはどういう
ことか。説明する。
・現代語「すさまじい」の意味を調
べ、古語「すさまじ」からの意味変
遷の歴史をまとめる。

・「姨捨山の月は、いかなる人の見
けるにか。」という表現で伝えてい
ることは何か、清少納言の発言との
関わりで説明する。
・「わろかめれば、寿命経も、え書
くまじげにこそ」とは何を清少納言
に伝えようとしているのか、説明す
る。
・「かけまくも……」の歌につい
て、掛詞を指摘して、歌を訳す。

・「うたて、何しにさ申しつらむ」
とは、誰のどのような気持ちを表し
ているか、説明する。
・作者以外の女房たちが、その時々
の状況に応じてどのような行動を
とったか、順にまとめる。
・「ただ人のねぶたかりつる目もい
と大きになりぬ」とあるが、どうい
うことか、説明する。

登場人物の行動や心情を説明する。 『枕草子』「大納言殿参
り給ひて」
【ズームアップ】随筆文
学

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、古典特有の
表現に注意して内容を的確に捉えている。［Ａ⑴イ］

登場人物の行動や心情を説明する。

【参考】春はあけぼの
『枕草子』「すさまじき
もの」

『枕草子』「御前にて
人々とも」
【古文チェックポイント
３】さまざまな敬語表現

６月

随筆（一）

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、古典特有の
表現に注意して内容を的確に捉えている。［Ａ⑴イ］

・「男」が「をば」を捨てるに至っ
た経過を整理する。
・「をば」を捨てた後再び迎えに行
くまでの「男」の心情はどのような
ものだったか、話し合う。

③　主体的に学習に取り組む態度
男の心情変化について粘り強く考察し、学習課題に沿って話
し合いに参加しようとしている。

2

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

・「人知れぬ……」の歌に込められ
た男の気持ちを説明する。
・「あるじ許してけり」とは何を、
なぜ許したのか、説明する。
・第一段落と第二段落はどのような
関係にあるか、考える。

作品の内容をとらえ、構成を整理す
る。

『伊勢物語』「通ひ路の
関守」

日本史探究「B 中世の日
本と世界」との関連

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、古典特有の
表現に注意して内容を的確に捉えている。［Ａ⑴イ］

③　主体的に学習に取り組む態度
粘り強く第一段落と第二段落の関係性を見極め、学習課題に
沿って本文を解釈しようとしている。

読む

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、古典の作品や文章を多面的・多角的
な視点から評価することを通して、我が国の言語文化につい
て自分の考えを広げたり深めたりしている。［Ａ⑴ク］

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

読む

8

・それぞれの歌について修辞法を確
認する。
・「男」が着ていた「狩衣の裾」を
切り取って歌を書いたのはなぜか、
考える。
・「かくいちはやきみやび」とは
「男」のどのような言動を指して
言ったものか、説明する。
・「春日野の……」の歌と「みちの
くの……」の歌の類似点・相違点を
考える。

・訓読で教材を朗読する。
・音読みによる直読で教材を朗読す
る。
・口語訳で教材を朗読する。
・三種類の朗読から受ける印象の違
いを話し合う。

③　主体的に学習に取り組む態度
朗読から受ける印象の違いを話し合う活動において、積極的
に話し合いに参加している。

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、作品の成立した背景や他の作品など
との関係を踏まえながら古典などを読み、その内容の解釈を
深め、作品の価値について考察している。［Ａ⑴エ］

③　主体的に学習に取り組む態度
粘り強く「春日野の…」歌と「みちのくの…」歌を比較し、
学習課題に沿って類似点・相違点を整理しようとしている。

3

行動の観察

歌物語

本文中の和歌と本歌の類似点・相違
点を考察する。

『伊勢物語』「初冠」
【古文チェックポイント
２】まぎらわしい語の識
別

日本史探究「B 中世の日
本と世界」との関連

登場人物の心情について話し合う。 『大和物語』「をばすて
山」
【ズームアップ】十世紀
の物語

日本史探究「B 中世の日
本と世界」との関連

「音読みによる直読」「文語文によ
る訓読」「口語訳」の朗読を比較し
て、朗読から受ける印象の違いを話
し合う。

買履忘度
漱石枕流
華歆・王朗
画竜点睛
江南橘為江北枳
【ズームアップ】訓読の
歴史
【漢文チェックポイント
１】漢文の語順

世界史探究「C 諸地域の
交流・再編」との関連

読む 3

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

記述の確認

故事

５月

行動の確認

読む

記述の確認

読む

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、古典の作品や文章について、内容や
解釈を自分の知見と結び付け、考えを広げたり深めたりして
いる。［Ａ⑴オ］

①　知識・技能
古典の作品や文章に表れている、言葉の響きやリズム、修辞
などの表現の特色について理解を深めている。［⑴エ］

読む

読む

2

1

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、古典特有の
表現に注意して内容を的確に捉えている。［Ａ⑴イ］

③　主体的に学習に取り組む態度
「すさまじ」の意味変遷の歴史について進んで調べ、学習の
見通しをもって本文理解を深めようとしている。

①　知識・技能
時間の経過による言葉の変化や、古典が現代の言葉の成り立
ちにもたらした影響について理解を深めている。［⑵ウ］

記述の分析

1

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

漢詩 5

・単元内の教材の学習を踏まえて、
漢詩の規則を確認する。
・「春」をテーマとした七言絶句を
作る。

漢詩の習作に取り組む。 中国の詩
日本の詩
【ズームアップ】漢詩を
作ってみよう

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、構成や展開
などを的確に捉えている。［Ａ⑴ア］

③　主体的に学習に取り組む態度
春に関する漢詩を習作する活動において、積極的に課題に取
り組んでいる。

語句の意味変遷の歴史をまとめる。

読む

記述の確認



・「うたて、何しにさ申しつらむ」
とは、誰のどのような気持ちを表し
ているか、説明する。
・作者以外の女房たちが、その時々
の状況に応じてどのような行動を
とったか、順にまとめる。
・「ただ人のねぶたかりつる目もい
と大きになりぬ」とあるが、どうい
うことか、説明する。

登場人物の行動や心情を説明する。 『枕草子』「大納言殿参
り給ひて」
【ズームアップ】随筆文
学

③　主体的に学習に取り組む態度
積極的に登場人物の様子や心情をとらえ、学習課題に沿って
自分の考えを説明しようとしている。

６月

随筆（一）

1読む

記述の確認



・「生ひ立たむ……」と「初草の…
…」の歌について、「若草」「露」
「初草」が何をたとえているか、そ
れぞれの歌は何を訴えようとしてい
るか、説明する。
・光源氏は「女子」のどこに興味を
ひかれているのか、説明する。

登場人物の行動や心情を説明する。 『源氏物語』「小柴垣の
もと」
【ズームアップ】『源氏
物語』の魅力

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、古典特有の
表現に注意して内容を的確に捉えている。［Ａ⑴イ］

③　主体的に学習に取り組む態度
積極的に登場人物の行動や心情をとらえ、学習課題に沿って
自分の考えを説明しようとしている。

・物語を読みたいと思う気持ちが表
れている表現を順に抜き出す。
・「人知れずうち泣かれぬ」という
作者の気持ちを説明する。

・藤壺が入内したことで、桐壺帝は
どのように変わったか、説明する。
・藤壺はまわりの女御・更衣からど
のように見られていたか、説明す
る。
・藤壺に対する光源氏の心情を説明
する。

物語

史伝 読む 6

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めるている。［⑵イ］

行動の確認 ・「鴻門の会」の読解を踏まえ、劉
邦が鴻門から脱出することができた
理由を考えて話し合う。
・「四面楚歌」「項王自刎」の読解
を踏まえ、項羽が江東に帰らなかっ
た理由を考えて話し合う。

劉邦が鴻門から脱出することができ
た理由と、項羽が江東に帰らなかっ
た理由を考えて話し合う。

鴻門之会
四面楚歌
項王自刎
【ズームアップ】項羽と
劉邦
【漢文チェックポイント
２】兼語文

世界史探究「C 諸地域の
交流・再編」

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、古典特有の
表現に注意して内容を的確に捉えている。［Ａ⑴イ］

③　主体的に学習に取り組む態度
本文から読みとった項羽や劉邦の人物像を踏まえて、作中の
行動の経緯・理由を粘り強く考察し、主体性をもって話し合
いに参加しようとしている。

７月

日記文学（一）

９月

読む 3

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

記述の確認

読む

②　思考・判断・表現
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

行動の確認

読む

記述の確認

読む

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、古典の作品や文章について、内容や
解釈を自分の知見と結び付け、考えを広げたり深めたりして
いる。［Ａ⑴オ］

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

3

③　主体的に学習に取り組む態度
積極的に登場人物の行動や心情をとらえ、学習課題に沿って
自分の考えを説明しようとしている。

作者の心情を説明する。 『更級日記』「東路の道
の果て」

日本史探究「B 中世の日
本と世界」との関連

2

・作者が『源氏物語』を読むことに
没頭していることがわかる表現を抜
き出し、そのときの気持ちを考え
る。
・「いとはかなく、あさまし」とい
うのは、いつの時点のどのような気
持ちを表現したのか、考える。
・『源氏物語』に登場する「夕顔」
や「浮舟」がどのような女性なのか
調べ、作者がこの二人を取り上げた
理由を考える。

作者が影響を受けた物語の登場人物
について調べる。

③　主体的に学習に取り組む態度
積極的に作者の心情をとらえ、学習の見通しをもって自分の
考えを説明しようとしている。

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、関心をもった事柄に関連する様々な
古典の作品や文章などを基に、自分のものの見方、感じ方、
考え方を深めている。［Ａ⑴キ］

③　主体的に学習に取り組む態度
『源氏物語』の「夕顔」や「浮舟」について進んで調べ、学
習課題に沿って本文理解と自分の考えを深めようとしてい
る。

2

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

記述の確認

読む

記述の分析

登場人物の行動や心情を説明する。 『源氏物語』「藤壺の入
内」

『更級日記』「物語」
【ズームアップ】受領層
の娘たち

日本史探究「B 中世の日
本と世界」との関連

・帝が「桐壺の更衣」を寵愛するこ
とに対し、まわりの人々はどう思っ
たか、説明する。
・「一の皇子」と「玉の男皇子」と
に対する帝の接し方の違いを説明す
る。
・帝・桐壺の更衣・弘徽殿の女御の
人物像について考える。

登場人物の心情と人物像について話
し合う。

『源氏物語』「光源氏誕
生」

③　主体的に学習に取り組む態度
登場人物の心情とそこから浮かび上がる人物像について粘り
強く考察し、今までの学習を生かして話し合いに参加しよう
としている。

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、古典特有の
表現に注意して内容を的確に捉えている。［Ａ⑴イ］

2

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］



随筆（二）

読む 1

①　知識・技能
古典の作品や文章に表れている、言葉の響きやリズム、修辞
などの表現の特色について理解を深めている。［⑴エ］

記述の確認 ・「世の中にある人と栖と、またか
くのごとし」について、「人と栖」
が何とどのように同じなのか、説明
する。
・「無常」に対する作者の考えにつ
いて、説明する。

作者の心情について説明する。 『方丈記』「ゆく河の流
れ」

日本史探究「B 中世の日
本と世界」との関連

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、古典特有の
表現に注意して内容を的確に捉えている。［Ａ⑴イ］

③　主体的に学習に取り組む態度
進んで作品内容を解釈し、学習課題に沿って作者の考えを説
明しようとしている。

９月



読む 2

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

行動の分析 ・「長くとも、四十に足らぬほどに
て死なんこそ、めやすかるべけれ」
と作者が言う根拠について、整理す
る。
・この文章の主題を表している一文
を抜き出す。
・命が永遠ならば「いかにもののあ
はれもなからん」という作者の考え
方に賛成の意見・反対の意見を出し
合い、話し合う。

作者の考え方に賛否の意見を出し、
話し合う。

『徒然草』「あだし野の
露」

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、古典の作品や文章などに表れている
ものの見方、感じ方、考え方を踏まえ、人間、社会、自然な
どに対する自分の考えを広げたり深めたりしている。［Ａ⑴
カ］

③　主体的に学習に取り組む態度
主体性をもって作品内容を解釈し、学習課題に沿って話し合
いに参加しようとしている。

読む 2

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

記述の確認 ・登場人物とそれぞれの性別を確認
する。
・作者はどのようなことに心ひかれ
ているのか考える。

作者の心情について考察する。 『徒然草』「九月二十日
のころ」

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、古典特有の
表現に注意して内容を的確に捉えている。［Ａ⑴イ］

③　主体的に学習に取り組む態度
進んで作品内容を解釈し、学習課題に沿って作者の考えを説
明しようとしている。

10月

随筆（二）

読む

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、作品の成立した背景や他の作品など
との関係を踏まえながら古典などを読み、その内容の解釈を
深め、作品の価値について考察している。［Ａ⑴エ］

読む

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

③　主体的に学習に取り組む態度
進んで作品内容を解釈し、学習課題に沿って作者の考えを説
明しようとしている。

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

1

2

記述の確認

読む

・本文を五段に分け、それぞれに小
見出しをつける。
・『方丈記』に描かれたさまざまな
災害のありさまを読んで、現代に通
じる『方丈記』の価値について考え
る。

現代に通じる古典作品の価値につい
て考察する。

『方丈記』「養和の飢
饉」

日本史探究「B 中世の日
本と世界」との関連

1

・作者の家の様子や周囲の環境と、
そこにおける生活の様子をまとめ
る。
・作者はなぜこの作品を『方丈記』
と名付けたのか、考える。

本文の内容を説明し、作品名の由来
を考察する。

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、古典特有の
表現に注意して内容を的確に捉えている。［Ａ⑴イ］

③　主体的に学習に取り組む態度
粘り強く本文の内容を読み解き、学習の見通しをもって作者
の考えを説明しようとしている。

③　主体的に学習に取り組む態度
『方丈記』の教科書掲出箇所以外について積極的に読み、学
習課題に沿って考察に取り組もうとしている。

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

記述の確認

記述の分析

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、古典特有の
表現に注意して内容を的確に捉えている。［Ａ⑴イ］

『方丈記』「閑居の気
味」

日本史探究「B 中世の日
本と世界」との関連

・本文で述べられている「月の見
所」「花の見所」をまとめる。
・「男女の情け」における「始め終
はり」とは、どのような状態を言う
のか説明する。

本文の内容について説明する。 『徒然草』「花は盛り
に」
【探究の扉】兼好法師が
詞のあげつらひ



読む 2

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

記述の確認 ・「大内裏部分略図」を参考にし
て、登場人物の行き先やたどった経
路を確認する。
・道長の言動に対する評価の言葉を
取り上げ、誰のどのような評価で
あったのかを整理する。
・道隆・道兼・道長の人物像をまと
め、比較する。

登場人物の行動と人物像について考
察する。

『大鏡』「道長の剛胆」

日本史探究「B 中世の日
本と世界」との関連

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、古典特有の
表現に注意して内容を的確に捉えている。［Ａ⑴イ］

③　主体的に学習に取り組む態度
登場人物の行動とそこから浮かび上がる人物像について粘り
強く考察し、学習課題に沿ってまとめようとしている。

読む 2

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

行動の分析 ・道長と伊周はそれぞれどのような
人物として描かれているか、まとめ
る。
・道隆が、「色青く」なったり、
「な射そ」と言ったりした理由を考
える。
・「いま二度延べさせ給へ」という
発言の真意はどこにあるのか、話し
合う。

語句の解釈可能性を考察し発言の真
意を話し合う。

『大鏡』「南院の競射」
【ズームアップ】摂関政
治と藤原道長

日本史探究「B 中世の日
本と世界」との関連

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、必要に応じて書き手の考えや目的、
意図を捉えて内容を解釈するとともに、文章の構成や展開、
表現の特色について評価している。［Ａ⑴ウ］

③　主体的に学習に取り組む態度
一語の解釈の違いで発言全体の真意がどう変わるか粘り強く
考察し、学習課題に沿って話し合いに参加しようとしてい
る。

12月 歴史物語

11月

2

2

思想 12

読む

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

読む

記述の確認

読む

行動の分析

読む 3

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

文章 読む 8

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めるている。［⑵イ］

行動の観察

3

③　主体的に学習に取り組む態度
積極的に登場人物の行動や心情をとらえながら本文を解釈
し、学習課題に沿って朗読劇に取り組もうとしている。

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

１月

軍記物語

記述の確認

読む

記述の確認

③　主体的に学習に取り組む態度
登場人物の行動とそこから浮かび上がる人物像について粘り
強く考察し、学習課題に沿ってまとめようとしている。

諸子百家の文章に見える考え方か
ら、現代社会に通用する部分を考察
する。

論語
孟子
荀子
老子
荘子
韓非子
【探究の扉】未来に備え
る遺伝子
【ズームアップ】諸子百
家
【漢文チェックポイント
３】前置詞

世界史探究「C 諸地域の
交流・再編」との関連

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、古典の作品や文章について、内容や
解釈を自分の知見と結び付け、考えを広げたり深めたりして
いる。［Ａ⑴オ］

③　主体的に学習に取り組む態度
諸子百家の文章から現代に通じる考え方を粘り強く見いだ
し、積極的に文章に表そうとしている。

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

・「さりとて」「さりとも」「さる
こと」の「さり」「さる」が指す内
容を説明する。
・花山天皇の出家はどのように行わ
れたのか、道兼の行動に注意しなが
らまとめる。
・花山天皇と道兼の人物像をまとめ
る。

登場人物の行動と人物像について考
察する。

『大鏡』「花山天皇の出
家」

日本史探究「B 中世の日
本と世界」との関連

・「未来に備える遺伝子」を読ん
で、単元内で学習した諸子百家の文
章に見える考え方との共通点を考え
る。
・諸子百家の文章から現代に通じる
考え方を探し、文章としてまとめ
る。

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、古典特有の
表現に注意して内容を的確に捉えている。［Ａ⑴イ］

①　知識・技能
先人のものの見方、感じ方、考え方に親しみ、自分のものの
見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用につい
て理解を深めている。［⑵エ］

・本文を「出来事」「事後の公任の
感想」「語り手の感想」の部分に分
ける。
・「かばかりの詩……まさりなま
し」という言葉が発せられた理由に
ついて説明する。
・「小倉山……」の和歌はどのよう
な点が評価されたのか、考える。

文章の構成を整理し、内容を説明す
る。

『大鏡』「三船の才」

日本史探究「B 中世の日
本と世界」との関連

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、古典特有の
表現に注意して内容を的確に捉えている。［Ａ⑴イ］

③　主体的に学習に取り組む態度
積極的に登場人物の行動や語り手の心情をとらえ、学習課題
に沿って自分の考えを説明しようとしている。

・単元内の教材の学習を踏まえて、
道家思想が後世の文章に影響を与え
た経緯を学習する。
・「売油翁」の末尾一文の意味を、
典故となる『荘子』の文章を踏まえ
て考え、グループで話し合う。

道家の思想が後世の文章に与えた影
響を考察する。

漁父辞
桃花源記
売油翁
【漢文チェックポイント
４】後置修飾語
【ズームアップ】道家思
想とその影響

世界史探究「C 諸地域の
交流・再編」との関連

・忠度が俊成のもとを訪れた際の、
俊成とその家人との反応の違いにつ
いて説明する。
・「情けもすぐれて深う、あはれも
ことに思ひ知られて」について、俊
成は忠度のどういうところについ
て、このように述べているのか説明
する。
・「前途程遠し、思ひを雁山の夕べ
の雲に馳す」という朗詠を行った時
の忠度の心情を想像し、話し合う。

登場人物の心情について話し合う。 『平家物語』「忠度の都
落ち」

日本史探究「B 中世の日
本と世界」との関連

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、古典の作品や文章について、内容や
解釈を自分の知見と結び付け、考えを広げたり深めたりして
いる。［Ａ⑴オ］

③　主体的に学習に取り組む態度
忠度の心情について粘り強く考察し、学習課題に沿って話し
合いに参加しようとしている。

行動の確認

・二位殿の言葉から、安徳天皇に対
するどのような思いが感じ取れる
か、考える。
・知盛の言動からどのような人物像
が浮かび上がってくるか、話し合
う。
・本文の解釈を踏まえ、地の文と各
登場人物に役割を分けて朗読劇をす
る。

本文の解釈を踏まえて朗読劇を行
う。

『平家物語』「壇ノ浦」
【ズームアップ】文学と
歴史の間

日本史探究「B 中世の日
本と世界」との関連

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、古典の作品や文章について、内容や
解釈を自分の知見と結び付け、考えを広げたり深めたりして
いる。［Ａ⑴オ］



105 105

３月 和歌・歌謡・俳諧

読む 2

①　知識・技能
古典の作品や文章に表れている、言葉の響きやリズム、修辞
などの表現の特色について理解を深めている。［⑴エ］

記述の確認 ・貞徳・宗因・西鶴の関係について
調べ、句のおもしろみについて考え
る。
・来山と鬼貫について、どのような
人物かを調べ、句の味わいについて
考える。
・芭蕉の二句について、句の感じが
の違いを説明する。
・句の上五ないしは下五に別の言葉
をあてはめて、もとの句とのイメー
ジの違いについて話し合う。
・蕪村と一茶の句について、それぞ
れの俳人の表現の特徴について考
え、まとめる。

俳諧の表現について考察する。 『江戸俳諧・発句』
【ズームアップ】連歌と
いう文芸

日本史探究「C 近世の日
本と世界」との関連②　思考・判断・表現

「読むこと」において、古典の作品や文章について、内容や
解釈を自分の知見と結び付け、考えを広げたり深めたりして
いる。［Ａ⑴オ］

③　主体的に学習に取り組む態度
学習課題に沿って、粘り強く各句のおもしろみや味わいを考
察し、自分の考えを深めようとしている。

2

読む 2

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

記述の分析 ・それぞれの歌を現代語訳し、その
主題を考える。
・それぞれの歌について、表現上の
特徴をあげる。
・好きな歌を選び、鑑賞文を書く。
また、作者やその歌が作られた時代
について調べる。

和歌について鑑賞文を書く。 『和歌・歌謡』

日本史探究「B 中世の日
本と世界」との関連

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、古典の作品や文章について、内容や
解釈を自分の知見と結び付け、考えを広げたり深めたりして
いる。［Ａ⑴オ］

③　主体的に学習に取り組む態度
学習課題に沿って、粘り強く鑑賞文の作成に取り組もうとし
ている。

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

文章 読む 8

行動の観察

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、作品の成立した背景や他の作品など
との関係を踏まえながら古典などを読み、その内容の解釈を
深め、作品の価値について考察している。［Ａ⑴エ］

③　主体的に学習に取り組む態度
「売油翁」の末尾一文の意味について、グループでの話し合
いにおいて積極的に意見を発表している。

4

4

１月

日記文学（二）

記述の分析

読む

記述の分析

読む

記述の確認

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

複数の作品から平資盛の逸話を調べ
る。

『建礼門院右京大夫集』
「なべて世の」

日本史探究「B 中世の日
本と世界」との関連

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、関心をもった事柄に関連する様々な
古典の作品や文章などを基に、自分のものの見方、感じ方、
考え方を深めている。［Ａ⑴キ］

③　主体的に学習に取り組む態度
平資盛の逸話について進んで調べ、学習課題に沿って本文理
解と自分の考えを深めようとしている。

・単元内の教材の学習を踏まえて、
道家思想が後世の文章に影響を与え
た経緯を学習する。
・「売油翁」の末尾一文の意味を、
典故となる『荘子』の文章を踏まえ
て考え、グループで話し合う。

道家の思想が後世の文章に与えた影
響を考察する。

漁父辞
桃花源記
売油翁
【漢文チェックポイント
４】後置修飾語
【ズームアップ】道家思
想とその影響

世界史探究「C 諸地域の
交流・再編」との関連

・大原の庵の周辺の様子がどのよう
に描かれているか整理する。
・女院の、過去の様子と現在の様子
がどのように比較されているか整理
する。
・「今や夢……」「あふぎ見し…
…」「山深く……」の三首の歌を現
代語訳し、それぞれの歌に込められ
ている作者の思いをまとめる。

和歌から作者の心情を読み取る。 『建礼門院右京大夫集』
「大原まうで」
【ズームアップ】和歌に
まつわる常識

日本史探究「B 中世の日
本と世界」との関連

　書くこと 　読むこと 指導時間数の合計

領域ごとの指導時間数の計

　話すこと・聞くこと

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

・作者は和歌をどのようなものとと
らえているか、その本質と効用に分
けて整理する。
・作者は六歌仙の歌をそれぞれどの
ようにたとえて評価しているか、整
理し、考える。
・脚注にあげた六歌仙の歌につい
て、歌意をとらえ、鑑賞文を書く。

和歌について鑑賞文を書く。 『古今和歌集仮名序』
「やまと歌は」「六歌
仙」

日本史探究「B 中世の日
本と世界」との関連②　思考・判断・表現

「読むこと」において、古典の作品や文章について、内容や
解釈を自分の知見と結び付け、考えを広げたり深めたりして
いる。［Ａ⑴オ］

③　主体的に学習に取り組む態度
学習課題に沿って、粘り強く鑑賞文の作成に取り組もうとし
ている。

２月

読む

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、古典特有の
表現に注意して内容を的確に捉えている。［Ａ⑴イ］

③　主体的に学習に取り組む態度
積極的に作者の見たものや心情をとらえ、学習課題に沿って
自分の考えを説明しようとしている。

・恋人の死を受けとめかねて苦しむ
作者の様子がどのように表現されて
いるか、抜き出す。
・「なべて世の……」「悲しとも…
…」の歌に込められている作者の気
持ちを説明する。
・『建礼門院右京大夫集』と『平家
物語』で描かれる平資盛の人物像や
逸話について調べる。



2

活用
（使える）

利用
（できる）

習得
（わかる）

比重 比重 比重

40 30 30

月 領域
指導
時数

評価方法
教材及び教科等横断

的な視点等

○実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。（知識及び技能）
○論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。（思考力、判断
力、表現力等）
○言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手として自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。（学び
に向かう力、人間性等）

『沙石集』「兼盛と忠
見」
【ズームアップ】説話文
学

日本史探究「B 中世の日
本と世界」との関連

説話

・『沙石集』の編者が、忠見のあり
方をどのように評価しているか説明
する。
・忠見のあり方をどのように評価す
るか、話し合う。

登場人物の生き方について評価し話
し合う。

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、必要に応じて書き手の考えや目的、
意図を捉えて内容を解釈するとともに、文章の構成や展開、
表現の特色について評価している。［Ａ⑴ウ］

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、古典の作品や文章などに表れている
ものの見方、感じ方、考え方を踏まえ、人間、社会、自然な
どに対する自分の考えを広げたり深めたりしている。［Ａ⑴
カ］

説話

必履修科目

行動の確認

読む 行動の分析

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

４月

読む

③　主体的に学習に取り組む態度
忠見の歌にかける情熱を自ら進んで評価し、今までの学習を
生かして話し合いに参加しようとしている。

③　主体的に学習に取り組む態度
積極的に説話が示す教訓性について考察し、学習課題に沿っ
て話し合いに参加しようとしている。

履修区分 履修学年区分

○日本語の決まりや訓読の決まり、古典特有の表現などについて理
解した上で、表現の技法を知り、作品を読んでいる。
○我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増やし、それらの文化的
背景について理解している。

○日本語の決まりや訓読の決まり、古典特有の表現などについて理
解した上で、表現の技法を知り、作品を読み解くことができる。
○我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増やし、それらの文化的
背景について理解を深めている。

○日本語の決まりや訓読の決まり、古典特有の表現などについて理
解した上で、表現の技法を知り、他の作品と比較しながら読み味
わっている。
○我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増やし、それらの文化的
背景について理解を深め、文章の中で使うことを通して、語感を磨
き語彙を豊かにしている。

2

1

単元名
単元で育成する資質・能力

＜単元の評価規準＞

全日制・普通科・２学年（理系）

２０２３年度　　学年　国語　科シラバス

古典探究 教科書等 高等学校　古典探究（数研出版）

単位数

評価方法・割合
及び

観点の比重

定期考査
小テスト
課題テスト・到達度テスト
模擬試験　　　　　　　　　　　　他

定期考査
課題テスト・到達度テスト
レポート
授業時の観察　　　　　　　　　　　他

授業時の観察
課題提出
振り返りシート
自主的な取り組み　　　　　他

教科の目標

科目名

科目の目標

○生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の伝統的な言語文化に対する理解を深めることができるようにする。（知識及び技能）
○論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、古典などを通した先人のものの見方、感じ方、考え方との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたり
することができるようにする。（思考力、判断力、表現力等）
○言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって古典に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。（学
びに向かう力、人間性等）

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとと
もに、我が国の伝統的な言語文化に対する理解を深めることができ
るようにする。

知識・技能学力の３要素

学
び
の
段
階

自律的活動力・挑戦力
課題認識力・批判的思考力・表現力対話力・

他者との協働力
知識・技能

評価の趣旨

学びの観点

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって古典に親しみ自己
を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、言葉を通して他
者や社会に関わろうとする態度を養う。

学びに向かう力

○作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ方、考え方を深め、
我が国の言語文化について考えている。
○自分の体験や思いが効果的に伝わるよう、文章の種類、構成、展開、文
体、描写、語句などを適切に選び表現している。

○作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ方、考え方を深め、
我が国の言語文化について自分の考えをもっている。
○自分の体験や思いが効果的に伝わるよう、文章の種類、構成、展開、文
体、描写、語句などを工夫しながら表現している。

○作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ方、考え方を深め、
我が国の言語文化について自分の考えを他者に伝え、さらに深めている。
○自分の体験や思いが効果的に伝わるよう、文章の種類、構成、展開、文
体、描写、語句などを吟味しながら表現したいことを明確にしている。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、古典
などを通した先人のものの見方、感じ方、考え方との関わりの中で伝え合う
力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにす
る。

思考力・判断力・表現力

○積極的に語彙力を高め、話し・聞き・読み・書き、自らの言語生活を豊かに
しようとする態度を身に付けている。

○論理的・効果的に、自分の考えを他者と伝え合い高めようとする力を身に付
けている。

○広く社会に目を向け、現象から原理を導き出したり、因果関係を導き出した
りする主体性や探究心を身に付けている。

本文に示された教訓について話し合
う。

　主な学習活動　 主な言語活動

『十訓抄』「大江山」
【古文チェックポイント
１】係助詞の用法

・「丹後へ遣はしける人は参りたり
や」とは、どのようなことを言おう
としたのか説明する。
・「大江山……」の歌で、小式部内
侍が伝えようとしたことを説明す
る。
・「返歌にも及ばず、袖を引き放ち
て、逃げられけり」とは、誰がなぜ
そのようにしたのか説明する。
・「大江山」はどのような教訓を示
すために収録されていると考えられ
るか話し合う。



・　第二段落では、何が「すさまじ
きもの」とされているか。まとめ
る。
・「ゆるぎありきたるも、いとをか
し。すさまじげなり」とはどういう
ことか。説明する。
・現代語「すさまじい」の意味を調
べ、古語「すさまじ」からの意味変
遷の歴史をまとめる。

語句の意味変遷の歴史をまとめる。 【参考】春はあけぼの
『枕草子』「すさまじき
もの」

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、古典特有の
表現に注意して内容を的確に捉えている。［Ａ⑴イ］

③　主体的に学習に取り組む態度
「すさまじ」の意味変遷の歴史について進んで調べ、学習の
見通しをもって本文理解を深めようとしている。

読む 1

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

記述の確認 ・「うたて、何しにさ申しつらむ」
とは、誰のどのような気持ちを表し
ているか、説明する。
・作者以外の女房たちが、その時々
の状況に応じてどのような行動を
とったか、順にまとめる。
・「ただ人のねぶたかりつる目もい
と大きになりぬ」とあるが、どうい
うことか、説明する。

登場人物の行動や心情を説明する。 『枕草子』「大納言殿参
り給ひて」
【ズームアップ】随筆文
学

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、古典特有の
表現に注意して内容を的確に捉えている。［Ａ⑴イ］

③　主体的に学習に取り組む態度
積極的に登場人物の様子や心情をとらえ、学習課題に沿って
自分の考えを説明しようとしている。

６月

随筆（一）

読む 2

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

記述の分析

3

・単元内の教材の学習を踏まえて、
漢詩の規則を確認する。
・「春」をテーマとした七言絶句を
作る。

漢詩の習作に取り組む。 中国の詩
日本の詩
【ズームアップ】漢詩を
作ってみよう

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、構成や展開
などを的確に捉えている。［Ａ⑴ア］

③　主体的に学習に取り組む態度
春に関する漢詩を習作する活動において、積極的に課題に取
り組んでいる。

本文中の和歌と本歌の類似点・相違
点を考察する。

『伊勢物語』「初冠」
【古文チェックポイント
２】まぎらわしい語の識
別

日本史探究「B 中世の日
本と世界」との関連

・「男」が「をば」を捨てるに至っ
た経過を整理する。
・「をば」を捨てた後再び迎えに行
くまでの「男」の心情はどのような
ものだったか、話し合う。

登場人物の心情について話し合う。 『大和物語』「をばすて
山」
【ズームアップ】十世紀
の物語

日本史探究「B 中世の日
本と世界」との関連

故事

・訓読で教材を朗読する。
・音読みによる直読で教材を朗読す
る。
・口語訳で教材を朗読する。
・三種類の朗読から受ける印象の違
いを話し合う。

「音読みによる直読」「文語文によ
る訓読」「口語訳」の朗読を比較し
て、朗読から受ける印象の違いを話
し合う。

買履忘度
漱石枕流
華歆・王朗
画竜点睛
江南橘為江北枳
【ズームアップ】訓読の
歴史
【漢文チェックポイント
１】漢文の語順

世界史探究「C 諸地域の
交流・再編」との関連

③　主体的に学習に取り組む態度
朗読から受ける印象の違いを話し合う活動において、積極的
に話し合いに参加している。

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、作品の成立した背景や他の作品など
との関係を踏まえながら古典などを読み、その内容の解釈を
深め、作品の価値について考察している。［Ａ⑴エ］

③　主体的に学習に取り組む態度
男の心情変化について粘り強く考察し、学習課題に沿って話
し合いに参加しようとしている。

2

③　主体的に学習に取り組む態度
粘り強く「春日野の…」歌と「みちのくの…」歌を比較し、
学習課題に沿って類似点・相違点を整理しようとしている。

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

3

行動の観察

読む

漢詩

①　知識・技能
時間の経過による言葉の変化や、古典が現代の言葉の成り立
ちにもたらした影響について理解を深めている。［⑵ウ］

行動の確認

読む

記述の確認

読む

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、古典の作品や文章について、内容や
解釈を自分の知見と結び付け、考えを広げたり深めたりして
いる。［Ａ⑴オ］

①　知識・技能
古典の作品や文章に表れている、言葉の響きやリズム、修辞
などの表現の特色について理解を深めている。［⑴エ］

記述の分析

５月

読む

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、古典の作品や文章を多面的・多角的
な視点から評価することを通して、我が国の言語文化につい
て自分の考えを広げたり深めたりしている。［Ａ⑴ク］

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

6

歌物語

・それぞれの歌について修辞法を確
認する。
・「男」が着ていた「狩衣の裾」を
切り取って歌を書いたのはなぜか、
考える。
・「かくいちはやきみやび」とは
「男」のどのような言動を指して
言ったものか、説明する。
・「春日野の……」の歌と「みちの
くの……」の歌の類似点・相違点を
考える。



・「世の中にある人と栖と、またか
くのごとし」について、「人と栖」
が何とどのように同じなのか、説明
する。
・「無常」に対する作者の考えにつ
いて、説明する。

作者の心情について説明する。 『方丈記』「ゆく河の流
れ」

日本史探究「B 中世の日
本と世界」との関連

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、古典特有の
表現に注意して内容を的確に捉えている。［Ａ⑴イ］

③　主体的に学習に取り組む態度
進んで作品内容を解釈し、学習課題に沿って作者の考えを説
明しようとしている。

９月

物語

随筆（二）

登場人物の行動や心情を説明する。 『源氏物語』「藤壺の入
内」

行動の確認

日記文学（一）

・物語を読みたいと思う気持ちが表
れている表現を順に抜き出す。
・「人知れずうち泣かれぬ」という
作者の気持ちを説明する。

作者の心情を説明する。 『更級日記』「東路の道
の果て」

日本史探究「B 中世の日
本と世界」との関連

2

作者が影響を受けた物語の登場人物
について調べる。

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、古典特有の
表現に注意して内容を的確に捉えている。［Ａ⑴イ］

2

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

史伝 読む 4

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めるている。［⑵イ］

行動の確認 ・「鴻門の会」の読解を踏まえ、劉
邦が鴻門から脱出することができた
理由を考えて話し合う。
・「四面楚歌」「項王自刎」の読解
を踏まえ、項羽が江東に帰らなかっ
た理由を考えて話し合う。

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、古典特有の
表現に注意して内容を的確に捉えている。［Ａ⑴イ］

③　主体的に学習に取り組む態度
本文から読みとった項羽や劉邦の人物像を踏まえて、作中の
行動の経緯・理由を粘り強く考察し、主体性をもって話し合
いに参加しようとしている。

読む

記述の分析 『更級日記』「物語」
【ズームアップ】受領層
の娘たち

日本史探究「B 中世の日
本と世界」との関連

・帝が「桐壺の更衣」を寵愛するこ
とに対し、まわりの人々はどう思っ
たか、説明する。
・「一の皇子」と「玉の男皇子」と
に対する帝の接し方の違いを説明す
る。
・帝・桐壺の更衣・弘徽殿の女御の
人物像について考える。

登場人物の心情と人物像について話
し合う。

『源氏物語』「光源氏誕
生」

③　主体的に学習に取り組む態度
登場人物の心情とそこから浮かび上がる人物像について粘り
強く考察し、今までの学習を生かして話し合いに参加しよう
としている。

劉邦が鴻門から脱出することができ
た理由と、項羽が江東に帰らなかっ
た理由を考えて話し合う。

鴻門之会
四面楚歌
項王自刎
【ズームアップ】項羽と
劉邦
【漢文チェックポイント
２】兼語文

世界史探究「C 諸地域の
交流・再編」

③　主体的に学習に取り組む態度
積極的に作者の心情をとらえ、学習の見通しをもって自分の
考えを説明しようとしている。

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、関心をもった事柄に関連する様々な
古典の作品や文章などを基に、自分のものの見方、感じ方、
考え方を深めている。［Ａ⑴キ］

③　主体的に学習に取り組む態度
『源氏物語』の「夕顔」や「浮舟」について進んで調べ、学
習課題に沿って本文理解と自分の考えを深めようとしてい
る。

2

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

記述の確認

読む

②　思考・判断・表現
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

７月

読む

記述の確認

読む

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、古典の作品や文章について、内容や
解釈を自分の知見と結び付け、考えを広げたり深めたりして
いる。［Ａ⑴オ］

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

3

③　主体的に学習に取り組む態度
積極的に登場人物の行動や心情をとらえ、学習課題に沿って
自分の考えを説明しようとしている。

読む 1

①　知識・技能
古典の作品や文章に表れている、言葉の響きやリズム、修辞
などの表現の特色について理解を深めている。［⑴エ］

記述の確認

・藤壺が入内したことで、桐壺帝は
どのように変わったか、説明する。
・藤壺はまわりの女御・更衣からど
のように見られていたか、説明す
る。
・藤壺に対する光源氏の心情を説明
する。

・作者が『源氏物語』を読むことに
没頭していることがわかる表現を抜
き出し、そのときの気持ちを考え
る。
・「いとはかなく、あさまし」とい
うのは、いつの時点のどのような気
持ちを表現したのか、考える。
・『源氏物語』に登場する「夕顔」
や「浮舟」がどのような女性なのか
調べ、作者がこの二人を取り上げた
理由を考える。



読む 1

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

記述の確認 ・登場人物とそれぞれの性別を確認
する。
・作者はどのようなことに心ひかれ
ているのか考える。

作者の心情について考察する。 『徒然草』「九月二十日
のころ」

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、古典特有の
表現に注意して内容を的確に捉えている。［Ａ⑴イ］

③　主体的に学習に取り組む態度
進んで作品内容を解釈し、学習課題に沿って作者の考えを説
明しようとしている。

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

読む

随筆（二）

読む

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、作品の成立した背景や他の作品など
との関係を踏まえながら古典などを読み、その内容の解釈を
深め、作品の価値について考察している。［Ａ⑴エ］

読む 2

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

記述の確認 ・本文で述べられている「月の見
所」「花の見所」をまとめる。
・「男女の情け」における「始め終
はり」とは、どのような状態を言う
のか説明する。

・本文を五段に分け、それぞれに小
見出しをつける。
・『方丈記』に描かれたさまざまな
災害のありさまを読んで、現代に通
じる『方丈記』の価値について考え
る。

現代に通じる古典作品の価値につい
て考察する。

『方丈記』「養和の飢
饉」

日本史探究「B 中世の日
本と世界」との関連

1

③　主体的に学習に取り組む態度
『方丈記』の教科書掲出箇所以外について積極的に読み、学
習課題に沿って考察に取り組もうとしている。

・本文を「出来事」「事後の公任の
感想」「語り手の感想」の部分に分
ける。
・「かばかりの詩……まさりなま
し」という言葉が発せられた理由に
ついて説明する。
・「小倉山……」の和歌はどのよう
な点が評価されたのか、考える。

文章の構成を整理し、内容を説明す
る。

『大鏡』「三船の才」

日本史探究「B 中世の日
本と世界」との関連

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、古典特有の
表現に注意して内容を的確に捉えている。［Ａ⑴イ］

③　主体的に学習に取り組む態度
積極的に登場人物の行動や語り手の心情をとらえ、学習課題
に沿って自分の考えを説明しようとしている。

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

・「さりとて」「さりとも」「さる
こと」の「さり」「さる」が指す内
容を説明する。
・花山天皇の出家はどのように行わ
れたのか、道兼の行動に注意しなが
らまとめる。
・花山天皇と道兼の人物像をまとめ
る。

登場人物の行動と人物像について考
察する。

『大鏡』「花山天皇の出
家」

日本史探究「B 中世の日
本と世界」との関連

『徒然草』「あだし野の
露」

本文の内容について説明する。 『徒然草』「花は盛り
に」
【探究の扉】兼好法師が
詞のあげつらひ

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、古典特有の
表現に注意して内容を的確に捉えている。［Ａ⑴イ］

③　主体的に学習に取り組む態度
粘り強く本文の内容を読み解き、学習の見通しをもって作者
の考えを説明しようとしている。

・「未来に備える遺伝子」を読ん
で、単元内で学習した諸子百家の文
章に見える考え方との共通点を考え
る。
・諸子百家の文章から現代に通じる
考え方を探し、文章としてまとめ
る。

諸子百家の文章に見える考え方か
ら、現代社会に通用する部分を考察
する。

論語
孟子
荀子
老子
荘子
韓非子
【探究の扉】未来に備え
る遺伝子
【ズームアップ】諸子百
家
【漢文チェックポイント
３】前置詞

世界史探究「C 諸地域の
交流・再編」との関連

・「長くとも、四十に足らぬほどに
て死なんこそ、めやすかるべけれ」
と作者が言う根拠について、整理す
る。
・この文章の主題を表している一文
を抜き出す。
・命が永遠ならば「いかにもののあ
はれもなからん」という作者の考え
方に賛成の意見・反対の意見を出し
合い、話し合う。

作者の考え方に賛否の意見を出し、
話し合う。

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、古典の作品や文章などに表れている
ものの見方、感じ方、考え方を踏まえ、人間、社会、自然な
どに対する自分の考えを広げたり深めたりしている。［Ａ⑴
カ］

③　主体的に学習に取り組む態度
諸子百家の文章から現代に通じる考え方を粘り強く見いだ
し、積極的に文章に表そうとしている。

行動の分析①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

記述の確認

読む

記述の確認

③　主体的に学習に取り組む態度
登場人物の行動とそこから浮かび上がる人物像について粘り
強く考察し、学習課題に沿ってまとめようとしている。

記述の分析

12月

読む

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

記述の確認

11月 読む

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、古典の作品や文章について、内容や
解釈を自分の知見と結び付け、考えを広げたり深めたりして
いる。［Ａ⑴オ］

2

2

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、古典特有の
表現に注意して内容を的確に捉えている。［Ａ⑴イ］

①　知識・技能
先人のものの見方、感じ方、考え方に親しみ、自分のものの
見方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効用につい
て理解を深めている。［⑵エ］

思想 8

歴史物語

10月

③　主体的に学習に取り組む態度
主体性をもって作品内容を解釈し、学習課題に沿って話し合
いに参加しようとしている。

1



本文の解釈を踏まえて朗読劇を行
う。

『平家物語』「壇ノ浦」
【ズームアップ】文学と
歴史の間

日本史探究「B 中世の日
本と世界」との関連

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、古典の作品や文章について、内容や
解釈を自分の知見と結び付け、考えを広げたり深めたりして
いる。［Ａ⑴オ］

・忠度が俊成のもとを訪れた際の、
俊成とその家人との反応の違いにつ
いて説明する。
・「情けもすぐれて深う、あはれも
ことに思ひ知られて」について、俊
成は忠度のどういうところについ
て、このように述べているのか説明
する。
・「前途程遠し、思ひを雁山の夕べ
の雲に馳す」という朗詠を行った時
の忠度の心情を想像し、話し合う。

登場人物の心情について話し合う。 『平家物語』「忠度の都
落ち」

日本史探究「B 中世の日
本と世界」との関連

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、古典の作品や文章について、内容や
解釈を自分の知見と結び付け、考えを広げたり深めたりして
いる。［Ａ⑴オ］

③　主体的に学習に取り組む態度
忠度の心情について粘り強く考察し、学習課題に沿って話し
合いに参加しようとしている。

行動の確認

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めるている。［⑵イ］

行動の観察 ・単元内の教材の学習を踏まえて、
道家思想が後世の文章に影響を与え
た経緯を学習する。
・「売油翁」の末尾一文の意味を、
典故となる『荘子』の文章を踏まえ
て考え、グループで話し合う。

道家の思想が後世の文章に与えた影
響を考察する。

漁父辞
桃花源記
売油翁
【漢文チェックポイント
４】後置修飾語
【ズームアップ】道家思
想とその影響

世界史探究「C 諸地域の
交流・再編」との関連

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、作品の成立した背景や他の作品など
との関係を踏まえながら古典などを読み、その内容の解釈を
深め、作品の価値について考察している。［Ａ⑴エ］

③　主体的に学習に取り組む態度
「売油翁」の末尾一文の意味について、グループでの話し合
いにおいて積極的に意見を発表している。

読む

文章 読む 6

１月

軍記物語

2

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

2

・二位殿の言葉から、安徳天皇に対
するどのような思いが感じ取れる
か、考える。
・知盛の言動からどのような人物像
が浮かび上がってくるか、話し合
う。
・本文の解釈を踏まえ、地の文と各
登場人物に役割を分けて朗読劇をす
る。

読む

行動の分析

③　主体的に学習に取り組む態度
積極的に登場人物の行動や心情をとらえながら本文を解釈
し、学習課題に沿って朗読劇に取り組もうとしている。



70 70

記述の分析 ・作者は和歌をどのようなものとと
らえているか、その本質と効用に分
けて整理する。
・作者は六歌仙の歌をそれぞれどの
ようにたとえて評価しているか、整
理し、考える。
・脚注にあげた六歌仙の歌につい
て、歌意をとらえ、鑑賞文を書く。

和歌について鑑賞文を書く。 『古今和歌集仮名序』
「やまと歌は」「六歌
仙」

日本史探究「B 中世の日
本と世界」との関連

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、古典の作品や文章について、内容や
解釈を自分の知見と結び付け、考えを広げたり深めたりして
いる。［Ａ⑴オ］

③　主体的に学習に取り組む態度
学習課題に沿って、粘り強く鑑賞文の作成に取り組もうとし
ている。

３月 和歌・歌謡・俳諧

読む 1

読む 1

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

記述の分析 ・それぞれの歌を現代語訳し、その
主題を考える。
・それぞれの歌について、表現上の
特徴をあげる。
・好きな歌を選び、鑑賞文を書く。
また、作者やその歌が作られた時代
について調べる。

和歌について鑑賞文を書く。 『和歌・歌謡』

日本史探究「B 中世の日
本と世界」との関連

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、古典の作品や文章について、内容や
解釈を自分の知見と結び付け、考えを広げたり深めたりして
いる。［Ａ⑴オ］

③　主体的に学習に取り組む態度
学習課題に沿って、粘り強く鑑賞文の作成に取り組もうとし
ている。

和歌から作者の心情を読み取る。 『建礼門院右京大夫集』
「大原まうで」
【ズームアップ】和歌に
まつわる常識

日本史探究「B 中世の日
本と世界」との関連

　書くこと 　読むこと 指導時間数の合計

領域ごとの指導時間数の計

　話すこと・聞くこと

①　知識・技能
古典の作品や文章に表れている、言葉の響きやリズム、修辞
などの表現の特色について理解を深めている。［⑴エ］

・貞徳・宗因・西鶴の関係について
調べ、句のおもしろみについて考え
る。
・来山と鬼貫について、どのような
人物かを調べ、句の味わいについて
考える。
・芭蕉の二句について、句の感じが
の違いを説明する。
・句の上五ないしは下五に別の言葉
をあてはめて、もとの句とのイメー
ジの違いについて話し合う。
・蕪村と一茶の句について、それぞ
れの俳人の表現の特徴について考
え、まとめる。

俳諧の表現について考察する。 『江戸俳諧・発句』
【ズームアップ】連歌と
いう文芸

日本史探究「C 近世の日
本と世界」との関連②　思考・判断・表現

「読むこと」において、古典の作品や文章について、内容や
解釈を自分の知見と結び付け、考えを広げたり深めたりして
いる。［Ａ⑴オ］

③　主体的に学習に取り組む態度
学習課題に沿って、粘り強く各句のおもしろみや味わいを考
察し、自分の考えを深めようとしている。

２月

読む

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、古典特有の
表現に注意して内容を的確に捉えている。［Ａ⑴イ］

③　主体的に学習に取り組む態度
積極的に作者の見たものや心情をとらえ、学習課題に沿って
自分の考えを説明しようとしている。

複数の作品から平資盛の逸話を調べ
る。

『建礼門院右京大夫集』
「なべて世の」

日本史探究「B 中世の日
本と世界」との関連

②　思考・判断・表現
「読むこと」において、関心をもった事柄に関連する様々な
古典の作品や文章などを基に、自分のものの見方、感じ方、
考え方を深めている。［Ａ⑴キ］

③　主体的に学習に取り組む態度
平資盛の逸話について進んで調べ、学習課題に沿って本文理
解と自分の考えを深めようとしている。

記述の確認

読む

記述の分析

読む

記述の確認

①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

1

日記文学（二） ①　知識・技能
古典を読むために必要な文語のきまりや訓読のきまりについ
て理解を深めている。［⑵イ］

3

3

・大原の庵の周辺の様子がどのよう
に描かれているか整理する。
・女院の、過去の様子と現在の様子
がどのように比較されているか整理
する。
・「今や夢……」「あふぎ見し…
…」「山深く……」の三首の歌を現
代語訳し、それぞれの歌に込められ
ている作者の思いをまとめる。

・恋人の死を受けとめかねて苦しむ
作者の様子がどのように表現されて
いるか、抜き出す。
・「なべて世の……」「悲しとも…
…」の歌に込められている作者の気
持ちを説明する。
・『建礼門院右京大夫集』と『平家
物語』で描かれる平資盛の人物像や
逸話について調べる。



3

活用
（使える）

利用
（できる）

習得
（わかる）

比重 比重 比重

40 30 30

月
指導
時数

評価方法
各教科等横断的な資
質･能力の育成に関わ
る他教科等との関連

4月

②　思考・判断・表現
小国の形成から邪馬台国などの小国の連合に
ついて、環濠集落や武器の出現、「魏志」倭
人伝などの文献資料にもとづき、国内外の情
勢を踏まえて多角的に考察した結果を、根拠
を示して表現している。

　主な学習活動　

知識・技能

・「歴史総合」の学習で獲得した技能や歴史の学び方を活用
し、我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、事象の意味
や意義、伝統と文化の特色などを考察できる。
・課題の解決に向けて必要な社会的事象に関する情報を資料
（文献や絵図、遺物や遺構、地図、統計など）から適切に判断
することができる。

・「歴史総合」の学習で獲得した技能や歴史の学び方を活用
し、我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、事象の意味
や意義、伝統と文化の特色などを考察できる。
・課題の解決に向けて必要な社会的事象に関する情報を資料
（文献や絵図、遺物や遺構、地図、統計など）から読み取るこ
とができる。

・「歴史総合」の学習で獲得した技能や歴史の学び方を活用
し、我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、事象の意味
や意義、伝統と文化の特色などを考察できる。
・課題の解決に向けて必要な社会的事象に関する情報を資料
（文献や絵図、遺物や遺構、地図、統計など）から読み取り、
社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせて、課題の解決に
向けて活用できる。

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視
野に課題を主体的に探究しようとする態度を養うとともに、多面的・多
角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚、我が
国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さにつ
いての自覚などを深める。

・歴史に見られる課題を把握して、学習したことを基に複数の立場や意見を
踏まえて理解することができる。
・歴史に関わる事象の意味や意義について、自分の考えを論理的に説明し、
資料等を適切に用いることができる。

・歴史に見られる課題を把握して、学習したことを基に複数の立場や意見を
踏まえ、その解決を視野に入れて構想できる。
・歴史に関わる事象の意味や意義について、自分の考えを論理的に説明し、
資料等を適切に用いて、歴史に関わる事象について考察、構想することがで
きる。

・社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせて、歴史に関わる事象の意味
や意義、特色、事象相互の関連を多面的・多角的に考察し、歴史に見られる
課題を把握して、学習したことを基に複数の立場や意見を踏まえ、その解決
を視野に入れて構想できる。
・歴史に関わる事象の意味や意義について、自分の考えを論理的に説明し、
資料等を適切に用いて、歴史に関わる事象について考察、構想したことを効
果的に説明したり論述したり再構成しながら議論することができる。

我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意義、伝統と文化の特色などを、
時期や年代、推移、比較、相互の関連や現在とのつながりなどに着目して、
概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、歴史にみられる課題を把
握し解決を視野に入れて構想したり、考察、構想したことを効果的に説明し
たり、それらをもとに議論したりする力を養う。

・社会の課題の背景や要因について多角的に捉え、他者と協力しながら
課題の解決に向けて行動することができる。
・自己の課題や目標達成に必要な点を把握できる。

・社会の課題の背景や要因について多角的に捉え、他者と協力しながら
課題の解決に向けて行動することができる。
・自己の課題や自らの目標の達成に必要な点を分析することができる。

・社会の課題の背景や要因について多角的に捉え、他者と協力しながら
課題の解決に向けて行動することができる。
・自己を客観的な視点で振り返り、そこから得た自己の課題や自らの目
標の達成に必要な点を分析し、調整することができる。

③　主体的に学習に取り組む態度
日本列島における農耕社会の特色とともに、
国家の形成につながるような社会構造の変化
について考察することを通じて、弥生文化の
特色を明らかにしようとしている。

２０２３年度　　２学年　地理歴史科シラバス

日本史探究 教科書等

単位数

評価方法・割合
及び

観点の比重

定期考査
小テスト
レポート　　等

定期考査
小テスト
レポート　　等

課題提出
リフレクションシート
授業時の観察　　　　　等

教科の目標

"○何を理解しているか、何ができるか（知識及び技能）
　現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに、調査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。
○理解していること・できることをどう使うか（思考力、判断力、表現力等）
　地理や歴史に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、社会に見られる課題の解決に向けて構想したりする力や、考察、構想したことを効
果的に説明したり、それらを基に議論したりする力を養う。
○どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、人間性等）
　地理や歴史に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自
覚、我が国の国土や歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さをついての自覚などを深める。"					

科目名

科目の目標

（1）  我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，地理的条件や世界の歴史と関連付けながら総合的に捉えて理解するとともに，諸資料から我が国の歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的
に調べまとめる技能を身に付けるようにする。
（2）  我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意義，伝統と文化の特色などを，時期や年代，推移，比較，相互の関連や現在とのつながりなどに着目して，概念などを活用して多面的・多角的に考
察したり，歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。
（3）  我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探究しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本
国民としての自覚，我が国の歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，地理的条件や世
界の歴史と関連づけながら総合的にとらえて理解しているとと
もに、諸資料から我が国の歴史に関する様々な情報を適切かつ
効果的に調べまとめる技能を身につけるようにする。

知識・技能学力の３要素

学
び
の
段
階

必履修科目

評価の趣旨

学びの観点

学びに向かう力思考力・判断力・表現力

詳説日本史（山川出版社）

履修区分

単元で育成する資質・能力
＜単元の評価規準＞

履修学年区分 全日制・普通科・　２学年

主な言語活動

自律的活動力・挑戦力
課題認識力・批判的思考力・表現力対話力・

他者との協働力

第Ⅰ部　原始・古代
第１章　日本文化のあけぼの
１　文化の始まり

4

①　知識・技能
日本列島における旧石器文化・縄文文化の成
立と変容を、自然環境の変化や大陸との影響
に着目して理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

②　思考・判断・表現
黒曜石などの考古資料をもとに、集落・風
習・食生活の変化などを踏まえて旧石器文
化・縄文文化の社会について考察し、表現し
ている。

③　主体的に学習に取り組む態度
黎明期の日本列島の歴史的環境と文化の形成
について考察することを通じて、旧石器文化
や縄文文化の特色を明らかにしようとしてい
る。

２　農耕社会の成立

①　知識・技能
水稲耕作の開始・金属器の伝来が弥生文化の
社会に与えた影響を理解し、弥生土器などの
出土品から得られる情報を収集して読み取る
技能を身につけている。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

単元名

人類文化の発生を考え、日
本列島における旧石器文
化・縄文文化の時代の社会
を理解する。

考古資料などをもと
に、古代の日本につ
いて興味・関心ある
出来事を調べ、わ
かったことをまとめ
たり、発表したりす
る。

大陸からの稲作伝播の様子
や地域性の顕著な道具の分
布を踏まえて、弥生文化の
形成を考察する。

考古資料をもとに、
集落・風習・食生活
の変化などを踏まえ
て旧石器文化・縄文
文化の社会について
考察する。



4月
歴史資料と原始・古代の展望
①古代社会と海外との交流

2

①　知識・技能
中国の歴史書の記事をもとに、資料から歴史
に関わる情報を収集して読み取る技能を身に
つけている。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

世界史学習との関わ
りから、他国との関
係性のなかから日本
列島の歴史を俯瞰す
る。

②　思考・判断・表現
中国の歴史書の特性を踏まえ、資料を通して
読み取れる情報から、原始・古代の特色につ
いて多面的・多角的に考察し、仮説を表現し
ている。

③　主体的に学習に取り組む態度
日本列島における小国およびヤマト政権と中
国・朝鮮半島などとの交流について考察する
ことを通じて、古代の対外交流の実態を明ら
かにしようとしている。

②木簡から古代国家を探る

①　知識・技能
木簡の記録をもとに、資料から歴史に関わる
情報を収集して読み取る技能を身につけてい
る。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

②　思考・判断・表現
木簡の特性を踏まえ、資料を通して読み取れ
る情報から、原始・古代の特色について多面
的・多角的に考察し、仮説を表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
木簡を資料として活用し、律令国家における
文字文化の広がりについて主体的に考察しよ
うとしている。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

第２章　古墳とヤマト政権
１　古墳文化の展開

4

①　知識・技能
国家の形成と古墳文化について、中国大陸・
朝鮮半島との関係に着目して、小国の形成過
程や古墳の特色を理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

②　思考・判断・表現
中国の歴史書の記事、日本列島内外の金石
文、小国の王墓の副葬品などをもとに、中国
大陸・朝鮮半島との交渉がもつ意味や、小国
の形成過程について多面的・多角的に考察
し、表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
中国大陸・朝鮮半島との関係などに着目し
て、小国の形成について考察することを通
じ、古墳文化の展開とのつながりを見出そう
としている。

ヤマト政権の権力争いや大
陸文化の摂取に着目して、
飛鳥時代を考察する。

仏教の受容や遣隋使
の派遣などの大陸と
の交流について、資
料をもとに考察した
結果を、根拠を示し
てまとめる。

②　思考・判断・表現
文献資料をもとに、藤原氏を中核とする政治
抗争の進展と墾田永年私財法にみられる土地
制度の変容を関連づけて考察し、根拠を示し
て表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
平城京の造営と奈良時代の政治の動向に着目
して、律令体制の展開に関する課題を主体的
に追究しようとしている。

律令国家が成立するまでの
政治過程について考察す
る。

天智朝・天武朝・持
統朝の政治動向に着
目して、律令体制整
備の過程についてま
とめる。

律令体制の完成期としての
奈良時代を、律令体制の状
況を多角的・多面的にとら
えて考察する。

文献資料をもとに、
藤原氏を中核とする
政治抗争の進展と墾
田永年私財法にみら
れる土地制度の変容
を関連づけて考察す
る。

３　律令国家の文化

①　知識・技能
隋・唐など中国王朝との関係と文化への影響
などに着目して、律令体制の形成と密接に関
連する仏教文化の特色を理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

②　思考・判断・表現
盛唐文化の受容を踏まえ、国史などの編纂や
仏教美術の展開、仏教の興隆による鎮護国家
の思想の誕生などについて考察し、表現して
いる。

5月

２　飛鳥の朝廷

①　知識・技能
推古天皇・厩戸王・蘇我馬子による政権運営
や飛鳥文化の特色について、中国大陸・朝鮮
半島との関係などに着目して理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出②　思考・判断・表現

仏教の受容や遣隋使の派遣などの大陸との交
流について、資料をもとに考察した結果を、
根拠を示して表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
中国大陸・朝鮮半島との関係などに着目し
て、推古朝の政治や文化の展開についての課
題を主体的に追究しようとしている。

第３章　律令国家の形成
１　律令国家への道

6

①　知識・技能
隋・唐など中国王朝との関係と政治への影響
に着目して、東アジア情勢の変容と政治の関
係、律令体制の成立過程などを理解してい
る。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

世界史学習との関わ
りから、他国との関
係性のなかから日本
列島の歴史を俯瞰す
る。

②　思考・判断・表現
天智朝・天武朝・持統朝の政治動向に着目し
て、律令体制整備の過程について考察し、表
現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
隋・唐など中国王朝との関係と政治への影響
などに着目して、律令体制の成立過程とのつ
ながりを明らかにしようとしている。

２　平城京の時代

①　知識・技能
平城京における大宝律令・養老律令による律
令体制の整備について、遣唐使の派遣や地方
社会との関わりなどに着目して理解してい
る。

律令国家の成立期に当たる
白鳳文化の形成過程につい
て考察する。

教科書に掲載されて
いるや図版や写真を
適切に読み取る。

中国の歴史書の記事をもと
に、日本列島の倭の小国や
ヤマト政権（倭国）と中
国・朝鮮半島の諸国との交
流について、多面的・多角
的に考察する。

「魏志」倭人伝など
の文献資料にもとづ
き、国内外の情勢を
踏まえて多角的に考
察した結果を、根拠
を示して表現する。

遺跡から出土した木簡の記
載内容をもとに、文書主義
を特徴とする律令制のもと
で人・物・情報がどのよう
に移動していたのか、多面
的・多角的に考察する。

木簡の特性を踏ま
え、資料を通して読
み取れる情報から、
原始・古代の特色に
ついて多面的・多角
的に考察する。

地域の首長の出現から統一
国家に至る過程を、古墳の
変容からとらえる。

中国の歴史書の記
事、日本列島内外の
金石文、小国の王墓
の副葬品などをもと
に、中国大陸・朝鮮
半島との交渉がもつ
意味や、小国の形成
過程について多面
的・多角的に考察す
る。



３　律令国家の文化

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

③　主体的に学習に取り組む態度
隋・唐などの中国王朝から導入された文化を
考察し、政治や社会の動きとのつながりを見
出そうとしている。

5月

6

４　律令国家の変容

①　知識・技能
東アジアとの関係の変化や社会の変化と文化
との関係などに着目して、平安遷都前後の諸
政策や平安初期の文化の変容を理解してい
る。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

②　思考・判断・表現
蝦夷や東アジア世界との関係の変化を踏まえ
て、中央における藤原北家の台頭、地方にお
ける土地支配体制の動揺について考察し、根
拠を示して表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
東アジアとの関係の変化や社会の変化を考察
することを通じて、文化とのつながりを主体
的に追究しようとしている。

第４章　貴族政治の展開
１　摂関政治

4

①　知識・技能
藤原北家が権力を掌握していく過程を資料か
ら読み取り、律令体制の変容の観点から摂関
政治を理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出②　思考・判断・表現

奈良時代の政治や平安初期の政治改革とも比
較しながら、摂関政治の特色について考察
し、根拠を示して表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
唐の衰退と東アジア情勢の変化が日本社会に
与えた影響を考察することを通じて、摂関政
治期の社会の特色を明らかにしようとしてい
る。

２　国風文化

①　知識・技能
大陸からの文物の定着を前提として、平安時
代にはより日本の風土にあった文化が形成さ
れたことを理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

大陸文化の消化と末法思想
を前提とした新しい貴族文
化として、国風文化が展開
されたことを理解する。

かな文学の成立によ
る国文学の発達など
に着目して、貴族の
生活・文化の特色を
調べ、わかったこと
をまとめる。

②　思考・判断・表現
国際関係の変化や遣唐使の廃止などを踏ま
え、浄土教の出現による浄土の信仰の変容、
かな文学の成立による国文学の発達などに着
目して、貴族の生活・文化の特色を考察し、
表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
平安時代の政治の在り方と文化との関係を考
察することを通じて、そのつながりを見出そ
うとしている。

6月

３　地方政治の展開と武士

①　知識・技能
地方の諸勢力の成長と影響などに着目して、
律令制度の実態や地方における開発、治安の
維持、荘園の発達などについて、その特色や
変容を理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

律令制にもとづく地方統治
体制の崩れへの対応が、公
領支配の変質、荘園の拡大
をもたらした経過を考察す
る。

文献資料を活用し
て、国司の支配の変
容と公領の変質、荘
園の発達を踏まえて
地方支配の状況を考
察し、根拠を示して
表現する。

②　思考・判断・表現
文献資料を活用して、国司の支配の変容と公
領の変質、荘園の発達を踏まえて地方支配の
状況を考察し、根拠を示して表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
国司の在り方や徴税方式の変化、武士の出現
など、地方の豪族や武力をもった勢力の動向
が政治・社会に与えた影響を明らかにしよう
としている。

第Ⅱ部　中世
第５章　院政と武士の躍進
１　院政の始まり

3

①　知識・技能
貴族政治や土地制度の変容などをもとに、諸
資料から得られる情報を適切かつ効果的に調
べてまとめ、古代から中世の国家・社会の変
容を理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

院政期前後の土地支配形態
を踏まえて、院政期の政
治・経済・社会・文化を理
解する。

中世社会の特色につ
いて、興味・関心の
ある出来事を調べ、
わかったことをまと
めたり、発表したり
する。

②　思考・判断・表現
武士が台頭する契機や、この時期の土地制度
の仕組みなどを考察し、古代から中世への時
代の転換について根拠を示して表現してい
る。

③　主体的に学習に取り組む態度
中世社会の特色について多面的・多角的に考
察することを通じて、時代を通観する問いを
表現し、追究しようとしている。

２　院政と平氏政権

①　知識・技能
平氏政権の台頭とその背景、宋との交易など
について、諸資料から様々な情報を読み取
り、武士の政治進出について理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

政治の動向、国際関係・経
済・文化への対応を踏まえ
て、平氏政権の特性につい
て考察する。

古代との比較などを
通して、興味・関心
のある出来事を調
べ、わかったことを
まとめたり、発表し
たりする。②　思考・判断・表現

武家政権の権力基盤となる武士の土地所有に
至る変化を考察し、歴史における土地の支配
や所有がもつ意味について多面的・多角的に
考察し、表現している。

律令国家の成立期に当たる
白鳳文化の形成過程につい
て考察する。

教科書に掲載されて
いるや図版や写真を
適切に読み取る。

平安前期を中心とした古代
国家の推移について、東北
経営や政治改革、地方統治
の変容を踏まえて、律令体
制の変質を考察する。

東アジアとの関係の
変化や社会の変化に
ついて、調べてわ
かったことをまとめ
たり、発表したりす
る。

藤原氏による摂関政治の成
立過程と政治運営への影響
について考察する。

奈良時代の政治や平
安初期の政治改革と
も比較しながら、摂
関政治の特色につい
て考察し、わかった
ことをまとめる。



6月

3

２　院政と平氏政権

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

政治の動向、国際関係・経
済・文化への対応を踏まえ
て、平氏政権の特性につい
て考察する。

古代との比較などを
通して、興味・関心
のある出来事を調
べ、わかったことを
まとめたり、発表し
たりする。

③　主体的に学習に取り組む態度
古代との比較などを通して、中世では同じ時
期に政治的な力をもつ勢力が複数存在してい
たことなど、中世の特色を探究しようとして
いる。

歴史資料と中世の展望
絵画から中世社会を探る

2

①　知識・技能
『年中行事絵巻』『一遍上人絵伝』『洛中洛
外図屛風』を比較して、様々な情報を適切か
つ効果的に調べてまとめている。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

政治や文化の中心であった
中世の京都を描いた絵画作
品から、情報を収集して読
み取る技能を身につける。

教科書に掲載されて
いるや図版や写真を
適切に読み取る。

②　思考・判断・表現
複数の絵画資料に描かれている中世の都大路
の様子を比較した結果について、時代を通観
する問いを踏まえて考察し、仮説を表現して
いる。

③　主体的に学習に取り組む態度
中世の京都を描いた絵画資料から得られる情
報をもとに、中世社会の特色について主体的
に課題を見出そうとしている。

第６章　武家政権の成立
１　鎌倉幕府の成立

6

①　知識・技能
諸資料から情報を読み取り、源平争乱から鎌
倉幕府の成立過程、幕府と朝廷の二元的支配
構造、封建制度の成立などについて理解して
いる。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

鎌倉幕府が東国の地方政権
から全国的な武家政権に成
長していく過程を理解す
る。

幕府と朝廷の二元的
支配構造の特色につ
いて、諸資料から得
られた情報をもと
に、根拠を明確にし
て表現する。

②　思考・判断・表現
幕府と朝廷の二元的支配構造の特色につい
て、諸資料から得られた情報をもとに、根拠
を明確にして表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
鎌倉幕府の成立過程や封建制度の形成に関す
る課題を主体的に追究し、前の時代とのつな
がりを見出そうとしている。

２　武士の社会

①　知識・技能
承久の乱が幕府と朝廷との関係に与えた影響
について、諸資料から適切に情報を読み取
り、理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

承久の乱にともなう公武関
係の変化に着目して、将軍
独裁体制から執権政治の確
立に至る過程を理解する。

承久の乱が幕府と朝
廷との関係に与えた
影響について、諸資
料から適切に情報を
読み取る。

②　思考・判断・表現
武家と公家の関係の変化が土地の支配に及ぼ
した影響を考察し、根拠を明確にして表現し
ている。

③　主体的に学習に取り組む態度
公武関係の変化による武家政権の展開に着目
し、鎌倉時代を通じた武家の支配の特質につ
いて主体的に追究しようとしている。

7月

３　モンゴル襲来と幕府の衰退

①　知識・技能
宋・元などユーラシアとの交流に着目して、
モンゴル襲来の国際的な背景や国内政治への
影響について理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

モンゴル襲来による政治・
経済・文化への影響が、幕
府の衰退につながっていく
ことを理解する。

鎌倉時代の生産の発
達と商品の流通、東
アジア情勢や国内で
の貨幣経済の発達と
その意義について、
多面的・多角的に考
察し、表現する。

②　思考・判断・表現
鎌倉時代の生産の発達と商品の流通、東アジ
ア情勢や国内での貨幣経済の発達とその意義
について、多面的・多角的に考察し、表現し
ている。

③　主体的に学習に取り組む態度
宋・元などユーラシアとの交流と経済や文化
への影響について、主体的に追究しようとし
ている。

４　鎌倉文化

①　知識・技能
公武関係の変化やユーラシアとの交流などに
着目し、鎌倉時代の宗教や文化の特徴につい
て、諸資料から情報を収集して読み取る技能
を身につけている。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

庶民や武士の活動が活発化
し、鎌倉仏教が成立するな
ど、文化の新しい気運が生
まれたことを理解する。

公武関係の変化や
ユーラシアとの交流
などに着目し、鎌倉
時代の宗教や文化の
特徴について、諸資
料から情報を収集し
て読み取る。②　思考・判断・表現

宋・元との交流の窓口や貿易の担い手などを
視野に入れて、ユーラシアとの交流を多面
的・多角的に考察し、表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
鎌倉時代の宗教や文化にみられる平安時代か
らの特徴の継承や差異について、主体的に追
究しようとしている。

第７章　武家社会の成長
１　室町幕府の成立

8

①　知識・技能
鎌倉幕府滅亡後の政治権力の推移と武家の関
係、日明貿易の展開と琉球王国の成立などに
ついて、諸資料から情報を収集して理解して
いる。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

南北朝の動乱から室町幕府
の成立と安定について、日
本諸地域の動向などを踏ま
えて考察する。

東アジアの国際情勢
の変化とその影響に
ついて、多面的・多
角的に考察する。

②　思考・判断・表現
南北朝の動乱などにみられる地域の政治・経
済の基盤をめぐる対立や、東アジアの国際情
勢の変化とその影響について、多面的・多角
的に考察し、表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
武家政権の変容や東アジアの国際情勢の変化
などに着目し、諸資料を活用して前後の時代
とのつながりを見出そうとしている。

２　幕府の衰退と庶民の台頭

①　知識・技能
諸産業や流通、地域経済が成長したことに着
目し、諸資料から情報を読み取り、庶民が台
頭して村などの自治的な単位が成立したこと
を理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

庶民の活動が社会秩序の変
革の原動力として成長して
いったことを踏まえて、幕
府の動揺や下剋上の風潮を
考察する。

地理的な条件や流通
など経済活動との関
わりを多面的・多角
的に考察する。



7月

8

２　幕府の衰退と庶民の台頭

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

庶民の活動が社会秩序の変
革の原動力として成長して
いったことを踏まえて、幕
府の動揺や下剋上の風潮を
考察する。

地理的な条件や流通
など経済活動との関
わりを多面的・多角
的に考察する。

②　思考・判断・表現
自治的な村の単位や一揆の組織が成立した要
因と背景について、地理的な条件や流通など
経済活動との関わりを多面的・多角的に考察
し、表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
室町時代に成立した村の自治的な運営が現代
社会における自治とどのように異なるかな
ど、自身との関わりにおいて課題を主体的に
追究しようとしている。

9月

３　室町文化

①　知識・技能
経済の進展や各地の都市や村の発達、東アジ
アとの交流などに着目して、室町時代におけ
る多様な文化の形成や融合について理解して
いる。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

武家政権の支配の進展や東
アジア世界との交流に着目
して、武家文化と公家文化
および、大陸文化と伝統文
化の関わりについて理解す
る。

室町時代の宗教や文
化の特徴について、
鎌倉時代との比較を
通じて類似点や差異
を考察し、まとめ
る。

②　思考・判断・表現
室町時代の文化の特徴と、当時の政治や経済
の動向との関係を多面的・多角的に考察し、
根拠を明らかにして表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
室町時代の宗教や文化の特徴について、鎌倉
時代との比較を通じて類似点や差異を見出そ
うとしている。

４　戦国大名の登場

①　知識・技能
守護大名と戦国大名の権力の相違点などにつ
いて諸資料から情報を読み取り、戦国時代の
大名による領国経営の特徴を理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

応仁の乱以降、地方権力と
して登場した戦国大名や各
地に展開した都市につい
て、諸地域の地理的条件と
関連づけて考察する。

戦国時代を中心とす
る歴史の展開に関わ
る課題を設定し、調
べたことをまとめた
り、発表したりす
る。

②　思考・判断・表現
戦国大名による富国強兵策に着目して領国統
治の特色を諸資料から考察し、堺や博多など
都市の発展にみられる戦国時代の社会の多様
性を表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
15世紀から16世紀にかけて争乱が多発した理
由など、戦国時代を中心とする歴史の展開に
関わる課題を主体的に追究しようとしてい
る。

第Ⅲ部　近世
第８章　近世の幕開け
１　織豊政権

3

①　知識・技能
村落や都市の支配の変化、アジア各地やヨー
ロッパ諸国との交流に関する諸資料から情報
を読み取り、織豊政権の特色や貿易・対外関
係について理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

大航海時代と呼ばれる世界
史的背景を踏まえて、ヨー
ロッパ人の東アジアへの進
出とその影響を考察する。

時代の転換に着目し
て、中世から近世の
国家・社会の変容を
多面的・多角的に考
察し、わかったこと
をまとめる。

②　思考・判断・表現
織豊政権の諸政策の目的や、ヨーロッパ諸国
の進出がアジアに与えた影響などについて多
面的・多角的に考察し、表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
時代の転換に着目して、中世から近世の国
家・社会の変容を多面的・多角的に考察し、
時代を通観する問いを表現しようとしてい
る。

２　桃山文化

①　知識・技能
桃山文化が幅広い国際性をもちつつ、生活文
化の中にとけ込んでいったことについて、諸
資料から情報を読み取り、理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

新興の大名や都市の豪商の
精神を反映した桃山文化に
ついて、町衆の生活にも着
目し、時代的背景を踏まえ
て考察する。

教科書に掲載されて
いるや図版や写真を
適切に読み取る。

②　思考・判断・表現
豊臣政権による朝鮮出兵やヨーロッパ勢力と
の接触による南蛮文化の形成について、多面
的・多角的に考察し、表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
桃山文化の特色について、中世文化の特色と
の比較を通じて、その類似と差異を見出そう
としている。

歴史資料と近世の展望
生類憐みの令からみる江戸時代の
社会の変化

2

①　知識・技能
法令の内容を適切に読み取り、生類憐みの令
が出された当時の社会の雰囲気について、文
芸作品との関わりも踏まえて理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

資料から適切に読み取った
情報をもとに、近世の特色
についての仮説を表現して
展望する。

戦国時代までの社会
の在りかたと比較
し、近世がどのよう
な社会に変わったの
かについて課題を調
べ、わかったことを
まとめたり、発表し
たりする。

②　思考・判断・表現
生類憐みの令が出された時期の諸政策や国際
的な環境の変化をもとに、江戸時代の特徴を
多面的・多角的に考察し、仮説を表現してい
る。

③　主体的に学習に取り組む態度
戦国時代までの社会の在りかたと比較し、近
世がどのような社会に変わったのかについて
課題を主体的に追究しようとしている。

10月

第９章　幕藩体制の成立と展開
１　幕藩体制の成立

11

①　知識・技能
織豊政権との類似と相違、アジアの国際情勢
の変化などに着目して、諸資料をもとに江戸
幕府の法や制度の確立や対外政策の推移につ
いて理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

江戸幕府の鎖国政策につい
て、単なる対外貿易の遮断
ではないことを理解し、鎖
国後の貿易関係の在り方も
含めてその影響と歴史的意
義について考察する。

織豊政権と幕府の支
配の構造の相違点
や、江戸幕府による
貿易統制の意義を考
察し、考察したこと
をまとめたりする。

②　思考・判断・表現
織豊政権と幕府の支配の構造の相違点や、江
戸幕府による貿易統制の意義について多面
的・多角的に考察し、表現している。



10月

第９章　幕藩体制の成立と展開
１　幕藩体制の成立

11

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

江戸幕府の鎖国政策につい
て、単なる対外貿易の遮断
ではないことを理解し、鎖
国後の貿易関係の在り方も
含めてその影響と歴史的意
義について考察する。

織豊政権と幕府の支
配の構造の相違点
や、江戸幕府による
貿易統制の意義を考
察し、考察したこと
をまとめたりする。

③　主体的に学習に取り組む態度
幕藩体制が確立する過程における様々な画期
について考察し、主体的に追究しようとして
いる。

２　幕藩社会の構造

①　知識・技能
幕藩体制下の支配体制や封建的身分秩序の形
成に関する諸資料から適切に情報を読み取
り、江戸時代の社会の構造を理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

幕藩体制の確立期の経済・
社会を、兵農分離や村落・
都市支配などの観点から、
多面的・多角的に考察す
る。

支配制度のもとにお
ける人々の生活の具
体相について、諸資
料から考察する。

②　思考・判断・表現
新たな支配制度のもとにおける人々の生活の
具体相について、根拠を示して表現してい
る。

③　主体的に学習に取り組む態度
織豊政権下における社会の仕組みと幕藩体制
下とを比較・考察し、そのつながりを見出そ
うとしている。

３　幕政の安定

①　知識・技能
諸資料から情報を適切に読み取り、文治政治
への転換から元禄時代・正徳期に至る政治の
推移について理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

17世紀後半から18世紀前半
までの江戸幕府の安定期に
ついて、その平和と秩序の
確立の視点で考察する。

諸資料から情報を適
切に読み取り、文治
政治への転換から元
禄時代・正徳期に至
る政治の推移をまと
めたりする。

②　思考・判断・表現
戦乱のない時代が創出されたことの意義を踏
まえ、人々の生活や意識がどのように変化し
たのかを多面的・多角的に考察し、表現して
いる。

③　主体的に学習に取り組む態度
幕藩体制が安定していく中で、江戸幕府の諸
政策がもたらした人々の暮らしへの影響につ
いて、主体的に追究しようとしている。

４　経済の発展

①　知識・技能
産業の発達、交通の整備や貨幣・金融制度の
確立による商品経済・流通の発達、三都に関
わる諸資料から情報を読み取り、技術の向上
と開発の進展について理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

幕藩体制の安定期の農業・
商工業などの発展につい
て、諸産業相互の関係やそ
の社会的役割を踏まえて考
察する。

交通・流通の発達や
産業の発達などの様
相などについて、調
べたことをまとめ
る。

②　思考・判断・表現
陸上・水上における交通や流通の発達と、農
業・工業・商業などの発達との関連を多面
的・多角的に考察し、根拠を示して表現して
いる。

③　主体的に学習に取り組む態度
近世前期における交通・流通の発達や産業の
発達などの様相について、その推移や展開を
明らかにしようとしている。

５　元禄文化

①　知識・技能
都市の発達と文化の担い手との関係などに着
目して、17世紀の文化の特徴などについて、
諸資料から情報を読み取る技能を身につけて
いる。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

経済の発展と関連して町人
文化が形成されたことにつ
いて、町人の社会的台頭や
幕藩体制の安定と関連させ
て理解する。

17世紀の文化の特徴
などについて、諸資
料から情報を読み取
る。

②　思考・判断・表現
近世前期における幕府の統治政策や藩財政の
推移と文化との関係について、多面的・多角
的に考察し、表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
幕藩体制が安定していく中での経済の動向と
上方の豪商との関係性を踏まえ、17世紀の文
化の特色を明らかにしようとしている。

11月

第１０章　幕藩体制の動揺
１　幕政の改革

8

①　知識・技能
幕府・諸藩の経済的窮乏、百姓一揆・打ちこ
わしの頻発などに関する諸資料から情報を読
み取り、享保の改革や田沼時代の諸政策の意
義について理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

農村や都市の変容により幕
藩体制が動揺する中、幕府
や諸藩がおこなった諸改革
の意義とその影響を考察す
る。

社会・経済の仕組み
の変化や、幕府・諸
藩の政策の変化につ
いて調べ、わかった
ことをまとめる。

②　思考・判断・表現
商品作物の栽培や貨幣経済の浸透により、米
作を基盤とする幕藩体制が動揺する過程を踏
まえ、飢饉や一揆の発生が幕藩体制に与えた
影響を考察し、表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
幕藩体制下の社会・経済の仕組みの変化や、
幕府・諸藩の政策の変化について課題を見出
し、主体的に追究しようとしている。

２　宝暦・天明期の文化

①　知識・技能
幕藩体制下の社会の変容に着目して、宝暦・
天明期こおける新たな学問の確立、各地に設
立された教育機関の展開を理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

江戸中期に確立した洋学や
国学、新たなかたちで展開
する文学・芸能・美術につ
いて、社会の変容にともな
う幕藩体制の動揺と関連づ
けて考察する。

宝暦・天明期におけ
る文化の展開につい
て調べてわかったこ
とをまとめたり、発
表したりする。

②　思考・判断・表現
幕藩体制の動揺と文化の展開との関連性につ
いて、諸資料から読み取れる情報をもとに多
面的・多角的に考察し、表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
政治・経済と文化の関係に着目して、宝暦・
天明期における文化の展開について課題を見
出し、主体的に追究しようとしている。



11月

8

３　幕府の衰退と近代への道

①　知識・技能
列強の接近にともなう事件や幕政改革に関す
る諸資料から情報を読み取り、幕府権力が衰
退する一方で工場制手工業など近代の萌芽が
みられ、雄藩が出現する過程を理解してい
る。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

江戸中期に確立した洋学や
国学、新たなかたちで展開
する文学・芸能・美術につ
いて、社会の変容にともな
う幕藩体制の動揺と関連づ
けて考察する。

列強の接近にともな
う事件や幕政改革に
関する諸資料から情
報を読み取り、読み
取ったことをまとめ
たりする。

②　思考・判断・表現
国際情勢の変化と影響などに着目して、幕府
政治の動揺と諸藩の動向について多面的・多
角的に考察し、根拠を明らかにして表現して
いる。

③　主体的に学習に取り組む態度
飢饉や一揆への対応、外交政策の転換などに
ついて、幕府や諸藩の課題を見出し、主体的
に追究しようとしている。

４　化政文化

①　知識・技能
政治・経済と文化の関係などに着目して、19
世紀初期の経済の動向や江戸を中心とする庶
民文化の形成について理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

化政文化について、学問・
思想・教育・文学・美術・
生活文化の新たな展開に着
目し、江戸と地方の文化的
交流にも留意して考察す
る。

教科書に掲載されて
いるや図版や写真を
適切に読み取る。

②　思考・判断・表現
近世の前半と後半を比較し、文化への影響力
をもつ地域や担い手の変化をもたらした原因
について多面的・多角的に考察し、表現して
いる。

③　主体的に学習に取り組む態度
近世後期に形成された文化と近代以降の文化
との関係性について、学問・教育・出版文化
や庶民文化を事例としてつながりを見出そう
としている。

第Ⅳ部　近代・現代
第１１章　近世から近代へ
１　開国と幕末の動乱

3

①　知識・技能
欧米諸国の進出によるアジア諸国の変化につ
いて諸資料から適切に情報を読み取り、江戸
幕府が対外政策を転換して開国に至る経緯な
どを理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

欧米諸国のアジア進出によ
る国際情勢の変化やそれに
対する幕政の対処を踏まえ
て幕府が衰退していく過程
を理解する。

欧米諸国の進出によ
るアジア諸国の変化
について諸資料から
適切に情報を読み取
り、江戸幕府が対外
政策を転換して開国
に至る経緯を整理す
る。

②　思考・判断・表現
日本が直面していた国内外における諸課題を
踏まえ、政治や経済などの諸側面の変化など
を多面的・多角的に考察し、表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
日本の開国に関わる諸事象を国際的な視点か
ら考察し、開国のもたらす政治的・経済的・
社会的影響について主体的に追究しようとし
ている。

２　幕府の滅亡と新政府の発足

①　知識・技能
政治・経済の変化と思想への影響などに着目
して、諸資料から適切に情報を読み取り、幕
藩体制の崩壊と新政権の成立について理解し
ている。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

幕末の動乱における天皇を
中心とする統一国家構想の
芽生えから幕府の滅亡、旧
幕勢力の一掃に至るまでの
経過を理解する。

諸資料から適切に情
報を読み取り、幕藩
体制の崩壊と新政権
の成立について整理
する。

②　思考・判断・表現
日本がどのような契機によって近代的な社会
の形成に向かっていくことになるのか、近代
の特色を探究するための時代を通観する問い
を表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
幕末の政治動乱の過程を多角的に考察するこ
とを通じて、近代の学習へのつながりを主体
的に見出そうとしている。

12月

歴史資料と近代・現代の展望
①五箇条の誓文と国是

2

①　知識・技能
五箇条の誓文の内容を踏まえたうえで、自由
民権運動や初期議会、戦時下の学校教育や占
領下の日本における同資料のあつかわれ方を
読み取っている。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

諸資料から適切に読み取っ
た情報をもとに、近代・現
代の歴史について仮説を表
現して展望する。

五箇条の誓文のあつ
かわれ方を通してみ
える日本の近代・現
代の歴史の展開につ
いて、諸資料の読み
取りをもとに整理す
る。②　思考・判断・表現

五箇条の誓文のあつかわれ方から、近代・現
代の歴史のどのような流れを読み取ることが
できるかを考察し、仮説を表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
時代を通観する問いを踏まえ、五箇条の誓文
のあつかわれ方を通してみえる日本の近代・
現代の歴史の展開について、展望しようとし
ている。

②貿易の変遷からみる日本の近
代・現代

①　知識・技能
開国以降の日本の貿易において、輸出産業の
振興と輸入品の国産化をはかる経済政策がと
られた背景を諸資料から読み取っている。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

諸資料から適切に読み取っ
た情報をもとに、近現代の
日本の産業の在り方や課題
について仮説を表現して展
望する。

近現代における日本
の産業が抱える課題
について、調べてわ
かったことをまとめ
たり、発表したりす
る。②　思考・判断・表現

近代・現代における各時期の貿易の変遷か
ら、その課題が何であったかを考察し、日本
の産業の変化について仮説を表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
時代を通観する問いを踏まえ、近現代におけ
る日本の産業が抱える課題について、主体的
に追究しようとしている。

第１２章　近代国家の成立
１　明治維新と富国強兵

5

①　知識・技能
明治政府による中央集権化の諸政策と士族反
乱の終焉、欧米・アジア諸地域との国際関
係、文明開化の風潮について、諸資料から情
報を読み取って理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

明治新政府の制度改革や富
国強兵・殖産興業政策に着
目して、政治的変革と国家
的統一過程を理解する。

諸制度の改革が地域
社会にもたらした変
化や諸外国と結んだ
条約の相互比較、欧
米の思想・文化の影
響などを調べ、わ
かったことをまとめ
る。



12月

第１２章　近代国家の成立
１　明治維新と富国強兵

5

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

明治新政府の制度改革や富
国強兵・殖産興業政策に着
目して、政治的変革と国家
的統一過程を理解する。

諸制度の改革が地域
社会にもたらした変
化や諸外国と結んだ
条約の相互比較、欧
米の思想・文化の影
響などを調べ、わ
かったことをまとめ
る。②　思考・判断・表現

諸制度の改革が地域社会にもたらした変化や
諸外国と結んだ条約の相互比較、欧米の思
想・文化の影響などを多面的・多角的に考察
し、表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
明治維新や文明開化の風潮が展開する中で生
じた様々な課題や、歴史の展開における画期
についての課題を見出し、主体的に追究しよ
うとしている。

２　立憲国家の成立

①　知識・技能
諸資料から読み取れる地域社会の変化に着目
して、自由民権運動の展開や大日本帝国憲法
の制定と議会開設に至る過程を理解してい
る。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

政府の強力な中央集権体制
への志向のもとで、自由民
権運動の始まりから立憲国
家の成立に至る間、近代国
家の基盤が形成されていく
過程を考察する。

日本における立憲政
治の導入がもたらし
た課題を考察し、ま
とめる。

②　思考・判断・表現
国内体制を欧米の水準に合わせることが改革
の前提にあったことを踏まえ、社会構造の変
化や地方自治の展開について多面的・多角的
に考察し、表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
自由民権運動の展開過程を考察したうえで、
日本における立憲政治の導入がもたらした課
題を主体的に追究しようとしている。

第１３章　近代国家の展開
１　日清・日露戦争と国際関係

6

①　知識・技能
日清・日露戦争の前後における条約改正の完
成、韓国併合や満洲への勢力拡張などについ
て諸資料から情報を読み取り、この時期の戦
争の様相や背景、日本の国際的地位の変化を
理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

東アジアをめぐる国際環境
が変容する中、国家的課題
であった不平等条約の改正
交渉が進展した過程や、朝
鮮問題から日清戦争に至る
経緯について理解する。

対外的な戦争が日本
の近代化の過程の中
でもった意味を考察
し、議論する。

②　思考・判断・表現
議会が戦争を支持する一方で反戦論が存在し
たこと、戦争が国民としての自覚や意識の高
まりをもたらしたことなどについて多面的・
多角的に考察し、根拠を明らかにして表現し
ている。

③　主体的に学習に取り組む態度
対外的な戦争が日本の近代化の過程の中で
もった意味を考察し、主体的に追究しようと
している。

２　第一次世界大戦と日本

①　知識・技能
第一次世界大戦が日本に及ぼした影響に着目
して、大戦後の国際的な協調体制における日
本の立場や対外政策の変化について諸資料か
ら適切に情報を読み取り、理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

第一次世界大戦前後の政治
の動向および対外政策の推
移について、政党政治の発
展や日本の中国進出の状況
を踏まえて理解する。

第一次世界大戦が日
本に及ぼした影響に
着目して、大戦後の
国際的な協調体制に
おける日本の立場や
対外政策の変化につ
いて諸資料から適切
に情報を読み取り、
まとめる。

②　思考・判断・表現
大戦中の日本の動向を踏まえ、中国や朝鮮を
はじめとするアジア近隣諸国民が日本の対外
姿勢をどのように受け止めたのかを多面的・
多角的に考察し、表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
対外戦争がもたらした国内的・国際的な変化
を踏まえて学習を振り返るとともに、次の学
習へのつながりを見出そうとしている。

1月

３　ワシントン体制

①　知識・技能
ヴェルサイユ体制からワシントン体制に至る
経過や中国・朝鮮における民族運動の高揚に
着目し、国内で様々な社会運動が起こった背
景と政党政治の成立について理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

民主主義的風潮による社会
運動の動向を理解するとと
もに、普選運動など政党政
治の発展から二大政党によ
る政党内閣制成立に至るま
での意義について考察す
る。

国内で様々な社会運
動が起こった背景と
政党政治の成立など
について、整理す
る。

②　思考・判断・表現
大戦後に国民の権利の拡大がもたらされたこ
とを踏まえ、国際的な反戦意識や国際的な民
族運動の高揚について多面的・多角的に考察
し、表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
東アジア・太平洋地域における国際協調体制
の特質を考察することを通じて、当時の日本
外交に与えた影響やその課題を主体的に追究
しようとしている。

第１４章　近代の産業と生活
１　近代産業の発展

6

①　知識・技能
産業の発達の背景と影響などに着目し、諸資
料から産業革命の展開について適切に情報を
読み取り、地域社会における労働や生活の変
化が社会問題を生み出したことを理解してい
る。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

日清・日露戦争前後にかけ
て資本主義国家の基礎が確
立された過程を、産業革命
や近代産業の発展に着目し
て理解する。

産業の発展とそれに
よる社会問題への対
応について、調べて
わかったことをまと
めたりする。

②　思考・判断・表現
地域社会の変化などを踏まえて産業全般の変
化がもたらされたことや、労働問題や公害問
題の発生について多面的・多角的に考察し、
表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
産業の発展とそれによる社会問題への対応に
ついて課題を見出し、自ら主体的に追究しよ
うとしている。

２　近代文化の発達

①　知識・技能
国家主義的な思想の形成、実証的な学問研
究、欧米の科学技術の導入、教育の普及・拡
充について、諸資料から情報を読み取る技能
を身につけている。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

伝統的な文化のうえに欧米
文化を摂取するなど二元性
をもって成立した近代文化
の特色について、政治・経
済・外交などの視点をもっ
て考察する。

明治文化の特色を主
体的に追究し、調べ
てわかったことをま
とめたり、発表した
りする。



1月
6

２　近代文化の発達

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

伝統的な文化のうえに欧米
文化を摂取するなど二元性
をもって成立した近代文化
の特色について、政治・経
済・外交などの視点をもっ
て考察する。

明治文化の特色を主
体的に追究し、調べ
てわかったことをま
とめたり、発表した
りする。

②　思考・判断・表現
学校教育の必要性の説かれ方や、学校教育の
内容と地域社会の変容、国民意識との関係に
ついて、近代文化の形成を踏まえて考察し、
表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
明治期の文化に関わる政府と国民の動向を考
察することを通じて、明治文化の特色を主体
的に追究しようとしている。

３　市民生活の変容と大衆文化

①　知識・技能
学問・芸術・出版・マスメディアの発展につ
いて諸資料から情報を読み取り、欧米文化と
の関わりとその浸透度、社会風潮との関連を
理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

労働者や都市中間層の拡大
による大衆社会の基盤の成
立に着目し、都市化や市民
生活の変化を踏まえて、大
衆文化の特色について考察
する。

大衆文化の特色を主
体的に追究し、調べ
てわかったことをま
とめたり、発表した
りする。

②　思考・判断・表現
都市の発達、鉄道・駅の設置やその影響、工
場の増加や生活の変化など、地域社会の変容
について多面的・多角的に考察し、表現して
いる。

③　主体的に学習に取り組む態度
マスメディアや出版の発達によって誕生した
大衆社会が生み出す課題について、自ら主体
的に追究しようとしている。

第１５章　恐慌と第二次世界大戦
１　恐慌の時代

7

①　知識・技能
国際社会やアジア近隣諸国との関係に着目し
て、日本で連続した恐慌と政府の対応などに
関わる諸資料から情報を読み取り、恐慌と国
際関係について理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

戦後恐慌から昭和恐慌に至
る国内経済の動揺につい
て、国内・国外の経済状況
と対策に着目して理解す
る。

当時の新聞などから
世論の動向を読み
取ったり、様々な
人々の議論について
考察する。

②　思考・判断・表現
ワシントン体制下の協調外交が、中国におけ
る民族運動の進展や日本の経済の動向によっ
て次第に緊張が高まったことについて考察
し、根拠を明確にして表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
当時の新聞などから世論の動向を読み取った
り、様々な人々の議論について考察したりし
て、課題を主体的に追究しようとしている。

2月

２　軍部の台頭

①　知識・技能
政治・経済体制の変化に着目して、満洲事変
に際しての世論や軍部の直接行動に関連する
諸資料から情報を読み取り、軍部の台頭と対
外政策について理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

日本の対外政策の推移につ
いて、世界情勢や軍部の政
治的進出に着目して、政党
内閣の崩壊や国際的孤立の
過程について理解する。

満洲事変に際しての
世論や軍部の直接行
動に関連する諸資料
から情報を読み取
り、整理する。

②　思考・判断・表現
当時の社会が抱えた矛盾と満洲事変などの対
外政策、国内での軍部の政治的進出などの諸
事象を相互に関連づけて多面的・多角的に考
察し、表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
満洲事変や国内の国家改造運動の展開を考察
することを通じて、軍部の政治的台頭がもた
らした課題を主体的に追究しようとしてい
る。

３　第二次世界大戦

①　知識・技能
戦争の推移と国民生活への影響などに着目し
て、戦争の長期化と欧米諸国との外交関係に
関わる諸資料から情報を読み取り、戦時体制
の強化と第二次世界大戦の展開について理解
している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

第二次世界大戦について、
国家間の相違や総力戦の特
色を踏まえ、この戦争が空
前の惨禍をもたらした点に
着目して、平和で民主的な
国際社会の実現に努める重
要性を認識する。

戦争の長期化と欧米
諸国との外交関係に
関わる諸資料から情
報を読み取り、整理
する。

②　思考・判断・表現
戦争がアメリカやイギリスなどとの戦争に拡
大した理由や、日本における全体主義的な国
家体制の進展について多面的・多角的に考察
し、根拠を示して表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
日中戦争から太平洋戦争に至る過程や日本政
府の対応を考察することを通じて、第二次世
界大戦期の国際関係について主体的に課題を
追究しようとしている。

第１６章　占領下の日本
１　占領と改革

4

①　知識・技能
第二次大戦前後の政治や社会の類似と相違な
どに着目して、戦後の諸改革の内容と日本国
憲法の制定に関わる諸資料を読み取り、占領
政策と諸改革について理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

戦後の世界秩序を踏まえ、
占領政策および戦後の民主
化政策とそれにともなう諸
改革について、その経過と
内容を理解する。

第二次大戦前後の政
治や社会の類似と相
違などに着目して、
戦後の諸改革の内容
と日本国憲法の制定
に関わる諸資料を読
み取る。②　思考・判断・表現

戦後の諸改革が連合国の対日占領政策にもと
づくとともに、戦争に対する日本国民の反省
に支えられつつ実施されたことについて、多
面的・多角的に考察し、表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
現代の日本との関係性を踏まえながら、占領
期における諸改革が生み出した成果と課題に
ついて、主体的に追究しようとしている。

２　冷戦の開始と講和

①　知識・技能
占領政策の転換による日本の政治や経済の変
化に関わる諸資料から情報を読み取り、サン
フランシスコ平和条約の調印による日本の主
権回復の意義について理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

東アジア情勢の変化を踏ま
え、連合国による占領が終
結して日本が独立した意義
を考える。

占領政策の転換によ
る日本の政治や経済
の変化に関わる諸資
料から情報を読み取
る。



105指導時間数の計

2月

4

２　冷戦の開始と講和

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

東アジア情勢の変化を踏ま
え、連合国による占領が終
結して日本が独立した意義
を考える。

占領政策の転換によ
る日本の政治や経済
の変化に関わる諸資
料から情報を読み取
る。

②　思考・判断・表現
地域社会の変容にも留意しながら、占領の前
後の社会や思想・文化などを比較・考察し、
その結果を根拠を明確にして表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
連合国による日本占領機構の特色やその目的
を考察することを通じて、戦後改革がどのよ
うな社会の枠組みを形成したのか、主体的に
課題を追究しようとしている。

3月

第１７章　高度成長の時代
１　55年体制

4

①　知識・技能
保守合同による自由民主党の成立から、経済
成長を背景とする安定した保守政権の誕生に
至る経緯について諸資料から情報を読み取
り、外交・政治・経済を踏まえて理解してい
る。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

独立後の日本国内政治につ
いて、衆議院を保守・革新
の二大勢力が占める55年体
制の成立から安定した保守
政権となるまでの経過を理
解する。

諸資料の読み取りを
もとに、外交・政
治・経済の変化を読
み取る。

②　思考・判断・表現
日ソ共同宣言をはじめとする国交交渉と国際
連合への加盟、新安保条約・ＬＴ貿易・日韓
基本条約・沖縄返還問題などの外交事案がも
たらした課題を多面的・多角的に考察し、表
現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
55年体制の歴史的意義や、1960年代における
保守政権の安定化を考察することを通じて、
独立後の国内政治について主体的に課題を見
出そうとしている。

２　経済復興から高度経済成長へ

①　知識・技能
冷戦やグローバル化の進展の影響などに着目
して、戦後の日本経済の成長や高度成長期の
国民生活や地域社会の変化に関わる諸資料か
ら情報を読み取っている。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

朝鮮特需による経済復興と
その後の高度経済成長につ
いて、経済の国際化と国内
の技術革新などの側面に着
目して考察する。

戦後の日本経済の成
長や高度成長期の国
民生活や地域社会の
変化に関わる諸資料
から情報を読み取
り、整理する。

②　思考・判断・表現
日本の経済復興や高度成長を国際関係から関
連づけたり、様々な社会問題の発生について
多面的・多角的に考察したりして、その結果
を表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
高度経済成長がもたらした国内的・国際的な
日本の変化を踏まえて学習を振り返るととも
に、次の学習へのつながりを見出そうとして
いる。

第１８章　激動する世界と日本
１　経済大国への道

3

①　知識・技能
ドル＝ショックや石油危機による世界経済の
混乱に対応するため主要先進国首脳会議が開
かれる一方、日本は石油危機を乗り越えて経
済大国となったことを理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

高度成長が終焉し、保守政
権が動揺する中、２度にわ
たる石油危機を乗り越え、
経済大国としての道を歩み
始めた日本の状況を多面
的・多角的に考察する。

第二次世界大戦後の
日本の国際社会にお
ける様々な取り組み
について、調べてわ
かったことをまとめ
たり、発表したりす
る。②　思考・判断・表現

日本が石油危機を乗り越えて経済大国となっ
た要因について多面的・多角的に考察し、そ
の結果を表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
第二次世界大戦後の日本の国際社会における
様々な取り組みについて、課題を主体的に追
究しようとしている。

２　冷戦の終結と日本社会の変容

①　知識・技能
冷戦終結後の国際関係、55年体制が崩壊した
政治状況、バブル経済から平成不況へと進ん
だ経済状況などについて理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

冷戦体制の終結とそれに関
わる国内の状況について、
日本の政治・外交・経済・
生活文化面を踏まえて多面
的・多角的にとらえる。

冷戦終結後の国際社
会において日本がど
のような役割を果た
してきたのか、調べ
てわかったことをま
とめたり、発表した
りする。

・国際経済や国際政
治の動向を捉えるな
ど、公民科との連携

を図る。

②　思考・判断・表現
国連平和維持活動への対応や経済不況に対す
る国内改革など、冷戦終結後の日本が抱える
課題について多面的・多角的に考察し、その
結果を表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
冷戦終結後の国際社会において日本がどのよ
うな役割を果たしてきたのか、自ら課題を見
出して主体的に追究しようとしている。

現代日本の課題の探究
様々な災害と日本

2

①　知識・技能
過去の災害に関する諸資料を読み解いて得ら
れた情報をもとに、現代日本の課題の形成に
関わる歴史を理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度
発表・レポート
提出

災害を題材に、諸資料から
情報を読み取って考察し、
それを表現する方法を学
ぶ。

過去の災害に関する
諸資料を読み解いて
得られた情報をもと
に、現代日本の課題
の形成に関わる歴史
を概観し、興味・関
心のある出来事を調
べ、わかったことを
まとめる。

②　思考・判断・表現
過去の災害に関する諸資料と、既習知識と結
びつけて多面的・多角的な考察し、表現して
いる。

③　主体的に学習に取り組む態度
自ら主題を的確に設定し、資料を適切に解釈
したうえで複数の解釈を比較・検討・選択
し、充分な論理展開で叙述・表現している。



3

活用
（使える）

利用
（できる）

習得
（わかる）

比重 比重 比重

40 30 30

月
指導
時数

評価方法
各教科等横断的な資
質･能力の育成に関わ
る他教科等との関連

②　思考・判断・表現
日常生活のなかに世界史とつながっているモ
ノを見出し、自分自身と世界のつながりを多
面的・多角的に考察し表現している。

4月

1

③　主体的に学習に取り組む態度
日常生活と世界史のつながりについて、自分
が抱いた興味・関心や疑問、追究してみたい
ことなどを見出して、見通しを持って学習に
取り組もうとしている。

第Ⅰ部を学ぶ前に

①　知識・技能
資料から情報を読み取ったり、まとめたりす
る技能を身に付けている。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

　主な学習活動　

知識・技能

・世界とその中の日本の相互作用や、それぞれの独自性、互い
の共通性などの観点から世界とその中における日本の過去と現
在を理解できる。
・世界とその中の日本に存在する様々な課題についての歴史的
な経緯を理解できる。
・課題の解決に向けて必要な社会的事象に関する情報を資料
（文献や絵図、遺物や遺構、地図、統計など）から適切に判断
することができる。

・世界とその中の日本の相互作用や、それぞれの独自性、互い
の共通性などの観点から世界とその中における日本の過去と現
在を考察できる。
・世界とその中の日本に存在する様々な課題についての歴史的
な経緯を理解できる。
・課題の解決に向けて必要な社会的事象に関する情報を資料
（文献や絵図、遺物や遺構、地図、統計など）から読み取るこ
とができる。

・世界とその中の日本の相互作用や、それぞれの独自性、互い
の共通性などの観点から世界とその中における日本の過去と現
在を考察できる。
・世界とその中の日本に存在する様々な課題についての歴史的
な経緯を理解できる。
・課題の解決に向けて必要な社会的事象に関する情報を資料
（文献や絵図、遺物や遺構、地図、統計など）から読み取り、
社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせて、課題の解決に
向けて活用できる。

より良い社会の実現を視野に、世界とその中の日本における日本や国際
社会の在り方について歴史的な観点から意欲的に追究できる。

・歴史に見られる課題を把握して、学習したことを基に複数の立場や意見を
踏まえて理解することができる。
・歴史に関わる事象の意味や意義について、自分の考えを論理的に説明し、
資料等を適切に用いることができる。

・歴史に見られる課題を把握して、学習したことを基に複数の立場や意見を
踏まえ、その解決を視野に入れて構想できる。
・歴史に関わる事象の意味や意義について、自分の考えを論理的に説明し、
資料等を適切に用いて、歴史に関わる事象について考察、構想することがで
きる。

・社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせて、歴史に関わる事象の意味
や意義、特色、事象相互の関連を多面的・多角的に考察し、歴史に見られる
課題を把握して、学習したことを基に複数の立場や意見を踏まえ、その解決
を視野に入れて構想できる。
・歴史に関わる事象の意味や意義について、自分の考えを論理的に説明し、
資料等を適切に用いて、歴史に関わる事象について考察、構想したことを効
果的に説明したり論述したり再構成しながら議論することができる。

諸事象の意味や意義、特色や相互の関連について、概念等を活用して多面
的・多角的に考察したり、世界の歴史にみられる諸課題を把握し、その解決
に向けて構想したりできる。

・社会の課題の背景や要因について多角的に捉え、他者と協力しながら
課題の解決に向けて行動することができる。
・自己の課題や目標達成に必要な点を把握できる。

・社会の課題の背景や要因について多角的に捉え、他者と協力しながら
課題の解決に向けて行動することができる。
・自己の課題や自らの目標の達成に必要な点を分析することができる。

・社会の課題の背景や要因について多角的に捉え、他者と協力しながら
課題の解決に向けて行動することができる。
・自己を客観的な視点で振り返り、そこから得た自己の課題や自らの目
標の達成に必要な点を分析し、調整することができる。

２０２３年度　　２学年　地理歴史科シラバス

世界史探究 教科書等

単位数

評価方法・割合
及び

観点の比重

定期考査
小テスト
レポート　　等

定期考査
小テスト
レポート　　等

課題提出
リフレクションシート
授業時の観察　　　　　等

教科の目標

"○何を理解しているか、何ができるか（知識及び技能）
　現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに、調査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。
○理解していること・できることをどう使うか（思考力、判断力、表現力等）
　地理や歴史に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、社会に見られる課題の解決に向けて構想したりする力や、考察、構想したことを効
果的に説明したり、それらを基に議論したりする力を養う。
○どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、人間性等）
　地理や歴史に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自
覚、我が国の国土や歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さをついての自覚などを深める。"					

科目名

科目の目標

（1）  我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，地理的条件や世界の歴史と関連付けながら総合的に捉えて理解するとともに，諸資料から我が国の歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的
に調べまとめる技能を身に付けるようにする。
（2）  我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意義，伝統と文化の特色などを，時期や年代，推移，比較，相互の関連や現在とのつながりなどに着目して，概念などを活用して多面的・多角的に考
察したり，歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したりする力を養う。
（3）  我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探究しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本
国民としての自覚，我が国の歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

現代的な諸課題の形成に関わる世界の歴史の理解を深め、諸資
料から情報を効果的に収集し、読み取り、まとめることができ
る。

知識・技能学力の３要素

学
び
の
段
階

必履修科目

評価の趣旨

学びの観点

学びに向かう力思考力・判断力・表現力

詳説世界史（山川出版社）

履修区分

単元で育成する資質・能力
＜単元の評価規準＞

履修学年区分 全日制・普通科・　２学年

主な言語活動

自律的活動力・挑戦力
課題認識力・批判的思考力・表現力対話力・

他者との協働力

世界史へのまなざし１

1

①　知識・技能
自然環境と人類の関わり、および人類の進化
の過程の概要を理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

②　思考・判断・表現
長期にわたる地球気温の変化を示す統計資料
や「地球カレンダー」などの資料をもとに、
地球の自然環境が直面している危機およびそ
の克服へ向けた取り組みを、多面的・多角的
に考察し表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
自然環境と人類の進化について、自分が抱い
た興味・関心や疑問、追究してみたいことな
どを見出して、見通しを持って学習に取り組
もうとしている。

世界史へのまなざし２

①　知識・技能
今日の社会で一般的とされていることの多く
が歴史的に形成されたもので、地域や時代に
よっては一般的ではないことを理解してい
る。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

単元名

①人類の誕生を地球46億年
の歴史のなかに位置づけて
考察する。
②自然環境と人類の関わり
の概要を理解する。
③人類の進化の過程の概要
を理解する。

教科書に掲載されて
いる進化図や道具
図，洞穴絵画などの
図版や写真を適切に
活用する。

①砂糖とコーヒーを事例と
して、自らと世界史のつな
がりについて考察する。
②余暇や家族を事例とし
て、歴史的に形成されてき
た概念が日常生活のなかに
あることを理解する。
③余暇や家族を事例とし
て、モノの見方や考え方と
社会の仕組みとの関係を考
察する。

身近なものの歴史を
調べ、結果をレポー
トなどにまとめた
り、発表したりす
る。

①西アジアの身分・階級・
王権・宗教に関する資料か
ら情報を読み取ったりまと
めたりする。
②西アジアにおいて多様な
身分・階級が生まれた背景
および宗教と王権の関係に
ついて考察する。

教科書に掲載されて
いるや図版や写真を
適切に読み取る。



4月

1

6

5

第Ⅰ部を学ぶ前に

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

②　思考・判断・表現
文明の形成に関わる諸事象の背景や原因、結
果や影響、事象相互の関連などに着目し、諸
地域の歴史的特質を読み解く観点について考
察し、問いを表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
古代文明や諸地域の歴史的特質について、自
分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみた
いことなどを見出して、見通しを持って学習
に取り組もうとしている。

　第1章
文明の成立と古代文明の特質

１　文明の誕生

①　知識・技能
都市の成立や文字の使用など、古代文明に共
通する歴史的特質を理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

②　思考・判断・表現
壁画や粘土板などの資料をもとに、自然環境
と生活や文化との関連性、農耕・牧畜の意義
などを多面的・多角的に考察し表現してい
る。

③　主体的に学習に取り組む態度
文明の誕生について、自分が抱いた興味・関
心や疑問、追究してみたいことなどを見出し
て、見通しを持って学習に取り組もうとして
いる。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

２　古代オリエント文明とその周辺

①　知識・技能
オリエントの大半が乾燥地帯であること、そ
のなかで大河流域のメソポタミアとエジプト
で灌漑農業をもとにいち早く文明化したこと
を理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

②　思考・判断・表現
ハンムラビ法典や『旧約聖書』などの資料を
もとに、当時の社会の特徴や世界の歴史に与
えた影響を多面的・多角的に考察し表現して
いる。

③　主体的に学習に取り組む態度
オリエント文明について、自分が抱いた興
味・関心や疑問、追究してみたいことなどを
見出して、見通しを持って学習に取り組もう
としている。

①南アジアの多様性を生み
出した地理的環境について
理解する。
②南アジア最古の文明であ
るインダス文明が栄えた場
所の特徴を理解する。
③アーリヤ人の進入が南ア
ジアにもたらした変化につ
いて多面的・多角的に考察
し表現する。

教科書に掲載されて
いるインダス文明と
アーリヤ人の進入を
示した地図やインド
諸王朝の領域図，
「海の道」とおもな
産物を示した地図，
遺跡や仏像などの写
真を読み取る。

②　思考・判断・表現
南北アメリカ文明に共通する特徴、とくに
ユーラシアやアフリカの古代文明とは異なる
ものを多面的・多角的に考察し表現してい
る。

③　主体的に学習に取り組む態度
南北アメリカ文明について、自分が抱いた興
味・関心や疑問、追究してみたいことなどを
見出して、見通しを持って学習に取り組もう
としている。

第2章
中央ユーラシアと東アジア世界

1 中央ユーラシア――草原とオアシスの
世界

①　知識・技能
中央ユーラシアの厳しい環境に適応した遊牧
民やオアシス民の生活のありさまや、彼らの
周辺の諸勢力との関係を理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

②　思考・判断・表現
風土を示す写真や『史記』匈奴列伝などの資
料をもとに、中央ユーラシアの人々の動向
が、世界の歴史に与えた影響を多面的・多角
的に考察し表現している。

３　南アジアの古代文明

①　知識・技能
南アジアが南北に大きく二分されること、そ
れぞれの風土に適合した生活が古くから営ま
れていたことを理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

②　思考・判断・表現
ヴァルナ制やジャーティ集団の成立をもと
に、アーリヤ人社会に富や地位の差が生まれ
ていった背景や原因を考察し表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
南アジアの古代文明について、自分が抱いた
興味・関心や疑問、追究してみたいことなど
を見出して、見通しを持って学習に取り組も
うとしている。

４　中国の古代文明

①　知識・技能
東アジア各地の風土が、それぞれの地で多様
な生業とそれに基づく先史文化を生み出した
こと、各地で人々の移動や交流がおこなわれ
たことを理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

地理学習の気候の分
布などとの関連から
学習を深める。

②　思考・判断・表現
青銅器や獣骨など考古学的資料や『春秋左氏
伝』などの資料をもとに、当時の政治や支配
のあり方を多面的・多角的に考察し表現して
いる。
③　主体的に学習に取り組む態度
中国の古代文明について、自分が抱いた興
味・関心や疑問、追究してみたいことなどを
見出して、見通しを持って学習に取り組もう
としている。

５　南北アメリカ文明

①　知識・技能
南北に長く広がるアメリカ大陸の各地で、そ
れぞれの地域の環境に適応した文化・文明が
発展したことを理解している。

①西アジアの身分・階級・
王権・宗教に関する資料か
ら情報を読み取ったりまと
めたりする。
②西アジアにおいて多様な
身分・階級が生まれた背景
および宗教と王権の関係に
ついて考察する。

教科書に掲載されて
いるや図版や写真を
適切に読み取る。

①自然環境の変化と農耕・
牧畜の開始との関係につい
て考察し、文明誕生の基礎
について理解する。
②おもな古代文明の立地に
ついて考察し、文明が生ま
れるために必要だった条件
を理解する。

人類の進化の過程，
農耕・牧畜の開始の
意義などを，多角的
に考察し，文章にま
とめる。

①オリエントの風土と、そ
の文明の歴史的特質の関係
を多面的・多角的に考察し
表現する。
②都市国家に富や権力が集
まった理由を多面的・多角
的に考察し表現する。
③メソポタミア文明が今日
に残した文化的遺産を理解
する。
④エジプト王国が長期にわ
たって安定した支配を続け
られた理由を多面的・多角
的に考察し表現する。
⑤シリア・パレスチナ地方
で多くの民族が興亡を繰り
返した背景を理解する。
⑥クレタ文明とミケーネ文
明を比較し、そのあいだの
性格の違いを理解する。
⑦アッシリアがオリエント
をはじめて統一することが
できた背景を多面的・多角
的に考察し表現する。

六十進法や暦など，
オリエントの古代文
明の現代にまで与え
ている影響の大きさ
を考察し，文章にま
とめる。

①東アジアでは、気候の異
なる地域が混在していたこ
とを理解し、それぞれの気
候が各地の生業などに与え
た影響を考察し表現する。
②殷と周の支配形態を比較
し、共通点と相違点を理解
する。
③春秋時代と戦国時代を比
較し、とくにそれぞれの秩
序について違いを見出す。
④戦国時代の社会におい
て、鉄器の普及がおよぼし
た影響を多面的・多角的に
考察し表現する。

農耕を中心とする東
アジアの社会や生
活，文化や思想に関
する資料を収集し，
考察した結果を適切
に表現する。

①北米と中南米の先住民社
会を比較し、共通点と相違
点を理解する。
②中南米にさまざまな先住
民文明が栄えたことを理解
し、そこでの支配の在り方
を多面的・多角的に考察し
表現する。

アメリカ先住民の農
耕文明の特色と，マ
ヤ文明などの都市文
明の独自性を考察
し，表などにまとめ
る。

①中央ユーラシアの人々が
営んでいた生活と風土との
関係を理解する。
②騎馬遊牧民が強大な国家
を築くことができた理由を
多面的・多角的に考察し表
現している。
③遊牧国家の興亡がユーラ
シア大陸の東西にもたらし
た変動を理解する。
④オアシス民と遊牧民の関
係を多面的・多角的に考察
し表現する。

内陸アジア東部に進
出した匈奴を代表と
する騎馬遊牧民の動
向を，その文化や軍
事力と関連付けて考
察し，文章にまとめ
る。



4月

5

5月

3

第2章
中央ユーラシアと東アジア世界

1 中央ユーラシア――草原とオアシスの
世界

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

③　主体的に学習に取り組む態度
中央ユーラシアの動向について、自分が抱い
た興味・関心や疑問、追究してみたいことな
どを見出して、見通しを持って学習に取り組
もうとしている。

2 秦・漢帝国

①　知識・技能
秦・漢といった統一国家の支配体制につい
て、それまでの春秋・戦国時代と比較したう
えで理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

②　思考・判断・表現
兵馬俑や青銅貨幣など考古学的資料や『塩鉄
論』禁耕などの資料をもとに、秦・漢の時代
に生じた地域間の結びつきの変化や、統一国
家の出現が社会や文化に与えた影響を多面
的・多角的に考察し表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
秦・漢帝国について、自分が抱いた興味・関
心や疑問、追究してみたいことなどを見出し
て、見通しを持って学習に取り組もうとして
いる。

3 中国の動乱と変容

①　知識・技能
魏晋南北朝の動乱がどのように展開したのか
について、遊牧民族との関わりもふまえたう
えで理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

②　思考・判断・表現
「女史箴図」などの図像資料や『顔氏家訓』
などの資料をもとに、魏晋南北朝時代の社会
の特徴を多面的・多角的に考察し表現してい
る。

③　主体的に学習に取り組む態度
魏晋南北朝の動乱について、自分が抱いた興
味・関心や疑問、追究してみたいことなどを
見出して、見通しを持って学習に取り組もう
としている。

①新たに現れた「皇帝」の
特質について、それまでの
「王」と比較しながら理解
する。
②漢の支配体制の変遷を理
解する。
③統一国家の出現が社会や
文化に与えた影響を、多面
的・多角的に考察し表現す
る。

周辺諸国との冊封関
係などから，中国を
中心とする東アジア
世界の骨格が形成さ
れたことを考察し，
文章にまとめる。

①遊牧民族の動きと魏晋南
北朝の動乱との関係につい
て理解する。
②魏晋南北朝時代に仏教や
道教が力を持つようになっ
た要因や背景を、多面的・
多角的に考察し表現する。
③魏晋南北朝時代の中国の
情勢が、朝鮮や日本に与え
た影響について理解する。

魏晋南北朝時代の社
会経済の変化，日本
をはじめとする周辺
国家の形成を中国史
全体の流れと関連付
けて考察し，文章に
まとめる。

4 東アジア文化圏の形成

①　知識・技能
隋・唐の社会や制度、支配体制について、そ
れまでの時代や他の地域との違いや、時期ご
との変化をふまえたうえで理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①唐の勢力圏の広がりを理
解する。
②唐代初期の社会の特徴を
多面的・多角的に考察し表
現する。
③唐の制度や文化が近隣諸
国に与えた影響について理
解する。
④安史の乱前後の唐の制度
や社会の変化を多面的・多
角的に考察し表現する。
⑤突厥・ウイグルと隋・唐
の関係を理解する。
⑥ソグド人の中央ユーラシ
アや東アジアにおける役割
について理解する。

唐王朝が名実ともに
東アジア文化圏を形
成したことを，その
築き上げた整然とし
た国家制度や文化か
ら判断し，文章にま
とめる②　思考・判断・表現

壁画などの図像資料や『旧唐書』輿服志など
の資料をもとに、隋・唐の社会の特徴や近隣
諸国への影響を多面的・多角的に考察し表現
している。

③　主体的に学習に取り組む態度
東アジア文化圏の形成について、自分が抱い
た興味・関心や疑問、追究してみたいことな
どを見出して、見通しを持って学習に取り組
もうとしている。

第3章
南アジア世界と東南アジア世界の展開

1 仏教の成立と南アジアの統一国家

①　知識・技能
南アジアで生まれたさまざまな宗教が、南ア
ジアの社会や周辺諸地域へ与えた影響を理解
している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①仏教やジャイナ教などの
新たな宗教に共通する点に
ついて理解する。
②南アジア最初の統一王朝
であるマウリヤ朝のもとで
の仏教の発展について理解
する。
③クシャーナ朝と周辺諸地
域との関係を多面的・多角
的に考察し表現する。
④「海の道」の交易におけ
る南インドの役割を多面
的・多角的に考察し表現す
る。

インドや東南アジア
など諸地域世界のイ
スラーム化の影響
を，現代の国際政
治・社会の視点から
考察し，文章にまと
める。

②　思考・判断・表現
インド洋航海図（地図）や『エリュトゥラー
海案内記』などの資料をもとに、インド洋交
易の広がりを多面的・多角的に考察し表現し
ている。

③　主体的に学習に取り組む態度
南アジアで生まれた諸宗教について、自分が
抱いた興味・関心や疑問、追究してみたいこ
となどを見出して、見通しを持って学習に取
り組もうとしている。

2 インド古典文化とヒンドゥー教の定着

①　知識・技能
インド古典文化の黄金期とされるグプタ朝に
おいて、文化がどのように展開したのかを理
解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①グプタ朝における宗教や
文化の展開を理解する。
②８～10世紀の諸勢力が割
拠した時代における各地の
政権の政策を理解する。
③ヒンドゥー教が南アジア
の社会に根づいていった背
景を多面的・多角的に考察
し表現する。

教科書に掲載されて
いるや図版や写真を
適切に読み取る。

②　思考・判断・表現
それまで仏教やジャイナ教が盛んだったこと
をふまえたうえで、ヒンドゥー教が社会に根
づいていった背景を多面的・多角的に考察し
表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
インド古典文化とヒンドゥー教について、自
分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみた
いことなどを見出して、見通しを持って学習
に取り組もうとしている。

3 東南アジア世界の形成と展開

①　知識・技能
東南アジアの大陸部と諸島部において、どの
ように国家が形成されたのかを理解してい
る。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①グプタ朝における宗教や
文化の展開を理解する。
②８～10世紀の諸勢力が割
拠した時代における各地の
政権の政策を理解する。
③ヒンドゥー教が南アジア
の社会に根づいていった背
景を多面的・多角的に考察
し表現する。

教科書に掲載されて
いるや図版や写真を
適切に読み取る。

②　思考・判断・表現
東南アジアの風土や地形をふまえたうえで、
南アジアや中国との関係およびその変遷を多
面的・多角的に考察し表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
東南アジアの諸国家について、自分が抱いた
興味・関心や疑問、追究してみたいことなど
を見出して、見通しを持って学習に取り組も
うとしている。

①中央ユーラシアの人々が
営んでいた生活と風土との
関係を理解する。
②騎馬遊牧民が強大な国家
を築くことができた理由を
多面的・多角的に考察し表
現している。
③遊牧国家の興亡がユーラ
シア大陸の東西にもたらし
た変動を理解する。
④オアシス民と遊牧民の関
係を多面的・多角的に考察
し表現する。

内陸アジア東部に進
出した匈奴を代表と
する騎馬遊牧民の動
向を，その文化や軍
事力と関連付けて考
察し，文章にまとめ
る。



5月

5

6月

4

第4章
西アジアと地中海周辺の国家形成

1 イラン諸国家の興亡とイラン文明

①　知識・技能
アケメネス朝、パルティア、ササン朝といっ
たイラン諸国家がそれぞれどのように興亡し
たのかを理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①アケメネス朝が広大な領
域に中央集権的支配を築こ
とができた背景や要因を理
解している。
②パルティアとササン朝の
繁栄の背景や要因を理解す
る。
③パルティアとササン朝が
東西の文明の間で担った役
割を多面的・多角的に考察
し表現する。

イラン文明につい
て、興味・関心や疑
問、追及してみたい
ことなどを調べ、わ
かったことをまとめ
たり、発表したりす
る。②　思考・判断・表現

ササン朝と法隆寺の「獅子狩」図案などの資
料をもとに、イラン文明が世界の諸地域に与
えた影響を多面的・多角的に考察し表現して
いる。

③　主体的に学習に取り組む態度
イラン文明について、自分が抱いた興味・関
心や疑問、追究してみたいことなどを見出し
て、見通しを持って学習に取り組もうとして
いる。

2 ギリシア人の都市国家

①　知識・技能
アテネにおいてどのような経緯で民主政が出
現したのか、またギリシア文化にはどのよう
な特徴があるのかを理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①ポリスの特徴およびそこ
での人々の生活について、
オリエントの都市国家と比
較したうえで理解する。
②スパルタが軍国主義をし
いた理由を多面的・多角的
に考察し表現する。
③民主政発達の経緯および
現代の民主主義との相違点
について理解する。
④ギリシアの諸ポリスがマ
ケドニアに敗れた要因を多
面的・多角的に考察し表現
する。
⑤ヘレニズム時代の歴史的
意義を多面的・多角的に考
察し表現する。
⑥ギリシア文明が近代ヨー
ロッパにもたらした影響を
多面的・多角的に考察し表
現する。

古代ギリシアについ
て、興味・関心や疑
問、追及してみたい
ことなどを調べ、わ
かったことをまとめ
たり、発表したりす
る。②　思考・判断・表現

オストラコンなどの考古学的資料や「ペリク
レスの演説」などの資料をもとに、ギリシア
の人の社会の特徴を多面的・多角的に考察し
表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
古代ギリシアについて、自分が抱いた興味・
関心や疑問、追究してみたいことなどを見出
して、見通しを持って学習に取り組もうとし
ている。

　3 ローマと地中海支配

①　知識・技能
ローマがどのような経緯で都市国家から帝国
にいたったのか、またローマ人の文化にはど
のような特徴があるのかを理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①ローマ共和政の特徴につ
いて、ギリシア民主政と比
較したうえで多面的・多角
的に考察し表現する。
②地中海における領土拡大
がローマ共和政に与えた影
響を理解する。
③ローマの内乱の発生から
終息までの経緯を理解す
る。
④「ローマの平和」が地中
海世界に与えた影響を理解
する。
⑤ローマ帝国が危機を迎え
た要因を多面的・多角的に
考察し表現する。
⑥ローマ帝国の文化的意義
を多面的・多角的に考察し
表現する。

古代ローマについ
て、興味・関心や疑
問、追及してみたい
ことなどを調べ、わ
かったことをまとめ
たり、発表したりす
る。

②　思考・判断・表現
モザイク画などの図像資料や「神皇アウグス
トゥス業績録」などの資料をもとに、ローマ
が地中海世界を統一し、それを維持できた理
由を多面的・多角的に考察し表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
古代ローマについて、自分が抱いた興味・関
心や疑問、追究してみたいことなどを見出し
て、見通しを持って学習に取り組もうとして
いる。

4 キリスト教の成立と発展

①　知識・技能
勢力を拡大させていたキリスト教をローマ帝
国がどのように利用しようとしたのかを理解
している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①キリスト教の成立の経緯
を理解している。
②ローマ帝国によるキリス
ト教への対応を多面的・多
角的に考察し表現する。

キリスト教につい
て、興味・関心や疑
問、追及してみたい
ことなどを調べ、わ
かったことをまとめ
たり、発表したりす
る。

②　思考・判断・表現
当時の地中海世界の状況をふまえたうえで、
キリスト教が急速に広がった理由を多面的・
多角的に考察し表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
キリスト教の成立について、自分が抱いた興
味・関心や疑問、追究してみたいことなどを
見出して、見通しを持って学習に取り組もう
としている。

第5章
イスラーム教の成立とヨーロッパ世界の
形成

1 アラブの大征服とイスラーム政権の成
立

①　知識・技能
イスラーム教がどのように成立し、短期間で
勢力を拡大していったのかを理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①アラブ＝ムスリム軍によ
る大征服の展開を理解す
る。
②ウマイヤ朝の領域的な広
がりとその支配の特徴を理
解する。
③アッバース朝成立の背景
とその統治の特徴を理解す
る。
④イスラーム文化の成立の
経緯を理解し、またその特
徴を多面的・多角的に考察
し表現する。
⑤イスラーム政権の多極化
が社会に与えた影響を多面
的・多角的に考察し表現す
る。

イスラーム教につい
て、興味・関心や疑
問、追及してみたい
ことなどを調べ、わ
かったことをまとめ
たり、発表したりす
る。

②　思考・判断・表現
イスラーム政権の拡大を示す地図やアラベス
クなどの図像資料などをもとに、イスラーム
教の成立が西アジアや北アフリカの社会に与
えた影響を多面的・多角的に考察し表現して
いる。

③　主体的に学習に取り組む態度
イスラーム教の成立と拡大について、自分が
抱いた興味・関心や疑問、追究してみたいこ
となどを見いだして、見通しを持って学習に
取り組もうとしている。

　2 ヨーロッパ世界の形成

①　知識・技能
西ヨーロッパと東ヨーロッパがそれぞれどの
ようにして独自の世界を形づくっていったの
かを理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①ヨーロッパの自然条件と
大規模な人の移動との関係
について理解する。
②ビザンツ帝国の繁栄につ
いて、同時期の西ヨーロッ
パと比較したうえで理解す
る。
③ローマ教会とフランク王
国の関係を多面的・多角的
に考察し表現する。
④カールの戴冠が世界の歴
史において持つ意義につい
て理解する。
⑤ノルマン人が西ヨーロッ
パ世界において果たした歴
史的役割について理解す
る。
⑥西ヨーロッパに特有の封
建社会の仕組みについて理

修道院運動やイス
ラーム文明の影響な
ど，中世ヨーロッパ
文化を多面的に考察
し，文章にまとめ
る。②　思考・判断・表現

荘園の構造を示す概念図や『ガルベール＝ド
＝ブリュージュの日記』などの資料をもと
に、西ヨーロッパに成立した封建社会の特徴
を多面的・多角的に考察し表現している。



6月

4

1

2

5

7月

　2 ヨーロッパ世界の形成

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①ヨーロッパの自然条件と
大規模な人の移動との関係
について理解する。
②ビザンツ帝国の繁栄につ
いて、同時期の西ヨーロッ
パと比較したうえで理解す
る。
③ローマ教会とフランク王
国の関係を多面的・多角的
に考察し表現する。
④カールの戴冠が世界の歴
史において持つ意義につい
て理解する。
⑤ノルマン人が西ヨーロッ
パ世界において果たした歴
史的役割について理解す
る。
⑥西ヨーロッパに特有の封
建社会の仕組みについて理

修道院運動やイス
ラーム文明の影響な
ど，中世ヨーロッパ
文化を多面的に考察
し，文章にまとめ
る。

③　主体的に学習に取り組む態度
ヨーロッパ世界の形成について、自分が抱い
た興味・関心や疑問、追究してみたいことな
どを見出して、見通しを持って学習に取り組
もうとしている。

第Ⅱ部を学ぶ前に

①　知識・技能
資料から情報を読み取ったり、まとめたりす
る技能を身に付けている。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①13世紀におこなわれてい
た交易に関する資料から、
情報を読み取ったりまとめ
たりする。
②13世紀において諸地域で
おこなわれていた交易の特
徴について考察する。

地域の交流・再編に
ついて、興味・関心
や疑問、追及してみ
たいことなどを調
べ、わかったことを
まとめたり、発表し
たりする。

②　思考・判断・表現
諸地域の交流・再編に関わる諸事象の背景や
原因、結果や影響、事象相互の関連、諸地域
相互のつながりなどに着目し、諸地域の交
流・再編を読み解く観点について考察し、問
いを表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
諸地域の交流・再編について、自分が抱いた
興味・関心や疑問、追究してみたいことなど
を見出して、見通しを持って学習に取り組も
うとしている。

第6章
イスラーム教の伝播と西アジアの動向

1 イスラーム教の諸地域への伝播

①　知識・技能
中央アジア・南アジア・東南アジア・アフリ
カの各地でどのようにイスラーム化が進んだ
のかを理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①イスラーム化が中央アジ
アにもたらした変化につい
て理解している。
②南アジアにおいてイス
ラーム教が受け入れられて
いった経緯を理解してい
る。
③東南アジアにおいてイス
ラーム化が進んだ背景につ
いて考察し表現している。
④アフリカにおいてイス
ラーム化が進んだ要因を考
察し表現している。

イスラーム教の各地
への伝播について、
興味・関心や疑問、
追及してみたいこと
などを調べ、わかっ
たことをまとめた
り、発表したりす
る。

②　思考・判断・表現
『トルコ語・アラビア語辞典』序文などの資
料をもとに、イスラーム教の伝播・拡大にお
いてトルコ人の果たした役割を多面的・多角
的に考察し表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
イスラーム教の各地への伝播について、自分
が抱いた興味・関心や疑問、追究してみたい
ことなどを見出して、見通しを持って学習に
取り組もうとしている。

2 西アジアの動向

①　知識・技能
アッバース朝衰退後の西アジアにおいて、政
治的統一は失われたが、経済・文化の交流を
通じてイスラーム教徒（ムスリム）の連帯が
維持されたことを理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①トルコ人の進出が西アジ
アにもたらした変化につい
て考察し表現している。
②十字軍やモンゴルの進出
が西アジアにもたらした影
響について考察し表現して
いる。
③マムルーク朝のもとでの
カイロの繁栄がどのように
実現したのか理解してい
る。
④イベリア半島におけるイ
スラーム勢力の興亡につい
て理解している。

変動する西アジアの
情勢について、興
味・関心や疑問、追
及してみたいことな
どを調べ、わかった
ことをまとめたり、
発表したりする。②　思考・判断・表現

トルコ人の進出・十字軍遠征・モンゴル勢力
の襲来といった外圧が、西アジアの社会へお
よぼした影響を多面的・多角的に考察し表現
している。

③　主体的に学習に取り組む態度
変動する西アジアの情勢について、自分が抱
いた興味・関心や疑問、追究してみたいこと
などを見出して、見通しを持って学習に取り
組もうとしている。

　第7章
ヨーロッパ世界の変容と展開

1 西ヨーロッパの封建社会とその展開

①　知識・技能
中世の西ヨーロッパで発達した商業の活動状
況とその特徴について、従来との比較をふま
えて理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①中世の西ヨーロッパにお
いてローマ＝カトリック教
会が普遍的な権威を持つに
いたった背景を理解する。
②十字軍の遠征の経緯を理
解し、それが社会に与えた
影響を多面的・多角的に考
察し表現する。
③西ヨーロッパで商業が盛
んになった理由を多面的・
多角的に考察し表現する。
④中世の都市が獲得した政
治的地位や、そこでの人々
の暮らしについて理解す
る。

中世の西ヨーロッパ
について、興味・関
心や疑問、追及して
みたいことなどを調
べ、わかったことを
まとめたり、発表し
たりする。

②　思考・判断・表現
中世都市の景観を示す図像資料や当時の交通
路を示す地図をもとに、十字軍が西ヨーロッ
パに与えた影響を多面的・多角的に考察し表
現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
中世の西ヨーロッパについて、自分が抱いた
興味・関心や疑問、追究してみたいことなど
を見出して、見通しを持って学習に取り組も
うとしている。

2 東ヨーロッパ世界の展開

①　知識・技能
ビザンツ帝国の衰退の過程と、その周辺のス
ラヴ人および非スラヴ人の動向について理解
している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①ビザンツ帝国の衰退の要
因を多面的・多角的に考察
し表現する。
②ビザンツ文化が果たした
世界史的な意義について理
解する。
③スラヴ人が各地域で自立
していった経緯を理解す
る。

東ヨーロッパについ
て、興味・関心や疑
問、追及してみたい
ことなどを調べ、わ
かったことをまとめ
たり、発表したりす
る。

②　思考・判断・表現
西ヨーロッパやイスラーム勢力との関係をふ
まえたうえで、ビザンツ帝国の衰退の要因を
多面的・多角的に考察し表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
東ヨーロッパ世界について、自分が抱いた興
味・関心や疑問、追究してみたいことなどを
見出して、見通しを持って学習に取り組もう
としている。

3 西ヨーロッパ世界の変容

①　知識・技能
封建社会の衰退と教皇権の衰退の過程および
中央集権国家に向けた西ヨーロッパ各国の動
きを理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①封建社会が解体に向かっ
た背景を多面的・多角的に
考察し表現する。
②教皇権の衰退と王権の伸
張の関係について理解す
る。
③各国における、身分制議
会の成立と王権の伸張の関
係を理解する。
④百年戦争によるイギリス
とフランスの変容を多面
的・多角的に考察し表現す
る。
⑤スペインで国王による中
央集権化が早く進んだのは
なぜか理解する。
⑥神聖ローマ帝国で中央集
権が進まなかった要因を多
面的・多角的に考察し表現
する。

西ヨーロッパについ
て、興味・関心や疑
問、追及してみたい
ことなどを調べ、わ
かったことをまとめ
たり、発表したりす
る。②　思考・判断・表現

大憲章や金印勅書などの資料をもとに、中央
集権国家の形成に向けた各国の動きの共通点
と相違点を多面的・多角的に考察し表現して
いる。
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3 西ヨーロッパ世界の変容

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①封建社会が解体に向かっ
た背景を多面的・多角的に
考察し表現する。
②教皇権の衰退と王権の伸
張の関係について理解す
る。
③各国における、身分制議
会の成立と王権の伸張の関
係を理解する。
④百年戦争によるイギリス
とフランスの変容を多面
的・多角的に考察し表現す
る。
⑤スペインで国王による中
央集権化が早く進んだのは
なぜか理解する。
⑥神聖ローマ帝国で中央集
権が進まなかった要因を多
面的・多角的に考察し表現
する。

西ヨーロッパについ
て、興味・関心や疑
問、追及してみたい
ことなどを調べ、わ
かったことをまとめ
たり、発表したりす
る。

③　主体的に学習に取り組む態度
西ヨーロッパ世界の変容について、自分が抱
いた興味・関心や疑問、追究してみたいこと
などを見出して、見通しを持って学習に取り
組もうとしている。

　4 西ヨーロッパの中世文化

①　知識・技能
中世の西ヨーロッパの文化について、キリス
ト教の影響が大きかったことを理解してい
る。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①中世の西ヨーロッパにお
いてキリスト教が果たした
文化的役割を理解する。
②西ヨーロッパにおける大
学の成立過程を理解する。
③中世の西ヨーロッパの美
術や文学と、その時代の社
会との関係を多面的・多角
的に考察し表現する。

中世の西ヨーロッパ
について、興味・関
心や疑問、追及して
みたいことなどを調
べ、わかったことを
まとめたり、発表し
たりする。

②　思考・判断・表現
大聖堂の写真や大学の講義風景を描いた図像
資料などをもとに、中世の西ヨーロッパの文
化的な特徴を多面的・多角的に考察し表現し
ている。

③　主体的に学習に取り組む態度
中世の西ヨーロッパの文化について、自分が
抱いた興味・関心や疑問、追究してみたいこ
となどを見出して、見通しを持って学習に取
り組もうとしている。

第8章
東アジア世界の展開とモンゴル帝国

1 アジア諸地域の自立化と宋

①　知識・技能
10～12世紀の東アジアの情勢について、東ア
ジア内の交流と再編を中心に理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①10世紀前半に東アジアで
政権の交替があいついだ背
景や、そこで成立した諸国
の共通点を理解する。
②宋の対外関係の特徴を多
面的・多角的に考察し表現
する。
③宋における社会や経済の
発展の様子を理解する。
④宋代の文化の特徴を多面
的・多角的に考察し表現す
る。

10～12世紀の東アジ
アについて、興味・
関心や疑問、追及し
てみたいことなどを
調べ、わかったこと
をまとめたり、発表
したりする。

②　思考・判断・表現
「清明上河図」などの図像資料や荘綽『鶏肋
編』などの資料をもとに、宋代の経済発展が
社会に引きおこした変化を多面的・多角的に
考察し表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
10～12世紀の東アジアについて、自分が抱い
た興味・関心や疑問、追究してみたいことな
どを見出して、見通しを持って学習に取り組
もうとしている。

2 モンゴルの大帝国

①　知識・技能
モンゴル帝国がどのように成立し、解体した
のか、そして帝国の支配は社会にどのような
影響を与えたのかを理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①モンゴル帝国が成立した
背景を多面的・多角的に考
察し表現する。
②モンゴル帝国による支配
が東アジアにおよぼした影
響について理解する。
③モンゴル帝国時代の東西
交流の新しさを多面的・多
角的に考察し表現する。
④モンゴル帝国解体の要因
を理解する。
⑤ティムール朝がモンゴル
帝国から受け継いだものを
多面的・多角的に考察し表
現する。

モンゴル帝国につい
て、興味・関心や疑
問、追及してみたい
ことなどを調べ、わ
かったことをまとめ
たり、発表したりす
る。②　思考・判断・表現

モンゴル帝国の最大領域を示す地図や「混一
疆理歴代国都之図」などの図像資料をもと
に、モンゴル帝国の成立世界史的な意義を多
面的・多角的に考察し表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
モンゴル帝国について、自分が抱いた興味・
関心や疑問、追究してみたいことなどを見出
して、見通しを持って学習に取り組もうとし
ている。

第9章
大交易・大交流の時代

1 アジア交易世界の興隆

①　知識・技能
「世界の一体化」が始まった時期のアジアに
おいて、どのような動きがあったのかを理解
している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①モンゴル帝国解体後のア
ジア各地の状況について理
解する。
②明朝初期の国内統治の特
徴を多面的・多角的に考察
し表現する。
③明との朝貢関係が諸地域
にもたらした影響を多面
的・多角的に考察し表現す
る。
④世界的な商業の発展が明
の朝貢体制におよぼした影
響を理解する。
⑤明代後期の中国の社会・
経済・文化と世界の商業の
活発化との関係を多面的・
多角的に考察し表現する。
⑥16世紀の東南アジアで台
頭した新興勢力の共通点を
理解する。

アジア交易世界につ
いて、興味・関心や
疑問、追及してみた
いことなどを調べ、
わかったことをまと
めたり、発表したり
する。

②　思考・判断・表現
「南蛮屛風」などの図像資料や鄭暁『今言』
などの資料をもとに、この時期のアジア内お
よびアジアと世界の交流を多面的・多角的に
考察し表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
アジア交易世界について、自分が抱いた興
味・関心や疑問、追究してみたいことなどを
見出して、見通しを持って学習に取り組もう
としている。

　2 ヨーロッパの海洋進出とアメリカ大陸の変容

①　知識・技能
ヨーロッパの海洋進出について、その動機や
背景、経緯を理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①ヨーロッパの人々が遠洋
に乗り出していった動機や
背景を多面的・多角的に考
察し表現する。
②ヨーロッパの人々の進出
がアジアにもたらした影響
や変化を理解する。
③中南米の先住民が短期間
でスペイン人に征服された
要因を理解する。
④16世紀に一体化が始まっ
た「世界」の性格を多面
的・多角的に考察し表現す
る。

ヨーロッパの海洋進
出とアメリカ大陸の
変容について、興
味・関心や疑問、追
及してみたいことな
どを調べ、わかった
ことをまとめたり、
発表したりする。

②　思考・判断・表現
ヨーロッパ人による航海と探検を示す地図や
ラス＝カサス『インディアスの破壊について
の簡潔な報告』などの資料をもとに、ヨー
ロッパの海洋進出が諸地域にもたらした影響
を多面的・多角的に考察し表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
ヨーロッパの海洋進出とアメリカ大陸の変容
について、自分が抱いた興味・関心や疑問、
追究してみたいことなどを見出して、見通し
を持って学習に取り組もうとしている。

第10章
アジアの諸帝国の繁栄

1 オスマン帝国とサファヴィー朝

①　知識・技能
オスマン帝国とサファヴィー朝がどのように
支配を確立し、統治をおこなっていたのかを
理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①オスマン帝国の基礎が築
かれた経緯を理解する。
②オスマン帝国の勢力拡大
の経緯を理解する。
③オスマン帝国の統治が当
時の人々に与えた影響を多
面的・多角的に考察し表現
する。
④サファヴィー朝の支配が
イラン社会に与えた影響を
多面的・多角的に考察し表
現する。

オスマン帝国とサ
ファヴィー朝につい
て、興味・関心や疑
問、追及してみたい
ことなどを調べ、わ
かったことをまとめ
たり、発表したりす
る。

②　思考・判断・表現
オスマン帝国とサファヴィー朝を比較したう
えで、それぞれの特徴や両者の関係を多面
的・多角的に考察し表現している。
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2 ムガル帝国の興隆

第11章
近世ヨーロッパ世界の動向

1 ルネサンス

3 主権国家体制の成立

5 北欧・東欧の動向

第10章
アジアの諸帝国の繁栄

1 オスマン帝国とサファヴィー朝

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①オスマン帝国の基礎が築
かれた経緯を理解する。
②オスマン帝国の勢力拡大
の経緯を理解する。
③オスマン帝国の統治が当
時の人々に与えた影響を多
面的・多角的に考察し表現
する。
④サファヴィー朝の支配が
イラン社会に与えた影響を
多面的・多角的に考察し表
現する。

オスマン帝国とサ
ファヴィー朝につい
て、興味・関心や疑
問、追及してみたい
ことなどを調べ、わ
かったことをまとめ
たり、発表したりす
る。

③　主体的に学習に取り組む態度
オスマン帝国とサファヴィー朝について、自
分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみた
いことなどを見いだして、見通しを持って学
習に取り組もうとしている。

①　知識・技能
ムガル帝国のおいて非イスラーム教徒に対す
る施策がどのように変化したのかを理解して
いる。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①ムガル帝国の基礎が築か
れた経緯を理解する。
②ムガル帝国におけるヒン
ドゥー教徒とイスラーム教
徒の関係を多面的・多角的
に考察し表現する。
③ムガル帝国の衰退の背景
や要因を多面的・多角的に
考察し表現する。

ムガル帝国につい
て、興味・関心や疑
問、追及してみたい
ことなどを調べ、わ
かったことをまとめ
たり、発表したりす
る。

②　思考・判断・表現
ムガル帝国時代の細密画などの図像資料や領
域を示す地図などをもとに、ムガル帝国の興
隆と衰退が南アジアに与えた影響を多面的・
多角的に考察し表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
ムガル帝国について、自分が抱いた興味・関
心や疑問、追究してみたいことなどを見出し
て、見通しを持って学習に取り組もうとして
いる。

　3 清代の中国と隣接諸地域

①　知識・技能
清朝の基礎が築かれた経緯や清代の政治と社
会の特徴および周辺諸国との関係について理
解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①清朝の領土に組み込まれ
た民族と、彼らがどのよう
に統治されていたかを理解
する。
②清代における周辺諸国と
中国との関係について、明
代と比較したうえで多面
的・多角的に考察し表現す
る。
③漢人の社会や文化に対し
て清朝がどのような態度を
とったのかを理解する。

清代の中国と隣接諸
地域について、興
味・関心や疑問、追
及してみたいことな
どを調べ、わかった
ことをまとめたり、
発表したりする。

②　思考・判断・表現
皇帝を描いた図像資料や『康熙帝伝』などの
資料をもとに、清代の皇帝と従来の中国王朝
の皇帝との違いを多面的・多角的に考察し表
現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
清代の中国と隣接諸地域について、自分が抱
いた興味・関心や疑問、追究してみたいこと
などを見出して、見通しを持って学習に取り
組もうとしている。

①　知識・技能
ルネサンスの特徴や広がり、それが後世に与
えた影響を理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①ルネサンスの担い手や彼
らの動機について理解す
る。
②ルネサンスを支えた精神
の特徴を理解し、それが後
世に与えた影響を多面的・
多角的に考察し表現する。
③多方面におよぶルネサン
スの成果が後世に与えた影
響を理解する。

ルネサンスについ
て、興味・関心や疑
問、追及してみたい
ことなどを調べ、わ
かったことをまとめ
たり、発表したりす
る。

②　思考・判断・表現
美術作品の図像などの資料をもとに、ルネサ
ンスの新しさと古さを多面的・多角的に考察
し表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
ルネサンスについて、自分が抱いた興味・関
心や疑問、追究してみたいことなどを見出し
て、見通しを持って学習に取り組もうとして
いる。

2 宗教改革

①　知識・技能
新しい宗派の成立過程やその後のヨーロッパ
の宗教分布を理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①それまでの教会改革の試
みと16世紀の宗教改革の違
いを多面的・多角的に考察
し表現する。
②カルヴァンの教えの特徴
やイギリス国教会の成立の
意義を理解する。
③カトリック改革が持つ世
界史的な意義を多面的・多
角的に考察し表現する。

宗教改革について、
興味・関心や疑問、
追及してみたいこと
などを調べ、わかっ
たことをまとめた
り、発表したりす
る。

②　思考・判断・表現
「九十五カ条の論題」や『キリスト者の自
由』などの資料をもとに、宗教改革の動きが
広まった要因を多面的・多角的に考察し表現
している。

③　主体的に学習に取り組む態度
宗教改革について、自分が抱いた興味・関心
や疑問、追究してみたいことなどを見出し
て、見通しを持って学習に取り組もうとして
いる。

①　知識・技能
主権国家および主権国家体制の成立につい
て、それまでのヨーロッパの状況と比較した
うえで理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①主権国家体制の成立の経
緯を多面的・多角的に考察
し表現する。
②16世紀後半のスペイン・
イギリス・フランスの関係
を理解する。
③アウクスブルクの和議と
ウェストファリア条約の異
なる点を理解する。

主権国家体制の成立
について、興味・関
心や疑問、追及して
みたいことなどを調
べ、わかったことを
まとめたり、発表し
たりする。

②　思考・判断・表現
ウェストファリア条約の内容や当時の戦争の
様子を示す図像資料をもとに、主権国家体制
の成立と戦争の関係を多面的・多角的に考察
し表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
主権国家体制の成立について、自分が抱いた
興味・関心や疑問、追究してみたいことなど
を見出して、見通しを持って学習に取り組も
うとしている。

　4 オランダ・イギリス・フランスの台頭

①　知識・技能
オランダ・イギリス・フランスがそれぞれ
持った有利な点や課題を理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①17世紀におけるオランダ
の経済的な覇権獲得および
衰退の要因を多面的・多角
的に考察し表現する。
②17世紀における２つのイ
ギリスの革命について、国
際的な状況もふまえて理解
する。
③近世フランスの強みと課
題を多面的・多角的に考察
し表現する。
④イギリスとフランスの覇
権争いがグローバルな戦い
になった背景を理解する。

各国の覇権争いにつ
いて、興味・関心や
疑問、追及してみた
いことなどを調べ、
わかったことをまと
めたり、発表したり
する。

②　思考・判断・表現
覇権争いの経過や「権利の章典」などの資料
をもとに、イギリスが覇権を握るに至った要
因を多面的・多角的に考察し表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
オランダ・イギリス・フランスの覇権争いに
ついて、自分が抱いた興味・関心や疑問、追
究してみたいことなどを見出して、見通しを
持って学習に取り組もうとしている。

①　知識・技能
北欧・東欧の各国の関係の推移や、それぞれ
における改革の内容を理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①主権国家体制において
ポーランドとスウェーデン
が占めた位置を理解する。
②ロシアが主権国家体制に
参入していった経緯を理解
する。
③プロイセンとオーストリ
アの関係の推移を多面的・
多角的に考察し表現する。
④啓蒙専制主義の特徴を理
解する。

各国の動向につい
て、興味・関心や疑
問、追及してみたい
ことなどを調べ、わ
かったことをまとめ
たり、発表したりす
る。



9月

7

10月

1

6

5 北欧・東欧の動向

第Ⅲ部を学ぶ前に

2 アメリカ合衆国の独立と発展

　4 中南米諸国の独立

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①主権国家体制において
ポーランドとスウェーデン
が占めた位置を理解する。
②ロシアが主権国家体制に
参入していった経緯を理解
する。
③プロイセンとオーストリ
アの関係の推移を多面的・
多角的に考察し表現する。
④啓蒙専制主義の特徴を理
解する。

各国の動向につい
て、興味・関心や疑
問、追及してみたい
ことなどを調べ、わ
かったことをまとめ
たり、発表したりす
る。

②　思考・判断・表現
ロシア・プロイセン・オーストリアの状況を
比較したうえで、啓蒙専制主義による改革が
各国におよぼした影響を多面的・多角的に考
察し表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
北欧・東欧の動向について、自分が抱いた興
味・関心や疑問、追究してみたいことなどを
見出して、見通しを持って学習に取り組もう
としている。

6 科学革命と啓蒙思想

①　知識・技能
科学革命と呼ばれる一連の変化がどのような
背景で起こったのかを理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①科学革命の成果につい
て、自然法則の発見以外に
も着目して理解する。
②科学革命がヨーロッパ人
に与えた影響を多面的・多
角的に考察し表現する。
③従来の学知の展開と比較
したうえで、「実用の学」
としての啓蒙思想の意義を
理解する。

科学革命について、
興味・関心や疑問、
追及してみたいこと
などを調べ、わかっ
たことをまとめた
り、発表したりす
る。

②　思考・判断・表現
ルネサンスとの比較をふまえて、科学革命が
社会に与えた影響を多面的・多角的に考察し
表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
科学革命と啓蒙思想について、自分が抱いた
興味・関心や疑問、追究してみたいことなど
を見出して、見通しを持って学習に取り組も
うとしている。

①　知識・技能
資料から情報を読み取ったり、まとめたりす
る技能を身に付けている。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①メディアの発達に関する
資料から情報を読み取った

りまとめたりする。
②メディアが人々の生活や
社会におよぼした影響を考

察する。

諸地域の結合・変容
について、興味・関
心や疑問、追及して
みたいことなどを調
べ、わかったことを
まとめたり、発表し

たりする。

②　思考・判断・表現
諸地域の結合・変容に関わる諸事象の背景や
原因、結果や影響、事象相互の関連、諸地域
相互のつながりなどに着目し、諸地域の結
合・変容を読み解く観点について考察し、問
いを表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
諸地域の結合・変容について、自分が抱いた
興味・関心や疑問、追究してみたいことなど
を見出して、見通しを持って学習に取り組も
うとしている。

　第12章
産業革命と環大西洋革命

1 産業革命

①　知識・技能
産業革命が18世紀後半のイギリスから始まっ
た背景や技術革新の展開を理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①海外貿易が近世ヨーロッ
パ経済の動向に与えた影響
を理解する。
②イギリス産業革命が世界
経済や社会に与えた影響を
多面的・多角的に考察し表
現する。
③16世紀に始まった「世界
の一体化」とイギリス産業
革命との関係について理解
する。

イギリス産業革命に
ついて、興味・関心
や疑問、追及してみ
たいことなどを調
べ、わかったことを
まとめたり、発表し
たりする。

②　思考・判断・表現
当時の工場の様子を描いた図像資料や都市の
人口を示す統計をもとに、産業革命が社会に
与えた影響を多面的・多角的に考察し表現し
ている。

③　主体的に学習に取り組む態度
イギリス産業革命について、自分が抱いた興
味・関心や疑問、追究してみたいことなどを
見出して、見通しを持って学習に取り組もう
としている。

①　知識・技能
アメリカ合衆国がどのような歴史的経緯をた
どって独立したのかを理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①北米大陸に建設された
ヨーロッパ諸国の植民地の
地理的分布とその推移を理
解する。
②独立直後と今日のアメリ
カ合衆国を比較し、共通点
と相違点を理解する。
③アメリカ合衆国の独立が
ヨーロッパ諸国に与えた影
響を多面的・多角的に考察
し表現する。

アメリカ合衆国の独
立について、興味・
関心や疑問、追及し
てみたいことなどを
調べ、わかったこと
をまとめたり、発表
したりする。

②　思考・判断・表現
アメリカ独立宣言や「権利の章典」（第11章
４節）などの資料をもとに、アメリカ合衆国
独立の独自性を多面的・多角的に考察し表現
している。

③　主体的に学習に取り組む態度
アメリカ合衆国の独立について、自分が抱い
た興味・関心や疑問、追究してみたいことな
どを見出して、見通しを持って学習に取り組
もうとしている。

3 フランス革命とナポレオンの支配

①　知識・技能
フランス革命が起こった要因やナポレオンが
台頭した背景を理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①革命中のフランス国家体
制の変遷や革命が諸外国に
与えた影響を理解する。
②人権宣言とアメリカ独立
宣言を比較し、共通点と相
違点を理解する。
②ナポレオンの支配に対す
る人々の反応を多面的・多
角的に考察し表現する。

フランス革命につい
て、興味・関心や疑
問、追及してみたい
ことなどを調べ、わ
かったことをまとめ
たり、発表したりす
る。

②　思考・判断・表現
「旧体制」の風刺画などの図像資料や人権宣
言などの資料をもとに、フランス革命におい
て「国民」を主役とする社会が創出されたこ
とについて、多面的・多角的に考察し表現し
ている。

③　主体的に学習に取り組む態度
フランス革命とナポレオンについて、自分が
抱いた興味・関心や疑問、追究してみたいこ
となどを見出して、見通しを持って学習に取
り組もうとしている。

①　知識・技能
中南米諸国の独立がどのような経緯をたどっ
て実現したのかを理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①ハイチ革命の特殊性につ
いて、環大西洋革命の他の
事例と比較したうえで理解
する。
②中南米諸国の独立運動に
共通する点を理解する。
③中南米諸国の独立運動と
ヨーロッパ情勢との関係を
多面的・多角的に考察し表
現する。

中南米諸国の独立に
ついて、興味・関心
や疑問、追及してみ
たいことなどを調
べ、わかったことを
まとめたり、発表し
たりする。

②　思考・判断・表現
中南米諸国の独立年を示す地図などをもと
に、ヨーロッパ情勢をふまえたうえで、短期
間に多くの独立が達成された要因を多面的・
多角的に考察し表現している。



10月

6

7

11月

6

　4 中南米諸国の独立

2 列強体制の動揺とヨーロッパの再編
成

4 19世紀欧米文化の展開と市民文化
の繁栄

2 南アジア・東南アジアの植民地化

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①ハイチ革命の特殊性につ
いて、環大西洋革命の他の
事例と比較したうえで理解
する。
②中南米諸国の独立運動に
共通する点を理解する。
③中南米諸国の独立運動と
ヨーロッパ情勢との関係を
多面的・多角的に考察し表
現する。

中南米諸国の独立に
ついて、興味・関心
や疑問、追及してみ
たいことなどを調
べ、わかったことを
まとめたり、発表し
たりする。

③　主体的に学習に取り組む態度
中南米諸国の独立について、自分が抱いた興
味・関心や疑問、追究してみたいことなどを
見出して、見通しを持って学習に取り組もう
としている。

第13章
イギリスの優位と欧米国民国家の形成

1 ウィーン体制とヨーロッパの政治・社
会の変動

①　知識・技能
19世紀前半のヨーロッパ情勢がどのように推
移したのかを、ウィーン体制や1848年革命、
さまざまな主義主張の特徴とあわせて理解し
ている。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①ウィーン会議の参加者た
ちがどのような国際秩序を
めざしていたかを理解す
る。
②ウィーン体制を動揺させ
た要因を多面的・多角的に
考察し表現する。
③19世紀イギリスの政治変
革の特徴について、大陸諸
国と比較したうえで理解す
る。
④イギリス・フランス・ド
イツにおける社会主義思想
をそれぞれ比較したうえで
理解する。
⑤1848年革命の展開と影響
について、ヨーロッパ内の
地域差に着目して多面的・
多角的に考察し表現する。

教科書に掲載されて
いるウィーン会議後
のヨーロッパ諸国の
地図や絵画・図版な
どを読み取る。

②　思考・判断・表現
ウィーン会議後のヨーロッパを示す地図や会
議を風刺した図像資料などをもとに、ウィー
ン会議がヨーロッパ各地の人々に与えた影響
を多面的・多角的に考察し表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
ウィーン体制について、自分が抱いた興味・
関心や疑問、追究してみたいことなどを見出
して、見通しを持って学習に取り組もうとし
ている。

①　知識・技能
19世紀後半のヨーロッパ情勢がどのように推
移したのかを、時代的な背景や各国の共通
点・相違点もふまえて理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①クリミア戦争におけるロ
シア・イギリス・フランス
のそれぞれの思惑を理解す
る。
②19世紀後半におけるロシ
ア・イギリス・フランスの
諸改革の相違点を理解す
る。
③ドイツとイタリアの国民
国家成立を比較し、共通点
と相違点を理解する。
④ドイツ帝国におけるビス
マルクの諸政策の動機を多
面的・多角的に考察し表現
している。
⑤北欧諸国の安定性につい
て、周辺諸国と比較したう
えで多面的・多角的に考察
し表現する。
⑥19世紀後半にさまざまな
国際運動が進展した背景を
理解する。

クリミア戦争以後の
国際対立とビスマル
ク外交に関して，の
ちの第一次世界大戦
に関連付けて考察
し，文章にまとめ
る。

②　思考・判断・表現
鉄道距離の推移を示す統計やイタリアとドイ
ツの統一を示す地図などをもとに、19世紀後
半にヨーロッパの再編成が進んだ背景を多面
的・多角的に考察し表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
19世紀後半のヨーロッパの再編成について、
自分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみ
たいことなどを見出して、見通しを持って学
習に取り組もうとしている。

　3 アメリカ合衆国の発展

①　知識・技能
南北戦争につながったアメリカ合衆国内の対
立構造やその後の展開を理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①領土拡大がアメリカ社会
に与えた影響を多面的・多
角的に考察し表現する。
②南北戦争において北部が
勝利した要因を理解する。
③アメリカ合衆国の歴史に
おいて移民が持つ意味を多
面的・多角的に考察し表現
する。

アメリカ先住民や奴
隷解放後の黒人への
抑圧を，現在の人
種・民族問題と関連
付けて考察し，文章
にまとめる。②　思考・判断・表現

アメリカ合衆国の領土拡大を示す地図や大陸
横断鉄道開通の写真などの図像資料をもと
に、アメリカ合衆国の急速な発展の要因を多
面的・多角的に考察し表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
アメリカ合衆国の発展について、自分が抱い
た興味・関心や疑問、追究してみたいことな
どを見出して、見通しを持って学習に取り組
もうとしている。

①　知識・技能
19世紀欧米文化の展開と近代諸科学の発展の
経緯を理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①19世紀欧米文化における
担い手や展開された場（空
間）の推移を理解する。
②国民文化と国民国家形成
との関係を多面的・多角的
に考察し表現する。
③近代諸科学の発展の要因
とその成果が広まった背景
を理解する。
④大都市文化が都市の景観
に与えた影響を多面的・多
角的に考察し表現する。

19世紀の欧米文化に
ついて、興味・関心
や疑問、追及してみ
たいことなどを調
べ、わかったことを
まとめたり、発表し
たりする。

②　思考・判断・表現
19世紀欧米文化のさまざまな事例をもとに、
この時期の文化と現代の文化とのつながりを
多面的・多角的に考察し表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
19世紀欧米の文化について、自分が抱いた興
味・関心や疑問、追究してみたいことなどを
見出して、見通しを持って学習に取り組もう
としている。

第14章
アジア諸地域の動揺

1 西アジア地域の変容

①　知識・技能
オスマン帝国・イラン・アフガニスタンにお
ける動揺や改革の推移を、ヨーロッパ列強と
の関係ともあわせて理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①オスマン帝国の動揺の要
因を多面的・多角的に考察
し表現する。
②オスマン帝国の列強への
経済的な従属化の経緯を理
解する。
③オスマン帝国の改革の成
果と課題を理解する。
④ロシアとイギリスの競合
関係が西アジアに与えた影
響を多面的・多角的に考察
し表現する。

西アジアの変容につ
いて、興味・関心や
疑問、追及してみた
いことなどを調べ、
わかったことをまと
めたり、発表したり
する。②　思考・判断・表現

マムルークの一掃を表した図像資料やオスマ
ン帝国憲法などの資料をもとに、この時期の
アジア各地での変化や改革について多面的・
多角的に考察し表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
西アジアの変容について、自分が抱いた興
味・関心や疑問、追究してみたいことなどを
見出して、見通しを持って学習に取り組もう
としている。

①　知識・技能
ヨーロッパ各国による南アジアと東南アジア
の植民地化の経緯を理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①ヨーロッパ各国の東イン
ド会社が南アジアでおこ
なった活動の状況を理解す
る。
②イギリス東インド会社の
機能の変化を多面的・多角
的に考察し表現する。
③東インド会社の統治と比
較したうえで、イギリスに
よるインドの直接統治の特
徴を理解する。
④東南アジアの植民地化の
経緯を理解する。
⑤タイが植民地化されな
かった要因を多面的・多角
的に考察し表現する。

各国の植民地化につ
いて、興味・関心や
疑問、追及してみた
いことなどを調べ、
わかったことをまと
めたり、発表したり
する。



11月

6

12月

5

7

2 南アジア・東南アジアの植民地化

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①ヨーロッパ各国の東イン
ド会社が南アジアでおこ
なった活動の状況を理解す
る。
②イギリス東インド会社の
機能の変化を多面的・多角
的に考察し表現する。
③東インド会社の統治と比
較したうえで、イギリスに
よるインドの直接統治の特
徴を理解する。
④東南アジアの植民地化の
経緯を理解する。
⑤タイが植民地化されな
かった要因を多面的・多角
的に考察し表現する。

各国の植民地化につ
いて、興味・関心や
疑問、追及してみた
いことなどを調べ、
わかったことをまと
めたり、発表したり
する。

②　思考・判断・表現
東南アジアの植民地化の地図やゴムのプラン
テーションを示した図像資料をもとに、ヨー
ロッパ各国の進出の経緯をふまえ、南アジア
と東南アジアにおける植民地化と世界経済の
関係を多面的・多角的に考察し表現してい
る。

③　主体的に学習に取り組む態度
南アジア・東南アジアの植民地化について、
自分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみ
たいことなどを見出して、見通しを持って学
習に取り組もうとしている。

　3 東アジアの激動

①　知識・技能
欧米諸国の進出の経緯と東アジア諸国の改革
の試みの成果や課題を理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①清朝の危機の要因を多面
的・多角的に考察し表現す
る。
②中国の開港の背景および
開港の進展の経緯を理解す
る。
③清朝による国内秩序の再
建の試みについて、その成
果と課題を理解する。
④東アジア各地の開港およ
び貿易の拡大がもたらした
影響を理解する。
⑤欧米諸国の進出と日本の
台頭が東アジア諸国間の関
係に与えた影響を多面的・
多角的に考察し表現する。

東アジアの変動につ
いて、興味・関心や
疑問、追及してみた
いことなどを調べ、
わかったことをまと
めたり、発表したり
する。

②　思考・判断・表現
文字資料「マカートニーの1794年１月の日
記」やアヘン戦争を描いた図像資料、東アジ
アの開港場を示した地図などをもとに、この
時期の東アジア国際秩序の変容について多面
的・多角的に考察し表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
東アジアの激動について、自分が抱いた興
味・関心や疑問、追究してみたいことなどを
見出して、見通しを持って学習に取り組もう
としている。

第15章
帝国主義とアジアの民族運動

1 第2次産業革命と帝国主義

①　知識・技能
第２次産業革命が社会に与えた影響や帝国主
義時代の欧米列強の国内情勢および植民地拡
大の経緯を理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①新しく生まれた電気・化
学製品が人々の日常生活に
与えた影響を理解する。
②帝国主義の支配を受けた
地域における社会や文化の
変化を多面的・多角的に考
察し表現する。
③各列強が抱えていた国内
事情とその課題を理解す
る。
④この時期に国際労働運動
が再燃した背景とその特徴
を多面的・多角的に考察し
表現する。

19世紀後半から欧米
で進展した第２次産
業革命と，各国の帝
国主義の動きを関連
付けて考察し，文章
にまとめる。②　思考・判断・表現

国際情勢を風刺した図像資料や「白人の責
務」などの資料をもとに、欧米列強が植民地
や勢力圏の拡大を争った背景を多面的・多角
的に考察し表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
第２次産業革命と帝国主義について、自分が
抱いた興味・関心や疑問、追究してみたいこ
となどを見出して、見通しを持って学習に取
り組もうとしている。

2 列強の世界分割と列強体制の二分化

①　知識・技能
列強による世界分割がどのように進められた
かや列強体制の変化について理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①列強の植民地化によるア
フリカの社会や文化の変容
を多面的・多角的に考察し
表現する。
②列強による太平洋地域の
植民地化の経緯を理解す
る。
③独立後のブラジル・アル
ゼンチン・メキシコがた
どった道を比較し、共通点
と相違点を理解する。
④20世紀初頭における列強
体制の枠組みの変化を多面
的・多角的に考察し表現す
る。

経済力と軍事力を背
景とする欧米列強の
支配による世界の一
体化が，世界各地の
社会の変容に与えた
影響について考察
し，文章にまとめ
る。

②　思考・判断・表現
列強の植民地・勢力圏を示した地図や帝国主
義を風刺した図像資料をもとに、列強による
世界分割が各地に与えた影響を多面的・多角
的に考察し表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
列強の世界分割について、自分が抱いた興
味・関心や疑問、追究してみたいことなどを
見出して、見通しを持って学習に取り組もう
としている。

　3 アジア諸国の変革と民族運動

①　知識・技能
アジア各地における改革や民族運動がどのよ
うに展開し、いかなる結果をもたらしたのか
を理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①日清戦争と日露戦争が中
国および東アジアに与えた
影響を多面的・多角的に考
察し表現する。
②改革をおこなったにもか
かわらず清朝が倒れた原因
を理解する。
③インドにおける民族運動
の社会的背景を多面的・多
角的に考察し表現する。
④東南アジア各地の民族運
動に共通する傾向を理解す
る。
⑤西アジア各地における民
族運動の共通点を理解す
る。

アジア諸国の変革と
民族運動について、
興味・関心や疑問、
追及してみたいこと
などを調べ、わかっ
たことをまとめた
り、発表したりす
る。

②　思考・判断・表現
アジア各地の情勢や梁啓超「中国積弱の根源
について」などの資料をもとに、アジア各地
の変革や民族運動の背景を多面的・多角的に
考察し表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
アジア諸国の変革と民族運動について、自分
が抱いた興味・関心や疑問、追究してみたい
ことなどを見出して、見通しを持って学習に
取り組もうとしている。

　第16章
第一次世界大戦と世界の変容

1 第一次世界大戦とロシア革命

①　知識・技能
第一次世界大戦とロシア革命がどのように展
開したのかを、戦時外交や総力戦の特徴、大
戦のもたらした結果などとあわせて理解して
いる。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①バルカン半島で緊張が高
まった背景を理解する。
②歴史上はじめての世界大
戦が勃発した原因を多面
的・多角的に考察し表現す
る。
③戦時外交および総力戦の
特徴を理解する。
④第一次世界大戦がもたら
した影響を多面的・多角的
に考察し表現する。
⑤ロシア革命の経緯を理解
し、その歴史的意義を多面
的・多角的に考察し表現す
る。

第一次世界大戦の原
因や性格について，
これまでの戦争との
違いを多角的に考察
し，文章にまとめ
る。

②　思考・判断・表現
塹壕戦やさまざまな新兵器、軍需工場で働く
女性の図などの第一次世界大戦に関する図像
資料および「平和に関する布告」などの資料
をもとに、第一次世界大戦とロシア革命が世
界にもたらした変容を多面的・多角的に考察
し表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
第一次世界大戦とロシア革命について、自分
が抱いた興味・関心や疑問、追究してみたい
ことなどを見出して、見通しを持って学習に
取り組もうとしている。



2月

3 新しい国際秩序の形成

①　知識・技能
第二次世界大戦後に形成された国際秩序の特
徴を、それ以前との相違点をふまえて理解し
ている。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①戦後国際秩序がいかなる
構想のもとで形成されたの
かを理解する。
②冷戦開始および東西ヨー
ロッパ分断の進展につい
て、それぞれの経緯を理解
する。
③国民党が共産党に敗れた
原因を多面的・多角的に考
察し表現する。
④朝鮮戦争が東アジアの国
際情勢に与えた影響を多面
的・多角的に考察し表現す
る。
⑤東南アジアおよび南アジ
アの独立の背景や経緯を理
解する。
⑥現代の中東問題の要因を
多面的・多角的に考察し表
現する。

第二次世界大戦後の
国際秩序について、
自分が抱いた興味・
関心や疑問などを調
べ、わかったことを
まとめたり、発表し
たりする。

②　思考・判断・表現
各国の様子を写した図像資料や「中華人民政
治協商会議共同綱領」などの資料をもとに、
戦後国際秩序下の各国における変容を多面
的・多角的に考察し表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
第二次世界大戦後の国際秩序について、自分
が抱いた興味・関心や疑問、追究してみたい
ことなどを見出して、見通しを持って学習に
取り組もうとしている。

第18章
冷戦と第三世界の台頭

1 冷戦の展開

6

①　知識・技能
冷戦がどのように進展したのかを、各国の社
会に与えた影響や核開発の動きなどとあわせ
て理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①米ソそれぞれの同盟網の
広がりや核開発競争の経緯
を理解する。
②冷戦の進展がアメリカ社
会に与えた影響を多面的・
多角的に考察し表現する。
③西欧と日本の経済復興の
背景をそれぞれ理解する。
④スターリン死後のソ連と
東欧における変化を多面
的・多角的に考察し表現す
る。

親ソ政権樹立による
東欧諸国の社会主義
化とアメリカ合衆国
の経済援助や「対ソ
封じ込め」政策を比
較しながら考察し，
文章にまとめる。

①　知識・技能
第一次世界大戦がアジア・アフリカの各地に
与えた影響を理解する。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①第一次世界大戦が東アジ
アの政治・経済・文化に与
えた影響を多面的・多角的
に考察し表現する。
②日本の勢力拡大に対する
中国・朝鮮の人々の対応を
多面的・多角的に考察し表
現する。
③南京国民政府による中国
統一達成までの経緯を理解
する。
④第一次世界大戦後のイン
ド・東南アジア・アフリカ
における民族運動の経緯を
理解する。
⑤第一次世界大戦による西
アジアの政治地図の変化を
理解する。

第一次世界大戦の原
因や性格について，
これまでの戦争との
違いを多角的に考察
し，文章にまとめ
る。

②　思考・判断・表現
民族運動の様子を写した図像資料や胡適「文
学革命についての書簡」などの資料をもと
に、アジア・アフリカ各地の民族運動の特徴
や共通性を多面的・多角的に考察し表現して
いる。

③　主体的に学習に取り組む態度
アジア・アフリカ地域の民族運動について、
自分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみ
たいことなどを見出して、見通しを持って学
習に取り組もうとしている。

第17章
第二次世界大戦と新しい国際秩序の形
成

1 世界恐慌とヴェルサイユ体制の破壊

7

①　知識・技能
世界恐慌が国際関係に与えた影響や各国の対
応策、およびヴェルサイユ体制の崩壊にいた
る経緯やファシズム諸国・日本の動きについ
て理解する。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①世界恐慌が起こった背景
やその影響を多面的・多角
的に考察し表現する。
②ニューディール政策およ
びブロック経済の特徴や世
界経済への影響を理解す
る。
③ナチス＝ドイツの体制が
成立する経緯とその政策内
容を理解する。
④ソ連の計画経済が資本主
義諸国に与えた影響を理解
する。
⑤日本と中国が全面戦争へ
いたった背景を多面的・多
角的に考察し表現する。
⑥ファシズム諸国の攻勢が
国際政治に与えた影響を理
解する。

ファシズムという運
動を20世紀における
大衆社会の出現と関
連付けて考察し，文
章にまとめる。

②　思考・判断・表現
政治的なポスターなどの図像資料や経済的な
変化を示す統計資料をもとに世界恐慌下の各
国における変容を、またナチ党の全国党大会
の図像資料や蒋介石「盧溝橋事件に関する廬
山談話」の文字資料などをもとにファシズム
諸国や日本の動きについて、多面的・多角的
に考察し表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
世界恐慌やヴェルサイユ体制の崩壊につい
て、自分が抱いた興味・関心や疑問、追究し
てみたいことなどを見出して、見通しを持っ
て学習に取り組もうとしている。

　2 第二次世界大戦

①　知識・技能
第二次世界大戦の対立の構図と勃発から終戦
までの経緯を理解する。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①開戦直前における各国の
ナチス＝ドイツへの対応を
多面的・多角的に考察し表
現する。
②ヨーロッパにおける第二
次世界大戦の展開を理解す
る。
③独ソ戦および太平洋戦争
の開戦が第二次世界大戦に
もたらした影響を多面的・
多角的に考察し表現する。
④第二次世界大戦の終戦ま
での経緯を理解する。
⑤第一次世界大戦と比較し
たうえで、第二次世界大戦
の特徴を多面的・多角的に
考察し表現する。

第二次世界大戦の
持っていた複合的で
複雑な性格を戦後の
国際社会の方向性と
関連付けて考察し，
文章にまとめる。

②　思考・判断・表現
戦場を写した図像資料や「大西洋憲章」など
の資料をもとに、第二次世界大戦の特徴を多
面的・多角的に考察し表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
第二次世界大戦について、自分が抱いた興
味・関心や疑問、追究してみたいことなどを
見出して、見通しを持って学習に取り組もう
としている。

7

1月

3 アジア・アフリカ地域の民族運動

2 ヴェルサイユ体制下の欧米諸国

①　知識・技能
第一次世界大戦後に形成された国際秩序の内
容やその特徴、その後の国際関係の変化につ
いて理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①第一次世界大戦後の新た
な国際秩序が形成された経
緯を理解する。
②西欧諸国における第一次
世界大戦後の展開を多面
的・多角的に考察し表現す
る。
③国際協調をめぐる1920年
代の前半と後半の変化を理
解する。
④イタリアにおけるファシ
ズム体制成立の背景を多面
的・多角的に考察し表現す
る。
⑤東欧・バルカン半島の新
興国が直面した困難と、そ
れに対応すべく築かれた体
制を理解する。
⑥1920年代のソ連とアメリ
カのそれぞれの国内情勢を
理解する。

ヴェルサイユ・ワシ
ントン両体制のもた
らした緊張関係や矛
盾を多角的に考察
し，表などにまとめ
る。

②　思考・判断・表現
各国の国内情勢を写した図像資料や「十四カ
条」などの資料をもとに、1920年代の欧米各
国における変容を多面的・多角的に考察し表
現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
ヴェルサイユ体制下の欧米諸国について、自
分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみた
いことなどを見出して、見通しを持って学習
に取り組もうとしている。



3月

2 冷戦の終結

①　知識・技能
冷戦がどのような過程をたどって終結したの
かを理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①1970年代後半から80年代
前半において米ソがそれぞ
れ追求した対外政策の内容
を理解する。
②ソ連で始まった改革と東
欧革命との関係を多面的・
多角的に考察し表現する。
③東西対立の緩和が東アジ
アやアフリカなど諸地域に
もたらした影響を理解す
る。
④ゴルバチョフの改革が挫
折した原因を多面的・多角
的に考察し表現する。

冷戦の終結につい
て、自分が抱いた興
味・関心や疑問など
を調べ、わかったこ
とをまとめたり、発
表したりする。

②　思考・判断・表現
1990年前後の各地の様子を写した図像資料な
どをもとに、さまざまな出来事と東西対立緩
和の関係を多面的・多角的に考察し表現して
いる。

③　主体的に学習に取り組む態度
冷戦の終結について、自分が抱いた興味・関
心や疑問、追究してみたいことなどを見出し
て、見通しを持って学習に取り組もうとして
いる。

　3 今日の世界

①　知識・技能
冷戦終結後の各地の状況や地域・民族紛争、
経済における世界の一体化について、国際情
勢をふまえたうえで理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①旧社会主義国で起こった
民族運動や民族対立の特徴
を理解する。
②冷戦終結後の東アジア諸
国の変化を多面的・多角的
に考察し表現する。
③今日の東南アジア・南ア
ジア諸国においていかなる
政治的・経済的変化が生じ
ているのかを理解する。
④冷戦終結後のアフリカが
有する課題と可能性を多面
的・多角的に考察し表現す
る。
⑤冷戦終結後も続く地域・
民族紛争の背景や経緯を理
解する。
⑥経済における世界の一体
化の経緯を理解する。
⑦21世紀初めにアメリカ合
衆国がおこなった戦争の背
景や経緯を理解する。
⑧今日の国際関係の特徴
と、必要とされている協力
の内容を多面的・多角的に
考察し表現する。

今日の世界が抱えて
いる課題について、
自分が抱いた興味・
関心や疑問などを調
べ、わかったことを
まとめたり、発表し
たりする。

②　思考・判断・表現
各地の状況を写した図像資料などをもとに、
今日の世界が抱えている課題の特徴や傾向を
多面的・多角的に考察し表現している。

第19章
冷戦の終結と今日の世界

1 産業構造の変容

10

①　知識・技能
1960～1980年代の各国の経済や社会の状況
を、経済構造の変化をふまえて理解してい
る。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①経済成長にともなう先進
諸国の政策・社会の変化を
多面的・多角的に考察し表
現する。
②1970年代初頭に世界経済
がいかなる転換を迎えたの
かを理解する。
③オイル＝ショックが各国
の社会と経済に与えた影響
を多面的・多角的に考察し
表現する。
④1960～1970年代の中東に
おける変容の経緯を理解す
る。
⑤1970～1980年代に進んだ
開発途上国の工業化の経緯
を理解する。

オイル＝ショックと
その影響について、
自分が抱いた興味・
関心や疑問などを調
べ、わかったことを
まとめたり、発表し
たりする。

②　思考・判断・表現
原油価格の推移や経済成長率の推移などの統
計資料をもとに、オイル＝ショックが世界の
社会と経済に与えた影響を多面的・多角的に
考察し表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
オイル＝ショックとその影響について、自分
が抱いた興味・関心や疑問、追究してみたい
ことなどを見出して、見通しを持って学習に
取り組もうとしている。

②　思考・判断・表現
当時の世界情勢をふまえたうえで「カストロ
による第２次ハバナ宣言」などの資料をもと
に、キューバ革命が国際社会に与えた影響を
多面的・多角的に考察し表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
第三世界の台頭とキューバ危機について、自
分が抱いた興味・関心や疑問、追究してみた
いことなどを見出して、見通しを持って学習
に取り組もうとしている。

3 冷戦体制の動揺

①　知識・技能
ベトナム戦争をはじめとする1960年代以降の
冷戦体制の動揺やその推移を、米ソの代理戦
争としての視点や各国における変化をふまえ
て理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①国際情勢との関係をふま
えたうえで、米ソ代理戦争
としてのベトナム戦争の性
格を理解する。
②1960年代におけるアメリ
カ合衆国とソ連のそれぞれ
の変容を多面的・多角的に
考察し表現する。
③ヨーロッパにおいて緊張
緩和が進展した経緯を理解
する。
④ソ連のスターリン批判が
中国へ与えた影響を理解す
る。
⑤第三世界における開発独
裁の特徴を多面的・多角的
に考察し表現する。

冷戦の終結をゴルバ
チョフによるソ連の
改革と関連付けて考
察し，文章にまとめ
る。

②　思考・判断・表現
1960年代の各地の様子を写した図像資料や
「チェコスロヴァキア共産党行動綱領」など
の資料をもとに、冷戦の動揺が各地にもたら
した影響を多面的・多角的に考察し表現して
いる。

③　主体的に学習に取り組む態度
冷戦体制の動揺について、自分が抱いた興
味・関心や疑問、追究してみたいことなどを
見出して、見通しを持って学習に取り組もう
としている。

2月

第18章
冷戦と第三世界の台頭

1 冷戦の展開

6

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①米ソそれぞれの同盟網の
広がりや核開発競争の経緯
を理解する。
②冷戦の進展がアメリカ社
会に与えた影響を多面的・
多角的に考察し表現する。
③西欧と日本の経済復興の
背景をそれぞれ理解する。
④スターリン死後のソ連と
東欧における変化を多面
的・多角的に考察し表現す
る。

親ソ政権樹立による
東欧諸国の社会主義
化とアメリカ合衆国
の経済援助や「対ソ
封じ込め」政策を比
較しながら考察し，
文章にまとめる。②　思考・判断・表現

先進国の平均経済成長率を示した統計資料や
「スターリン批判」などの資料をもとに、冷
戦下における東西両陣営の社会の変容を多面
的・多角的に考察し表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
冷戦の展開について、自分が抱いた興味・関
心や疑問、追究してみたいことなどを見出し
て、見通しを持って学習に取り組もうとして
いる。

　2 第三世界の台頭とキューバ危機

①　知識・技能
冷戦のもとで第三世界の台頭がどのように進
んだのかや、キューバ危機を経て国際社会が
核兵器の制限にどのように取り組んだのかを
理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①自立化を追求するアジ
ア・アフリカの新興諸国が
いかなる行動をとったのか
を理解する。
②アフリカなどの新興国が
直面した困難の内容とその
原因を理解する。
③キューバ革命の背景およ
び影響を多面的・多角的に
考察し表現する。
④国際社会が核兵器の制限
に取り組むようになった経
緯を理解する。

アジア・アフリカ新
興独立諸国による第
三世界の台頭と
キューバ危機以降の
米・ソの政策を，冷
戦の緩和と関連付け
て考察し，文章にま
とめる。
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3月

　3 今日の世界

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①旧社会主義国で起こった
民族運動や民族対立の特徴
を理解する。
②冷戦終結後の東アジア諸
国の変化を多面的・多角的
に考察し表現する。
③今日の東南アジア・南ア
ジア諸国においていかなる
政治的・経済的変化が生じ
ているのかを理解する。
④冷戦終結後のアフリカが
有する課題と可能性を多面
的・多角的に考察し表現す
る。
⑤冷戦終結後も続く地域・
民族紛争の背景や経緯を理
解する。
⑥経済における世界の一体
化の経緯を理解する。
⑦21世紀初めにアメリカ合
衆国がおこなった戦争の背
景や経緯を理解する。
⑧今日の国際関係の特徴
と、必要とされている協力
の内容を多面的・多角的に
考察し表現する。

今日の世界が抱えて
いる課題について、
自分が抱いた興味・
関心や疑問などを調
べ、わかったことを
まとめたり、発表し
たりする。

③　主体的に学習に取り組む態度
今日の世界が抱えている課題について、自分
が抱いた興味・関心や疑問、追究してみたい
ことなどを見出して、見通しを持って学習に
取り組もうとしている。

4 現代文明の諸相

①　知識・技能
現代思想・文化の特徴をそれまでの文化・思
想と比較したうえで理解している。

定期考査
提出課題
発問評価
授業態度

①20世紀以降の科学技術の
革新が人々の生活に与えた
影響を多面的・多角的に考
察し表現する。
②現代思想・文化における
新しい潮流の内容を理解す
る。
③両性の同権化の進展につ
いて、その経緯と残されて
いる課題を理解する。

現代文明の諸相にに
ついて、自分が抱い
た興味・関心や疑問
などを調べ、わかっ
たことをまとめた
り、発表したりす
る。

芸術科との関連か
ら、複数の芸術作品
を示した図像資料等
を活用する。

②　思考・判断・表現
芸術作品を示した図像資料やジェンダー＝
ギャップ指数を示した統計資料などをもと
に、人々の世界観や生活のありようの変化を
多面的・多角的に考察し表現している。

10

③　主体的に学習に取り組む態度
現代文明の諸相について、自分が抱いた興
味・関心や疑問、追究してみたいことなどを
見出して、見通しを持って学習に取り組もう
としている。

地球世界の課題の探究

①　知識・技能
設定した課題の追究や解決のために、適切か
つ効果的に諸資料を活用し、歴史的経緯をふ
まえて、地球世界の課題を理解している。

提出課題
発表状況

①「紛争解決や共生」「経
済格差の是正や経済発展」
「科学技術の発展や文化の
変容」といったテーマにお
ける課題の追究や解決のた
めに、適切かつ効果的に諸
資料を活用し、歴史的経緯
をふまえて、地球世界の課
題を理解している。
②地球世界の課題の形成に
関わる諸事象の歴史的背景
や原因、結果や影響、事象
相互の関連、諸地域相互の
つながりなどに着目し、諸
資料を比較したり関連付け
たりして読み解き、地球世
界の課題の形成に関わる世
界の歴史について多面的・
多角的に考察、構想し、表
現している。
③地球世界の課題につい
て、よりよい社会の実現を
視野に主体的に探究しよう
とする態度を養っている。

地球世界の課題につ
いて、自分が抱いた
興味・関心や疑問な
どを調べ、わかった
ことをまとめたり、
発表したりする。

公民科との関連か
ら、地球世界の課題
を検討する。

②　思考・判断・表現
地球世界の課題の形成に関わる諸事象の歴史
的背景や原因、結果や影響、事象相互の関
連、諸地域相互のつながりなどに着目し、諸
資料を比較したり関連付けたりして読み解
き、地球世界の課題の形成に関わる世界の歴
史について多面的・多角的に考察、構想し、
表現している。

③　主体的に学習に取り組む態度
地球世界の課題について、よりよい社会の実
現を視野に、主体的に探究しようとしてい
る。

指導時間数の計



2

活用
（使える）

利用
（できる）

習得
（わかる）

比重 比重 比重

40 30 30

月
指導
時数

評価方法
各教科等横断的な資
質･能力の育成に関わ
る他教科等との関連

定期考査

定期考査（論述問
題など）
レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

定期考査

定期考査（論述問
題など）
レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

4月

・自らの体験などを振り返る
ことなどを通して，自らを成
長させる人間としての在り方
生き方について多面的に考
察し、表現する。

青年期の意義と役割を
理解し望ましい自己の
在り方と自己形成につ
いて討論し、今日の青
年期における社会問題
について議論してみ
る。

青年期について保健
の教科書を用いて調
べて青年期が人生に
果たす役割について
考え、青年期のある
べき人間像について
考察する。

②　思考・判断・表現
・自己形成の課題について考察できている。

③　主体的に学習に取り組む態度
・自らを成長させる人間としての在り方生き方と
はどのようなものか主体的に追究できている。

　2　お互いを理解し尊重するために 2

①　知識・技能
・伝統や文化，宗教などを背景にして現代の社会
が成り立っていることが理解できている。
・古代から近代の日本の思想家の思想内容が理
解できている。

・人間は，個人として相互に
尊重されるべき存在であると
ともに，対話を通して互いの
様々な立場を理解し高め合う
ことのできる社会的な存在で
あること，伝統や文化，先人
の取組や知恵に触れたりする
ことなどを通して，自らの価
値観を形成するとともに他者
の価値観を尊重することがで
きるようになる存在であるこ
とについて理解したうえで、
多面的に考察し、表現する。

ソクラテスが唱えた「よ
く生きる」ことが何で
あるかを理解し、宗教
が人間の生き方や社会
のあり方にどのような
影響を与えているのか
を討論する。

②　思考・判断・表現
・先哲の思想や伝統，文化，宗教が自分自身の生
き方に与えている影響に気付くことができてい
る。

③　主体的に学習に取り組む態度
・先哲の思想や生き方から自分自身の生き方を
検証し，参考にできることはないか主体的に追究
できている。

巻頭特集　公共的な空間をつくる私た
ち
　1　大人ってどんな人？

2

①　知識・技能
・青年期は自立や自律をはかる重要な時期であ
ることを理解できている。

単元名 　主な学習活動　

知識・技能

選択・判断の手掛かりとなる概念や理論，及び倫理，政
治，経済などに関わる現代の諸課題について、獲得した
知識を組み合わせて、重層的に知識を習得するる。

選択・判断の手掛かりとなる概念や理論，及び倫理，政
治，経済などに関わる現代の諸課題について得た基礎的
な知識を利用して、さらなる調査を行う。

選択・判断の手掛かりとなる概念や理論，及び倫理，政
治，経済などに関わる現代の諸課題について基礎的な知
識を得、活用する。

国家及び社会の形成者として，よりよい社会の実現を視野に，
現代の諸課題を主体的に解決することを視野に入れて、学びに
向かっている。

現代の諸課題について，事実を基に概念などを活用して多面的・多
角的に考察し，解決に向けて公正に判断した上で、合意形成や社会
参画を視野に入れながら、構想したことを他者と議論する。

現代の諸課題について，事実を基に概念などを活用して多面的・多
角的に考察し，解決に向けて公正に判断する。

現代の諸課題について，事実を基に概念などを活用して多面的・多
角的に考察する。

現代の諸課題について，事実を基に概念などを活用して多面的・多
角的に考察したり，解決に向けて公正に判断したり，合意形成や社
会参画を視野に入れながら構想したことを議論している。

国家及び社会の形成者として，よりよい社会の実現を視野に，
現代の諸課題を解決に向けた問題意識を持ち学んだことを、主
体的な行動に繋げることができる。

国家及び社会の形成者として，よりよい社会の実現を視野に，
現代の諸課題の解決に向けた問題意識を持って、学びに向かっ
ている。

国家及び社会の形成者として，よりよい社会の実現を視野に，
現代の諸課題の解決に向けた問題意識を持っている。

２０２３年度　　２学年　地理歴史科シラバス

公共 教科書等

単位数

評価方法・割合
及び

観点の比重

定期考査
小テスト
レポート　　等

定期考査
小テスト
レポート　　等

課題提出
リフレクションシート
授業時の観察　　　　　等

教科の目標

"○何を理解しているか、何ができるか（知識及び技能）
　現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに、調査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。
○理解していること・できることをどう使うか（思考力、判断力、表現力等）
　地理や歴史に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、社会に見られる課題の解決に向けて構想したりする力や、考察、構想したことを効
果的に説明したり、それらを基に議論したりする力を養う。
○どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、人間性等）
　地理や歴史に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自
覚、我が国の国土や歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さをついての自覚などを深める。"					

科目名

科目の目標

（１）現代の諸課題を捉え考察し，選択・判断するための手掛かりとなる概念や理論について理解するとともに，諸資料から，倫理的主体などとして活動するために必要となる情報を適切かつ効果的
に調べまとめる技能を身に付けるようにする。
（２）現実社会の諸課題の解決に向けて，選択・判断の手掛かりとなる考え方や公共的な空間における基本的原理を活用して，事実を基に多面的・多角的に考察し公正に判断する力や，合意形成や社
会参画を視野に入れながら構想したことを議論する力を養う。
（３）よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される，現代社会に生きる人間としての在り方生
き方についての自覚や，公共的な空間に生き国民主権を担う公民として，自国を愛し，その平和と繁栄を図ることや，各国が相互に主権を尊重し，各国民が協力し合うことの大切さについての自覚
などを深める。

選択・判断の手掛かりとなる概念や理論，及び倫理，政
治，経済などに関わる現代の諸課題について理解してい
る。

知識・技能学力の３要素

学
び
の
段
階

必履修科目

評価の趣旨

学びの観点

学びに向かう力思考力・判断力・表現力

高等学校　公共（数研出版）

履修区分

単元で育成する資質・能力
＜単元の評価規準＞

履修学年区分 全日制・普通科・　２学年

主な言語活動

自律的活動力・挑戦力
課題認識力・批判的思考力・表現力対話力・

他者との協働力



定期考査

定期考査（論述問
題など）
レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

定期考査

定期考査（論述問
題など）
レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

定期考査

定期考査（論述問
題など）
レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

定期考査

定期考査（論述問
題など）
レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

定期考査

定期考査（論述問
題など）
レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

定期考査

定期考査（論述問
題など）
レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

4月

　3　誰もが生きやすい社会へ

・各人の意見や利害を公平・
公正に調整することなどを通
して，人間の尊厳と平等，協
働の利益と社会の安定性の
確保を共に図ることが，公共
的な空間を作る上で必要で
あることについて理解したう
えで、多面的に考察し、表現
する。
・個人の尊重，民主主義，法の
支配など，公共的な空間にお
ける基本的原理につい理解し
たうえで、多面的に考察し、
表現する。

現在の国際情勢を踏ま
えて日本国憲法の基本
原理である基本的人権
の尊重・生存権・平和主
義が我々の生活にどの
ように関わっているの
かを討論する。②　思考・判断・表現

・このような基本的原理を考察することによっ
て，個人と社会との関わりを多面的・多角的に考
察することができている。

③　主体的に学習に取り組む態度
・民主政治が自らの生活とかかわっていることを
理解し，民主社会に主体的に生きる人間のあり方
生き方について思索を深められている。

７月
　第2節
　日本社会の基本原理

7

①　知識・技能
・日本国憲法の基本原理や保障されている権利
が理解できている。

・我が国の社会を構成する要
素や仕組みについて基礎的
素養を身につけ、理解したう
えで、多面的に考察し、表現
する。

現在の国際情勢を踏ま
えて日本国憲法の基本
原理である基本的人権
の尊重・生存権・平和主
義が我々の生活にどの
ように関わっているの
かを討論する。

②　思考・判断・表現
・日本国憲法の基礎にある考え方に着目し，公共
的な空間における基本的原理との関連を考察す
ることができている。

③　主体的に学習に取り組む態度
・日本国憲法で保障されている権利が理解でき，
自らの生き方と権利を結びつけることができて
いる。

５月

第1章
公共的な空間における人間としてのあ
り方生き方

　第1節
　西洋近現代の思想	

４

①　知識・技能
・近世・近代・現代の世界の思想家の思想内容が
理解できている。

・日本的な考え方、西洋的な
考え方などを学習し、その違
いについて考察するととも
に、多様性を尊重する姿勢や
他者に対する寛容さの必要
性を理解したうえで、多面的
に考察し、表現する。

ある思想の立場からは
それ以外の思想はどの
ように捉えられるの
か、様々な思想の立場
にたって討論を行う。②　思考・判断・表現

・先哲の思想や生き方から自分自身の生き方を
検証し，公共的な空間を作る主体としての自己の
生き方について考察できている。

③　主体的に学習に取り組む態度
・選択・判断の手掛かりとなる考え方を理解し身
につけようとしている。

　第2節
　現代の諸課題と倫理

５

①　知識・技能
・地球環境問題，資源・エネルギー問題，生命科学
や情報技術の進展などの事象について理解でき
ている。

・現代社会の諸問題に向き合
うため、現代的、先端的な問
題について基礎的素養を身
につけ、理解したうえで、多面
的に考察し、表現する。

科学技術と倫理とい
う、表裏一体でありな
がら決して交わること
のない２つの事柄を、
これからの時代におい
てどう捉えていくべき
かのか、討論を行う。

生物、化学、情報な
ど理系科目と連携
し、一見全く異なる
事象である最先端の
自然科学と倫理問題
は不可分のものであ
ることを理解し、深
い学びを行う。

②　思考・判断・表現
・公共的な空間における人間としての在り方生き
方を考察するための選択・判断の手掛かりが考察
できている。

③　主体的に学習に取り組む態度
・選択・判断の手掛かりとなる考え方を使って，現
代の諸課題を主体的に追究できている。

９月

第3章
ルールをつくり守る私たち

 第1節
 法と契約

3

①　知識・技能
・法や規範の意義や役割が理解できている。

・多様な価値観を認めあう社
会をつくることが、だれもが
共生できる社会を実現するこ
とにつながることを理解した
うえで、多面的に考察し、表
現する。

個人のもつ価値観を考
察し、社会との関わり
の中でどれくらい生か
されているのかを吟味
して、いかにして社会
貢献していくのかを考
え、個人の望ましい社
会への関わり方につい
て討論する。

②　思考・判断・表現
・自分と異なる価値観に基づく主張を聴いたり，
様々な立場に立って共感的に他者の思いを受け
入れたりすることができている。

2

①　知識・技能
・自分たちが生きる社会が，様々な背景を持つ多
様な人々から成り立っていることを理解できて
いる。

６月

第2章
公共的な空間における基本原理

　第1節
　民主社会の基本原理

3

①　知識・技能
・人間の尊厳と平等，個人の尊重，民主主義，法の
支配，自由・権利と責任・義務など，公共的な空間
における基本的原理について理解できている。

③　主体的に学習に取り組む態度
・自主的に公共的な空間を作り出していこうとす
る自立した主体であるという自覚した行動をと
ることができている。

・法や規範の意義及び役割な
どに関わる現実社会の事柄
や課題を基に，憲法の下，適
正な手続きに則り，法や規範
に基づいて各人の意見や利
害を公平・公正に調整し，個
人や社会の紛争を調停，解決
することなどを通して，権利
や自由が保障，実現され，社
会の秩序が形成，維持されて
いくことについて理解したう
えで、多面的に考察し、表現
する。

時代が大きく変わる中
で法律が社会状況の変
化に応じて厳罰化など
が求められるている。
そのことを踏まえて社
会状況の変化に応じて
法律はどうあるべきか
を討論する。

②　思考・判断・表現
・日常の買い物や銀行のクレジットカードなど，身
近な契約の例を挙げることができる。

③　主体的に学習に取り組む態度
・身近な紛争状況を設定し，それを解決するため
のルール作りを体験的に行うことができる。



定期考査

定期考査（論述問
題など）
レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

定期考査

定期考査（論述問
題など）
レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

②　思考・判断・表現
・裁判員制度がどのような目的で創設されたか
考察できている。
・裁判によって国民のどのような権利が守られて
いるのか考察できている。

③　主体的に学習に取り組む態度
・模擬裁判などを通して，司法に関心を持ち裁判
員制度の意義をふまえ積極的に参画する自覚を
持つことができている。

・政治制度や国民の政治参加
について基礎的素養を身に
つけ、その意義や必要性につ
いて理解したうえで、多面的
に考察し、表現する。

模擬選挙を行い、候補
者や有権者の立場を演
じることで、その意義
や問題点を実感し、ど
のような選挙を実現し
ていくべきかのか、討
論を行う。

②　思考・判断・表現
・選挙制度の違いによって，政党制にも大きな違
いがでてくることを考察できている。
・自分が理想とする選挙制度を選択することがで
きる。

③　主体的に学習に取り組む態度
・模擬投票などを通して，選挙に積極的に参加す
るなど主権者としての自覚を持つことができて
いる。

９月

10月

第4章
政治に参加する私たち

 第1節
 政治参加と民主政治の課題

4

①　知識・技能
・地方自治や選挙の仕組み，政党の役割を考察す
ることによって具体的に民主政治を支える制度
を理解できている。

 第2節
 司法参加の意義

3

①　知識・技能
・公正な裁判には司法権の独立が必要であり，国
民の参加が大切であることが理解できている。

・司法参加の意義などに関わ
る現実社会の事柄や課題を
基に，憲法の下，適正な手続
きに則り，法や規範に基づい
て各人の意見や利害を公平・
公正に調整し，個人や社会の
紛争を調停，解決することな
どを通して，権利や自由が保
障，実現され，社会の秩序が
形成，維持されていくことに
ついて理解したうえで、多面
的に考察し、表現する。

模擬裁判を行い、実際
の裁判で行われること
を実演することで、そ
の意義を理解するとと
もに、より公正な裁判
のあり方について議論
を行う。



定期考査

定期考査（論述問
題など）
レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

定期考査

定期考査（論述問
題など）
レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

定期考査

定期考査（論述問
題など）
レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

定期考査

定期考査（論述問
題など）
レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

定期考査

定期考査（論述問
題など）
レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

1月
 第3節
 財政と社会保障

3

①　知識・技能
・政府が経済に果たしている役割を理解できてい
る。
・財政のしくみを理解し，経済状況に応じて適切
な手段を提示できている。
・社会保障について理解できている。

・資本主義市場経済におい
て、政府がどのような役割を
担っているのか、なぜ財政が
必要なのかについて基礎的
な理解を行った上で、自身の
今後の様々なライフステージ
においてそれらがどのように
関わってくるのか、多面的に
考察し、表現する。

市場の失敗が発生した
とき、財政政策が機能
しなければどのような
ことが起こるのか、現
実に即しながら検討
し、討論する。

②　思考・判断・表現
・自身の老後生活を予想し，租税（支払い）と社会
保障（受取り）とのバランスを考察できている。

③　主体的に学習に取り組む態度
・日本の経済について課題を発見し，解決する見
通しが持てている。

12月
 第2節
 市場経済のしくみと金融

4

①　知識・技能
・市場経済のメカニズムが理解できている。
・各種経済指標を理解し，その指標の動向を読み
解くことができている。
・金融のしくみを理解し，経済状況に応じて適切
な手段を提示できている。

・市場経済のメカニズムにつ
いての基礎的な素養を身に
つけたうえで、現実の経済社
会で起こっている出来事を取
り上げて対比することなどに
より、その意義などについて
多面的に考察し、表現する。

今日の日本社会で過去
３０年間、賃金上昇が
無いのが社会問題化さ
れ、先進国の中でも日
本は賃金上昇率が低い
状況となっている。な
ぜ日本の賃金は上がら
ないかについて原因や
背景について議論す
る。

②　思考・判断・表現
・需給曲線を使って，どのような場合に価格が変
動するのか考察できている。
・GDPが大きいことが豊かさにつながるのかど
うか，豊かさについて自分なりに判断できてい
る。

③　主体的に学習に取り組む態度
・商品の価格は需給関係によって変動するものも
あることを理解し，合理的は消費行動がとれてい
る。
・超低金利時代に生きる一員として，今後の経済
設計がきちんとたてられている。

11月

 第3節
 国際政治の課題と日本の役割

6

①　知識・技能
・国際社会の中で平和主義を掲げる日本の役割
が理解できている。
・核軍拡から核軍縮への流れが理解できている。
・現代の世界の紛争や人権問題について理解で
きている。

・国際貢献を含む国際社会に
おける我が国の果たすべき
役割等について基礎的な素
養を身につけ、なお世界に存
在する民族紛争や難民問題
などの課題を理解したうえ
で、多面的に考察し、表現す
る。

急速に変化しつつある
今日の国際社会の中な
かにおいて、民主主義
の価値観のもと、日本
が国際社会に果たす役
割やあるべき国家像に
ついて討論する。

②　思考・判断・表現
・留学生や国際NGOと接することにより，国際化
を身近に体験し，国際社会の諸問題について判
断できている。
・国際問題について自分なりの意見を持ち，他者
に説明できている。

③　主体的に学習に取り組む態度
・民族紛争や難民問題など国際政治問題につい
て日常から関心を持てている。
・留学生や国際NGOと接することにより，国際化
を身近に体験し，国際社会の諸問題について主
体的に追究できている。

第5章
経済活動を行う私たち

 第1節
 経済のしくみと産業の変化
	

7

①　知識・技能
・現代の企業の果たしている役割が理解できてい
る。
・中小企業や農業の果たしている役割と現状を理
解できている。
・産業構造の変化と職業選択との関係や，雇用・
労働問題について理解できている。

・日本の経済活動のしくみや
実態について基礎的な素養
を身に着け、その意義や必要
性について理解したうえで、
雇用と労働問題、産業構造の
変化などの課題について、多
面的に考察し、表現する。

自身が社会の中心とな
る今後の日本におい
て、経済成長を続ける
ためにはどのような産
業のあり方が望まれる
のか、討論する。

②　思考・判断・表現
・現代の企業倫理について考察できている。
・経済のサービス化が進展し，国民生活にどのよ
うな変化をもたらしたか考察できている。

③　主体的に学習に取り組む態度
・AIやITなどの先端技術が発展するなかで，自分
の進路や職業選択を考えることができている。
・経済社会に主体的に生きる一員として，今後の
日本経済について見通しがたてられている。

 第2節
 国際政治の動向

3

①　知識・技能
・国際法の意義や国際紛争を解決する機関の役
割が理解できている。
・国際連盟・国際連合の組織と役割が理解できて
いる。
・冷戦の成立とその終結後の国際政治の流れが
理解できている。

・国際法や国際連合の意義と
役割、第二次世界大戦後の国
際社会と冷戦終結前後の国
際社会の状況、核軍縮、人種・
民族紛争、難民問題など、国
際政治に関する基礎的な素
養を身につけ、その意味につ
いて理解したうえで、多面的
に考察し、表現する。

国際平和を希求する人
類の長年の努力にもか
かわらず、なぜ今日に
おいてもそれは一向に
実現されないのか、討
論を行う。

②　思考・判断・表現
・集団的安全保障がなぜ有効なのか考察できて
いる。
・国連の現状と課題について考察できている。

③　主体的に学習に取り組む態度
・日々報道される世界の国際紛争に関心が持て
ている。
・それぞれの紛争の解決への筋道は何か提示す
ることができている。

10月



定期考査

定期考査（論述問
題など）
レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

定期考査

定期考査（論述問
題など）
レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

レポート課題
討論・発表
学習の振り返り

70

3月  課題探究の手引き 3

①　知識・技能
・現代社会の諸問題について，探究するための資
料を収集・選択し，的確に分析できている。

・この科目のまとめとして位
置付け，社会的な見方・考え
方を総合的に働かせ，第1部
で身に付けた選択・判断の手
掛かりとなる考え方や公共的
な空間における基本的原理
などを活用するとともに，第
1部及び第2部で扱った課題
などへの関心を一層高める。

あるべき社会とはどの
ような社会なのか、豊
かで安定した国際社会
であるためには何が必
要なのか、社会的・国
際的課題について討論
する。

「総合的な探究」にお
いて、公共で学んだ
様々な視点や考察を
生かし、探究活動を
行う。

②　思考・判断・表現
・現代社会の諸問題を多角的・多面的に考察し，
その内容をレポートや口頭発表などによって的
確に表現できている。

③　主体的に学習に取り組む態度
・現代社会の特質から生じる価値の対立につい
て，討論やディベートなどさまざまな方法を活用
して主体的に探究できている。

2月

 第4節
 国際経済の動向と課題

5

①　知識・技能
・貿易や外国為替相場について，そのしくみが理
解できている。
・戦後の国際経済の流れが理解できている。
・発展途上国の現状を知り，貧困や飢餓などの原
因や課題を理解できている。

・経済のグローバル化と相互
依存関係の深まり（国際社会
における貧困や格差の問題
を含む。）などに関わる現実
社会の事柄や課題を基に，世
界経済がより緊密に結び付
き，経済活動が世界的な規模
で自由に行われていること，
一国の経済政策や経済活動
が他国にも影響を与えるな
ど，国際社会において相互依
存関係が一層深まっているこ
と，国際社会における貧困や
格差が解消されていない状
況やこれらの解決が地球的な
課題であることについて理解
したうえで、多面的に考察し、
表現する。

国際社会において経済
のグローバル化が進む
中で国家間の格差がよ
り大きくなっている。こ
のような国際情勢をふ
まえ、開発途上国の構
造的問題点を考察し、
先進国が格差解消に向
けて果たすべき役割に
ついて討論する。

②　思考・判断・表現
・経済のグローバル化と相互依存関係が深まって
いることを理解し，それが日本経済にどのような
影響を及ぼしているかを考察できている。

③　主体的に学習に取り組む態度
・自分たちの日常生活が国際経済と不可分であ
ることを自覚できている。
・格差のある国際社会で，その克服のために自ら
がどのようなことができるか考え，実行しようと
いう意欲を持つことができている。

課題探究編
持続可能な社会づくりの主体となる私
たち

 課題探究の観点

4

①　知識・技能
・現代社会に生きる私たちの課題を指摘できて
いる。
・現代社会の諸問題について，その問題の所在，
現状，問題点などが理解できている。

・地域の創造，よりよい国家・
社会の構築及び平和で安定
した国際社会の形成へ主体
的に参画し，共に生きる社会
を築くという観点から課題を
見いだし，その課題の解決に
向けて事実を基に協働して考
察，構想し，妥当性や効果，実
現可能性などを指標にして，
論拠を基に自分の考えを説
明，論述させる。

これまで学んできた
様々な課題を俯瞰し、
横断的な課題はあるの
か、それは何なのかに
ついて討論する。

「総合的な探究」にお
いて、公共で学んだ
様々な視点や考察を
生かし、探究活動を
行う。

②　思考・判断・表現
・現代社会の諸問題の解決のために，事実を基に
協働して考察，構想することができている。

③　主体的に学習に取り組む態度
・さまざまな課題の中で，自己とのかかわりに注
目して主体的に課題を選択し，探究できている。
・それぞれが選択した課題について，今後も継続
して探究しようという意欲を持つことができてい
る。

指導時間数の計



4

活用
（使える）

利用
（できる）

習得
（わかる）

比重 比重 比重

40 30 30

月
指導
時数

評価方法
各教科等横断的な資
質･能力の育成に関わ
る他教科等との関連

定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
振り返りシート

定期考査
提出物
ワークシート

7

単元名

"
　 　  3節　高次方程式
　 　  ４節　式と証明"	

４月

５月

"【１章　方程式・式と証明】
    1節　整式・分数式の計算
    2節　2次方程式"	
	

主な言語活動

・3次の乗法公式及び因数分解の公
式を用いて計算することができ
る。
・パスカルの三角形を利用して、
二項定理を示すことができる。二
項定理を活用して，整式の一般項
を求めることができる。
・多項式の除法や分数式の四則計
算を簡単な場合について計算する
ことができる。
・複素数の四則計算について計算
することができる。
・2次方程式の解の公式と判別式の
関連を調べ，2次方程式の解を求め
たり，解を判別したりすることが
できる。
・解と係数の関係を用いて，2次方
程式の解の和や積などを求めるこ
とができる。
・解と係数の関係を用いて，2次式
を因数分解したり，2数を解とする
2次方程式を求めたりすることがで
きる。

学
び
の
段
階

自律的活動力・挑戦力
課題認識力・批判的思考力・表現力対話力・

他者との協働力

・3次の乗法公式や因数分解の公式を既に学習した数と式
の計算と関連付けて多面的に考えようとしている。
・パスカルの三角形や二項定理に関心をもち，学習に取り
組もうとしている。
・分母が異なる分数式の計算を，数の計算と関連付けて多
面的に考えようとしている。
・複素数の四則計算について複素数の性質を活用しようと
している。
・複素数の必要性や意味を，負の数の平方根と関連付けて
考えようとしている。
・2次方程式の解と係数にはどのような関係があるのかを
考えようとしている。

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。

　主な学習活動　

知識・技能

評価の趣旨

学びの観点

・剰余の定理や因数定理を用い
て、多項式の因数分解や除法にお
ける余りを求めることができる。
・不等式の性質を用いた不等式の
証明の仕方を調べることができ
る。
・相加平均と相乗平均の関係を示
すことができる。
・因数定理や因数分解を利用し
て，高次方程式を解くことができ
る。
・恒等式となるような式の値を求
めることができる。

２０２３年度　２学年　数学科シラバス

数学Ⅱ 教科書等 数学Ⅱ　Standard(東京書籍)

単位数

評価方法・割合
及び

観点の比重

教科の目標

〇基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。
　(知識・技能)
〇論理的に考察し表現する力、関数関係に着目し、事象を的確に表現し考察する力、社会の事象などから設定した問題について、適切な手法を選択して分析を行い、問題を解決したり、解決の
過程や結果を批判的に考察し判断したりする力を養う。（思考・判断・表現等）	
〇数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする
態度や創造性の基礎を養う。（主体的に取り組む態度等）

科目名

科目の目標

(1)　いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数関数，三角関数及び微分・積分の考えについての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，
数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。	
(2)　数の範囲や式の性質に着目し，等式や不等式が成り立つことなどについて論理的に考察する力，座標平面上の図形について構成要素間の関係に着目し，方程式を用いて図形を簡潔・明瞭・的確に
表現したり，図形の性質を論理的に考察したりする力，関数関係に着目し，事象を的確に表現してその特徴を数学的に考察する力，関数の局所的な変化に着目し，事象を数学的に考察したり，問題解決
の過程や結果を振り返って統合的・発展的に考察したりする力を養う。	
(3)　数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする
態度や創造性の基礎を養う。

知識・技能学力の３要素

必履修科目

学びに向かう力思考力・判断力・表現力

履修区分 履修学年区分 全日制・普通科・２学年

定期考査
小テスト
提出物　　等

定期考査
小テスト
提出物
授業時の観察　　等

定期考査
小テスト
提出物
振り返りシート　　等

数学の基本的な概念、原理・法則を理解し、授業内で示された
学習活動に主体的に取り組むことができる。

数学の基本的な概念、原理・法則を理解し、学習内容を十分に
理解し自ら学習課題を設定し、課題の解決に向けて取り組むこ
とができる。

・3次の乗法公式及び因数分解の公式を用いて計算するこ
とができる。
・二項定理を活用して，整式の一般項を求めることができ
る。
・多項式の除法や分数式の四則計算について理解し，簡単
な場合について計算することができる。
・数を複素数まで拡張する意義を理解し，複素数の四則計
算について計算することができる。
・2次方程式の解の公式や判別式の意味を理解し，2次方程
式の解を求めたり，解を判別したりすることができる。
・解と係数の関係を用いて，2次方程式の解の和や積など
を求めることができる。
・解と係数の関係を用いて，2次式を因数分解したり，2数
を解とする2次方程式を求めたりすることができる。

単元で育成する資質・能力
＜単元の評価規準＞

・3次の乗法公式や因数分解の公式を既に学習した数と式
の計算と関連付けて多面的に考察することができる。
・パスカルの三角形や組合せの考えを用いて二項定理につ
いて考察することができる。
・分母が異なる分数式の計算を，数の計算と関連付けて多
面的に考察することができる。
・複素数の四則計算について考察することができる。
・複素数の必要性や意味を，負の数の平方根と関連付けて
考察することができる。
・2次方程式の解の公式が係数によって書き換えられるこ
とを説明することができる。
・2次方程式の判別式を用いて2次方程式の解の個数を考察
することができる。
・2次方程式の解と係数の関係を考察することができる。

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。

・剰余の定理や因数定理を理解し，多項式の因数分解や除
法における余りを求めることができる。
・不等式の性質を用いた不等式の証明の仕方について理解
している。
・相加平均と相乗平均の関係を理解している。
・因数定理や因数分解を利用して，高次方程式を解くこと
ができる。
・等式について理解を深め，恒等式となるような値を求め
ることができる。

9

数学の基本的な概念、原理・法則を理解し、身に付けた知識・
技能を活用しながら論理的に思考し、総合的に捉えて積極的に
発展的な内容に取り組む事ができる。

数学の論理や体系に関心を持つとともに、数学の良さを認識しそれらを
事象の考察に積極的に活用しようとする姿勢を身に付けている。

事象を数学的に様々な視点からまとめ、課題を考察することができる。
相手の意見を参考にしながら、適切な言葉で相手に伝えることができる。

事象を数学的に様々な視点から考察し、収集した情報を取捨選択しながら
課題解決へ向かうことができる。
論議の中で意見を伝えたり、相手の意見を受け入れたりしながら、課題と
なる部分を明確にすることができる。

事象を数学的に様々な視点から考察し、課題に対して解決の根拠を明確に
しながら表現することができる。
他者と協力し働きかけながら、理解を深めあい、問題解決にむけて論議し
ながら合意を形成することで目標を提示することができる。

事象を数学的に考察・表現し、思考の過程を振り返り、多面的・発展的に
考えることを通じて、数学的な見方や考え方を身に付けている。

自らの課題や目標を理解し、それを解決するために行動することができ
る。

課題の解決に向け、他者と協力し合いながら計画を作成し、積極的に行
動することができる。

自らの目標に向けて、明確な分析と計画をたて、主体的・能動的に困難
を乗り越える事ができる。	

数学の基本的な概念、原理・法則を理解し、数学的に処理する
仕方や推論の方法などの技能を身に付けている。
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"　　2節　加法定理"	
	
	

"【3章　三角関数】
　　1節　三角関数"	
	
	

"
      2節　円
　　  3節　軌跡と領域"	
	

"【２章　図形と方程式】
　　1節　点と直線"	

"
　 　  3節　高次方程式
　 　  ４節　式と証明"	

５月

６月

７月

９月

１０月

・座標平面上の点について理解し，2点間の距離を求める
ことができる。
・数直線上で線分を内分・外分する点及び座標平面上の線
分を内分・外分する点の座標を求めることができる。
・与えられた条件を用いて，平面上の直線の方程式を求め
ることができる。
・2直線の図形的な関係について理解し，平行・垂直な直
線や直線に関して対称な点を求めることができる。
・点と直線の距離について理解し，その長さを求めること
ができる。

・座標平面上の点を定義し，2点間
の距離を求めることができる。
・数直線上で線分を内分・外分す
る点及び座標平面上の線分を内
分・外分する点の座標を求めるこ
とができる。
・与えられた条件を用いて，平面
上の直線の方程式を求めることが
できる。
・2直線の図形的な関係を図示する
ことで，平行・垂直な直線や直線
に関して対称な点を求めることが
できる。
・点と直線の距離を求めることが
できる。

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。

・剰余の定理や因数定理を用い
て、多項式の因数分解や除法にお
ける余りを求めることができる。
・不等式の性質を用いた不等式の
証明の仕方を調べることができ
る。
・相加平均と相乗平均の関係を示
すことができる。
・因数定理や因数分解を利用し
て，高次方程式を解くことができ
る。
・恒等式となるような式の値を求
めることができる。

・円と直線の位置関係を，判別式や点と直線の距離を活用
して考えようとしている。
・不等式の表す図形を考えたり，説明したりしようとして
いる。

・三角関数の加法定理を用いて、
与えられた三角関数の値を求める
ことができる。
・2倍角の公式を活用して，与えら
れた三角関数の値を求めたり，三
角関数を含む方程式を解いたりす
ることができる。
・与えられた三角関数を合成する
ことができる。
・三角関数の合成を利用して最大
値・最小値を求めることができ
る。

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。

・角の概念を一般角まで拡張する意義を理解し，弧度法に
より角を表したり，扇形の弧の長さや面積を求めたりする
ことができる。
・一般角に対する三角関数の定義を理解し，三角関数の値
を求めることができる。
・三角関数の相互関係などの基本的な性質について理解し
ている。
・三角関数の性質を理解し，いろいろな角の三角関数の値
を求めることができる。
・三角関数のグラフの特徴について理解し，与えられた三
角関数のグラフをかくことができる。
・三角関数の性質や単位円，グラフなどを用いて，三角関
数を含む方程式や不等式を解くことができる。

6

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。

・因数定理を多項式の除法と関連付けて考えようとしてい
る。
・具体的な方程式と対比させて，等式が恒等式であるため
の条件を考えようとしている。
・実数や不等式の性質を利用して，不等式が成り立つこと
を証明しようとしている。

・数直線上で線分を内分・外分する点及び座標平面上の線
分を内分・外分する点の座標について考察することができ
る。
・座標平面上の図形について構成要素間の関係に着目し，
方程式を利用して，図形の性質について証明することがで
きる。

・与えられた条件を用いて，円の方程式を求めることがで
きる。
・円と直線の共有点の座標を，連立方程式を活用して求め
ることができる。
・円の接線の方程式を求めることができる。
・円と円の位置関係や共有点の座標を求めることができ
る。
・軌跡について理解し，与えられた条件から軌跡の方程式
を求めることができる。
・与えられた不等式や連立不等式を座標平面上の領域とし
て図示することができる。

・因数定理を多項式の除法と関連付けて考察することがで
きる。
・高次方程式を利用して具体的な問題を解決することがで
きる。
・等式が恒等式であるための条件を考察することができ
る。
・等式が成り立つことを論理的に考察し，証明することが
できる。
・実数や不等式の性質を利用して不等式が成り立つことを
証明することができる。
・相加平均と相乗平均の関係を利用して，不等式が成り立
つことを証明することができる。

・座標を入れかえたり，符号を変えたりしたときの動径が
表す角と三角関数の値との関係を考察したり，説明したり
することができる。
・三角関数の式とグラフの関係について多面的に考察する
ことができる。
・2つの三角関数のグラフの関係について考察したり，説
明したりすることができる。

・三角関数の加法定理について理解し，与えられた三角関
数の値を求めることができる。
・2倍角の公式を活用して，与えられた三角関数の値を求
めたり，三角関数を含む方程式を解いたりすることができ
る。
・与えられた三角関数を合成することができる。
・三角関数の合成を利用して最大値・最小値を求めること
ができる。

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。

・単位円を利用して三角関数の加法定理について考察する
ことができる。
・三角関数の合成を，グラフや加法定理と関連付けて考察
することができる。

・弧度法により角を表したり，扇
形の弧の長さや面積を求めたりす
ることができる。
・一般角に対する三角関数の値を
求めることができる。
・三角関数の相互関係などの基本
的な性質を用いて、いろいろな角
の三角関数の値を求めることがで
きる。
・三角関数のグラフの特徴につい
て理解し，与えられた三角関数の
グラフをかくことができる。
・三角関数の性質や単位円，グラ
フなどを用いて，三角関数を含む
方程式や不等式を解くことができ
る。

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。

9

9

・与えられた条件を用いて，円の
方程式を求めることができる。
・円と直線の共有点の座標を，連
立方程式を活用して求めることが
できる。
・円の接線の方程式を求めること
ができる。
・円と円の位置関係や共有点の座
標を求めることができる。
・与えられた条件から軌跡の方程
式を求めることができる。
・与えられた不等式や連立不等式
を座標平面上の領域として図示す
ることができる。

・数直線上で線分を内分・外分する点及び座標平面上の線
分を内分・外分する点の座標について考察しようとしてい
る。
・座標平面上の図形について構成要素間の関係に着目し，
方程式を活用して，図形の性質について証明しようとして
いる。

・与えられた方程式がどのような図形を表すか，判断する
ことができる。
・円と直線の位置関係を，判別式や点と直線の距離を活用
して説明することができる。
・不等式の表す図形を考察したり，説明したりすることが
できる。
・与えられた連立不等式を座標平面上の領域として図示
し，それらを活用することができる。

・座標を入れかえたり，符号を変えたりしたときの動径が
表す角と三角関数の値との関係を考えたり，説明したりし
ようとしている。
・三角関数の式とグラフの関係について多面的に考えよう
としている。

9

9
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84

１月

３月

指導時間数の計

"　　2節　積分の考え"	
	
	

"　　1節　微分の考え"	
	
	

"【5章　微分と積分】
　　1節　微分の考え"	
	
	

"　　2節　対数関数"	
	
	

"【4章　指数関数・対数関数】
　　1節　指数関数"	
	
	

"　　2節　加法定理"	
	
	

２月

１０月

１１月

１２月

・指数を整数に拡張したときの指数法則について考えよう
としている。
・指数関数の値の変化やグラフの特徴について，表や式，
グラフを相互に関連付けて多面的に考えようとしている。

・指数と対数を相互に関連付けて考察することができる。
・指数と対数を相互に関連付けて，対数の性質について証
明することができる。
・対数関数の値の変化やグラフの特徴について，表や式，
グラフを相互に関連付けて多面的に考察することができ
る。
・対数関数の性質を用いて，数の大小について判断するこ
とができる。

・指数と対数を相互に関連付けて考えようとしている。
・対数関数の値の変化やグラフの特徴について，表や式，
グラフを相互に関連付けて多面的に考えようとしている。

・三角関数の加法定理を用いて、
与えられた三角関数の値を求める
ことができる。
・2倍角の公式を活用して，与えら
れた三角関数の値を求めたり，三
角関数を含む方程式を解いたりす
ることができる。
・与えられた三角関数を合成する
ことができる。
・三角関数の合成を利用して最大
値・最小値を求めることができ
る。

・指数を正の整数から有理数へ拡
張し，指数法則を用いて数や式の
計算をすることができる。
・指数関数の値の変化やグラフの
特徴を確認し、グラフをかくこと
ができる。
・指数関数を含む方程式や不等式
を解くことができる。

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。

9

・関数とその導関数の関係を用い
て、関数の増加，減少及び極値を
調べ，グラフの概形をかくことが
できる。
・関数が極値をもつかどうかを調
べたり，極値の条件から関数を求
めたりすることができる。
・関数の増減やグラフを調べるこ
とで，方程式の実数解の個数や関
数の最大・最小を求めることがで
きる。

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。

・関数の不定積分を求めることが
できる。
・不定積分を用いて，定積分の値
を計算することができる。
・定積分の性質を用いて，定積分
の値を計算することができる。
・定積分を含む関数を求めること
ができる。
・上端が変数の定積分と微分の関
係を用いて、関数を求めることが
できる。
・積分の考えを利用して，囲まれ
た図形の面積を求めることができ
る。
・絶対値のついた関数の定積分を
計算することができる。

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。

・指数を整数へ拡張したときの指数法則について考察する
ことができる。
・指数を整数へ拡張したときの指数法則が成り立つこと
を，具体的な数値を用いて説明することができる。
・累乗根の定義から，累乗根の基本的な性質について証明
することができる。
・指数関数の値の変化やグラフの特徴について，表や式，
グラフを相互に関連付けて多面的に考察することができ
る。
・指数関数の性質を用いて，2つの数の大小を判断するこ
とができる。

・指数を対数の形に表すことができる。
・対数の意味とその基本的な性質について理解し，簡単な
対数の値を計算することができる。
・対数関数の値の変化やグラフの特徴について理解し，対
数関数のグラフをかくことができる。
・対数関数の性質を理解し，対数関数を含む方程式や不等
式を解くことができる。
・常用対数の意義を理解し，常用対数表を用いて，値を求
めることができる。
・常用対数の値を用いて，整数の桁数や小数の位について
求めることができる。

・単位円を利用して三角関数の加法定理について考えよう
としている。
・三角関数の合成を，グラフや加法定理と関連付けて考え
ようとしている。

・指数を正の整数から有理数へ拡張する意義を理解し，指
数法則を用いて数や式の計算をすることができる。
・指数関数の値の変化やグラフの特徴について理解し，指
数関数のグラフをかくことができる。
・指数関数の性質を理解し，指数関数を含む方程式や不等
式を解くことができる。

・定積分の性質を用いて，定積分を計算する方法について
考えようとしている。
・上端が変数の定積分とそれを微分したものとの関係につ
いて考えようとしている。
・積分の考えを利用して，面積を求める方法を考えようと
している。
・積分の考えを利用して，2つの曲線の間の面積を求める
方法について考えようとしている。

・原始関数について理解し，関数の不定積分を求めること
ができる。
・不定積分を用いて，定積分の値を計算することができ
る。
・定積分の性質を用いて，定積分の値を計算することがで
きる。
・定積分を含む関数を求めることができる。
・上端が変数の定積分と微分の関係を理解し，関数を求め
ることができる。
・積分の考えを利用して，囲まれた図形の面積を求めるこ
とができる。
・絶対値のついた関数の定積分を計算することができる。

・定積分の性質を用いて，定積分を計算する方法について
考察することができる。
・上端が変数の定積分について考察し，その定積分と微分
したものとの関係について説明することができる。
・積分の考えを利用して，面積を求める方法を考察するこ
とができる。
・積分の考えを利用して，2つの曲線の間の面積を求める
方法について考察することができる。

・導関数のグラフから，もとのグラフがどのような形状に
なるかを考察することができる。
・関数が極値をもつ条件について説明することができる。
・関数の増減やグラフを活用して，具体的な事象に関する
問題を解決することができる。
・関数の増減を考察し，与えられた不等式が成り立つこと
を証明することができる。

・関数の平均変化率や微分係数を求めることができる。
・微分係数の図形的な意味を理解し，接線の傾きを求める
ことができる。
・導関数の定義にしたがって，関数の導関数を求めること
ができる。
・関数の導関数について計算することができる。
・導関数を利用して，微分係数や接線の方程式を求めるこ
とができる。

・具体的な事象から平均の速さや瞬間の速さを考察するこ
とができる。
・具体的な事象から導関数を考察することができる。
・グラフを利用して，関数が導関数とどのような関係にあ
るのかを説明することができる。
・導関数の定義を利用して，関数の定数倍，和及び差の導
関数について簡単に求める方法を考察することができる。

・関数とその導関数の関係を理解し，関数の増加，減少及
び極値を調べ，グラフの概形をかくことができる。
・関数が極値をもつかどうかを調べたり，極値の条件から
関数を求めたりすることができる。
・関数の増減やグラフを調べることで，方程式の実数解の
個数や関数の最大・最小を求めることができる。

化学において、溶液の濃
度に関する計算や概念を
理解する際に利用でき
る。
音楽において、平均律に
関する理解を深める際に
利用できる。

化学において、溶液の濃
度に関する計算や概念を
理解する際に利用でき
る。
音楽において、平均律に
関する理解を深める際に
利用できる。

・関数の平均変化率や微分係数を
求めることができる。
・関数をグラフ上に図示し，接線
の傾と微分係数を求めることがで
きる。
・導関数の定義にしたがって，関
数の導関数を求めることができ
る。
・関数の導関数について計算する
ことができる。
・導関数を利用して，微分係数や
接線の方程式を求めることができ
る。

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。

・具体的な事象から平均の速さや瞬間の速さについて考え
ようとしている。
・具体的な事象から導関数について考えようとしている。
・グラフを利用して，関数が導関数とどのような関係にあ
るのかを説明しようとしている。
・導関数の定義を利用して，関数の定数倍，和及び差の導
関数について簡単に求める方法を考えようとしている。

・指数を対数の形に表すことがで
きる。
・対数の意味とその基本的な性質
を用いて、簡単な対数の値を計算
することができる。
・対数関数の値の変化やグラフの
特徴を確認し、グラフをかくこと
ができる。
・対数関数を含む方程式や不等式
を解くことができる。
・常用対数表を用いて，値を求め
ることができる。
・常用対数の値を用いて，整数の
桁数や小数の位について求めるこ
とができる。

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。

5

・導関数のグラフから，もとのグラフがどのような形状に
なるかを考えようとしている。

9

6

6

9



2

活用
（使える）

利用
（できる）

習得
（わかる）

比重 比重 比重

40 30 30

月
指導
時数

評価方法
各教科等横断的な資
質･能力の育成に関わ
る他教科等との関連

定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
振り返りシート

定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
振り返りシート

定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
振り返りシート

定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
ワークシート

4

4

・数列の和から一般項を求めるこ
とができる。
・分数で表された数列の和を，2つ
の分数の差の形に分解して求める
ことができる。
・等差数列と等比数列の積の形の
数列や，群に分けられた数列な
ど，少し複雑な数列について和を
求めたり，項を求めたりすること
ができる。

・階差数列の和を利用して，数列の一般項を考えようとし
ている。

・等式を利用して，1からnまでの自然数の立方の和を考察
することができる。
・階差数列の和を利用して，数列の一般項を考察すること
ができる。

・Σの公式を利用して，与えられた

和を求めることができる。
・Σの性質を用いて，和を求めるこ

とができる。
・階差数列についての基本的な性
質を利用して，数列の一般項を求
めることができる。

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。

・等比数列について初項と公比か
ら一般項を求めることができる。
・等比数列の基本的な性質を利用
して，一般項を求めたり，等比数
列であるときの項を求めたりする
ことができる。
・等比数列の初項や公比を用いて
初項から第n項までの和を求めるこ
とができる。
・等比数列の和の公式を利用し
て，初項と公比を求めることがで
きる。

・一般項から数列の各項を求めたり，数列の各項から一般
項を求めたりすることができる。
・等差数列についての基本的な用語を理解し，初項と公差
から一般項を求めることができる。
・等差数列の基本的な性質を利用して一般項を求めたり，
等差数列であるときの項を求めたりすることができる。
・等差数列の初項や公差を用いて初項から第n項までの和
を求めることができる。
・等差数列の和の公式を利用して，項数を考えたり，倍数
の和や奇数の和を求めたりすることができる。

単元で育成する資質・能力
＜単元の評価規準＞

・一定の数を次々に加えて得られるという規則をもとにし
て，等差数列の一般項について考察することができる。
・等差数列の初項から第n項までの和の求め方について考
察することができる。

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。

3

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。

・一定の数を次々に掛けて得られるという規則をもとにし
て，等比数列の一般項について考えようとしている。
・等比数列の初項から第n項までの和の求め方について，
具体的に考えようとしている。

・Σを用いて表された数列の和を記号を用いずに表現した

り，数列の和をΣを用いて表現したりすることができる。

・数列の和から一般項を求めることができる。
・分数で表された数列の和を，2つの分数の差の形に分解
して求めることができる。
・等差数列と等比数列の積の形の数列や，群に分けられた
数列など，少し複雑な数列について和を求めたり，項を求
めたりすることができる。

・一定の数を次々に掛けて得られるという規則をもとにし
て，等比数列の一般項について考察することができる。
・等比数列の初項から第n項までの和の求め方について，
具体的に考察することができる。

・等比数列についての基本的な用語を理解し，初項と公比
から一般項を求めることができる。
・等比数列の基本的な性質を利用して，一般項を求めた
り，等比数列であるときの項を求めたりすることができ
る。
・等比数列の初項や公比を用いて初項から第n項までの和
を求めることができる。
・等比数列の和の公式を利用して，初項と公比を求めるこ
とができる。

自らの目標に向けて、明確な分析と計画をたて、主体的・能動的に困難
を乗り越える事ができる。	

２０２３年度　２学年　数学科シラバス

数学Ｂ 教科書等 数学Ｂ Standard（東京書籍）

単位数

評価方法・割合
及び

観点の比重

定期考査
小テスト
提出物　　等

定期考査
小テスト
提出物
授業時の観察　　等

定期考査
小テスト
提出物
振り返りシート　　等

教科の目標

〇基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。
　(知識・技能)
〇論理的に考察し表現する力、関数関係に着目し、事象を的確に表現し考察する力、社会の事象などから設定した問題について、適切な手法を選択して分析を行い、問題を解決したり、解決の
過程や結果を批判的に考察し判断したりする力を養う。（思考・判断・表現等）	
〇数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしようとする
態度や創造性の基礎を養う。（主体的に取り組む態度等）

科目名

科目の目標

(1)　数列，統計的な推測についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，数学と社会生活の関わりについて認識を深め，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・
処理したりする技能を身に付けるようにする。	
(2)　離散的な変化の規則性に着目し，事象を数学的に表現し考察する力，確率分布や標本分布の性質に着目し，母集団の傾向を推測し判断したり，標本調査の方法や結果を批判的に考察したりする
力，日常の事象や社会の事象を数学化し，問題を解決したり，解決の過程や結果を振り返って考察したりする力を養う。	
(3)　数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする
態度や創造性の基礎を養う。

数学の基本的な概念、原理・法則を理解し、数学的に処理する
仕方や推論の方法などの技能を身に付けている。

知識・技能学力の３要素

必履修科目

学びに向かう力思考力・判断力・表現力

履修区分 履修学年区分 全日制・普通科・２学年

主な言語活動

・Σの公式を利用して，与えられた和を求めることができ

る。
・Σの性質を用いて，和を求めることができる。

・階差数列についての基本的な性質を利用して，数列の一
般項を求めることができる。

・一般項から数列の各項を求めた
り，数列の各項から一般項を求め
たりすることができる。
・等差数列について初項と公差か
ら一般項を求めることができる。
・等差数列の基本的な性質を利用
して一般項を求めたり，等差数列
であるときの項を求めたりするこ
とができる。
・等差数列の初項や公差を用いて
初項から第n項までの和を求めるこ
とができる。
・等差数列の和の公式を利用し
て，項数を考えたり，倍数の和や
奇数の和を求めたりすることがで
きる。

学
び
の
段
階

自律的活動力・挑戦力
課題認識力・批判的思考力・表現力対話力・

他者との協働力

・一定の数を次々に加えて得られるという規則をもとにし
て，等差数列の一般項について考えようとしている。
・等差数列の初項から第n項までの和の求め方について考
えようとしている。

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。

　主な学習活動　

知識・技能

評価の趣旨

学びの観点

数学の基本的な概念、原理・法則を理解し、授業内で示された
学習活動に主体的に取り組むことができる。

数学の基本的な概念、原理・法則を理解し、学習内容を十分に
理解し自ら学習課題を設定し、課題の解決に向けて取り組むこ
とができる。

数学の基本的な概念、原理・法則を理解し、身に付けた知識・
技能を活用しながら論理的に思考し、総合的に捉えて積極的に
発展的な内容に取り組む事ができる。

数学の論理や体系に関心を持つとともに、数学の良さを認識しそれらを
事象の考察に積極的に活用しようとする姿勢を身に付けている。

事象を数学的に様々な視点からまとめ、課題を考察することができる。
相手の意見を参考にしながら、適切な言葉で相手に伝えることができる。

事象を数学的に様々な視点から考察し、収集した情報を取捨選択しながら
課題解決へ向かうことができる。
論議の中で意見を伝えたり、相手の意見を受け入れたりしながら、課題と
なる部分を明確にすることができる。

事象を数学的に様々な視点から考察し、課題に対して解決の根拠を明確に
しながら表現することができる。
他者と協力し働きかけながら、理解を深めあい、問題解決にむけて論議し
ながら合意を形成することで目標を提示することができる。

事象を数学的に考察・表現し、思考の過程を振り返り、多面的・発展的に
考えることを通じて、数学的な見方や考え方を身に付けている。

自らの課題や目標を理解し、それを解決するために行動することができ
る。

課題の解決に向け、他者と協力し合いながら計画を作成し、積極的に行
動することができる。

4

単元名

    2節　いろいろな数列	
	

    2節　いろいろな数列	
	

    1節　数列	
	

４月

５月

６月

７月

【１章　数列】
    1節　数列	
	



定期考査
提出物
振り返りシート

定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
振り返りシート

定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
振り返りシート

定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
振り返りシート

定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
振り返りシート

定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
振り返りシート

定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
振り返りシート

定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
ワークシート

定期考査
提出物
振り返りシート

42

5

・信頼度95%の信頼区間と比較して，信頼度99%の信頼区間
について考えようとしている。
・統計的な推測で学んだことを，具体的な事象の考察に活
用しようとしている。
・統計的な推測を活用した問題解決の過程を振り返って考
察を深めたり，評価・改善したりしようとしている。

・数列の和から一般項を求めるこ
とができる。
・分数で表された数列の和を，2つ
の分数の差の形に分解して求める
ことができる。
・等差数列と等比数列の積の形の
数列や，群に分けられた数列な
ど，少し複雑な数列について和を
求めたり，項を求めたりすること
ができる。

・与えられた漸化式を，どのように変形すればよいかを考
えようとしている。

4

4

3

3

4

・確率変数の和の平均や，独立な
確率変数の積の平均，和の分散を
求めることができる。
・二項分布の確率や分散，標準偏
差を求めることができる。
・連続分布について確率を求める
ことができる。
・正規分布に従うときの確率を求
めることができる。
・二項分布を正規分布で近似して
確率を求めることができる。

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。

・Xの1次式で表される確率変数について，分散や標準偏差
がどのように表されるかを考えようとしている。

・独立である確率変数X，Yの積XYの平均と，X，Yの平均に
どのような関係があるかを考察することができる。
・二項分布の平均と分散がどのようになるかを考察するこ
とができる。
・二項分布の次数や確率の値をいろいろ変えることで，確
率変数の平均や分散はどのように変化するかを説明するこ
とができる。
・試験の得点の分布が正規分布に従うことを利用して，生
徒の人数を考察することができる。
・一般の正規分布を標準化することで，標準正規分布に従
うことを説明することができる。

・独立である確率変数X，Yの積XYの平均と，X，Yの平均に
どのような関係があるかを考えようとしている。
・二項分布を利用して，平均と分散がどのようになるかを
考えようとしている。

・階差数列の和を利用して，数列の一般項を考えようとし
ている。

・与えられた漸化式から数列の一
般項を求めることができる。
・与えられた漸化式を変形するこ
とで，数列の一般項を求めること
ができる。

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。

・与えられた漸化式を，どのように変形すればよいかを考
察することができる。
・数学的帰納法を用いて，整数の性質や等式，不等式を証
明することができる。

・漸化式の基本的な性質を用い
て、漸化式から具体的な項の値を
求めることができる。
・与えられた漸化式から数列の一
般項を求めることができる。

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。

・与えられた漸化式を，どのように変形すればよいかを考
えようとしている。

・標本調査に関する意義を認識し，基本的な性質や抽出
法，用語などについて理解している。
・確率変数や確率分布の意味を理解し，確率分布を求める
ことができる。
・確率変数Xの平均（期待値）や分散，標準偏差を求める
ことができる。
・確率変数aX＋bの平均や分散，標準偏差の性質を用い
て，平均や分散などを求めることができる。

探究・公共等において、
データを取り扱う際に利
用できる。

・問題場面や状況に応じて適切なモデルを用いて，数学的
な表現をしようとしている。

・数学的モデル,関数モデル,確率モデル,幾何モデルを用
いて数学的に表現し，モデルを作って表現したりモデルを
修正したりすることができる。

・問題場面や状況に応じた適切なモデルを用いて考察する
ことができる。

・信頼度95%の信頼区間と比較して，信頼度99%の信頼区間
について考察することができる。
・母平均や母比率について仮説検定を行い，母集団に関す
る予想について判断することができる。
・統計的な推測で学んだことを用いて身近な問題を解決し
たり，解決の過程を振り返って事象の数学的な特徴や他の
事象との関係を考察したりすることができる。

・連続分布について理解し，その確率を求めることができ
る。
・正規分布に従うときの確率を求めることができる。
・二項分布を正規分布で近似して確率を求めることができ
る。
・母集団分布を活用して母平均や母分散，母標準偏差を求
めたり，標本平均の平均や分散，確率を求めたりすること
ができる。
・標本平均の分布と正規分布の関係を利用して，確率を求
めることができる。

・試験の得点の分布が正規分布に従うことを利用して，生
徒の人数を考察することができる。
・一般の正規分布を標準化することで，標準正規分布に従
うことを説明することができる。
・標本平均の平均と分散が，母平均や母分散とどのような
関係があるかを考察することができる。

・信頼度95%の信頼区間という考え方を利用して，母平均
や母比率に対する信頼区間を求めることができる。
・仮説検定の考えや帰無仮説，対立仮説，有意水準，棄却
域などの用語について理解している。

探究・公共等において、
データを取り扱う際に利
用できる。

探究・公共等において、
データを取り扱う際に利
用できる。

探究・公共等において、
データを取り扱う際に利
用できる。

・連続分布について確率を求める
ことができる。
・正規分布に従うときの確率を求
めることができる。
・二項分布を正規分布で近似して
確率を求めることができる。
・母集団分布を活用して母平均や
母分散，母標準偏差を求めたり，
標本平均の平均や分散，確率を求
めたりすることができる。
・標本平均の分布と正規分布の関
係を利用して，確率を求めること
ができる。

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。

探究・公共等において、
データを取り扱う際に利
用できる。

・標本平均の平均と分散が，母平均や母分散とどのような
関係があるかを考えようとしている。

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。

・確率変数や確率分布の意味を理
解し，確率分布を求めることがで
きる。
・確率変数Xの平均（期待値）や分
散，標準偏差を求めることができ
る。
・確率変数aX＋bの平均や分散，標
準偏差の性質を用いて，平均や分
散を求めることができる。

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。

4

・漸化式の基本的な性質を理解し，漸化式から具体的な項
の値を求めることができる。
・与えられた漸化式から数列の一般項を求めることができ
る。

3

・信頼度95%の信頼区間という考え
方を利用して，母平均や母比率に
対する信頼区間を求めることがで
きる。
・仮説検定の考えや帰無仮説，対
立仮説，有意水準，棄却域を簡単
な場合で仮説検定を行うことがで
きる。

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。

・数学的モデル,関数モデル,確率
モデル,幾何モデルを用いて数学的
に表現し，モデルを作って表現し
たりモデルを修正したりすること
ができる。

生徒が式や図・資料を参考
としながら、自らの考えを
発表し、議論する。

・Xの1次式で表される確率変数について，分散や標準偏差
がどのように表されるかを考察することができる。

・確率変数の和の平均や，独立な確率変数の積の平均，和
の分散を求めることができる。
・二項分布の確率や分散，標準偏差を求めることができ
る。
・連続分布について理解し，その確率を求めることができ
る。
・正規分布に従うときの確率を求めることができる。
・二項分布を正規分布で近似して確率を求めることができ
る。

・与えられた漸化式を，どのように変形すればよいかを考
察することができる。
・数学的帰納法を用いて，整数の性質や等式，不等式を証
明することができる。

・与えられた漸化式から数列の一般項を求めることができ
る。
・与えられた漸化式を変形することで，数列の一般項を求
めることができる。

１２月

１月

３月

指導時間数の計

【３章　数学と社会生活】	
	

    2節　確率分布
    3節　正規分布
    4節　統計的な推測	

    2節　確率分布
    3節　正規分布
    4節　統計的な推測	

    2節　確率分布
    3節　正規分布
    4節　統計的な推測	

【２章　統計的な推測】
    1節　標本調査
　　2節　確率分布	
	

    3節　漸化式と数学的帰納法	
	

    3節　漸化式と数学的帰納法	
	

    2節　いろいろな数列	
	

７月

９月

２月

１０月

１１月



2

活用
（使える）

利用
（できる）

習得
（わかる）

比重 比重 比重

40 30 30

月 指導 時数 主な言語活動
各教科等横断的な資
質･能力の育成に関わ
る他教科等との関連

実験発表

実験発表

実験発表

実験発表

行動の観察
小テスト
提出物(ワークノート)

定期考査
実験レポート
実験発表

定期考査
小テスト
行動の観察

・物質の質量と、物質を構成
する原子・分子・イオンなど
の質量や数との関係や、気体
についてはさらに体積との関
係を学び、化学の学習に欠か
すことのできない物質量の考
え方を身につける。

・酸・塩基の定義や酸性・塩
基性について、その本質が何
であるかを考え、酸性・塩基
性の強さの度合いの表し方を
学ぶ。また、pHの表し方・中
和の量的関係を学び、中和に
よって生じる塩の水溶液が必
ずしも中性でないことを理解
する。

評価方法 　主な学習活動　

②　思考・判断・表現
・混合物と純物質の違いと、混合物の分離について
考え、判断し、結果を適切に表現することができ
る。
・物質を構成する元素の検出方法について、考える

①　知識・技能
・混合物と純物質の違い、混合物の分離と精製につ
いて正しく理解し、様々な手法がわかる。
・粒子の熱運動と物質の三態についてわかる。

③　学びに向かう力
・学習した知識を基に、問題演習に取り組む意欲を
持っている。
・原子の電子配置との関連が深い3種の化学結合につ
いて調べようとする。

②　思考・判断・表現
・原子の構造と電子配置について考えることができ
る。
・イオン結合とイオン結合でできた物質について、
組成式を書いてその構成を考えることができる。
・共有結合と分子の成り立ちを関連付けて理解し、
配位結合や錯イオンについても考えることができて
いる。
・金属結合と金属の性質とその性質をもつ理由につ
いて、電子の動きと関連付けて考えることができて
いる。

①　知識・技能
・原子の構造と電子配置について考え、価電子が物
質の性質に影響していることがわかる。
・元素の性質と周期表の関係について炎色反応によ
る観察と分析を通じ、物質を分類して表すことがで
きる。
・電気陰性度の差で分子の極性が生じることや、分
子間力についてわかる。
・化学結合による物質の分類がわかる。

③　学びに向かう力
・物質の性質を調べるために、物質の分類や分離・
精製法、物質の状態変化について調べようとする。
・学習した知識を基に、問題演習に取り組む意欲を
持っている。

①　知識・技能
・物質の量の表し方について単位モルやモル質量の
意味や、アボガドロの法則やモル体積の意味がわか
る。
・物質の量の表し方について単位モルやモル質量の
意味や、アボガドロの法則やモル体積の意味がわか
る。
・化学変化の量的な関係について観察と実験を行

単元で育成する資質・能力
＜単元の評価規準＞

②　思考・判断・表現
・原子の質量の表し方を理解し、原子量・分子量・
式量を考えることができる。
・粒子の量の表し方の原理を理解し、モル質量やモ
ル体積、モル濃度を用いて物質の量や濃度を考える
ことができる。

③　学びに向かう力
・学習した知識を基に、問題演習に取り組む意欲を
持っている。
・原子や分子の質量の相対質量による表し方、物質
量、化学変化における物質の量的関係を表す方法な
どを調べようとする。
・化学変化を化学反応式で表し、そのしくみと量的
関係を考えることができる。

定期考査
小テスト
行動の観察

・物質を理解する基礎とし
て、物質を構成する基礎的な
粒子である原子と、原子から
生じるイオンや原子が種々の
方法で結合した物質につい
て、その構造や表し方、それ
らの関係を学ぶ。
・物質が連続性をもたない小
さな粒子からなり、個々の粒
子がどのようなしくみで結合
しているのか、物質の性質と
関連づけながら学ぶ。

・化学の特徴として、化学の
探究に必要な課題の発見から
解決方法までを、テーマ・仮
説設定、実験計画、実験の実
施、レポートの作成、発表を
通して学ぶ。

・多種多様な物質を観察する
ことによって、それらを整
理・分類する。共通した要素
や、個々の相違点を調べるこ
とによって、物質の成りたち
を追求する。

行動の観察
小テスト
提出物(ワークノート)

定期考査
実験レポート
実験発表

○何を理解しているか、何ができるか（知識及び技能）
○理解していること・できることをどう使うか（思考力、判断力、表現力等）
○どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、人間性等）

インプレス化学基礎ノート

・物質の成り立ちや、原子の構造及び電子配置と周期律との関係を理解する。また、物質の性質について観察、実験などを通して探究し、化学結合と物質の性質との関係を理解させ、物質について
微視的な見方ができるようにする。

〇化学的な事物・事象について、それらの基本的な概念
や原理・法則を理解している。
〇日常のさまざまな事物・事象を化学的に考察する能力
を身につけている。
〇観察・実験の技能を習得している。

〇化学的な事物・事象について、それらの基本的な概念
や原理・法則を理解し、科学的な見方を身につけようと
している。
〇日常のさまざまな事物・事象を化学的に考察する能力
と、豊かな科学的素養を身につけようとしている。
〇化学的な方法で化学的な事物・事象に関する問題を取
り扱おうとし、観察・実験の技能を習得している。

〇化学的な事物・事象について、それらの基本的な概念
や原理・法則を理解し、科学的な見方を身につけてい
る。
〇日常のさまざまな事物・事象を化学的に考察する能力
と、豊かな科学的素養を身につけている。
〇化学的な方法で化学的な事物・事象に関する問題を取
り扱い、観察・実験の技能を習得している。

化学的な事物・現象に関する基本的な概念や原理・法則
について理解を深め、知識を身につけている。

〇化学的な方法で事物・事象に関する問題を取り扱い、科学的に
考察し、表現している。

〇化学的な方法で事物・事象に関する問題を取り扱い、科学的に
考察し、導きだした考えを表現しようとしている。

〇化学的な方法で事物・事象に関する問題を取り扱い、科学的に
考察し、導きだした考えを的確に表現することができる。

化学的な事物・現象の中に問題を見出し、探究する過程を通し
て、事象を科学的に考察し、導きだした考えを的確に表現してい
る。

〇化学的な事物・現象に関心や探究心をもち、基本的な概念や原理・
法則を理解しようとする。

〇化学的な事物・現象に関心や探究心をもち、基本的な概念や原理・
法則を理解する意欲とともに、科学的な見方を身につけようとする。

〇化学的な事物・現象に関心や探究心をもち、基本的な概念や原理・
法則を理解する意欲とともに、科学的な見方や探究する能力と態度を
身につけようとする。

化学的な事物・現象に関心をもち、主体的に探究しようとするととも
に、科学的態度を身につけている。

思考力・判断力・表現力

全日制・普通科・2学年

定期考査
小テスト
行動の観察

定期考査
実験レポート
実験発表

単元名

４月

５月

６月

７月

９月

10月

11月

12月

　第2章　酸と塩基の反応
　　①酸・塩基
　　②水の電離と水溶液のpH
　　③中和反応と塩
　　④中和滴定

第2編　物質の変化
　第1章　物質量と化学反応式
　　①原子量・分子量・式量
　　②物質量
　　③溶液の濃度
　　④化学反応式と物質量

　第2章　物質の構成粒子
　　①原子とその構造
　　②イオン
　　③元素の周期表

　第3章　粒子の結合
　　①イオン結合とイオンからなる物
質
　　②分子と共有結合
　　③共有結合の結晶
　　④金属結合と金属

序編　化学の特徴

第1編　物質の構成と化学結合
　第1章　物質の構成
　　①混合物と純物質
　　②物質とその成分
　　③物質の三態と熱運動

14

①　知識・技能
・ｐＨについて実験を行い、そこから得られた結果
を表すことができる。
・中和の量的関係を、適切な器具や指示薬を用いた
中和滴定によって調べ、表すことができる。

定期考査
小テスト
行動の観察

行動の観察
小テスト
提出物(ワークノート)

定期考査
実験レポート
実験発表

定期考査
小テスト
行動の観察

行動の観察
小テスト
提出物(ワークノート)

学びの観点

学びに向かう力

14

14

14

２０２３年度　　２学年　理科シラバス

化学 教科書等

単位数

評価方法・割合
及び

観点の比重

教科の目標

科目名

科目の目標

知識・技能学力の３要素

学
び
の
段
階

自律的活動力・挑戦力
課題認識力・批判的思考力・表現力対話力・

他者との協働力
知識・技能

選択科目

評価の趣旨

履修区分 履修学年区分



70

実験発表

実験発表

指導時間数の計

・酸・塩基の定義や酸性・塩
基性について、その本質が何
であるかを考え、酸性・塩基
性の強さの度合いの表し方を
学ぶ。また、pHの表し方・中
和の量的関係を学び、中和に
よって生じる塩の水溶液が必
ずしも中性でないことを理解
する。

・電子の授受によって考えら
れる現象として酸化・還元を
学ぶ。酸化数という便利な指
標を用いて酸化・還元を統一
的に考え、理解を深める。
また、電池の化学反応は、酸
化還元反応であることを学習
する。

行動の観察
小テスト
提出物(ワークノート)

定期考査
実験レポート
実験発表

③　学びに向かう力
・学習した知識を基に、問題演習に取り組む意欲を
持っている。
・代表的な化学反応の１つである酸化還元反応の仕
組みを、酸素や水素の授受、酸化数と関連付けて理
解し、その利用例について調べようとしている。

①　知識・技能
・酸化と還元の定義を理解し、酸化数の計算で酸化
と還元を判断できる。
・酸化還元反応式をつくり、酸化還元滴定を用いて
量的関係を調べることができる。
・金属のイオン化傾向による反応性の違いを確認す
る実験を行い、そこから得られた結果を調べ、イオ
ン化列を表すことができる。

定期考査
小テスト
行動の観察

行動の観察
小テスト
提出物(ワークノート)

11月

12月

１月

２月

３月

　　第3章　酸化還元反応
　　①酸化と還元
　　②酸化剤と還元剤
　　③金属の酸化還元反応
　　④酸化還元反応の利用

　第2章　酸と塩基の反応
　　①酸・塩基
　　②水の電離と水溶液のpH
　　③中和反応と塩
　　④中和滴定

14

14

③　学びに向かう力
・学習した知識を基に、問題演習に取り組む意欲を
持っている。
・酸と塩基の性質や反応について、酸と水素イオ
ン、塩基と水酸化物イオンとの関係を調べようとす
る。

②　思考・判断・表現
・水の電離とｐＨの意味を理解し、水溶液の酸性・
塩基性の強弱が生じる仕組みを考えることができ
る。
・酸と塩基が打ち消しあって、中和する反応を滴定
曲線に描いて分析できる。

②　思考・判断・表現
・酸化反応と還元反応を酸素や水素の授受から電子
の授受に発展させて関連付け、酸化数を用いて考え
ている。
・主な酸化剤と還元剤の反応をe-を含むイオン反応
式で表し、その組合せで酸化還元反応式を作ること
ができる。
・金属の反応性の違いをイオン化傾向との関連で考
えることができる。

定期考査
実験レポート
実験発表



3

活用
（使える）

利用
（できる）

習得
（わかる）

比重 比重 比重

40 30 30

月 指導 時数 主な言語活動
各教科等横断的な資
質･能力の育成に関わ
る他教科等との関連

実験発表

実験発表

実験発表

実験発表

行動の観察
小テスト
提出物(ワークノート)

定期考査
実験レポート
実験発表

定期考査
小テスト
行動の観察

・物質の質量と、物質を構成
する原子・分子・イオンなど
の質量や数との関係や、気体
についてはさらに体積との関
係を学び、化学の学習に欠か
すことのできない物質量の考
え方を身につける。

・酸・塩基の定義や酸性・塩
基性について、その本質が何
であるかを考え、酸性・塩基
性の強さの度合いの表し方を
学ぶ。また、pHの表し方・中
和の量的関係を学び、中和に
よって生じる塩の水溶液が必
ずしも中性でないことを理解
する。

評価方法 　主な学習活動　

②　思考・判断・表現
・混合物と純物質の違いと、混合物の分離について
考え、判断し、結果を適切に表現することができ
る。
・物質を構成する元素の検出方法について、考える

①　知識・技能
・混合物と純物質の違い、混合物の分離と精製につ
いて正しく理解し、様々な手法がわかる。
・粒子の熱運動と物質の三態についてわかる。

③　学びに向かう力
・学習した知識を基に、問題演習に取り組む意欲を
持っている。
・原子の電子配置との関連が深い3種の化学結合につ
いて調べようとする。

②　思考・判断・表現
・原子の構造と電子配置について考えることができ
る。
・イオン結合とイオン結合でできた物質について、
組成式を書いてその構成を考えることができる。
・共有結合と分子の成り立ちを関連付けて理解し、
配位結合や錯イオンについても考えることができて
いる。
・金属結合と金属の性質とその性質をもつ理由につ
いて、電子の動きと関連付けて考えることができて
いる。

①　知識・技能
・原子の構造と電子配置について考え、価電子が物
質の性質に影響していることがわかる。
・元素の性質と周期表の関係について炎色反応によ
る観察と分析を通じ、物質を分類して表すことがで
きる。
・電気陰性度の差で分子の極性が生じることや、分
子間力についてわかる。
・化学結合による物質の分類がわかる。

③　学びに向かう力
・物質の性質を調べるために、物質の分類や分離・
精製法、物質の状態変化について調べようとする。
・学習した知識を基に、問題演習に取り組む意欲を
持っている。

①　知識・技能
・物質の量の表し方について単位モルやモル質量の
意味や、アボガドロの法則やモル体積の意味がわか
る。
・物質の量の表し方について単位モルやモル質量の
意味や、アボガドロの法則やモル体積の意味がわか
る。
・化学変化の量的な関係について観察と実験を行

単元で育成する資質・能力
＜単元の評価規準＞

②　思考・判断・表現
・原子の質量の表し方を理解し、原子量・分子量・
式量を考えることができる。
・粒子の量の表し方の原理を理解し、モル質量やモ
ル体積、モル濃度を用いて物質の量や濃度を考える
ことができる。

③　学びに向かう力
・学習した知識を基に、問題演習に取り組む意欲を
持っている。
・原子や分子の質量の相対質量による表し方、物質
量、化学変化における物質の量的関係を表す方法な
どを調べようとする。
・化学変化を化学反応式で表し、そのしくみと量的
関係を考えることができる。

定期考査
小テスト
行動の観察

・物質を理解する基礎とし
て、物質を構成する基礎的な
粒子である原子と、原子から
生じるイオンや原子が種々の
方法で結合した物質につい
て、その構造や表し方、それ
らの関係を学ぶ。
・物質が連続性をもたない小
さな粒子からなり、個々の粒
子がどのようなしくみで結合
しているのか、物質の性質と
関連づけながら学ぶ。

・化学の特徴として、化学の
探究に必要な課題の発見から
解決方法までを、テーマ・仮
説設定、実験計画、実験の実
施、レポートの作成、発表を
通して学ぶ。

・多種多様な物質を観察する
ことによって、それらを整
理・分類する。共通した要素
や、個々の相違点を調べるこ
とによって、物質の成りたち
を追求する。

行動の観察
小テスト
提出物(ワークノート)

定期考査
実験レポート
実験発表

○何を理解しているか、何ができるか（知識及び技能）
○理解していること・できることをどう使うか（思考力、判断力、表現力等）
○どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向かう力、人間性等）

インプレス化学基礎ノート

・物質の成り立ちや、原子の構造及び電子配置と周期律との関係を理解する。また、物質の性質について観察、実験などを通して探究し、化学結合と物質の性質との関係を理解させ、物質について
微視的な見方ができるようにする。

〇化学的な事物・事象について、それらの基本的な概念
や原理・法則を理解している。
〇日常のさまざまな事物・事象を化学的に考察する能力
を身につけている。
〇観察・実験の技能を習得している。

〇化学的な事物・事象について、それらの基本的な概念
や原理・法則を理解し、科学的な見方を身につけようと
している。
〇日常のさまざまな事物・事象を化学的に考察する能力
と、豊かな科学的素養を身につけようとしている。
〇化学的な方法で化学的な事物・事象に関する問題を取
り扱おうとし、観察・実験の技能を習得している。

〇化学的な事物・事象について、それらの基本的な概念
や原理・法則を理解し、科学的な見方を身につけてい
る。
〇日常のさまざまな事物・事象を化学的に考察する能力
と、豊かな科学的素養を身につけている。
〇化学的な方法で化学的な事物・事象に関する問題を取
り扱い、観察・実験の技能を習得している。

化学的な事物・現象に関する基本的な概念や原理・法則
について理解を深め、知識を身につけている。

〇化学的な方法で事物・事象に関する問題を取り扱い、科学的に
考察し、表現している。

〇化学的な方法で事物・事象に関する問題を取り扱い、科学的に
考察し、導きだした考えを表現しようとしている。

〇化学的な方法で事物・事象に関する問題を取り扱い、科学的に
考察し、導きだした考えを的確に表現することができる。

化学的な事物・現象の中に問題を見出し、探究する過程を通し
て、事象を科学的に考察し、導きだした考えを的確に表現してい
る。

〇化学的な事物・現象に関心や探究心をもち、基本的な概念や原理・
法則を理解しようとする。

〇化学的な事物・現象に関心や探究心をもち、基本的な概念や原理・
法則を理解する意欲とともに、科学的な見方を身につけようとする。

〇化学的な事物・現象に関心や探究心をもち、基本的な概念や原理・
法則を理解する意欲とともに、科学的な見方や探究する能力と態度を
身につけようとする。

化学的な事物・現象に関心をもち、主体的に探究しようとするととも
に、科学的態度を身につけている。

思考力・判断力・表現力

全日制・普通科・2学年

定期考査
小テスト
行動の観察

定期考査
実験レポート
実験発表

単元名

４月

５月

６月

７月

９月

10月

11月

12月

　第2章　酸と塩基の反応
　　①酸・塩基
　　②水の電離と水溶液のpH
　　③中和反応と塩
　　④中和滴定

第2編　物質の変化
　第1章　物質量と化学反応式
　　①原子量・分子量・式量
　　②物質量
　　③溶液の濃度
　　④化学反応式と物質量

　第2章　物質の構成粒子
　　①原子とその構造
　　②イオン
　　③元素の周期表

　第3章　粒子の結合
　　①イオン結合とイオンからなる物
質
　　②分子と共有結合
　　③共有結合の結晶
　　④金属結合と金属

序編　化学の特徴

第1編　物質の構成と化学結合
　第1章　物質の構成
　　①混合物と純物質
　　②物質とその成分
　　③物質の三態と熱運動

21

①　知識・技能
・ｐＨについて実験を行い、そこから得られた結果
を表すことができる。
・中和の量的関係を、適切な器具や指示薬を用いた
中和滴定によって調べ、表すことができる。

定期考査
小テスト
行動の観察

行動の観察
小テスト
提出物(ワークノート)

定期考査
実験レポート
実験発表

定期考査
小テスト
行動の観察

行動の観察
小テスト
提出物(ワークノート)

学びの観点

学びに向かう力

20

20

21

２０２３年度　　２学年　理科シラバス

化学 教科書等

単位数

評価方法・割合
及び

観点の比重

教科の目標

科目名

科目の目標

知識・技能学力の３要素

学
び
の
段
階

自律的活動力・挑戦力
課題認識力・批判的思考力・表現力対話力・

他者との協働力
知識・技能

選択科目

評価の趣旨

履修区分 履修学年区分



105

実験発表

実験発表

指導時間数の計

・酸・塩基の定義や酸性・塩
基性について、その本質が何
であるかを考え、酸性・塩基
性の強さの度合いの表し方を
学ぶ。また、pHの表し方・中
和の量的関係を学び、中和に
よって生じる塩の水溶液が必
ずしも中性でないことを理解
する。

・電子の授受によって考えら
れる現象として酸化・還元を
学ぶ。酸化数という便利な指
標を用いて酸化・還元を統一
的に考え、理解を深める。
また、電池の化学反応は、酸
化還元反応であることを学習
する。

行動の観察
小テスト
提出物(ワークノート)

定期考査
実験レポート
実験発表

③　学びに向かう力
・学習した知識を基に、問題演習に取り組む意欲を
持っている。
・代表的な化学反応の１つである酸化還元反応の仕
組みを、酸素や水素の授受、酸化数と関連付けて理
解し、その利用例について調べようとしている。

①　知識・技能
・酸化と還元の定義を理解し、酸化数の計算で酸化
と還元を判断できる。
・酸化還元反応式をつくり、酸化還元滴定を用いて
量的関係を調べることができる。
・金属のイオン化傾向による反応性の違いを確認す
る実験を行い、そこから得られた結果を調べ、イオ
ン化列を表すことができる。

定期考査
小テスト
行動の観察

行動の観察
小テスト
提出物(ワークノート)

11月

12月

１月

２月

３月

　　第3章　酸化還元反応
　　①酸化と還元
　　②酸化剤と還元剤
　　③金属の酸化還元反応
　　④酸化還元反応の利用

　第2章　酸と塩基の反応
　　①酸・塩基
　　②水の電離と水溶液のpH
　　③中和反応と塩
　　④中和滴定

21

23

③　学びに向かう力
・学習した知識を基に、問題演習に取り組む意欲を
持っている。
・酸と塩基の性質や反応について、酸と水素イオ
ン、塩基と水酸化物イオンとの関係を調べようとす
る。

②　思考・判断・表現
・水の電離とｐＨの意味を理解し、水溶液の酸性・
塩基性の強弱が生じる仕組みを考えることができ
る。
・酸と塩基が打ち消しあって、中和する反応を滴定
曲線に描いて分析できる。

②　思考・判断・表現
・酸化反応と還元反応を酸素や水素の授受から電子
の授受に発展させて関連付け、酸化数を用いて考え
ている。
・主な酸化剤と還元剤の反応をe-を含むイオン反応
式で表し、その組合せで酸化還元反応式を作ること
ができる。
・金属の反応性の違いをイオン化傾向との関連で考
えることができる。

定期考査
実験レポート
実験発表



3

活用
（使える）

利用
（できる）

習得
（わかる）

比重 比重 比重

40 30 30

月 指導 時数 主な言語活動
各教科等横断的な資
質･能力の育成に関わ
る他教科等との関連

授業時の姿勢や意欲
課題提出
振り返りシート
自主的な取り組み　　等

学びの観点

学びに向かう力

９

１２

１２

２０２３年度　　学年　理科シラバス

物理 教科書等

単位数

評価方法・割合
及び

観点の比重

教科の目標

科目名

科目の目標

知識・技能学力の３要素

学
び
の
段
階

自律的活動力・挑戦力
課題認識力・批判的思考力・表現力対話力・

他者との協働力
知識・技能

2学年（理系）

評価の趣旨

履修区分 履修学年区分

定期考査
小テスト
授業時の観察　　等

定期考査
レポート　等

単元名

４月

５月

６月

第1章　さまざまな運動
3節　円運動と単振動
　1　等速円運動
　2　慣性力
　3　単振動

第1章　さまざまな運動
1節　平面内の運動と剛体のつり合い
　3　剛体にはたらく力

2節　運動量
　1　運動量と力積
　2　運動量の保存
　3　衝突とエネルギー

第1章　さまざまな運動
1節　平面内の運動と剛体のつり合い
　1　運動の表し方
　2　落体の運動

○ 自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する技能を身に付けるようにする。
○ 観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。
○ 自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

物理706「物理」数研出版

物理的な事物・現象に対する探究心を高め、目的意識をもって観察、実験などを行い、物理学的に探究する能力と態度を育てるとともに、物理学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め、科学的
な自然観を育成する。・日常生活や社会との関連を図りながら，物体の運動と様々なエネルギーについて理解するとともに，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する基本的な技能を
身に付けるようにする。 ・観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。 ・物体の運動と様々なエネルギーに主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

○観察・実験などを通して、自然の物理的な事物・現象
に対して、基本的な概念や、原理・法則を理解してい
る。
○自然の物理的な事物・現象に関して観察・実験技能を
習得しようとしている。

○観察・実験などを通して、自然の物理的な事物・現象
に対して、基本的な概念や、原理・法則を理解し、身に
つけようとしている。
○自然の物理的な事物・現象に関して観察・実験技能を
習得するとともに、それらを科学的に探究する方法を身
につけようとしている。

○観察・実験などを通して、自然の物理的な事物・現象
に対して、基本的な概念や、原理・法則を理解し、身に
つけている。
○自然の物理的な事物・現象に関して観察・実験技能を
習得するとともに、それらを科学的に探究する方法を身
につけている。

 日常生活や社会との観察，実験などに関する基本的な技
能を身に付けるようにする。

○自然の物理的な事物・現象に問題を見いだそうとし、実験・観
察などを行おうとしている。
○実験の過程や結果及びそこから導き出した考えを表現しようと
している。

○自然の物理的な事物・現象に問題を見いだし、実験・観察など
を行うとともに、物理学的に探究する能力と態度が形成され、基
本的な概念・法則を理解し、科学的な自然観をもとうとしてい
る。
○実験の過程や結果及びそこから導き出した考えを的確に表現し
ようとしている。

○自然の物理的な事物・現象に問題を見いだし、実験・観察など
を行うとともに、物理学的に探究する能力と態度が形成され、基
本的な概念・法則を理解し、科学的な自然観をもつことができ
る。
○実験の過程や結果及びそこから導き出した考えを的確に表現す
ることができる。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

○自然の物理的な事物・現象について関心、探究心を持とうとしてい
る。

○自然の物理的な事物・現象について関心、探究心を持ち、意欲的に
それらを探究するとともに、科学的態度を身につけようとしている。

○自然の物理的な事物・現象について関心、探究心を持ち、意欲的に
それらを探究するとともに、科学的態度を身につけている。

物体の運動と様々なエネルギーに主体的に関わり，科学的に探究しよ
うとする態度を養う。

思考力・判断力・表現力

全日制・普通科・2学年

評価方法 　主な学習活動　

②　思考・判断・表現
・運動の相対性の視点から運動現象を観察でき、実
験を考案できる。複雑な運動が基本的な運動のどの
ような組み合わせによって生じているのかを理解し
て、実験を計画できる。

①　知識・技能
・運動の基本法則を理解し、それらを応用して様々
な運動の解析に発展することを物理学的に理解し、
未知の運動を予測できる。

③　主体的に学習に取り組む態度
・運動量と力積の違いについて意欲的に調べ、日常
生活との関連を探究しようとする意欲と態度が見ら
れる。
・運動量と力積の違いについて意欲的に調べ、日常
生活との関連を探究しようとする意欲と態度が見ら
れる。

②　思考・判断・表現
・剛体の運動のようすを観察し、運動の原因を、力
のつり合いとモーメントのつり合いの条件から探究
的に導くことができる。
・運動量と力積の違いや、運動量と運動エネルギー
との違いを見出し、的確に表現することができる。

①　知識・技能
・運動量保存の法則から、物体の衝突や、運動量と
運動エネルギーとの違いについて、概念を理解し、
違いを説明することができる。

③　主体的に学習に取り組む態度
・平面上での運動について、物理基礎で学習した内
容を踏まえ、ベクトルや数式を用いて表そうとする
意欲をもつ。

①　知識・技能
・観察する立場により生じる慣性力の存在について
理解し、違いを説明することができる。
・円運動や単振動・単振り子などの周期的運動の実
験を的確に行い、周期と他の物理量との関係を導く
ことができる。

単元で育成する資質・能力
＜単元の評価規準＞

②　思考・判断・表現
・運動量と力積の違いや、運動量と運動エネルギー
との違いを見出し、的確に表現することができる。
・見かけの力である慣性力について、見る立場に
よって異なることを思考・判断し、説明することが
できる。
・単振動と等速円運動の関係性を見出し、的確に表
現することができる。

・運動の基本法則を理解し、それ
らを応用して様々な運動の解析に
発展することを物理学的に理解
し、未知の運動を予測できる。
(小テスト・定期考査）

・剛体のつり合う条件を見い
だして理解させる。
・運動量と力積との関係につ
いて理解させる

物体の運動についての観察，
実験などを通して，様々な運
動について理解させるととも
に，それらの観察，実験など
に関する技能を身に付けさ
せ，思考力，判断力，表現力
等を育成する

・運動量と力積の違いについて意
欲的に調べ、日常生活との関連を
探究しようとする意欲と態度が見
られる。
・運動量と力積の違いについて意
欲的に調べ、日常生活との関連を
探究しようとする意欲と態度が見
られる。（定期考査、授業態度）

・剛体の運動のようすを観察し、
運動の原因を、力のつり合いと
モーメントのつり合いの条件から
探究的に導くことができる。
・運動量と力積の違いや、運動量
と運動エネルギーとの違いを見出
し、的確に表現することができ
る。（小テスト・定期考査）

・運動量保存の法則から、物体の
衝突や、運動量と運動エネルギー
との違いについて、概念を理解
し、違いを説明することができ
る。（小テスト・定期考査）

・平面上での運動について、物理
基礎で学習した内容を踏まえ、ベ
クトルや数式を用いて表そうとす
る意欲をもつ。
（定期考査、授業態度）

・運動の相対性の視点から運動現
象を観察でき、実験を考案でき
る。複雑な運動が基本的な運動の
どのような組み合わせによって生
じているのかを理解して、実験を
計画できる。
(小テスト・定期考査）

・運動量と力積の違いや、運動量
と運動エネルギーとの違いを見出
し、的確に表現することができ
る。
・見かけの力である慣性力につい
て、見る立場によって異なること
を思考・判断し、説明することが
できる。
（小テスト・定期考査）

・観察する立場により生じる慣性
力の存在について理解し、違いを
説明することができる。
・円運動や単振動・単振り子など
の周期的運動の実験を的確に行
い、周期と他の物理量との関係を
導くことができる。（小テスト・
定期考査）

・，円運動をする物体の様子
を表す方法やその物体に働く
力などについて理解さ
せる
・振り子に関する実験などを
行い，単振動の規則性を見い
だして理解させると
ともに，単振動をする物体の
様子を表す方法やその物体に
働く力などについて理解させ
る

数学Ⅱ「いろいろな関
数」

実験・発表

実験・発表



１２６月

７月

９月

１０
月

１１
月

１２
月

１月

第2章　波
2節　音
　1　音の性質
　2　ドップラー効果

第2章　波
1節　波の伝わり方
　1　波の表し方
　2　波の伝わり方

第1章　さまざまな運動
5節　気体分子の運動
　1　気体の状態方程式
　2　気体分子の運動
　3　気体の内部エネルギー
　4　気体の状態変化

第1章　さまざまな運動
4節　万有引力
　1　ケプラーの法則
　2　万有引力
　3　万有引力による位置エネルギー

第1章　さまざまな運動
3節　円運動と単振動
　1　等速円運動
　2　慣性力
　3　単振動

９

１２

１２

3章　電気と磁気
1節　電荷と電場
　1　静電気
　2　電場

第2章　波
3節　 光
　1　光の性質
　2　レンズと球面鏡
　3　回折と干渉

③　主体的に学習に取り組む態度
・ケプラーの法則から万有引力の法則を導く過程に
興味・関心を持ち、意欲的に探究する態度が見られ
る。
・万有引力を受ける物体の運動について、地球や

②　思考・判断・表現
・万有引力を受ける物体の運動を思考し、例などを
用いて的確に表現することができる。また、重力と
万有引力との違いを思考し、的確に説明することが
できる。

①　知識・技能
・万有引力により宇宙が力学的に解析されることな
どについて理解できる。
・惑星の公転周期や半長軸の値から、的確なグラフ
をかくことができ、ケプラーの法則を導くことがで

②　思考・判断・表現
・物質の状態変化に伴う量的変化を考察でき、気体
の分子運動の力学的な振る舞いを分子の集団として
も思考できる。固体の原子・分子の並び方と電子の
振る舞いの特徴を考察し、表現できる。

・気体分子の運動についての
観察，実験などを通して，気
体分子の運動と圧力，気体の
内部エネルギー，気体の状態
変化について理解させ，それ
らの観察，実験などの技能を
身に付けさせるとともに，思
考力，判断力，表現力等を育
成する

①　知識・技能
・電場がベクトルであることを理解し、電場の合成
や電荷が受ける静電気力について理解し、説明でき
る。

①　知識・技能
・気体に関して温度、圧力、体積の3つの変数の関係
を理解し、実験を計画し実施できる。
・理想気体の状態方程式、気体の状態変化について
知識を身につけ、現象のミクロな理解ができ、分子

③　主体的に学習に取り組む態度
・音の現象が波動という同じ物理的な性質を持つこ
とに興味を持ち、一体化して捉えようという態度を
身につけている。
・ドップラー効果が日常生活で観測できる身近な現
象であることに興味・関心を持ち、意欲的に探究す
る態度が見られる。

②　思考・判断・表現
・ドップラー効果について、音源や観測者の動きと
聞こえる音との関係を思考し、的確に表現すること
ができる。

①　知識・技能
・クインケ管による音の干渉や、ドップラー効果に
ついて、現象を観測し、聞こえ方が変化することの
原因を理解することができる。

③　主体的に学習に取り組む態度
・光の現象が波動という同じ物理的な性質を持つこ
とに興味を持ち、一体化して捉えようという態度を
身につけている。
・光の屈折・反射の例として、日常生活にも関連す
るレンズや球面鏡に興味・関心を持ち、意欲的に探
究する態度が見られる。

②　思考・判断・表現
・レンズと球面鏡の特徴を、光の進み方から思考
し、的確に表現することができる。
・ヤングの実験や、薄膜や空気層による干渉、回折
格子による分光など、光が波の性質をもつことによ

①　知識・技能
・レンズや球面鏡の実験により、屈折や反射のよう
すから実像や虚像が得られることを理解できる。
・ヤングの実験や、薄膜や空気層による干渉、回折
格子による分光などの現象から、光が波の性質をも
つことを理解できる。
・光源からの光を回折格子と複スリットを通して見
ると、見え方が異なることを観察し、光の見え方と
波長との関係を理解することができる。

・熱が関係する現象に関心を持
ち、物質の状態変化や物質中の原
子の振る舞いについて興味・関心
を持ち、意欲的に調べようとする
態度を身につけている。（定期考
査、授業態度）

・物質の状態変化に伴う量的変化
を考察でき、気体の分子運動の力
学的な振る舞いを分子の集団とし
ても思考できる。固体の原子・分
子の並び方と電子の振る舞いの特

・気体に関して温度、圧力、体積
の3つの変数の関係を理解し、実
験を計画し実施できる。
・理想気体の状態方程式、気体の
状態変化について知識を身につ

・ケプラーの法則から万有引力の
法則を導く過程に興味・関心を持
ち、意欲的に探究する態度が見ら
れる。
・万有引力を受ける物体の運動に

・電場がベクトルであることを理
解し、電場の合成や電荷が受ける
静電気力について理解し、説明で
きる。（小テスト・定期考査）

・光の現象が波動という同じ物理
的な性質を持つことに興味を持
ち、一体化して捉えようという態
度を身につけている。
・光の屈折・反射の例として、日
常生活にも関連するレンズや球面
鏡に興味・関心を持ち、意欲的に
探究する態度が見られる。（定期

・レンズと球面鏡の特徴を、光の
進み方から思考し、的確に表現す
ることができる。
・ヤングの実験や、薄膜や空気層
による干渉、回折格子による分光

・レンズや球面鏡の実験により、
屈折や反射のようすから実像や虚
像が得られることを理解できる。
・ヤングの実験や、薄膜や空気層
による干渉、回折格子による分光
などの現象から、光が波の性質を
もつことを理解できる。
・光源からの光を回折格子と複ス
リットを通して見ると、見え方が

・音の現象が波動という同じ物理
的な性質を持つことに興味を持
ち、一体化して捉えようという態
度を身につけている。
・ドップラー効果が日常生活で観
測できる身近な現象であることに
興味・関心を持ち、意欲的に探究
する態度が見られる。（定期考
査、授業態度）

・ドップラー効果について、音源
や観測者の動きと聞こえる音との
関係を思考し、的確に表現するこ
とができる。（小テスト・定期考
査）

・クインケ管による音の干渉や、
ドップラー効果について、現象を
観測し、聞こえ方が変化すること
の原因を理解することができる。
（小テスト・定期考査）

・いろいろな波の現象の存在に関
心を持ち、身近な現象を波動とし
て捉えようという意欲を持って、
探究しようとする態度が見られ
る。（定期考査、授業態度）

・振動が伝わる事象に対し、その
事象に相応しい量を見いだし、波
を表す量的関係およびグラフを用
いた理解ができる。グラフでは横
軸を空間に取った場合と時間に
取った場合を組み合わせて波とい
う事象の全体像を理解し、グラフ
で表現できる。（小テスト・定期
考査）

③　主体的に学習に取り組む態度
・運動量と力積の違いについて意欲的に調べ、日常
生活との関連を探究しようとする意欲と態度が見ら
れる。
・運動量の保存と力学的エネルギーの保存との違い
に関心を持ち、意欲的に探究する態度が見られる。
・慣性力について、日常生活における具体例を調
べ、意欲的に探究する態度が見られる。

③　主体的に学習に取り組む態度
・いろいろな波の現象の存在に関心を持ち、身近な
現象を波動として捉えようという意欲を持って、探
究しようとする態度が見られる。

②　思考・判断・表現
・振動が伝わる事象に対し、その事象に相応しい量
を見いだし、波を表す量的関係およびグラフを用い
た理解ができる。グラフでは横軸を空間に取った場
合と時間に取った場合を組み合わせて波という事象
の全体像を理解し、グラフで表現できる。

①　知識・技能
・波の干渉について、重ね合わせの原理により説明
できることを理解し、強め合う条件や弱め合う条件
を説明することができる。
・波動の特徴的現象としての干渉について、水面波
の干渉を観察し、強め合ったり弱め合ったりする条
件を確認することができる。

③　主体的に学習に取り組む態度
・熱が関係する現象に関心を持ち、物質の状態変化
や物質中の原子の振る舞いについて興味・関心を持
ち、意欲的に調べようとする態度を身につけてい
る。

・万有引力を受ける物体の運動を
思考し、例などを用いて的確に表
現することができる。また、重力
と万有引力との違いを思考し、的
確に説明することができる。（小

・万有引力により宇宙が力学的に
解析されることなどについて理解
できる。
・惑星の公転周期や半長軸の値か
ら、的確なグラフをかくことがで

・運動量と力積の違いについて意
欲的に調べ、日常生活との関連を
探究しようとする意欲と態度が見
られる。
・運動量の保存と力学的エネル
ギーの保存との違いに関心を持
ち、意欲的に探究する態度が見ら
れる。（定期考査、授業態度）

・，円運動をする物体の様子
を表す方法やその物体に働く
力などについて理解さ
せる
・振り子に関する実験などを
行い，単振動の規則性を見い
だして理解させると
ともに，単振動をする物体の
様子を表す方法やその物体に
働く力などについて理解させ
る

・万有引力についての観察，
実験などを通して，惑星の運
動，万有引力について理解さ
せ，それらの観察，実験など
の技能を身に付けさせるとと
もに，思考力，判断力，表現
力等を育成する

数学Ⅱ「いろいろな関
数」

実験・発表

実験・発表

実験・発表

実験・発表

実験・発表

実験・発表

実験・発表

数学Ⅱ「いろいろな関
数」

・電荷が相互に及ぼし合う力
や電界（電場）の表し方を理
解させる。
・電界と電位との関係を静電
気力による位置エネルギーと
関連付けて理解させる

・光についての観察，実験な
どを通して，光の伝わり方，
光の回折と干渉について理解
させ，それらの観察，実験な
どの技能を身に付けさせると
ともに，思考力，判断力，表
現力等を育成する。

・音についての観察，実験な
どを通して，音の干渉と回
折，音のドップラー効果につ
いて理解させ，それらの観
察，実験などの技能を身に付
けさせるとともに，思考力，
判断力，表現力等を育成する

・波の干渉について、重ね合わせ
の原理により説明できることを理
解し、強め合う条件や弱め合う条
件を説明することができる。
・波動の特徴的現象としての干渉
について、水面波の干渉を観察
し、強め合ったり弱め合ったりす
る条件を確認することができる。
（小テスト・定期考査）

・水面波，音，光などの波動
現象についての観察，実験な
どを通して，波について，日
常生活や社会と関連付けて理
解させるとともに，それらの
観察，実験などに関する技能
を身に付けさせ，思考力，判
断力，表現力等を育成する。

１２

１０

８



２月
３月

１月

3章　電気と磁気
1節　電荷と電場
　
　
　3　電位
　4　コンデンサー

3章　電気と磁気
1節　電荷と電場
　1　静電気
　2　電場

③　主体的に学習に取り組む態度
・電気の現象がどのように生じるかに関して関心を
持ち、それらの法則性や基本概念について意欲的に
調べる態度を身につけている。・電気の現象がどの
ように生じるかに関して関心を持ち、それらの法則
性や基本概念について意欲的に調べる態度を身につ

②　思考・判断・表現
・電場や電位のような電気現象の基本概念を理解す
るとともに、そのようすを図で表現することができ
る。・静電遮蔽について実験を通じて理解し、正し
く表現できる。

①　知識・技能
・静電気を用いた電場の観察の実験を通じて、電場
のようすを観察できる。
・コンデンサーの接続について、合成抵抗を正しく
理解できている。
・充電したコンデンサーを用いて電気で動くものを
実際に動かし、静電エネルギーが蓄えられているこ

③　主体的に学習に取り組む態度
・電気の現象がどのように生じるかに関して関心を
持ち、それらの法則性や基本概念について意欲的に
調べる態度を身につけている。

②　思考・判断・表現
・電場や電位のような電気現象の基本概念を理解す
るとともに、そのようすを図で表現することができ
る。

・電気の現象がどのように生じる
かに関して関心を持ち、それらの
法則性や基本概念について意欲的
に調べる態度を身につけている。
（定期考査、授業態度）

・電場や電位のような電気現象の
基本概念を理解するとともに、そ
のようすを図で表現することがで
きる。・静電遮蔽について実験を
通じて理解し、正しく表現でき
る。（小テスト・定期考査）

・静電気を用いた電場の観察の実
験を通じて、電場のようすを観察
できる。・コンデンサーの接続に
ついて、合成抵抗を正しく理解で
きている。
・充電したコンデンサーを用いて
電気で動くものを実際に動かし、

・電気の現象がどのように生じる
かに関して関心を持ち、それらの
法則性や基本概念について意欲的
に調べる態度を身につけている。
（定期考査、授業態度）

・電場や電位のような電気現象の
基本概念を理解するとともに、そ
のようすを図で表現することがで
きる。（小テスト・定期考査）

実験・発表

9月

9月

実験・発表

・電位については，電界中で
電荷を移動させるときの仕事
と関連付けて理解させる。ま
た，
電位と電界の向きや強さとの
関係を理解させる。
・コンデンサー（キャパシ
ター）の性質を理解させると
ともに，電荷を蓄えた
コンデンサーの電気容量を電
界や電位差と関連付けて理解
させる

・電荷が相互に及ぼし合う力
や電界（電場）の表し方を理
解させる。
・電界と電位との関係を静電
気力による位置エネルギーと
関連付けて理解させる

８

９

10月



12月

11月

11月

10月

10月

12月

11月



2月

2月、
3月

1月

1月、
2月

12月

12月



3月

指導時間数の計



3

活用
（使える）

利用
（できる）

習得
（わかる）

比重 比重 比重

40 30 30

月 指導 時数 主な言語活動
各教科等横断的な資
質･能力の育成に関わ
る他教科等との関連

授業時の姿勢や意欲
課題提出
振り返りシート
自主的な取り組み　　等

学びの観点

学びに向かう力

９

１２

１２

２０２３年度　　学年　理科シラバス

生物 教科書等

単位数

評価方法・割合
及び

観点の比重

教科の目標

科目名

科目の目標

知識・技能学力の３要素

学
び
の
段
階

自律的活動力・挑戦力
課題認識力・批判的思考力・表現力対話力・

他者との協働力
知識・技能

2学年（理系）

評価の趣旨

履修区分 履修学年区分

　3節　生物の系統と進化

　2節　遺伝子の変化と進化のしくみ

1章　生物の進化
　1節　生命の起源と細胞の進化

定期考査
小テスト
授業時の観察　　等

定期考査
レポート　等

単元名

４月

５月

６月

・実際に確認できない長大な
スケールの時間に対しても，
対比をすることで概要を把握
できる。
(発問評価)

○ 自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する技能を身に付けるようにする。
○ 観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。
○ 自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

　　　　生物702「生物」実教出版

生物や生物現象に関わり、理科の見方・考え方を働かせ、見通しをもって観察、実験を行うことなどを通して、生物や生物現象を科学的に探求するために必要な資質・能力を次のとおり育成するこ
とを目指す。
・生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め、科学的に探求するために必要な観察、実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。
・観察、実験などを行い、科学的に探求する力を養う。
・生物や生物現象に主体的に関わり、科学的に探求しようとする態度と、生命を尊重し、自然環境の保全に寄与する態度を養う。

〇生物や生物現象について，それらの基本的な概念や原
理・法則を理解している。
〇自然界のさまざまな事象を科学的に考察する能力を身
につけている。
〇観察・実験の技能を習得している。

〇生物や生物現象について，それらの基本的な概念や原
理・法則を理解し，科学的な自然観を身につけようとて
いる。
〇自然界のさまざまな事象を科学的に考察する能力とを
身につけ、豊かな科学的素養を身につけようとしててい
る。
〇生物学的な方法で生物や生物現象に関する問題を取り
扱おうとし，観察・実験の技能を習得している。

〇生物や生物現象について，それらの基本的な概念や原
理・法則を理解し，科学的な自然観を身につけている。
〇自然界のさまざまな事象を科学的に考察する能力と，
豊かな科学的素養を身につけている。
〇生物学的な方法で生物や生物現象に関する問題を取り
扱い，観察・実験の技能を習得している。

生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め、科学
的に探求するために必要な観察、実験などに関する基本
的な技能を身に付けるようにする。

〇生物学的な方法で生物や生物現象に関する問題を取り扱おうと
する。
〇生物現象について探究する場合に，それらを個々のレベルで分
析しようとする。

〇生物学的な方法で生物や生物現象に関する問題を取り扱い，自
然を科学的にとらえようとしている。
〇生物現象について探究する場合に，それらを個々のレベルで分
析し、表現することができる。

〇生物学的な方法で生物や生物現象に関する問題を取り扱い，自
然を科学的にとらえられる。
〇生物現象について探究する場合に，それらを個々のレベルで分
析すると同時に，全体を総合的にとらえ，表現することができ
る。

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を養う。

〇生物や生物現象を通して自然に対する関心や探究心をもち，基本的
な概念や原理・法則を理解する意欲がある。

〇生物や生物現象を通して自然に対する関心や探究心をもち，基本的
な概念や原理・法則を理解する意欲とともに，科学的な自然観やを身
につけようとする。

〇生物や生物現象を通して自然に対する関心や探究心をもち，基本的
な概念や原理・法則を理解する意欲とともに，科学的な自然観や生物
学的に探究する能力と態度を身につけようとする。

生物や生物現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度
と、生命を尊重し、自然環境の保全に寄与する態度を養う。

思考力・判断力・表現力

全日制・普通科・2学年

評価方法 　主な学習活動　

②　思考・判断・表現
・生命の誕生に関する仮説について理解してい
る。

①　知識・技能
・実際に確認できない長大なスケールの時間に
対しても，対比をすることで概要を把握でき
る。

③　主体的に学習に取り組む態度
・現生種についての比較形態，比較発生，生物
分布などの資料から進化の証拠を理解し，進化
説の理解を深めようとする。

②　思考・判断・表現
DNAの塩基配列に生じる突然変異が，生物の形
質にどのような変化をもたらすかを見いだして
理解させる。

①　知識・技能
遺伝子が分配されるしくみである減数分裂につ
いて理解し，遺伝子の変化がどのように子に伝
わるかを考察できる。
・歴史的な進化説と現在の進化説の基本的な発
想の視点を踏まえ，底流にある基本概念を把握
している。

③　主体的に学習に取り組む態度
・生命の起源，および生物の進化の過程を地球
環境の変化に絡めて理解しようとする。

①　知識・技能
・現在の生物分類と系統を理解している。
・現在では系統に基づく視点からの分類法が最
も妥当性があるものとして承認されているとい
う事実を理解している。

単元で育成する資質・能力
＜単元の評価規準＞

・遺伝子の変化を引き起こ
す突然変異について理解さ
せる。
・生物の変異，進化の証拠
やその要因，進化説などを
理解させる。
・集団遺伝については，平
易な初歩的事項を理解させ
る。
・分子進化のしくみについ
ては簡単に把握させる。

・生命の起源，および生物
の進化の過程を地球環境の
変化にも触れながら，その
概要をつかませる。

・現生種についての比較形
態，比較発生，生物分布など
の資料から進化の証拠を理解
し，進化説の理解を深めよう
とする。
（発問評価・授業態度）

DNAの塩基配列に生じる突然変
異が，生物の形質にどのよう
な変化をもたらすかを見いだ
して理解させる。
（発問評価）

遺伝子が分配されるしくみで
ある減数分裂について理解
し，遺伝子の変化がどのよう
に子に伝わるかを考察でき
る。
（発問評価・課題提出）
・歴史的な進化説と現在の進
化説の基本的な発想の視点を
踏まえ，底流にある基本概念
を把握している。
（定期考査）

・生命の起源，および生物の
進化の過程を地球環境の変化
に絡めて理解しようとする。
（発問評価・授業態度）

・生命の誕生に関する仮説に
ついて理解している。
（定期考査）

・現在の生物分類と系統を理
解している。
・現在では系統に基づく視点
からの分類法が最も妥当性が
あるものとして承認されてい
るという事実を理解してい
る。
（定期考査）

・生物の系統については，
細胞の構造，細胞の構成成
分，形態，生殖，発生，遺
伝子の構造など生物のもつ
様々な特徴の比較から生物
の系統関係が明らかになっ
たことを具体的な例を通し
て探究させる。
・ドメインから種のレベル
に至る分類の階層や，種の
命名法についても具体的な
例を示して把握させる。

化学基礎「物質の構
成」

実験・発表

実験・発表

実験・発表
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③　主体的に学習に取り組む態度
・生物分類の必要性を理解し，その歴史的大分
類の視点がどこに置かれていたのかを把握しよ
うとする。

②　思考・判断・表現
・呼吸や光合成からエネルギーを得る方法を考
察し，それを説明できる。

①　知識・技能
・エネルギーの利用に際して，ATPがエネル
ギーの通貨として働いていることを理解してい
る。
・生命活動に必要なエネルギーを．呼吸や光合
成からとり出すしくみを理解している。

③　主体的に学習に取り組む態度
・タンパク質の構造・性質について，酵素作
用，物質の輸送や情報伝達などが，タンパク質
の特異性や多様性に基づいて展開されているこ
とを理解しようとしている。

・タンパク質の多様性およ
び特異性に基づく機能に
は，タンパク質分子の立体
構造が深く関わっているこ
と，タンパク質の立体構造
はそのアミノ酸配列によっ
て決まることなどを理解さ
せる。
・生物にみられる代謝が酵
素の触媒作用によって進め
られていることを理解させ
る。
・酵素はタンパク質からで
きていること，生物体内の
化学反応の触媒として働い
ていること，細胞内外の
様々な生物現象と関わって
いることを理解させる。
・酵素の働き方の特質とし
て基質特異性があり，温
度，pHなどの影響を受けや
すいことを実験を通して探
究させる。
・タンパク質分子が関わる
生物現象の例として，細胞
膜における物質の輸送，神
経系や内分泌系における細
胞間の情報伝達のしくみな
どがあることを把握させ
る。

①　知識・技能
・タンパク質の基本的な構造・性質について理
解している。
・タンパク質の構造・性質についての学習を手
がかりとして，酵素作用，物質の輸送や情報伝
達などが，タンパク質の特異性や多様性に基づ
いて展開されていることを理解している。

②　思考・判断・表現
霊長類現生種との形態比較から人類の進化を考
察し，表現することができる。

・タンパク質の構造・性質に
ついて，酵素作用，物質の輸
送や情報伝達などが，タンパ
ク質の特異性や多様性に基づ
いて展開されていることを理
解しようとしている。
（発問評価・授業態度）

・酵素に関する実験を行い，
生命現象に酵素の働きが関
わっていることに気付くこと
ができる。実験から，酵素に
は最適温度や最適ｐＨがある
ことを考察することができ
る。
（発問評価・課題提出）
・生物体にみられるさまざま
な働きが，酵素による触媒作
用をはじめとした，タンパク
質の多様性および特異性に基
づいていることを科学的に考
察できる。
（実験評価）

・タンパク質の基本的な構
造・性質について理解してい
る。
・タンパク質の構造・性質に
ついての学習を手がかりとし
て，酵素作用，物質の輸送や
情報伝達などが，タンパク質
の特異性や多様性に基づいて
展開されていることを理解し
ている。
（定期考査）

・分子レベルでの生物現象の
把握を主な目的として，タン
パク質や核酸などの有機化合
物の多様な働きが生物現象の
基本になっていることを理解
しようとする。
（発問評価・授業態度）

③　主体的に学習に取り組む態度
・分子レベルでの生物現象の把握を主な目的と
して，タンパク質や核酸などの有機化合物の多
様な働きが生物現象の基本になっていることを
理解しようとする。

②　思考・判断・表現
・細胞の形の維持には，細胞壁などの炭水化物
や，微小管やフィラメントなどのタンパク質が
関与していることを説明できる。

①　知識・技能
・生体膜の構造に関する学習を手がかりとし，
細胞あるいは細胞小器官が生体膜によって独自
の密閉空間をつくり，細胞内外の物質輸送を
行っていることを理解している。

②　思考・判断・表現
・酵素に関する実験を行い，生命現象に酵素の
働きが関わっていることに気付くことができ
る。実験から，酵素には最適温度や最適ｐＨが
あることを考察することができる。
・生物体にみられるさまざまな働きが，酵素に
よる触媒作用をはじめとした，タンパク質の多
様性および特異性に基づいていることを科学的
に考察できる。

・細胞の形の維持には，細胞
壁などの炭水化物や，微小管
やフィラメントなどのタンパ
ク質が関与していることを説
明できる。
（発問評価・課題提出）

・生体膜の構造に関する学習
を手がかりとし，細胞あるい
は細胞小器官が生体膜によっ
て独自の密閉空間をつくり，
細胞内外の物質輸送を行って
いることを理解している。
（定期考査）

・生物分類の必要性を理解
し，その歴史的大分類の視点
がどこに置かれていたのかを
把握しようとする。
（発問評価・授業態度）

霊長類現生種との形態比較か
ら人類の進化を考察し，表現
することができる。
（発問評価・課題提出）

・生物の系統については，
細胞の構造，細胞の構成成
分，形態，生殖，発生，遺
伝子の構造など生物のもつ
様々な特徴の比較から生物
の系統関係が明らかになっ
たことを具体的な例を通し
て探究させる。
・ドメインから種のレベル
に至る分類の階層や，種の
命名法についても具体的な
例を示して把握させる。

・細胞を構成する物質を細
胞の機能と関連付けて理解
させる。
・脂質が細胞膜などの生体
膜を構成する成分であるこ
とを，脂質の特徴とともに
理解させる。
・細胞が様々な形を保持で
きることに関連して，細胞
骨格の働きを理解させる。

化学基礎「物質の変
化」

実験・発表

実験・発表

実験・発表

実験・発表

化学基礎「物質の変
化」

・エネルギーの利用に際し
て，ATPがエネルギーの通貨と
して働いていることを理解し
ている。
・生命活動に必要なエネル
ギーを．呼吸や光合成からと
り出すしくみを理解してい
る。
（定期考査）

・同化は主に光合成の反応
を，異化は呼吸の反応を理
解させる。
・同化と異化はそれぞれエ
ネルギー吸収反応とエネル
ギー放出反応であり，エネ
ルギーの出入りやエネル
ギーの変換の際には，生物
体のエネルギーの通貨とし
てATPが用いられていること
を理解させる。
・光合成は光エネルギーを
化学エネルギーに変換して
無機物から有機物を合成す
る反応であること，呼吸は
有機物からエネルギーを解
離してATPを生成する反応で
あることなどを通して同化
と異化の意義を理解させ
る。
・光合成ではクロロフィル
が光エネルギーの吸収・放
出に関わっていることを理
解させる。また，光合成細
菌がもつクロロフィルの違
いから，進化と光合成を関
連づけて理解させる。
・呼吸では細胞の微細構造
と関連させてクエン酸回
路，電子伝達系などの存在
とその役割に簡単に触れ，
酵素の働きによって複雑な
反応が整然と行われている
ことに気付かせる。

・呼吸や光合成からエネル
ギーを得る方法を考察し，そ
れを説明できる。
（発問評価・課題提出）

１２
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第３章　遺伝情報の発現と発生
　１節　遺伝情報とその発現

3節　代謝１０月
③　主体的に学習に取り組む態度
・生命活動に必要なエネルギーを,呼吸や光合
成から得ていることを理解しようとする。

①　知識・技能
・電気泳動の原理を理解し，実験によって，設
定したDNA断片の長さに応じた適切な泳動結果
を得ることができる。
バイオテクノロジーの医療・農業等への応用さ
れている事例や方法を理解している。

③　主体的に学習に取り組む態度
・X-galを用いた大腸菌の培養実験をもとに，
遺伝子発現がどのように調節されているのかを
見いだそうとし，自分なりの考えを出すことが
できる。

②　思考・判断・表現
・遺伝子の発現調節のしくみについて，調節遺
伝子やプロモーター，転写調節領域などの語句
を用いて，一連の流れを説明することができ
る。

①　知識・技能
・メセルソンとスタールの実験結果とともに，
半保存的複製のしくみを理解している。
・DNAが遺伝子として働くしくみや，RNAがタン
パク質合成に関与しているしくみを理解してい
る。

③　主体的に学習に取り組む態度
・発生のしくみについて，誘導現象など代表的
な例について理解しようとする。
・実験によってそのしくみが次第に明らかに
なってきた過程を考察、理解しようとする。

②　思考・判断・表現
・ショウジョウバエの頭尾軸決定に関する実験
結果をもとに，動物の発生において，軸の形成
には卵に蓄積された母性因子が関与しているこ
とを理解している。

①　知識・技能
動物の配偶子形成，受精膜の形成のしくみを理
解している。
・動物の発生とそのしくみについては，ヒトと
の共通点のあるカエルについて学習し，形態形
成運動や誘導などの働きによって複雑なからだ
のつくりができあがっていく過程を理解してい
る。
誘導のしくみを理解し，動物の器官が連鎖的に
形成されていくことを理解している。

バイオテクノロジーについて
関心をもち，生活にどのよう
に役立っているのかを知ろう
とする。
（発問評価・授業態度）

・バイオテクノロジーの発達
が人類の生活を豊かにする可
能性があることを理解すると
ともに，そのマイナス面につ
いても目を向け，考察し，表
現することができる。
（発問評価・課題提出）

・電気泳動の原理を理解し，
実験によって，設定したDNA断
片の長さに応じた適切な泳動
結果を得ることができる。
（実験評価）
バイオテクノロジーの医療・
農業等への応用されている事
例や方法を理解している。
（定期考査）

・発生のしくみについて，誘
導現象など代表的な例につい
て理解しようとする。
・実験によってそのしくみが
次第に明らかになってきた過
程を考察、理解しようとす
る。
（発問評価・授業態度）

・ショウジョウバエの頭尾軸
決定に関する実験結果をもと
に，動物の発生において，軸
の形成には卵に蓄積された母
性因子が関与していることを
理解している。
（発問評価・課題提出）

動物の配偶子形成，受精膜の
形成のしくみを理解してい
る。
・動物の発生とそのしくみに
ついては，ヒトとの共通点の
あるカエルについて学習し，
形態形成運動や誘導などの働
きによって複雑なからだのつ
くりができあがっていく過程
を理解している。
誘導のしくみを理解し，動物
の器官が連鎖的に形成されて
いくことを理解している。
（定期考査・課題提出）

③　主体的に学習に取り組む態度
バイオテクノロジーについて関心をもち，生活
にどのように役立っているのかを知ろうとす
る。

②　思考・判断・表現
・バイオテクノロジーの発達が人類の生活を豊
かにする可能性があることを理解するととも
に，そのマイナス面についても目を向け，考察
し，表現することができる。

実験・発表

実験・発表

実験・発表

実験・発表

指導時間数の計

化学基礎「物質の変
化」

・バイオテクノロジーにつ
いては，遺伝子操作が様々
な分野で研究手法として用
いられていることを，実例
を通して把握させる。
・遺伝子組換えや組織培
養，核移植，細胞融合など
の技術が医療や有用物質の
合成，作物の品種改良など
に利用されていることを実
例を通して把握させる。
・バイオテクノロジーの利
用については，まだ様々な
課題があるので，その推進
に当たっては十分な配慮が
大切であることも理解させ
る。

・受精では，生殖細胞の合
体によって染色体数が復元
し，新しい体細胞のもとが
できることを重点的に理解
させる。
・発生の過程では代表的な
動物としてカエルを例にあ
げ，ヒトについても基本的
なしくみは同じであること
を理解させる。
・器官形成は代表的なもの
について把握させ，理解さ
せる。
･発生のしくみについては，
誘導現象など代表的な例に
ついて理解させ，実験に
よってそのしくみが次第に
明らかになってきた過程に
重点をおいて探究的に考察
させる。

・遺伝情報にしたがって特
定のタンパク質が合成さ
れ，形質が発現することの
大要について理解させる。
・DNAの構造や複製，遺伝暗
号，DNAの遺伝情報に基づく
タンパク質の合成や形質発
現などのしくみを理解させ
る。
・遺伝子は様々な要因に
よって異なるものが発現す
るよう調節されることで，
細胞の分化や形態形成が起
こることについて理解させ
る。
・真核生物では，スプライ
シングによって遺伝子の数
よりはるかに多い種類のタ
ンパク質が合成されること
を理解させる。

・同化は主に光合成の反応
を，異化は呼吸の反応を理
解させる。
・同化と異化はそれぞれエ
ネルギー吸収反応とエネル
ギー放出反応であり，エネ
ルギーの出入りやエネル
ギーの変換の際には，生物
体のエネルギーの通貨とし
てATPが用いられていること
を理解させる。
・光合成は光エネルギーを
化学エネルギーに変換して
無機物から有機物を合成す
る反応であること，呼吸は
有機物からエネルギーを解
離してATPを生成する反応で
あることなどを通して同化
と異化の意義を理解させ
る。
・光合成ではクロロフィル
が光エネルギーの吸収・放
出に関わっていることを理
解させる。また，光合成細
菌がもつクロロフィルの違
いから，進化と光合成を関
連づけて理解させる。
・呼吸では細胞の微細構造
と関連させてクエン酸回
路，電子伝達系などの存在
とその役割に簡単に触れ，
酵素の働きによって複雑な
反応が整然と行われている
ことに気付かせる。

１２

１２

１５

・X-galを用いた大腸菌の培養
実験をもとに，遺伝子発現が
どのように調節されているの
かを見いだそうとし，自分な
りの考えを出すことができ
る。
（発問評価・授業態度）

・遺伝子の発現調節のしくみ
について，調節遺伝子やプロ
モーター，転写調節領域など
の語句を用いて，一連の流れ
を説明することができる。
（発問評価・課題提出）

・メセルソンとスタールの実
験結果とともに，半保存的複
製のしくみを理解している。
・DNAが遺伝子として働くしく
みや，RNAがタンパク質合成に
関与しているしくみを理解し
ている。
（定期考査）

・生命活動に必要なエネル
ギーを,呼吸や光合成から得て
いることを理解しようとす
る。
（発問評価・授業態度）

１２

　３節　遺伝子を扱う技術

　２節　発生と遺伝子発現

１１月
１２月

１２月
１月

２月
３月



2

活用
（使える）

利用
（できる）

習得
（わかる）

比重 比重 比重

40 30 30

月 指導 時数 評価方法
各教科等横断的な資
質･能力の育成に関わ
る他教科等との関連

実技テスト

授業の様子
学習ノート

授業の様子
学習ノート

実技テスト

授業の様子
学習ノート

授業の様子
学習ノート

実技テスト

授業の様子
学習ノート

授業の様子
学習ノート

８

③　主体的に学習に取り組む態度
陸上競技に自主的に取り組むとともに，自己の責
任を果たそうとすること，一人一人の違いに応じ
た課題や挑戦を大切にしようとすることなどや，
健康・安全を確保すること。

②　思考・判断・表現
合理的な動きと自己や仲間の動きを比較して，
成果や改善すべきポイントとその理由を仲間に伝
えること。

①　知識・技能
記録の向上や競争の楽しさや喜びを味わい，技
術の名称や行い方，体力の高め方，運動観察の方
法などを理解するとともに，長距離走では，自己
に適したペースを維持して，一定の距離を走り通
し，タイムを短縮したり，競走したりできるように
する。

個別活動
グループ活動

体を動かしながら相手
や仲間の動きの修正を
伝えること，ともに学

ぶ仲間の感情に配慮し
たコミュニケーションを
図ること，称賛すべき
所作やマナーなどに敬
意を払い自身が感じた

思いを伝えること。

①知識
スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展
について理解している。※体育理論については
「技能」に係る評価の対象がないことから、「技
能」の評価規準は設定していない。

履修区分 履修学年区分 全日制・普通科・1学年

・講義
・ワークシート作業
　（課題の整理）
・小テスト

　主な学習活動　

生涯スポーツをするための運動の基礎的な知識が理解で
き、自己に応じた段階的な技能を身につけようとしている

運動を「知る・見る・行う・支える」の視点から具体的な知識
を理解し、運動の特性に応じた段階的な技能を身につけよ
うとしている。

運動の合理的、計画的な実践に関する具体的な知識や生涯
スポーツを継続するための科学的知識及び運動の特性に
応じた段階的な技能を身につけようとしている

運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り組む，互いに
協力する，自己の責任を果たす，参画する，一人一人の違いを大切
にしようとするなどの意欲を育てるとともに，健康・安全を確保し
て，生涯にわたって継続して運動に親しむ態度を養う。

学びに向かう力

自己の課題に応じた運動の取り組み方や計画を工夫し、それらを
理解している。

自己の課題に応じた運動の取り組み方や計画を工夫し表現でき
る。また、仲間やチームの課題に応じた運動の取り組み方や計画を
理解している。

①　知識・技能
体を動かす楽しさや心地よさを味わい，運動を継
続する意義，体の構造，運動の原則などを理解す
るとともに，健康の保持増進や体力の向上を目
指し，目的に適した運動の計画を立て取り組むこ
とができるようにする。

単元で育成する資質・能力
＜単元の評価規準＞

②　思考・判断・表現
自己や仲間の課題を発見し，合理的な解決に向
けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己
や仲間の考えたことを他者に伝えること。

自己に応じた目標の設
定，目標を達成するた
めの課題の設定，課題
解決のための練習法な
どを選択と実践，演技
や発表を通した学習成
果の確認，新たな目標
の設定といった課題解
決の方法を活用するな
ど，知識を実践に活用
する学習活動を充実す
ること。

③　主体的に学習に取り組む態度
スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展
についての学習に自主的に取り組もうとしてい
る。

②　思考・判断・表現
スポーツの文化的特性や現代のスポーツの発展
について、課題を発見しよりよい解決に向けて思
考し判断するとともに、他者に伝える。

グループ活動
全体活動

８

６

２０２3年度　2学年　保健体育科シラバス

体　育 教科書等 な　し

単位数

評価方法・割合
及び

観点の比重

実技テスト
授業の観察　　等

授業時の観察
課題解決
振り返りシート　　等

授業時の姿勢や意欲
振り返りシート
自主的な取り組み　　等

教科の目標

すべての生徒が以下の資質を身に付け，かつ実践できるようになるための教育活動を地域や家庭と連携して提供する学校域や家庭と連携して提供する学校

① 主体的に学校生活に取り組み，自らの学校生活を充実させることができる
② 一個の人格として尊重され，自己実現・進路希望の実現を図ることができる
③ 多様性を尊重し，課題に対して協力して解決を図ることができる
④ 一市民としての意識を醸成し，社会に寄与することができる

科目名

科目の目標

　体育の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，心と体を一体として捉え，生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続するとともに，自己の状況に
応じて体力の向上を図るための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
　(1) 運動の合理的，計画的な実践を通して，運動の楽しさや喜びを深く味わい，生涯にわたって運動を豊かに継続することができるように
　　するため，運動の多様性や体力の必要性について理解するとともに，それらの技能を身に付けるようにする。
　(2) 生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するとともに，自己や仲間の
　　考えたことを他者に伝える力を養う。
　(3) 運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り組む，互いに協力する，自己の責任を果たす，参画する，一人一人の違いを大
　　切にしようとするなどの意欲を育てるとともに，健康・安全を確保して，生涯にわたって継続して運動に親しむ態度を養う。

運動の合理的，計画的な実践を通して，運動の楽しさや喜
びを深く味わい，生涯にわたって運動を豊かに継続するこ
とができるようにするため，運動の多様性や体力の必要性
について理解するとともに，それらの技能を身に付けるよ
うにする。

知識・技能学力の３要素

学
び
の
段
階

自律的活動力・挑戦力
課題認識力・批判的思考力・表現力対話力・

他者との協働力
知識・技能

必履修科目

評価の趣旨

学びの観点

自己や仲間の課題に応じた運動の取り組み方や健康の保持及び体
力を高めるための運動の計画を工夫し、それらを表現しようとして
いる。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を発見し，合理
的，計画的な 解決に向けて思考し判断するとともに，自己や仲間
の考えたことを他者に伝える 力を養う。

思考力・判断力・表現力

運動の楽しさや喜びを深く味わうことができ、各運動の合理的計画
的な実践を主体的に取り組もうとする。

運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り組む，互いに
協力する，自己の責任を果たす，参画する，一人一人の違いを大切
にしようとしている。

運動における競争や協働の経験を通して，公正に取り組む，互いに
協力する，自己の責任を果たす，参画する，一人一人の違いを大切
にしようとするなどの意欲を高めようとしている。

主な言語活動

体を動かしながら相手
や仲間の動きの修正を
伝えること，ともに学
ぶ仲間の感情に配慮し
たコミュニケーションを
図ること，称賛すべき
所作やマナーなどに敬
意を払い自身が感じた
思いを伝えること。

③　主体的に学習に取り組む態度
体つくり運動に自主的に取り組むとともに，互い
に助け合い教え合おうとすること，一人一人の違
いに応じた動きなどを大切にしようとすること，
話合いに貢献しようとすることなどや，健康・安
全を確保すること。

単元名

体育理論

４月
第２
週
～

５月
第２
週

６月
第４
週
～

７月
第２
週

体つくり運動

５月
第３
週
～

６月
第３
週

陸上競技（長距離走）



実技テスト

授業の様子
学習ノート

授業の様子
学習ノート

実技テスト

授業の様子
学習ノート

授業の様子
学習ノート

実技テスト

授業の様子
学習ノート

授業の様子
学習ノート

実技テスト

授業の様子
学習ノート

授業の様子
学習ノート

実技テスト

授業の様子
学習ノート

授業の様子
学習ノート

７０

２月
第３
週
～

３月
第３
週

球技（選択）

③　主体的に学習に取り組む態度
体つくり運動に自主的に取り組むとともに，互い
に助け合い教え合おうとすること，一人一人の違
いに応じた動きなどを大切にしようとすること，
話合いに貢献しようとすることなどや，健康・安
全を確保すること。
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③　主体的に学習に取り組む態度
球技に自主的に取り組むとともに，フェアなプレ
イを大切にしようとすること，作戦などについて
の話合いに貢献しようとすること，一人一人の違
いに応じたプレイなどを大切にしようとするこ
と，互いに助け合い教え合おうとすることなど
や，健康・安全を確保すること。

①　知識・技能
体を動かす楽しさや心地よさを味わい，運動を継
続する意義，体の構造，運動の原則などを理解す
るとともに，健康の保持増進や体力の向上を目
指し，目的に適した運動の計画を立て取り組むこ
とができるようにする。

②　思考・判断・表現
攻防などの自己やチームの課題を発見し，合理的
な解決に向けて運動の取り組み方を工夫すると
ともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝える
こと。

①　知識・技能
ネット型は、ポジションの役割に応じたボールや
用具の操作によって，仲間と連携した「拾う，つな
ぐ，打つ」などの一連の流れで攻撃を組み立てた
りして，相手側のコートの空いた場所をめぐる攻
防を展開できるようにする。

個別活動
グループ活動

体を動かしながら相手
や仲間の動きの修正を
伝えること，ともに学
ぶ仲間の感情に配慮し
たコミュニケーションを
図ること，称賛すべき
所作やマナーなどに敬
意を払い自身が感じた
思いを伝えること。

個別活動
グループ活動

体を動かしながら相手
や仲間の動きの修正を
伝えること，ともに学
ぶ仲間の感情に配慮し
たコミュニケーションを
図ること，称賛すべき
所作やマナーなどに敬
意を払い自身が感じた
思いを伝えること。

③　主体的に学習に取り組む態度
ダンスに自主的に取り組むとともに，互いに助け
合い教え合おうとすること，作品や発表などの話
合いに貢献しようとすること，一人一人の違いに
応じた表現や役割を大切にしようとすることなど
や，健康・安全を確保すること。

②　思考・判断・表現
攻防などの自己やチームの課題を発見し，合理的
な解決に向けて運動の取り組み方を工夫すると
ともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝える
こと。

③　主体的に学習に取り組む態度
球技に自主的に取り組むとともに，フェアなプレ
イを大切にしようとすること，作戦などについて
の話合いに貢献しようとすること，一人一人の違
いに応じたプレイなどを大切にしようとするこ
と，互いに助け合い教え合おうとすることなど
や，健康・安全を確保すること。

１０

③　主体的に学習に取り組む態度
球技に自主的に取り組むとともに，フェアなプレ
イを大切にしようとすること，作戦などについて
の話合いに貢献しようとすること，一人一人の違
いに応じたプレイなどを大切にしようとするこ
と，互いに助け合い教え合おうとすることなど
や，健康・安全を確保すること。

１０
個別活動
グループ活動

体を動かしながら相手
や仲間の動きの修正を
伝えること，ともに学
ぶ仲間の感情に配慮し
たコミュニケーションを
図ること，称賛すべき
所作やマナーなどに敬
意を払い自身が感じた
思いを伝えること。

②　思考・判断・表現
攻防などの自己やチームの課題を発見し，合理的
な解決に向けて運動の取り組み方を工夫すると
ともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝える
こと。

体を動かしながら相手
や仲間の動きの修正を
伝えること，ともに学
ぶ仲間の感情に配慮し
たコミュニケーションを
図ること，称賛すべき
所作やマナーなどに敬
意を払い自身が感じた
思いを伝えること。

個別活動
グループ活動

体を動かしながら相手
や仲間の動きの修正を
伝えること，ともに学
ぶ仲間の感情に配慮し
たコミュニケーションを
図ること，称賛すべき
所作やマナーなどに敬
意を払い自身が感じた
思いを伝えること。

①　知識・技能
ゴール型は、安定したボール操作と空間を作りだ
すなどの連携した動きによってゴール前への侵
入などから攻防を展開できるようにする。

１０

②　思考・判断・表現
自己や仲間の課題を発見し，合理的な解決に向
けて運動の取り組み方を工夫するとともに，自己
や仲間の考えたことを他者に伝えること。

②　思考・判断・表現
表現などの自己や仲間の課題を発見し，合理的
な解決に向けて運動の取り組み方を工夫すると
ともに，自己や仲間の考えたことを他者に伝える
こと。

①　知識・技能
ベースボール型は、易しい投球に対する安定した
バット操作により出塁，進塁，得点する攻撃と仲
間と連携した守備のバランスのとれた攻防を展
開できるようにする。

①　知識・技能
現代的なリズムのダンスでは，リズムの特徴を捉
え，変化とまとまりを付けて，リズムに乗って全身
で踊ること。

１０

個別活動
グループ活動

指導時間数の計

球技（ネット型）

球技（ゴール型）

球技（ベースボール型）

ダンス

７月
第３
週
～

９月
第４
週

１０月
第１週

～
１１月
第２
週

１１月
第３
週
～

１２月
第３
週

１月
第２
週
～

２月
第２
週





1

活用
（使える）

利用
（できる）

習得
（わかる）

比重 比重 比重

40 30 30

月 指導 時数 評価方法
各教科等横断的な資
質･能力の育成に関わ
る他教科等との関連

テスト
ワークシート

ワークシート
レポート
観察

観察
ワークシート

テスト
ワークシート

・講義
・ワークシート作業
（グループワーク）
・レポート作成

８

８

①　知識・技能
　中高年期を健やかに過ごすためには，若いとき
から，健康診断の定期的な受診などの自己管理
を行うこと，生きがいをもつこと，運動やスポー
ツに取り組むこと，家族や友人などとの良好な関
係を保つこと，地域における交流をもつことなど
が関係することを理解できるようにする。また，
高齢期には，加齢に伴い，心身の機能や形態が変
化すること，その変化には個人差があること，疾
病や事故のリスクが高まること，健康の回復が長
期化する傾向にあることについて理解できるよ
うにする。さらに，高齢社会では，認知症を含む
疾病等への対処，事故の防止，生活の質の保持，
介護などの必要性が高まることなどから，保健・
医療・福祉の連携と総合的な対策が必要である
ことを理解できるようにする。
　労働による傷害や職業病などの労働災害は，作
業形態や作業環境の変化に伴い質や量が変化し
てきたことを理解できるようにする。また，労働
災害を防止するには，作業形態や作業環境の改
善，長時間労働をはじめとする過重労働の防止
を含む健康管理と安全管理が必要であることを
理解できるようにする。
　働く人の健康の保持増進は，職場の健康管理や
安全管理とともに，心身両面にわたる総合的，積
極的な対策の推進が図られることで成り立つこ
とを理解できるようにする。

履修区分 履修学年区分 全日制・普通科・1学年

家庭科
理科（生物）

・講義
・ワークシート作業
（グループワーク）
・レポート作成

家庭科
理科（生物）

①　知識・技能
　思春期における心身の発達や性的成熟に伴う
身体面，心理面，行動面などの変化に関わり，健
康課題が生じることがあることを理解できるよ
うにする。その際，これらの変化に対応して，自分
の行動への責任感や異性を理解したり尊重した
りする態度が必要であること，及び性に関する情
報等への適切な対処が必要であることを理解で
きるようにする。
　結婚生活について，心身の発達や健康の保持増
進の観点から理解できるようにする。その際，受
精，妊娠，出産とそれに伴う健康課題について理
解できるようにするとともに，健康課題には年齢
や生活習慣などが関わることについて理解でき
るようにする。また，家族計画の意義や人工妊娠
中絶の心身への影響などについても理解できる
ようにする。また，結婚生活を健康に過ごすに
は，自他の健康に対する責任感，良好な人間関係
や家族や周りの人からの支援，及び母子の健康
診査の利用や保健相談などの様々な保健・医療
サービスの活用が必要であることを理解できる
ようにする。

単元で育成する資質・能力
＜単元の評価規準＞

②　思考・判断・表現
　思春期と健康について，習得した知識を基に，
心身の発達や性的成熟に伴う健康課題を解決す
るために，性に関わる情報を適切に整理するこ
と。
　結婚生活と健康について，習得した知識を基
に，結婚生活に伴う健康課題の解決や生活の質
の向上に向けて，保健・医療サービスの活用方法
を整理すること。

　個人及び社会生活に
おける健康の保持増進
や回復について話し合
う活動などを通して，
コミュニケーション能力
や論理的な思考力の育
成を促し，主体的な学
習活動の充実を図るこ
と。

　主な学習活動　 主な言語活動

　個人及び社会生活に
おける健康の保持増進
や回復について話し合
う活動などを通して，
コミュニケーション能力
や論理的な思考力の育
成を促し，主体的な学
習活動の充実を図るこ
と。

③　主体的に学習に取り組む態度
　生涯を通じる健康について，自他や社会の課題
の解決方法と，それを選択した理由などを話し
合ったり，ノートなどに記述したりして，筋道を立
てて説明すること。

２０２3年度　2学年　保健体育科シラバス

保　健 教科書等 新高等保健体育（大修館書店）

単位数

評価方法・割合
及び

観点の比重

定期考査
授業時の観察　　等

定期考査
課題提出
振り返りシート　　等

授業時の姿勢や意欲
課題提出
振り返りシート　　等

教科の目標

体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，心と体を一体として捉え，生涯にわたって心身の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを継
続するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
　(1) 各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに，技能を身に付けるようにする。
　(2) 運動や健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するとともに，他者に伝える力を養う。
　(3) 生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し，明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

科目名

科目の目標

保健の見方・考え方を働かせて，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，生涯を通じて人々が自らの健康や環境を適切に管理し，改善していくための資質・能力を次のとおり育成する。
　(1) 個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるとともに，技能を身に付けるようにする。
　(2) 健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するとともに，目的や状況に応じて他者に伝える力を養う。
　(3) 生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支える環境づくりを目指し，明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

個人及び社会生活における健康・安全 について、課題解決
に役立つ知識や技能を身に付けている。

知識・技能学力の３要素

学
び
の
段
階

自律的活動力・挑戦力
課題認識力・批判的思考力・表現力対話力・

他者との協働力
知識・技能

必履修科目

評価の趣旨

学びの観点

個人及び社会生活における健康・安全について、課題解決
に役立つ知識や技能を理解している。

個人及び社会生活における健康・安全について、課題解決
に役立つ知識や技能を身に付けようとしている

個人及び社会生活における健康・安全 について、課題解決
に役立つ知識や技能を身につけて、それを実生活で実践し
ようとしている。

健康を優先し、自他の健康の保持増進や回復及び健康な社会づく
りに関する学習活動に主体的に取り組もうとしている。

学びに向かう力

個人における健康課題を発見し、その解決を目指している。

個人及び社会生活における健康課題を発見し、その解決を目指し
て、総合的に考え判断しようとしている。

個人及び社会生活における健康課題を発見し、その解決を目指し
て、総合的に考え、判断し、それらを表現しようとしている。

個人及び社会生活における健康課題を発見し、その解決を目指し
て、総合的に考え、判断し、それらを表現している。

思考力・判断力・表現力

自己の健康の保持増進や回復に関する学習活動に主体的に取り組
もうとしている

自他の健康の保持増進や回復に関する学習活動に主体的に取り組
むことができる。また健康な社会づくりに関して主体的に取り組も
うとしている。

健康を優先し、自他の健康の保持増進や回復及び健康な社会づく
りに関する学習活動に主体的に取り組もうとしている。

単元名

（6）加齢と健康
（7）高齢社会対応した取り組み
（8）働くことと健康
（9）労働災害の防止
（10）働く人の健康づくり

４月
５月

６月
７月

第３章　生涯を通じる健康

（１）思春期と健康
（２）性意識の変化と性行動の選択
（３結婚生活と健康
（４）妊娠・出産と健康
（5）家族計画



ワークシート
レポート
観察

観察
ワークシート

テスト
ワークシート

ワークシート
レポート
観察

観察
ワークシート

テスト
ワークシート

ワークシート
レポート
観察

観察
ワークシート

テスト
ワークシート

ワークシート
レポート
観察

観察
ワークシート

８

６

・講義
・ワークシート作業
（グループワーク）
・レポート作成

家庭科
理科（生物、化学）

②　思考・判断・表現
　医薬品の制度とその活用について，医薬品には
承認制度があり，販売に規制が設けられているこ
とと関連付けながら，生活の質の向上のために
利用の仕方を整理すること。

家庭科
理科（生物）

・講義
・ワークシート作業
（グループワーク）
・レポート作成

　個人及び社会生活に
おける健康の保持増進
や回復について話し合
う活動などを通して，
コミュニケーション能力
や論理的な思考力の育
成を促し，主体的な学
習活動の充実を図るこ
と。

家庭科
理科（生物）

・講義
・ワークシート作業
（グループワーク）
・レポート作成

③　主体的に学習に取り組む態度
　生涯に通じる健康について，自他や社会の課題
の解決方法と，それを選択した理由などを話し
合ったり，ノートなどに記述したりして，筋道を立
てて説明すること。

②　思考・判断・表現
　食品の安全性と食品衛生に関わる活動につい
て，習得した知識を自他の日常生活に適用して，
健康被害の防止と健康を保持増進するための計
画を立てること。

③　主体的に学習に取り組む態度
　健康を支える環境づくりについて，自他や社会
の課題の解決方法と，それを選択した理由などを
話し合ったり，ノートなどに記述したりして，筋道
を立てて説明すること。

③　主体的に学習に取り組む態度
　健康を支える環境づくりについて，自他や社会
の課題の解決方法と，それを選択した理由などを
話し合ったり，ノートなどに記述したりして，筋道
を立てて説明すること。

②　思考・判断・表現
　加齢と健康について，習得した知識を基に，中
高年期の疾病や事故のリスク軽減のための個人
の取組と社会的対策を評価すること。
　労働災害と健康について，習得した知識を基
に，労働災害の防止に向けて，個人の取組と社会
的対策を整理すること。
　働く人の健康の保持増進について，習得した知
識を基に，生活の質の向上を図ることと関連付け
て，課題解決の方法に応用すること。

①　知識・技能
　人間の生活や産業活動は，大気汚染，水質汚
濁，土壌汚染などの自然環境汚染を引き起こし，
健康に影響を及ぼしたり被害をもたらしたりする
ことがあるということについて理解できるように
する。
　健康への影響や被害を防止するためには，汚染
物質の排出をできるだけ抑制したり，排出された
汚染物質を適切に処理したりすることなどが必
要であることについて理解できるようにする。ま
た，そのために環境基本法などの法律等が制定
されており，環境基準の設定，排出物の規制，監
視体制の整備などの総合的・計画的対策が講じ
られていることについて理解できるようにする。

　個人及び社会生活に
おける健康の保持増進
や回復について話し合
う活動などを通して，
コミュニケーション能力
や論理的な思考力の育
成を促し，主体的な学
習活動の充実を図るこ
と。

①　知識・技能
　我が国には，人々の健康を支えるための保健・
医療制度が存在し，行政及びその他の機関など
から健康に関する情報，医療の供給，医療費の保
障も含めた保健・医療サービスなどが提供されて
いることについて理解できるようにする。
　健康を保持増進するためには，検診などを通し
て自己の健康上の課題を的確に把握し，地域の
保健所や保健センターなどの保健機関，病院や診
療所などの医療機関，及び保健・医療サービスな
どを適切に活用していくことなどが必要であるこ
とについて理解できるようにする。
　医薬品は，医療用医薬品，要指導医薬品，一般
用医薬品の三つに大別され，承認制度によって
その有効性や安全性が審査されており，販売に
規制が設けられていることについて理解できる
ようにする。また，疾病からの回復や悪化の防止
には，個々の医薬品の特性を理解した上で，使用
法に関する注意を守り，正しく使うことが必要で
あることについて理解できるようにする。

６

　個人及び社会生活に
おける健康の保持増進
や回復について話し合
う活動などを通して，
コミュニケーション能力
や論理的な思考力の育
成を促し，主体的な学
習活動の充実を図るこ
と。

③　主体的に学習に取り組む態度
　生涯を通じる健康について，自他や社会の課題
の解決方法と，それを選択した理由などを話し
合ったり，ノートなどに記述したりして，筋道を立
てて説明すること。

②　思考・判断・表現
　人間の生活や産業活動などによって引き起こ
される自然環境汚染について，事例を通して整
理し，疾病等のリスクを軽減するために，環境汚
染の防止や改善の方策に応用すること。

①　知識・技能
　上下水道の整備，ごみやし尿などの廃棄物を適
切に処理する等の環境衛生活動は，自然環境や
学校・地域などの社会生活における環境，及び
人々の健康を守るために行われていることにつ
いて理解できるようにする。また，その現状，問
題点，対策などを総合的に把握し改善していかな
ければならないことについて，安全で良質な水の
確保や廃棄物の処理と関連付けて理解できるよ
うにする。
　人々の健康を支えるためには，食品の安全性を
確保することが重要であり，食品の安全性が損な
われると，健康に深刻な被害をもたらすことがあ
り，食品の安全性を確保することは健康の保持増
進にとって重要であることについて理解できる
ようにする。
　食品の安全性を確保するために，食品衛生法な
どの法律等が制定されており，様々な基準に基
づいて食品衛生活動が行われていることや，食
品の製造・加工・保存・流通など，各段階での適切
な管理が重要であることについて理解できるよ
うにする。また，食品衛生に関わる健康被害の防
止と健康の保持増進には，適切に情報を公開，活
用するなど行政・生産者・製造者・消費者などが
互いに関係を保ちながら，それぞれの役割を果
たすことが重要であることについて理解できる

・講義
・ワークシート作業
（グループワーク）
・レポート作成

　個人及び社会生活に
おける健康の保持増進
や回復について話し合
う活動などを通して，
コミュニケーション能力
や論理的な思考力の育
成を促し，主体的な学
習活動の充実を図るこ
と。

４
（７）保健制度とその活用
（８）医療制度とその活用
（９）医薬品の制度とその活用

（４）環境衛生に関わる活動
（５）食品の安全性と健康
（６）食品の安全性を確保する取り組み

第４章　健康を支える環境づくり

（１）大気汚染と健康
（２）水質汚濁・土壌汚染と健康
（３）健康被害を防ぐための環境対策

（6）加齢と健康
（7）高齢社会対応した取り組み
（8）働くことと健康
（9）労働災害の防止
（10）働く人の健康づくり

６月
７月

9月
10月

1１月
1２月

1月
2月



テスト
ワークシート

ワークシート
レポート
観察

観察
ワークシート

35

①　知識・技能
　我が国や世界では，健康を支えるために，健康
課題に対応して各種の保健活動や社会的対策が
行われていることについて理解できるようにす
る。
　自他の健康を保持増進するには，ヘルスプロ
モーションの考え方に基づいた，健康に関する環
境づくりが重要であることについて理解できる
ようにする。また，一人一人が健康に関心をも
ち，健康を支える適切な環境づくりに積極的に参
加していくことが必要であり，そのことが自分を
含めた世界の人々の健康の保持増進につながる
ことについて理解できるようにする。

②　思考・判断・表現
　ヘルスプロモーションの考え方に基づいた，健
康に関する環境づくりへ積極的に参加していくた
めに，適切な情報を選択・収集して，分析・評価し
計画を立てること。

③　主体的に学習に取り組む態度
　健康を支える環境づくりについて，自他や社会
の課題の解決方法と，それを選択した理由などを
話し合ったり，ノートなどに記述したりして，筋道
を立てて説明すること。

3

・講義
・ワークシート作業
（グループワーク）
・レポート作成

　個人及び社会生活に
おける健康の保持増進
や回復について話し合
う活動などを通して，
コミュニケーション能力
や論理的な思考力の育
成を促し，主体的な学
習活動の充実を図るこ
と。

指導時間数の計

（１０）様々な保健活動や対策
（１１）誰もが健康に過ごせる社会に向け
た環境づくり

３月



4

知識

聞くこと

読むこと

話すこと
（やりと

り）

話すこと
（発表）

書くこと

比重 比重 比重

40 30 30

月 領域 指導 時数
教材及び教科
等横断的な視

点等

４月
4

５月
6

６月
12

７月
10

９月
12

「地理総合」
と連携し、世
界のNPO活動
を調べる。

１０月
７

・音声を聞いて、題材の概要を理解
・教科書・ワークシートを用いての語句・
英文の理解
・本文の内容についての英語でのやりとり
・本文の内容を要約・パラフレーズして、
リテリング活動

・音声を聞いて、題材の概要を理解
・本文の内容についての英語でのやり取り
・題材文のメッセージに対する感想を英文
にまとめ、その内容について、英語でやり
とりをする。

・教科書・ワークシートを用いての語句・
英文の理解
・本文の内容についての英語でのやりとり
・好きなファッションブランドのエシカル
な活動について発表する。

・教科書・ワークシートを用いての問題演
習と簡単な英作文活動

必履修科目

日本と海外の自動販売機について，必要な情
報，話し手・書き手の意図，概要や要点，詳細
を捉えたり，聞いたり読んだりしたことを活用
しながら，海外のユニークな自動販売機につい
て，情報や自分の考えなどを詳しく話したり書
いたりして伝える。

ファストファッションの背後にある問題やエシ
カルファッションについて，必要な情報，話し
手・書き手の意図，概要や要点，詳細を捉え
る。

⑩　①の知識・理解、⑤の技能を通して、コミュニケーション
を行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的
な話題について、情報や考え、気持ちなどを聞き手が概ね理解
できるように論理的に話して伝えている。

⑨　①の知識・理解、④の技能を通して、コミュニケーション
を行う目的や場面、状況などに応じて、自分のことや日常的な
話題について、情報や考え、気持ちなどを聞き手が概ね理解で
きるように話して伝え合うやり取りを続けている。

⑧　①の知識・理解、③の技能を通して、コミュニケーション
を行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的
な話題について、必要な情報を読み取り、話し手の意図や概
要、要点を捉えている。

⑦　①の知識・理解、②の技能を通して、コミュニケーション
を行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的
な話題について、必要な情報を聞き取り、話し手の意図や概
要、要点を捉えている。

⑰　外国語の背景にある文化に対する理解を深め、読み手に配
慮しながら想像力を働かせ、自分の考えや気持ちを主体的、自
律的に英語を用いて書こうとしている。

⑯　外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手に配
慮しながら、自分の考えや気持ちを主体的、自律的に英語を用
いて話そうとしている。

⑭　外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、話
し手に配慮しながら想像力を働かせ、主体的、自律的に英語を
用いて伝え合おうとしている。
⑮　英語でのやりとりの中で、相手の考えや気持ちを理解し、
自分のものを理解してもらおうと努力することで、相手との建
設的な関係の構築を目指す姿勢を持つ。

⑬　外国語の背景にある文化に対する理解を深め、書き手に配
慮しながら想像力を働かせ、主体的、自律的に英語で書かれて
いることを読もうとしている。

⑫　外国語の背景にある文化に対する理解を深め、話し手に配
慮しながら想像力を働かせ、主体的、自律的に英語で話されて
いることを聞こうとしている。

学びの観点

学びに向かう力思考力・判断力・表現力

履修区分 履修学年区分 全日制・普通科・２学年

技能

①『高等学校
学習指導要領
第２章 第８節
第２款 第１
「英語コミュ
ニケーション
Ⅰ」２の(1)』
に挙げられて
いる英語の特
徴や決まりに
関する事柄に
ついて、概ね
理解してい
る。

⑥　コミュニケーションを行う目的や場
面、状況に応じて、日常的な話題や社会
的な話題について、①の知識を用いて、
情報や考え、気持ちなどを読み手が概ね
理解できるように、論理性に注意して書
いて伝える技能を身に付けている。

⑤　コミュニケーションを行う目的や場
面、状況に応じて、日常的な話題や社会
的な話題について、①の知識を用いて、
情報や考え、気持ちなどを聞き手が概ね
理解できるように話して伝える技能を身
に付けている。

④　コミュニケーションを行う目的や場
面、状況に応じて、自分のことや日常的
な話題について、①の知識を用いて、情
報や考え、気持ちなどを聞き手が概ね理
解できるように伝え合う技能を身に付け
ている。

③　①の理解を通して、コミュニケー
ションを行う目的や場面、状況に応じ
て、日常的な話題や社会的な話題につい
て書かれた文等を読んで、その内容を概
ね捉える技能を身に付けている。

評価方法・割合
及び

観点の比重

定期考査
小テスト
パフォーマンステスト
　
他

定期考査
課題テスト・到達度テスト
パフォーマンステスト
授業の取組　　　　　　　　　他

定期考査
課題の取組
授業の取組・振り返りシート
パフォーマンステスト　　　　他

教科の目標

○1学年修了時までに少なくともCEFR-Jの指標におけるA２-１レベル、２学年修了時までにA２-２レベル、３学年前期終了までに、B２-１レベルの英語運用能力の知識と
技能を身に着ける。　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（知
識及び技能）
○英語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、5技能を結び付けた統合的な言語活動の中で、与えられた英語の題材に対する的確な解釈をベースに、
筆者や話し手の意図や思いを考察し、それに対する自己の考えとそう考えるに至った理由について、一定の支援を得ながら述べることができる。さらにその事柄につい
て、他の生徒と意見を交換したり、ある課題については、その解決に向けて何が必要かなどについて、一定の支援を得ながら話し合うことができる。　　　　　　　（思
考力・判断力・表現力）
○授業における協働学習やALTや海外からの留学生等との積極的な交流等を通して、テキストで取り上げられた世界中の様々な話題や課題について興味関心を高めてい
き、それに付随して世界の人々とのコミュニケーション手段である英語習得の必要性を感じ始め、生涯を通して英語学習を続けてゆきたいという思いを抱くことができ
る。
（学びに向かう力、人間性等）

科目名

科目の目標

日常的・社会的な話題について、多くの支援を活用すれば、
聞くこと： 必要な情報を聞き取り、話し手の意図を把握したり、概要や要点を目的に応じて捉えたりすることができる。
読むこと： 必要な情報を読み取り、書き手の意図を把握したり、概要や要点を目的に応じて捉えたりすることができる。
話すこと〔やりとり〕： 基本的な語句や文を用いて、情報や考え気持などを話して伝え合うやり取りを続けたり、論理性に注意して話して伝え合ったりすることができ
る。
話すこと〔発表〕：基本的な語句や文を用いて、情報や考え気持などを論理性に注意して話して伝える。
書くこと（W）：基本的な語句や文を用いて、情報や考え気持などを論理性に注意して文章を書いて伝えることができる。

知識・技能学力の３要素

５
領
域

自律的活動力・挑戦力
課題認識力・批判的思考力・表現力対話力・

他者との協働力

②　①の理解を通して、コミュニケー
ションを行う目的や場面、状況に応じ
て、日常的な話題や社会的な話題につい
て話された文等を聞いて、その内容を概
ね捉える技能を身に付けている。

⑪　①の知識・理解、⑥の技能を通して、コミュニケーション
を行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的
な話題について、情報や考え、気持ちなどを論理性に注意して
書いて伝えている。

２０２３年度　２学年　英語科シラバス

英語コミュニケーションⅡ 教科書等 Power On English Communication Ⅱ（東京書籍）

単位数

ブレイルノイエの開発の経緯や利点と可能性に
ついて，必要な情報，話・文章の展開や話し
手・書き手の意図，概要や要点，詳細を捉え
る。

Lesson 3
One for All, All for
One

Lesson 4
Vending Machines

ラグビー選手のマイケル・リーチ選手のメッ
セージに対する感想を英文にまとめ、その内容
について他の生徒と簡単なやりとりができる。

単元名 単元の目標

・小テスト・定期考査
・授業での取り組み

Lesson 1
Play me,
I’m Yours

Lesson 2
Ethical Fashion

主な言語活動等

・インタビュー動画への取
り組み・定期考査
・授業での取り組み

評価方法

日本や海外でのストリートピアノと人々・社会
とのかかわりについて，必要な情報，話し手・
書き手の意図，概要や要点，詳細を捉える。

・教科書・ワークシートを用いての語句・
英文の理解
・キャッシュレス社会について賛成・反対
の意見をまとめ、自分の意見を発表する。
・本文の内容についてのQ&A

・教科書・ワークシートを用いての語句・
英文の理解
・本文の内容についての英語でのやり取り
・ブレイルノイエの利点と活用方法につい
て、ペアで考えて発表する。

Lesson 5
Design for Connecting
Society: Braille Neue

・小テスト・定期考査
・授業での取り組み

・小テスト
・授業での取り組み

・小テスト・定期考査
・授業での取り組み

・小テスト・定期考査
・授業での取り組み

新紙幣とキャッシュレス社会について，必要な
情報，話・文章の展開や話し手・書き手の意
図，概要や要点，詳細を捉える。Lesson 6

New Banknotes



１１月
12

１２月
8

「生物」と連
携し、世界の
水問題を調べ
る。

１月
8

「世界史」と
連携し、物語
の背景を調べ
る。

２月
8

３月
6

105

Optional Reading
I am Yusra. I am a
refugee and I’m proud
to stand for

難民の状況について世界に向けて伝えるメッ
セージについて，話の展開や話し手の意図，概
要や要点，詳細を捉え，読んだことを活用しな
がら，自分の感想を論理性に注意して詳しく話
したり書いたりして伝えている。

納豆パウダーの開発の経緯と汚水を浄化するし
くみや，発展途上国への影響について，必要な
情報，話・文章の展開や話し手・書き手の意
図，概要や要点，詳細を捉える。

各種のロボットやロボットの労働内容の変化に
ついて，必要な情報，話・文章の展開や話し
手・書き手の意図，概要や要点，詳細を捉え
る。

色の心理的効果について，必要な情報，話・文
章の展開や話し手・書き手の意図，概要や要
点，詳細を捉える。

黒人女性初のパイロットであるベシー・コール
マンの経歴や人物像や夢について，必要な情
報，話・文章の展開や話し手・書き手の意図，
概要や要点，詳細を捉える。

・教科書・ワークシートを用いての語句・
英文の理解
・本文の内容についての英語でのやり取
り・私たちの生活に役立つロボットを考案
し、原稿とイラストを使って発表する。

・音声を聞いて、題材の概要を理解する。
・教科書・ワークシートを用いての語句
・20世紀初頭のアメリカ人女性の就労につ
いて質問を考え、インタビュー活動を行
う。

・教科書・ワークシートを用いての語句・
英文の理解
・ある製品の詳細を説明しながら、製品を
紹介する。
・本文の内容についてのQ&A

・教科書・ワークシートを用いての語句・
英文の理解
・本文の内容についての英語でのやり取り
・色の心理的効果を考慮して、部屋の壁の
色について提案する。

・小テスト・定期考査
・授業での取り組み

Lesson 7
Some Secrets about
Colors

指導時間数の計

・音声を聞いて、題材の概要を理解
・教科書・ワークシートを用いての語句・
英文の理解
・本文の内容についての英語でのやりとり
・本文の内容を要約・パラフレーズして、
リテリング活動

Lesson 9
Flying after Her Dreams

・小テスト・定期考査
・授業での取り組み

Lesson 10
To Work or Not to
Work?: Humans and
Robots

・小テスト・定期考査
・授業での取り組み

・小テスト・定期考査
・授業での取り組み

・小テスト
・授業での取り組み

Lesson 8
Powdered Natto Solves a
Global Water Problem



APPLAUSE ENGLISH LOGIC AND EXPRESSION Ⅰ（開隆堂出版）
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知識

話すこと
（やりと

り）

話すこと
（発表）

書くこと

比重 比重 比重

40 30 30

月 領域 指導 時数
教材及び教科
等横断的な視

点等

4
月 5

4～5
月 5

「地理総合」
の科目と連携
し、日本の観
光について調
べる。

5
月

5

「生物基礎」
と連携し、生
物が光る仕組
みを知る。

5～6
月

6

６月
4

6～7
月

5

７月 6

主な言語活動等 評価方法

・説明する、報告する、理由を述べる

・ディスカッション、プレゼンテーション

・驚く、説明する、感謝する

中学校で学習した文構造やいろいろな文法事項
の理解を基に、身の回りのさまざまなことにつ
いて相手の意見を聞き、また自分の経験や考え
を分かりやすく伝える。

未来を表す文を基に、外国からきたお客さんと
過ごす週末の予定について、聞いたり読んだり
したことを活用しながら、自分の考えを聞き手
に分かりやすく伝える。

完了形を使った文の理解を基に、これまで友人
が経験したことについて、自分の経験と比較し
ながら、自分の考えを相手に分かりやすく伝え
る。

・定期考査
・授業での取り組み

・定期考査
・授業での取り組み

・定期考査
・授業での取り組み

・定期考査
・授業での取り組み

２０２２年度　１学年　英語科シラバス

論理・表現Ⅰ 教科書等

単位数

評価方法・割合
及び

観点の比重

定期考査
小テスト
パフォーマンステスト
　
他

定期考査
課題テスト・到達度テスト
パフォーマンステスト
授業の取組　　　　　　　　　他

定期考査
課題の取組
授業の取組・振り返りシート
パフォーマンステスト　　　　他

教科の目標

○１学年修了時までに少なくともCEFR-Jの指標におけるA２-１レベル、２学年修了時までにA２-２レベル、３学年前期終了までに、B２-１レベルの英語運用能力の知識と
技能を身に着ける。　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            （知識及び技
能）
○英語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、5技能を結び付けた統合的な言語活動の中で、与えられた英語の題材に対する的確な解釈をベースに、
筆者や話し手の意図や思いを考察し、それに対する自己の考えとそう考えるに至った理由について、一定の支援を得ながら述べることができる。さらにその事柄につい
て、他の生徒と意見を交換したり、ある課題については、その解決に向けて何が必要かなどについて、一定の支援を得ながら話し合うことができる。　　　　　 （思考
力・判断力・表現力）
○授業における協働学習やALTや海外からの留学生等との積極的な交流等を通して、テキストで取り上げられた世界中の様々な話題や課題について興味関心を高めてい
き、それに付随して世界の人々とのコミュニケーション手段である英語習得の必要性を感じ始め、生涯を通して英語学習を続けてゆきたいという思いを抱くことができ
る。

科目名

科目の目標

日常的・社会的な話題について、多くの支援を活用すれば、
話すこと〔やりとり〕： 基本的な語句や文を用いて、情報や考え気持などを話して伝え合うやり取りを続けたり、論理性に注意して話して伝え合ったりすることができ
る。
話すこと〔発表〕：基本的な語句や文を用いて、情報や考え気持などを論理性に注意して話して伝える。
書くこと ：基本的な語句や文を用いて、情報や考え気持などを論理性に注意して文章を書いて伝えることができる。

知識・技能学力の３要素

自律的活動力・挑戦力
課題認識力・批判的思考力・表現力対話力・

他者との協働力

①　『高等学
校学習指導要
領 第２章 第
８節 第２款
第１「 英語コ
ミュニケー
ションⅠ」 ２
の(1) 』に挙
げられている
英語の特徴や
きまりに関す
る事項のう
ち、三つの領
域（話すこと
（やり取
り）、話すこ
と（発表）、
書くこと））
別の目標を達
成するのにふ
さわしいも
の、及び情報
や考えを効果
的に伝える表
現（聞き手の
注意を引いた
り、ある考え
について自分
の立場を明確
にするための

学びの観点

学びに向かう力思考力・判断力・表現力

履修区分

・質問する、推測する

・質問する、説明する

・質問する、理由を述べる、提案する等

・説明する、理由を尋ねる、助言する ・定期考査
・授業での取り組み

Lesson 2

Weather Forecast for
Tomorrow

Lesson 1

My Hero

Pre-Lesson

1　いろいろな品詞
2　文のなりたち
3　文の要素と文構造
4　文の種類
5　否定文の作り方
6　疑問文の作り方

履修学年区分 全日制・普通科・1学年

技能

④　日常的な話題や社会的な話題につい
て、英語を聞いたり読んだりして得られ
た情報や考えを活用しながら、①の知識
を用いて、情報や自分自身の考えなどを
論理的に書いて伝える技能を身に付けて
いる。

③　日常的な話題や社会的な話題につい
て、英語を聞いたり読んだりして得られ
た情報や考えを活用しながら、①の知識
を用いて、情報や自分自身の考えなどを
論理的に話して伝える技能を身に付けて
いる。

②　日常的な話題について、英語を聞い
たり読んだりして得られた情報や考えを
活用しながら、①の知識を用いて、情報
や自分自身の考えなどを論理的に伝え合
う技能を身に付けている。

⑦　①の知識・理解、④の技能を通して、日常的な話題や社会
的な話題についての英語を聞いたり読んだりすることで、情報
を整理しながら考えなどを形成し、コミュニケーションを行う
目的や場面、状況などに応じて、その考えや気持ちなどを論理
性に注意して書いて伝えている。

⑥　①の知識・理解、③の技能を通して、日常的な話題や社会
的な話題についての英語を聞いたり読んだりすることで、情報
を整理しながら考えなどを形成し、コミュニケーションを行う
目的や場面、状況などに応じて、その考えや気持ちなどを話し
て伝えている。

⑤　①の知識・理解、②の技能を通して、日常的な話題につい
ての英語を聞いたり読んだりすることで、情報を整理しながら
考えなどを形成し、コミュニケーションを行う目的や場面、状
況などに応じて、その考えや気持ちなどを話して伝え合ってい
る。

⑩　外国語の背景にある文化に対する理解を深め、読み手に配
慮しながら、主体的、自律的に英語を用いて書こうとしてい
る。

⑨　外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手に配
慮しながら想像力を働かせ、主体的、自律的に英語を用いて話
そうとしている。

⑧　外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、話
し手に配慮しながら想像力を働かせ、主体的、自律的に英語を
用いて伝え合おうとしている。

単元名 単元の目標

過去表現、未来表現を基に、過去から現在にわ
たり自分があこがれる人について、聞いたりよ
んだりしたことを活用しながら、治部の考えを
聞き手に伝える。

・定期考査
・授業での取り組み

ファーストフード店での多様な状況を想定し、
自分の意思を相手に分かりやすく伝える。

パラグラフの構成を理解する。

助動詞を使った文を基に、富士登山の際の注意
事項について、聞いたり読んだりしたことを活
用しながら、自分の考えを聞き手に伝える。

Skill Up Presentation
1

Lesson 5
Home-Made Bread

Lesson 4
The Key to Learn Kanji

Scene 1 ファーストフー
ド店に行こう

Break Time 1 Crossword
Puzzle

Skill Up Paragraph
Writing 1

Leeson3
Tips on Visiting a
Japanese Tenmple

・Comprehensibility
「分かり易さ」
・attitude
「積極性」

・ロールプレイング

・質問する、説明する、感謝する

・説明する、質問する、理由を述べる

受動態を基にして、好きな日本の食べ物につい
て、グループでの話し合いを通して、自分達の
考えをまとめ、それをALTを中心とした聞き手
に分かりやすく伝える。



９月
6

「地理総合」
と連携し、世
界のNPO活動
を調べる。

9～10
月

5

１０月
6

１０～
1１月 4

１１月
5

１２月
6

12～1
月

5

1
月

6

1～2
月

4

２月
5

2～3
月

7

70

・心配する、質問する、申し出る

ピンポンディベートの理解を基に、自分達の意
見を聞き手に対して論理的に分かりやすく伝え
る。

to不定詞の形容詞的用法と副詞的用法を基に、
留学先に持っていきたいおみやげについてクラ
スで紹介するためにいろいろな説明の方法を考
えながら、自分の考えを相手に分かりやすく伝
える。

仮定法を用いて、友達から相談を受けた悩みに
ついて助言するために、自分が現在悩んでいる
ことや後悔していることについて整理しながら
自分の考えを聞き手に分かりやすく伝える。

みやげ店で使ういろいろな表現を基に、多様な
状況で自分の意思をまとめそれを聞き手に分か
りやすく伝える。

・Comprehensibility
「分かり易さ」
・Logical structure
「論理性」

Lesson 14
The Best Place for the
Holiday

Skill Up Debate 2

Lesson 13
If I were Good at
Cooking

・Comprehensibility
「分かり易さ」
・attitude
「積極性」

・定期考査
・授業での取り組み

・ディベート
・定期考査
・授業での取り組み

指導時間数の計

・ディベート

・仮定する、主張する

・説明する、理由を述べる、主張する

・質問する、説明する、共感する

・ディスカッション、プレゼンテーション

・質問する、説明する、感謝する感謝する

・感想を伝える、質問する、説明する

・説明する、心配する、驚く

・説明する、依頼する、断る

・質問する、賛成する、申し出る

・定期考査
・授業での取り組み

メールの書き方の理解を基に、いろいろな状況
に即して、自分の意思を相手に分かりやすく伝
える。

関係副詞を用いて、おすすめの観光地について
その魅力が伝わるようんび、聞き手に分かりや
すく伝える。

関係代名詞を用いて、グループで考えたオリジ
ナル製品のアイディアをクラスで発表するため
に、自分達の考えや情報を聞き手に分かりやす
く伝える。

同等比較、倍数比較を基にして、食品ロスを減
らす方法について、留学生に理解されるように
色々な情報を使いながら相手に分かりやすく伝
える。

Scene 2　道案愛をしよ
う

Break Time 2　Tongue
Twisters

Lesson6
Guinness World Records

Scene 4 メールを書こう

Break time 4
English Riddles

Skill Up Presentation
2

Lesson 12
A Sightseeing Stop to
recommend

Lesson 11
Going on a Factory
Tour!

分詞を用いて、身の回りで起こったことについ
て順序立てて説明する。

Skill Up Paragraph
Writing 2

Lesson10
Who's the Girl Walking
with You?

Lesson 9
Useful Ads on the
Internet

Scene 3 おみやげを買う

Break Time 3
How to Count in
English

Skill Up Debate 1

Leeson 8
Ready for Disasters

Lesson 7
Japanese Bentos Are
Cool!

・定期考査
・授業での取り組み

・定期考査
・授業での取り組み

・Comprehensibility
「分かり易さ」
・Cooperativeness
「協調性」

・定期考査
・授業での取り組み

・質問する、説明する、望む

・質問する、提案する、説明する

・ディスカッション、プレゼンテーション

・驚く、質問する、説明する、要約する

・感想を伝える、説明する、希望を伝え
る、提案する

道案内での多様な状況を想定しながら、自分の
意思を相手に分かりやすく伝える。

比較級、最上級を基に、ギネスブックに載せる
ための計画について、グループでの話し合いと
通して、PR動画作成に向けての自分達の考えを
分かりやすく伝える。

ディベートの手順を考えながら、国内旅行と海
外旅行のどちらがよいかについて自分達の考え
を伝える。

動名詞・to不定詞を基に、災害への備えや発生
時に必要な事柄について、インターネット等で
情報を集めながら、自分達の考えをまとめ、そ
れを聞き手に伝える。

・定期考査
・授業での取り組み

・定期考査
・授業での取り組み



APPLAUSE ENGLISH LOGIC AND EXPRESSION Ⅰ（開隆堂出版）

2

知識

話すこと
（やりと

り）

話すこと
（発表）

書くこと

比重 比重 比重

40 30 30

月 領域 指導 時数
教材及び教科
等横断的な視

点等

4
月 5

4～5
月 5

「地理総合」
の科目と連携
し、日本の観
光について調
べる。

5
月

5

「生物基礎」
と連携し、生
物が光る仕組
みを知る。

5～6
月

6

６月
4

6～7
月

5

７月 6

主な言語活動等 評価方法

・説明する、報告する、理由を述べる

・ディスカッション、プレゼンテーション

・驚く、説明する、感謝する

中学校で学習した文構造やいろいろな文法事項
の理解を基に、身の回りのさまざまなことにつ
いて相手の意見を聞き、また自分の経験や考え
を分かりやすく伝える。

未来を表す文を基に、外国からきたお客さんと
過ごす週末の予定について、聞いたり読んだり
したことを活用しながら、自分の考えを聞き手
に分かりやすく伝える。

完了形を使った文の理解を基に、これまで友人
が経験したことについて、自分の経験と比較し
ながら、自分の考えを相手に分かりやすく伝え
る。

・定期考査
・授業での取り組み

・定期考査
・授業での取り組み

・定期考査
・授業での取り組み

・定期考査
・授業での取り組み

２０２２年度　１学年　英語科シラバス

論理・表現Ⅰ 教科書等

単位数

評価方法・割合
及び

観点の比重

定期考査
小テスト
パフォーマンステスト
　
他

定期考査
課題テスト・到達度テスト
パフォーマンステスト
授業の取組　　　　　　　　　他

定期考査
課題の取組
授業の取組・振り返りシート
パフォーマンステスト　　　　他

教科の目標

○１学年修了時までに少なくともCEFR-Jの指標におけるA２-１レベル、２学年修了時までにA２-２レベル、３学年前期終了までに、B２-１レベルの英語運用能力の知識と
技能を身に着ける。　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            （知識及び技
能）
○英語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、5技能を結び付けた統合的な言語活動の中で、与えられた英語の題材に対する的確な解釈をベースに、
筆者や話し手の意図や思いを考察し、それに対する自己の考えとそう考えるに至った理由について、一定の支援を得ながら述べることができる。さらにその事柄につい
て、他の生徒と意見を交換したり、ある課題については、その解決に向けて何が必要かなどについて、一定の支援を得ながら話し合うことができる。　　　　　 （思考
力・判断力・表現力）
○授業における協働学習やALTや海外からの留学生等との積極的な交流等を通して、テキストで取り上げられた世界中の様々な話題や課題について興味関心を高めてい
き、それに付随して世界の人々とのコミュニケーション手段である英語習得の必要性を感じ始め、生涯を通して英語学習を続けてゆきたいという思いを抱くことができ
る。

科目名

科目の目標

日常的・社会的な話題について、多くの支援を活用すれば、
話すこと〔やりとり〕： 基本的な語句や文を用いて、情報や考え気持などを話して伝え合うやり取りを続けたり、論理性に注意して話して伝え合ったりすることができ
る。
話すこと〔発表〕：基本的な語句や文を用いて、情報や考え気持などを論理性に注意して話して伝える。
書くこと ：基本的な語句や文を用いて、情報や考え気持などを論理性に注意して文章を書いて伝えることができる。

知識・技能学力の３要素

自律的活動力・挑戦力
課題認識力・批判的思考力・表現力対話力・

他者との協働力

①　『高等学
校学習指導要
領 第２章 第
８節 第２款
第１「 英語コ
ミュニケー
ションⅠ」 ２
の(1) 』に挙
げられている
英語の特徴や
きまりに関す
る事項のう
ち、三つの領
域（話すこと
（やり取
り）、話すこ
と（発表）、
書くこと））
別の目標を達
成するのにふ
さわしいも
の、及び情報
や考えを効果
的に伝える表
現（聞き手の
注意を引いた
り、ある考え
について自分
の立場を明確
にするための

学びの観点

学びに向かう力思考力・判断力・表現力

履修区分

・質問する、推測する

・質問する、説明する

・質問する、理由を述べる、提案する等

・説明する、理由を尋ねる、助言する ・定期考査
・授業での取り組み

Lesson 2

Weather Forecast for
Tomorrow

Lesson 1

My Hero

Pre-Lesson

1　いろいろな品詞
2　文のなりたち
3　文の要素と文構造
4　文の種類
5　否定文の作り方
6　疑問文の作り方

履修学年区分 全日制・普通科・1学年

技能

④　日常的な話題や社会的な話題につい
て、英語を聞いたり読んだりして得られ
た情報や考えを活用しながら、①の知識
を用いて、情報や自分自身の考えなどを
論理的に書いて伝える技能を身に付けて
いる。

③　日常的な話題や社会的な話題につい
て、英語を聞いたり読んだりして得られ
た情報や考えを活用しながら、①の知識
を用いて、情報や自分自身の考えなどを
論理的に話して伝える技能を身に付けて
いる。

②　日常的な話題について、英語を聞い
たり読んだりして得られた情報や考えを
活用しながら、①の知識を用いて、情報
や自分自身の考えなどを論理的に伝え合
う技能を身に付けている。

⑦　①の知識・理解、④の技能を通して、日常的な話題や社会
的な話題についての英語を聞いたり読んだりすることで、情報
を整理しながら考えなどを形成し、コミュニケーションを行う
目的や場面、状況などに応じて、その考えや気持ちなどを論理
性に注意して書いて伝えている。

⑥　①の知識・理解、③の技能を通して、日常的な話題や社会
的な話題についての英語を聞いたり読んだりすることで、情報
を整理しながら考えなどを形成し、コミュニケーションを行う
目的や場面、状況などに応じて、その考えや気持ちなどを話し
て伝えている。

⑤　①の知識・理解、②の技能を通して、日常的な話題につい
ての英語を聞いたり読んだりすることで、情報を整理しながら
考えなどを形成し、コミュニケーションを行う目的や場面、状
況などに応じて、その考えや気持ちなどを話して伝え合ってい
る。

⑩　外国語の背景にある文化に対する理解を深め、読み手に配
慮しながら、主体的、自律的に英語を用いて書こうとしてい
る。

⑨　外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手に配
慮しながら想像力を働かせ、主体的、自律的に英語を用いて話
そうとしている。

⑧　外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、話
し手に配慮しながら想像力を働かせ、主体的、自律的に英語を
用いて伝え合おうとしている。

単元名 単元の目標

過去表現、未来表現を基に、過去から現在にわ
たり自分があこがれる人について、聞いたりよ
んだりしたことを活用しながら、治部の考えを
聞き手に伝える。

・定期考査
・授業での取り組み

ファーストフード店での多様な状況を想定し、
自分の意思を相手に分かりやすく伝える。

パラグラフの構成を理解する。

助動詞を使った文を基に、富士登山の際の注意
事項について、聞いたり読んだりしたことを活
用しながら、自分の考えを聞き手に伝える。

Skill Up Presentation
1

Lesson 5
Home-Made Bread

Lesson 4
The Key to Learn Kanji

Scene 1 ファーストフー
ド店に行こう

Break Time 1 Crossword
Puzzle

Skill Up Paragraph
Writing 1

Leeson3
Tips on Visiting a
Japanese Tenmple

・Comprehensibility
「分かり易さ」
・attitude
「積極性」

・ロールプレイング

・質問する、説明する、感謝する

・説明する、質問する、理由を述べる

受動態を基にして、好きな日本の食べ物につい
て、グループでの話し合いを通して、自分達の
考えをまとめ、それをALTを中心とした聞き手
に分かりやすく伝える。



９月
6

「地理総合」
と連携し、世
界のNPO活動
を調べる。

9～10
月

5

１０月
6

１０～
1１月 4

１１月
5

１２月
6

12～1
月

5

1
月

6

1～2
月

4

２月
5

2～3
月

7

70

・心配する、質問する、申し出る

ピンポンディベートの理解を基に、自分達の意
見を聞き手に対して論理的に分かりやすく伝え
る。

to不定詞の形容詞的用法と副詞的用法を基に、
留学先に持っていきたいおみやげについてクラ
スで紹介するためにいろいろな説明の方法を考
えながら、自分の考えを相手に分かりやすく伝
える。

仮定法を用いて、友達から相談を受けた悩みに
ついて助言するために、自分が現在悩んでいる
ことや後悔していることについて整理しながら
自分の考えを聞き手に分かりやすく伝える。

みやげ店で使ういろいろな表現を基に、多様な
状況で自分の意思をまとめそれを聞き手に分か
りやすく伝える。

・Comprehensibility
「分かり易さ」
・Logical structure
「論理性」

Lesson 14
The Best Place for the
Holiday

Skill Up Debate 2

Lesson 13
If I were Good at
Cooking

・Comprehensibility
「分かり易さ」
・attitude
「積極性」

・定期考査
・授業での取り組み

・ディベート
・定期考査
・授業での取り組み

指導時間数の計

・ディベート

・仮定する、主張する

・説明する、理由を述べる、主張する

・質問する、説明する、共感する

・ディスカッション、プレゼンテーション

・質問する、説明する、感謝する感謝する

・感想を伝える、質問する、説明する

・説明する、心配する、驚く

・説明する、依頼する、断る

・質問する、賛成する、申し出る

・定期考査
・授業での取り組み

メールの書き方の理解を基に、いろいろな状況
に即して、自分の意思を相手に分かりやすく伝
える。

関係副詞を用いて、おすすめの観光地について
その魅力が伝わるようんび、聞き手に分かりや
すく伝える。

関係代名詞を用いて、グループで考えたオリジ
ナル製品のアイディアをクラスで発表するため
に、自分達の考えや情報を聞き手に分かりやす
く伝える。

同等比較、倍数比較を基にして、食品ロスを減
らす方法について、留学生に理解されるように
色々な情報を使いながら相手に分かりやすく伝
える。

Scene 2　道案愛をしよ
う

Break Time 2　Tongue
Twisters

Lesson6
Guinness World Records

Scene 4 メールを書こう

Break time 4
English Riddles

Skill Up Presentation
2

Lesson 12
A Sightseeing Stop to
recommend

Lesson 11
Going on a Factory
Tour!

分詞を用いて、身の回りで起こったことについ
て順序立てて説明する。

Skill Up Paragraph
Writing 2

Lesson10
Who's the Girl Walking
with You?

Lesson 9
Useful Ads on the
Internet

Scene 3 おみやげを買う

Break Time 3
How to Count in
English

Skill Up Debate 1

Leeson 8
Ready for Disasters

Lesson 7
Japanese Bentos Are
Cool!

・定期考査
・授業での取り組み

・定期考査
・授業での取り組み

・Comprehensibility
「分かり易さ」
・Cooperativeness
「協調性」

・定期考査
・授業での取り組み

・質問する、説明する、望む

・質問する、提案する、説明する

・ディスカッション、プレゼンテーション

・驚く、質問する、説明する、要約する

・感想を伝える、説明する、希望を伝え
る、提案する

道案内での多様な状況を想定しながら、自分の
意思を相手に分かりやすく伝える。

比較級、最上級を基に、ギネスブックに載せる
ための計画について、グループでの話し合いと
通して、PR動画作成に向けての自分達の考えを
分かりやすく伝える。

ディベートの手順を考えながら、国内旅行と海
外旅行のどちらがよいかについて自分達の考え
を伝える。

動名詞・to不定詞を基に、災害への備えや発生
時に必要な事柄について、インターネット等で
情報を集めながら、自分達の考えをまとめ、そ
れを聞き手に伝える。

・定期考査
・授業での取り組み

・定期考査
・授業での取り組み
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活用
（使える）

利用
（できる）

習得
（わかる）

比重 比重 比重

40 30 30

月 指導 時数 主な言語活動
各教科等横断的な資
質･能力の育成に関わ
る他教科等との関連

授業時の姿勢や意欲
制作物・プレゼン
自主的な取り組み　　等

学びの観点

学びに向かう力

5

8

２０２３年度　　２学年　情報科シラバス

情報Ⅰ 教科書等

単位数

評価方法・割合
及び

観点の比重

教科の目標

科目名

科目の目標

知識・技能学力の３要素

学
び
の
段
階

自律的活動力・挑戦力
課題認識力・批判的思考力・表現力対話力・

他者との協働力
知識・技能

必修科目

評価の趣旨

履修区分 履修学年区分

定期考査
制作物・プレゼン
授業時の観察　　等

定期考査
制作物・プレゼン　等

単元名

４月

５月

第2章　情報社会における法とセキュリ
ティ

A　情報社会と法規・制度
B　個人情報の適正な利活用と保護

C　知的財産権
D　情報セキュリティ

E　情報セキュリティ対策のための技術
F　情報セキュリティ対策への意識

第1編　情報社会の問題解決
第1章　情報とメディア
A　情報とは何か

B　情報源と情報の検証
C　情報とメディアの特性
D　問題解決のプロセス

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，情報技術を活用して問題の発見・解決を行う学習活動を通して，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用し，情報社会に主
体的に参画するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1） 情報と情報技術及びこれらを活用して問題を発見・解決する方法について理解を深め技能を習得するとともに，情報社会と人との関わりについての理解を深めるようにする。
（2） 様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する力を養う。
（3） 情報と情報技術を適切に活用するとともに，情報社会に主体的に参画する態度を養う。

数研出版『高等学校 情報Ⅰ』

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，情報技術を活用して問題の発見・解決を行う学習活動を通して，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用し，情報社会に主
体的に参画するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）効果的なコミュニケーションの実現，コンピュータやデータの活用について理解を深め技能を習得するとともに，情報社会と人との関わりについて理解を深めるようにする。
（2）様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する力を養う。
（3）情報と情報技術を適切に活用するとともに，情報社会に主体的に参画する態度を養う。

情報と情報技術を問題の発見・解決に活用するための知
識について理解している。

情報と情報技術を問題の発見・解決に活用するための知
識について理解し，技能を身に付けているとともに，情
報化の進展する社会の特質について理解している。

情報と情報技術を問題の発見・解決に活用するための知
識について理解し，技能を身に付けているとともに，情
報化の進展する社会の特質及びそのような社会と人間と
の関わりについて理解している。

効果的なコミュニケーションの実現，コンピュータや
データの活用について理解を深め技能を習得するととも
に，情報社会と人との関わりについて理解を深めるよう
にする。

問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を用いていることがで
きる。

事象を情報とその結び付きの視点から捉え，問題の発見・解決に
向けて情報と情報技術を用いている。

事象を情報とその結び付きの視点から捉え，問題の発見・解決に
向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に用いている。

様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，問題の発見・解決
に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用する力を養う。

問題の発見・解決に向けて主体的に情報と情報技術を活用しようとし
ている。

情報社会との関わりについて考えながら，問題の発見・解決に向けて
主体的に情報と情報技術を活用しようとしている。

情報社会との関わりについて考えながら，問題の発見・解決に向けて
主体的に情報と情報技術を活用し，自ら評価し改善しようとしてい
る。

情報と情報技術を適切に活用するとともに，情報社会に主体的に参画
する態度を養う。

思考力・判断力・表現力

全日制・普通科・2学年

評価方法 　主な学習活動　

②　思考・判断・表現
・いろいろな考えを目的に沿って整理すること
ができる。

①　知識・技能
・情報やメディアを理解できる。
・情報の特性を理解できる。
・問題を発見・解決するための一連の流れを理
解できる。

③　主体的に学習に取り組む態度
・情報社会において個人の果たす役割や責任に
ついて考えている。

②　思考・判断・表現
・正しい引用で表現できる。
・個人情報が流出する原因を判断できる。
・個人のマナーの意味を考えることができる。
・ファイアウォールの役割と機能を説明でき
る。

①　知識・技能
・知的財産権の定義と関連した法規を理解でき
る。
・個人情報とは何か理解できる。
・個人情報やプライバシーに関連した法規を理
解できる。
・情報セキュリティで確保すべき要素を理解で
きる。
・情報セキュリティに関する法規や制度を理解
できる。

③　主体的に学習に取り組む態度
・問題解決の目的や状況に応じて，情報や情報
技術を適切かつ効果的に活用して問題を発見・
解決する方法について考えようとしている。

単元で育成する資質・能力
＜単元の評価規準＞

・情報やメディアを理解でき
る。
・情報の特性を理解できる。
・問題を発見・解決するため
の一連の流れを理解できる。
（定期考査）

・情報社会でよりよく生き
るために，情報に関する法
規・制度や情報社会におけ
る個人の責任，情報モラル
にもとづいた行動について
理解させる。
・個人情報やプライバシー
の保護・活用に関連する法
律の意義や目的，内容につ
いて理解させる。
・著作権などの知的財産権
の保護の必要性とともに，
そのために必要な法規及び
個人の責任について理解さ
せる。
・情報社会の問題点をふま
え，情報セキュリティの重
要性を理解させるととも
に，ユーザ認証やアクセス
制御などの技術，セキュリ
ティ対策の方法を理解させ
る。
・情報社会において個人の
果たす役割や責任について
考えさせる。

・何気なく使っている言葉
である「情報」とは何かを
理解させる。
・様々なメディアの特徴
や，情報の適切な表現形式
について理解させる。
・情報や情報技術を活用し
て問題を発見・解決する方
法を身に付けさせる。
・問題解決の目的や状況に
応じて，情報や情報技術を
適切かつ効果的に活用して
問題を発見・解決する方法
について考えさせる。

・情報社会において個人の果
たす役割や責任について考え
ている。
（発問評価・授業態度）

・正しい引用で表現できる。
・個人情報が流出する原因を
判断できる。
・個人のマナーの意味を考え
ることができる。
・ファイアウォールの役割と
機能を説明できる。
（発問評価・授業態度）

・知的財産権の定義と関連し
た法規を理解できる。
・個人情報とは何か理解でき
る。
・個人情報やプライバシーに
関連した法規を理解できる。
・情報セキュリティで確保す
べき要素を理解できる。
・情報セキュリティに関する
法規や制度を理解できる。
（定期考査）

・問題解決の目的や状況に応
じて，情報や情報技術を適切
かつ効果的に活用して問題を
発見・解決する方法について
考えている。
（発問評価・授業態度）

・いろいろな考えを目的に
沿って整理することができ
る。
（発問評価・課題提出）

課題・発表

課題・発表
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６月
７月

７月

９月

１０
月

１０
月

第4章　プレゼンテーション
A　プレゼンテーションとは

B　プレゼンテーションの流れと注意点

第3章　情報デザイン
A　情報を表現する方法
B　ユニバーサルデザイン

第2章　コミュニケーション手段の発展と
特徴

A　通信とその進展
B　マスコミュニケーションの進展
C　情報の発信とメディアの性質

第2編　コミュニケーションと情報デザイ
ン

第1章　情報のデジタル表現
A　アナログとデジタル
B　デジタル情報の表現
C　文字のデジタル表現
D　音のデジタル表現
E　画像のデジタル表現
F　動画のデジタル表現
G　データの圧縮

第3章　情報技術が社会に及ぼす影響
A　情報技術の発展の光と影
B　情報技術の適切な活用

7

4

③　主体的に学習に取り組む態度
・数値・文字・音声・画像などのデジタル化さ
れた情報を，主体的かつ適切に取り扱おうとし
ている。

②　思考・判断・表現
・画像と文字データの違いを考えることができ
る。
・解像度と色の階調からデータ量を考えること
ができる。

①　知識・技能
・ビットの概念、２進数・１６進数による表現
を理解できる。
・文字コードについて理解できる。
・音のデジタル化の標本化，量子化，符号化が
理解できる。
・画像のデジタル化の標本化，量子化，符号化
が理解できる。
・動画の仕組みが理解できる。
・圧縮とその手法を理解できる。
・可逆圧縮と非可逆圧縮の違いが理解できる。

②　思考・判断・表現
・コミュニケーションの場面で適切なメディア
が選択できる。

・古代からの技術的な進歩
やコンピュータを使った通
信の歴史を概観し，コミュ
ニケーション手段の発展に
ついて理解させる。
・情報伝達のメディアの性
質を科学的に理解させると
ともに，情報をわかりやす
く表現し効率的に伝達する
ために，適切な情報機器や
メディアを選択し利用する
方法を身に付けさせる。

①　知識・技能
・コミュニケーションと技術の関係を理解でき
る。
・メディアの特性を理解できる。

①　知識・技能
・プレゼンテーションの企画，準備，実施，評
価・改善など，プレゼンテーションの流れにつ
いて説明することができる。

①　知識・技能
・情報技術による社会や生活の変化が理解でき
る。
・情報化による健康への影響やデジタルデバイ
ドなどの「影」の部分を理解できる。

②　思考・判断・表現
・情報技術の発達によるメディアとコミュニ
ケーションの変化を考えられる。

・自らのメディア活用につい
て振り返り，より効果的な表
現や情報伝達ができるように
改善しようとしている。
（授業態度）

・コミュニケーションの場面
で適切なメディアが選択でき
る。
（定期考査・発問評価）

・コミュニケーションと技術
の関係を理解できる。
・メディアの特性を理解でき
る。
（定期考査）

・数値・文字・音声・画像な
どのデジタル化された情報
を，主体的かつ適切に取り扱
おうとしている。
（授業態度）

③　主体的に学習に取り組む態度
・情報や情報技術の適切かつ効果的な活用と望
ましい情報社会の構築について考えている。

③　主体的に学習に取り組む態度
・粘り強く，情報デザインの方法を活用して，
作品を作ろうとしている。

②　思考・判断・表現
・情報を整理し，抽象化，可視化，構造化して
表現できる。
・目的に沿って，情報を映像としてデザインす
ることができる。

①　知識・技能
・情報デザインの目的を理解できる。
・色や文字のデザインを理解できる。

③　主体的に学習に取り組む態度
・自らのメディア活用について振り返り，より
効果的な表現や情報伝達ができるように改善し
ようとしている。

・情報デザインの目的を理解
できる。
・色や文字のデザインを理解
できる
（定期考査・発問評価）

・画像と文字データの違いを
考えることができる。
・解像度と色の階調からデー
タ量を考えることができる。
（発問評価）

・ビットの概念、２進数・１
６進数による表現を理解でき
る。
・文字コードについて理解で
きる。
・音のデジタル化の標本化，
量子化，符号化が理解でき
る。
・画像のデジタル化の標本
化，量子化，符号化が理解で
きる。
・動画の仕組みが理解でき
る。
・圧縮とその手法を理解でき
る。
・可逆圧縮と非可逆圧縮の違
いが理解できる。
（定期考査・課題提出）

・情報や情報技術の適切かつ
効果的な活用と望ましい情報
社会の構築について考えてい
る。
（発問評価・授業態度）

・情報技術の発達によるメ
ディアとコミュニケーション
の変化を考えられる。
（定期考査）

・情報技術による社会や生活
の変化が理解できる。
・情報化による健康への影響
やデジタルデバイドなどの
「影」の部分を理解できる。
（定期考査・発問評価）

・人工知能やデジタルトラ
ンスフォーメーションな
ど，発展する情報技術と情
報技術がもたらす社会の変
化や経済の効率化について
理解させる。
・情報格差，インターネッ
ト依存症，インターネット
上のトラブルなどを学び，
情報技術の適切な活用につ
いて理解させる。
・情報や情報技術の適切か
つ効果的な活用と望ましい
情報社会の構築について考
えさせる。

・情報のデジタル化の基礎
的な知識として，アナログ
とデジタルのちがいとデジ
タル情報の特徴を理解させ
る。
・情報のデジタル化の基礎
的な知識と技術として，
ビットの概念，2進法による
表現，文字，音，画像，動
画のデジタル化の原理と表
現方法を理解させる。
・デジタル情報のデータ圧
縮の原理と具体例について
理解させる。

課題・発表

課題・発表

課題・発表

課題・発表

課題・発表

・情報デザインが人や社会
に果たしている役割を理解
させる。
・情報を抽象化・構造化・
可視化する方法を身に付け
させる。
・情報を伝える目的や受け
手の状況をふまえた適切か
つ効果的な情報デザインを
考えさせるとともに，それ
らを表現し，評価し改善す
る活動を行わせる。
・ユーザビリティやアクセ
シビリティ，ユニバーサル
デザイン等について，身近
な具体例を挙げながら理解
させる。

4

・プレゼンテーションの企
画，準備，実施，評価・改善
など，プレゼンテーションの
流れについて説明することが
できる。
（定期考査）

・粘り強く，情報デザインの
方法を活用して，作品を作ろ
うとしている。
（授業態度）

・情報を整理し，抽象化，可
視化，構造化して表現でき
る。
・目的に沿って，情報を映像
としてデザインすることがで
きる。
（課題提出）

4

・コミュニケーション手段
の1つとして用いられている
プレゼンテーションの基
本，重要性，手法を理解さ
せるとともに，情報デザイ
ンの考え方や方法を表現す
る技能を身に付けさせる。
・効果的なコミュニケー
ションを行うために，プレ
ゼンテーションの注意点，
プレゼンテーションソフト
ウェアの上手な使い方を身
に付けさせるとともに，プ
レゼンテーションを実施
し，評価し改善する活動を
行わせる。



１月

１月

１０
月

１１
月

１２
月

第4章　プレゼンテーション
A　プレゼンテーションとは

B　プレゼンテーションの流れと注意点

第3章　モデル化とシミュレーション
A　モデル化

B　シミュレーション

第2章　プログラミング
A　アルゴリズム

B　プログラミング言語とは
C　プログラミングの方法

第3編　コンピュータとプログラミング
第1章　コンピュータのしくみ
A　コンピュータの構成

B　コンピュータのソフトウェア
C　コンピュータでの数値の内部表現

③　主体的に学習に取り組む態度
・具体的な事象のシミュレーションに関心を持
ち，シミュレーションを用いた問題解決を意欲
的に取り組む。

②　思考・判断・表現
・目的に合ったモデルを考えることができる。
・適切なプログラムでシミュレーションを行う
ことができる。

①　知識・技能
・モデル化とシミュレーションの考え方や方法
を理解できる。
・モデル化とシミュレーションにおける注意点
を理解できる。
・表計算ソフトウェアでシミュレーションを行
う方法を身につけている。

③　主体的に学習に取り組む態度
・アルゴリズムやフローチャート等の表記に，
興味や関心を示している。
・問題解決のためのアルゴリズムを考える学習
に，主体的に取り組んでいる。
・プログラミング言語に興味を示し，実際に自
ら活用している（活用した経験がある）。

②　思考・判断・表現
・プログラムを作ることができる。
・プログラムでアルゴリズムを表現できる。

①　知識・技能
・アルゴリズムの制御構造を理解できる。
・フローチャートとアクティビティ図でアルゴ
リズムを表現できる。
・プログラムのデータ構造を理解できる。

③　主体的に学習に取り組む態度
・プレゼンテーションソフトを用いてわかりや
すいスライド資料を作成し，適切かつ効果的に
プレゼンテーションを行うことができる。

②　思考・判断・表現
・プレゼンテーションの企画，準備，実施，評
価・改善など，プレゼンテーションの流れにつ
いて説明することができる。

③　主体的に学習に取り組む態度
・情報機器を相互に接続するために，適切なイ
ンタフェースを選択することができる。

②　思考・判断・表現
・情報機器を相互に接続するために，適切なイ
ンタフェースを選択することができる。

①　知識・技能
・プレゼンテーションソフトを用いてわかりや
すいスライド資料を作成し，適切かつ効果的に
プレゼンテーションを行うことができる。

・具体的な事象のシミュレー
ションに関心を持ち，シミュ
レーションを用いた問題解決
を意欲的に取り組む。
（授業態度）

・目的に合ったモデルを考え
ることができる。
・適切なプログラムでシミュ
レーションを行うことができ
る。
（課題提出）

・モデル化とシミュレーショ
ンの考え方や方法を理解でき
る。
・モデル化とシミュレーショ
ンにおける注意点を理解でき
る。
・表計算ソフトウェアでシ
ミュレーションを行う方法を
身につけている。
（定期考査・課題提出）

・アルゴリズムやフロー
チャート等の表記に，興味や
関心を示している。
・問題解決のためのアルゴリ
ズムを考える学習に，主体的
に取り組んでいる。
・プログラミング言語に興味
を示し，実際に自ら活用して
いる（活用した経験があ
る）。
（発問評価・授業態度）

・プログラムを作ることがで
きる。
・プログラムでアルゴリズム
を表現できる。
（課題提出）

・アルゴリズムの制御構造を
理解できる。
・フローチャートとアクティ
ビティ図でアルゴリズムを表
現できる。
・プログラムのデータ構造を
理解できる。
（定期考査）

・情報機器を相互に接続する
ために，適切なインタフェー
スを選択することができる。
（発問評価・授業態度）

・情報機器を相互に接続する
ために，適切なインタフェー
スを選択することができる。
（定期考査）

・基本ソフトウェアと応用ソ
フトウェアの違いを理解でき
る。
・コンピュータの処理とデー
タの流れを理解できる。
・CPUでのプログラムの実行の
仕組みを理解できる。
（定期考査）

課題・発表

課題・発表

4

5

7

4

・小規模ネットワークの構成
を考えられる。
・身近に利用できる情報シス
テムを考えることができる。
（定期考査）

・プレゼンテーションソフト
を用いてわかりやすいスライ
ド資料を作成し，適切かつ効
果的にプレゼンテーションを
行うことができる。
（授業態度・課題提出）

・プレゼンテーションソフト
を用いてわかりやすいスライ
ド資料を作成し，適切かつ効
果的にプレゼンテーションを
行うことができる。
（定期考査・発問評価）

課題・発表

・モデル化とシミュレー
ションの考え方や方法を理
解させるとともに，社会や
自然などにおける事象をモ
デル化する方法や，シミュ
レーションを通してモデル
を評価し改善する方法につ
いて理解させる。
・目的に応じたモデル化や
シミュレーションを行い，
その結果をふまえて問題を
適切に解決する方法を考え
させる。

・問題の解法をアルゴリズ
ムを用いて表現する方法を
身に付けさせる。
・プログラミング言語の実
行のしくみやプログラミン
グの基本を理解させるとと
もに，プログラミングに
よってコンピュータを活用
する方法を身に付けさせ
る。
・アルゴリズムを考え，プ
ログラミングを行う過程に
おいて，それらを評価し改
善していく力を身に付けさ
せる。

・コンピュータや外部装置
の基本的なしくみや特徴を
理解させる。
・OSやアプリケーションプ
ログラムなどのソフトウェ
アの基本的な機能を理解さ
せる。
・コンピュータの内部にお
ける情報の表現方法と計算
に関する限界について理解
させる。
・コンピュータで扱われる
数や情報の特徴とコン
ピュータの能力との関係に
ついて考えさせる。

・コミュニケーション手段
の1つとして用いられている
プレゼンテーションの基
本，重要性，手法を理解さ
せるとともに，情報デザイ
ンの考え方や方法を表現す
る技能を身に付けさせる。
・効果的なコミュニケー
ションを行うために，プレ
ゼンテーションの注意点，
プレゼンテーションソフト
ウェアの上手な使い方を身
に付けさせるとともに，プ
レゼンテーションを実施
し，評価し改善する活動を
行わせる。

②　思考・判断・表現
・小規模ネットワークの構成を考えられる。
・身近に利用できる情報システムを考えること
ができる。

①　知識・技能
・インターネットとはどのようなものか理解で
きる。
・サーバとクライアントの役割を理解できる。
・電子メールを送受信する仕組みを理解でき
る。
・DNSの役割と動作の仕組みを理解できる。
・暗号化方式を理解できる。

8

第4編　情報通信ネットワークとデータの
活用

第1章　ネットワークのしくみ
A　コンピュータネットワーク

B　通信プロトコル
C　パケット通信
D　通信の信頼性

E　IPアドレスとドメイン名
F　WWWのしくみとURL

G　電子メールの送受信のしくみ
H　情報の暗号化

・情報通信ネットワークの
基本的な方式やプロトコル
の役割について理解させ
る。
・通信の信頼性や情報セ
キュリティを確保するため
の方法や技術について理解
させる。
・目的や状況に応じて，情
報通信ネットワークの方式
やプロトコルを選択した
り，情報セキュリティを確
保したりする方法について
考えさせる。 課題・発表

・インターネットとはどのよ
うなものか理解できる。
・サーバとクライアントの役
割を理解できる。
・電子メールを送受信する仕
組みを理解できる。
・DNSの役割と動作の仕組みを
理解できる。
・暗号化方式を理解できる。
（定期考査）



70

１月

①　知識・技能
・データベース管理システムの必要性を理解で
きる。
・関係データベースのデータ処理方法を理解で
きる。
・関係データベースの操作ができる。

・欠損値や外れ値などのデー
タを処理することができる。
・テキストマイニングの意味
と活用方法を考えることがで
きる。
（発問評価）

・質的データと量的データの
違いを理解できる。
・名義尺度，順序尺度，間隔
尺度，比例尺度の違いを理解
できる。
・データを可視化できる。
（定期考査）

指導時間数の計

③　主体的に学習に取り組む態度
・インターネットの仕組みやサービスに興味・
関心を持ち，問題の解決に向けて，個人あるい
はグループでネットワークの活用について検討
しようとしている。

③　主体的に学習に取り組む態度
・問題解決のためのデータ活用に関する取り組
みを，データ分析の方法や分析結果の妥当性に
ついて，自己評価や相互評価で振り返り，改善
しようとしている。

②　思考・判断・表現
・欠損値や外れ値などのデータを処理すること
ができる。
・テキストマイニングの意味と活用方法を考え
ることができる。

①　知識・技能
・質的データと量的データの違いを理解でき
る。
・名義尺度，順序尺度，間隔尺度，比例尺度の
違いを理解できる。
・データを可視化できる。

③　主体的に学習に取り組む態度
・問題解決のためのデータ分析を，試行錯誤し
ながら粘り強く行うことができる。

②　思考・判断・表現
・問題解決の目的に応じて，データ分析の手法
を適切に選択し，分析結果を効果的に表現する
力がある。

8

4

7

２月

２月
３月

第3章　データの分析
A　データのさまざまな形式
B　データの収集方法

C　データの種類と尺度水準
D　データの分析

E　テキストマイニング

第2章　データベース
A　データベース

B　さまざまな情報システム

第4編　情報通信ネットワークとデータの
活用

第1章　ネットワークのしくみ
A　コンピュータネットワーク

B　通信プロトコル
C　パケット通信
D　通信の信頼性

E　IPアドレスとドメイン名
F　WWWのしくみとURL

G　電子メールの送受信のしくみ
H　情報の暗号化

・データベースの概念及び
データベース管理システム
の機能やデータの損失を防
ぐしくみについて理解させ
る。
・データベースが活用され
ている情報システムについ
て，それらがサービスを提
供するしくみや特徴，社会
生活に果たす役割と影響を
理解させるとともに，サー
ビスの効果的な活用につい
て考えさせる。

・情報通信ネットワークの
基本的な方式やプロトコル
の役割について理解させ
る。
・通信の信頼性や情報セ
キュリティを確保するため
の方法や技術について理解
させる。
・目的や状況に応じて，情
報通信ネットワークの方式
やプロトコルを選択した
り，情報セキュリティを確
保したりする方法について
考えさせる。 課題・発表

課題・発表

課題・発表

・データを表現・蓄積する
ためのデータの形式に関す
る知識と，データの収集，
整理，分析する方法につい
て理解させる。
・表計算ソフトウェアなど
を使って簡単なデータ処理
や分析を行う方法を身に付
けさせる。
・データの収集，整理，分
析の方法や，その結果を表
す方法を適切に選択すると
ともに，それらについて評
価し改善する力を身に付け
させる。

・問題解決のためのデータ活
用に関する取り組みを，デー
タ分析の方法や分析結果の妥
当性について，自己評価や相
互評価で振り返り，改善しよ
うとしている。
（授業態度）

・問題解決のためのデータ分
析を，試行錯誤しながら粘り
強く行うことができる。
（発問評価・授業態度）

・問題解決の目的に応じて，
データ分析の手法を適切に選
択し，分析結果を効果的に表
現する力がある。
（課題提出）

・データベース管理システム
の必要性を理解できる。
・関係データベースのデータ
処理方法を理解できる。
・関係データベースの操作が
できる。
（定期考査）

・インターネットの仕組みや
サービスに興味・関心を持
ち，問題の解決に向けて，個
人あるいはグループでネット
ワークの活用について検討し
ようとしている。
（発問評価・授業態度）



2

活用
（使える）

利用
（できる）

習得
（わかる）

比重 比重 比重

40 30 30

月 指導 時数 評価方法

各教科等横断的
な資質･能力の育
成に関わる他教
科等との関連

ワークシート

発表・ワーク
シート

ワークシート

単元名

４月

５月

６月

２０２３年度　２学年  総合的な探究の時間  シラバス

教科書等

単位数

評価方法・割合
及び

観点の比重

教科の目標

科目名

科目の目標

知識・技能学力の３要素

履修区分 履修学年区分 全日制・普通科・２学年

  探究の見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うことを通じて、自己の在り方生き方を考えながら、よりよく課題を発見し解決していくための資質・能力を次の通り育成すること
を目指す。
（１）探究の課程において、課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け、課題に関わる概念を形成し、探究の意義や価値を理解するようにする。＜何を理解しているか、何ができるか
＞（知識及び技能）
（２）実社会や実生活と自己の関わりから問いだして見いだし、自分で課題を立て、情報を集め、整理・分析して、まとめ・表現することができるようになる。＜理解していること・できるこ
とをどう使うか＞（思考力、判断力、表現力等）
（３）探究に主体的・協働的に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら、新たな価値を創造し、よりよい社会を実現しようとする態度を養う。＜どのように社会・世界と関わり、よりよ
い人生を送るか＞（学びに向かう力、人間性等）

総合的な探究の時間

　「教科の目標」に同じ

知識・技能

学
び
の
段
階

必履修科目

評価の趣旨

学びの観点

学びに向かう力思考力・判断力・表現力

前期については、留学生との浅草街探索から、英語の知
識を生かして会話をしたり、現地のリポート動画を作成
する。また、日本の伝統文化に触れる。後期について
は、つくばみらい市の現状と課題から、さまざまな情報
を活用し情報収集することができる。

前期については、浅草街探索で、日頃学習している英語
の知識を生かし話す内容を考えたり英語で伝える。後期
については、つくばみらい市の現状と課題に触れなが
ら、中学で学んだSDGｓ持続可能な社会や環境に関して、
自分の身近な住まいだけでなく、国際的な視野を持って
情報収集することができている。

単元で育成する資質・能力
＜単元の評価規準＞

留学生街探索事前指導（１ｈ）

輝緑祭（文化祭）話し合い（１ｈ）

座学　エナジードコアVol.4-2（１ｈ）
　想いをかたちにする力

3

　主な学習活動　 主な言語活動

＜輝緑祭＞
○教室での出し物を決める
○クラスステージ発表を決める
　それぞれ計画を立て、役割を分担し全員が関
われるようにする。計画に沿って準備をする。

＜留学生街探索　事前指導＞
【説明】浅草街探索の学習内容と当日の日程説
明
　○教員の説明を聞く
【活動】
　○班を決める
　○メモをとる

＜エナジードコアVol.4-1>
【ワーク・視聴覚教材】
自分からみて楽しそうに思える仕事が楽しそう
に見えるのはなぜか考える。
やりがいを持って楽しく働くためには、仕事や
社会について理解する必要があることを知る。
思いつく仕事をいくつかあげ、それがどんな価
値を提供しているか考えてまとめる。
動画を視聴
【グループワーク】
書いたワークをもとに意見を発表しあう。他の
人の発表を聞いて、感想を伝えたり、付け足し
たりする。
班で１つの意見にまとめ、発表者を決める。
【まとめ】
さまざまな仕事によって、多くの価値が生み出
されていることを知る。

前期については、副教材を活用し、自分のアイディアを出した
り考えをまとめ、グループワークで意見を伝えることができ
る。班で出たさまざまな意見をまとめたり、発表することがで
きる。つくばみらい市の原稿と課題については、多様な情報か
ら興味のあることを選び、分析することができる。課題解決を
目指して事象を比較したり、因果関係を推測したりして考え、
班の意見をまとめ適切な発表ができる。

論理的に考える力を伸ばし、協働作業を通じて、自分の思いや
考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

自律的活動力・挑戦力

前期については、読書を通して、自己をみつめようとしている。さ
まざまなアクティビティを通じて、多様な意見を知る。協力し合い
活動しようとしている。

さまざなま活動を通じて、自己をみつめ、自分の個性と向き合おう
とすることを理解している。探究活動を通して、異なる多様な意見
を受け入れている。役割を理解し班でリーダーシップが発揮でき
る。

さまざなま活動を通じて、自己をみつめ、自分の個性や特徴と向き
合おうとしている。また、異なる多様な意見を受け入れ尊重するこ
とができる。互いの役割や能力を理解しながらクラス内でリーダー
シップが発揮できる。

他者との関わりの中で解決する力を高める。実社会に必要な知識や技能を身に付けるようにする。

タブレット端末の活用ができるようになる。前期につい
ては、浅草街探索での現地のリポートしている映像を撮
影し、タブレット端末を活用して編集し、ClassRoomに
アップすることができる。後期については、つくばみら
い市の現状と課題について、調べ学習や自分の意見をま
とめてスライドを作成することができる。

課題認識力・批判的思考力・表現力対話力・他者との協働力

さまざまな活動を通じて、自分の考えが簡単な文章で書ける。
テーマに合わせて、視点を定めて多様な情報を分析しようとし
ている。課題解決を目指して考えている。

副教材を利用して、自分の考えをまとめることができる。つく
ばみらい市の現状と課題について、さまざまな情報や媒体を利
用して自分の考えをまとめたり伝えたりすることができる。課
題解決を目指して事象を比較して考え、分析し適切な発表がで
きる。

授業時の姿勢や意欲
ワークシート
振り返りシート

発表
発表の資料作成
ワークシート　　　等

ワークシート　　等

輝緑祭（文化祭）話し合い（1ｈ）

留学生街探索事前指導（１ｈ）

座学　エナジードコアVol.4-１（１
ｈ）
　感情を生み出す力

＜オリエンテーション＞
年間の総合的な探究の時間の学習内容
について説明（１ｈ）
○エナジードコアについて
○市役所の現状と課題について
　①調べ学習・資料作成・ディスカッ
ション・発表
　②夏休み　職場体験（有志による参
加）
　③未来をかたる場ミーティング（有
志による参加）
○留学生街探索について
○ボランティア活動について

輝緑祭（文化祭）話し合い（１ｈ）

2

3

①　知識・技能
B:探究活動の内容を理解している。

③　主体的に学習に取り組む態度
B:班の人と話し合い計画に参加することができてい
る。

②　思考・判断・表現
B:趣旨を理解して自由行動の計画を立てることが出
来ている。

①　知識・技能
B:探究活動の内容を理解している。

①　知識・技能
B:活動の内容を理解している。

③　主体的に学習に取り組む態度
B:班の人と話し合い計画に参加することができてい
る。

②　思考・判断・表現
B:趣旨を理解して自由行動の計画を立てることが出
来ている。

②　思考・判断・表現
B:他者の意見を理解し自分の考えを付け足したり、
感想の言い合いをすることができる。

個人：ワーク
班：意見交換
班：代表者　発表
クラス：他者の発
表を聞く

個人：ワーク
班：意見交換
班：代表者　発表
クラス：他者の発
表を聞く

道徳（向上心）

道徳（向上心）

情報（動画の作
成・アプリで共
有）

英語（コミュニ
ケーション）

道徳
（自己理解・他
者理解・伝統文
化）

情報
（動画の見直
し）

英語
（表現方法の振
り返り）

歴史
（日本の歴史）

＜オリエンテーション＞
【講義】総合的な探究の時間の年間の学習内容
と評価について
　○教員の説明を聞く

＜輝緑祭＞
○教室での出し物とステージ発表の準備
　計画に沿って準備をする。全員が何かの役割
を担う。

＜留学生街探索　事前指導＞
【説明】浅草街探索の学習内容、コースについ
て
【活動】
　　○散策コースについて行きたいところを調
べてまとめる。

＜エナジードコアVol.4-2>
【ワーク・視聴覚教材】
毎朝ワクワク出かける大人と、つまらなそうに
出かける大人がいます。何が違うのか考える。
高校生が就職する頃は65%以上は、今ない仕事
に就職すると研究機関に予測されている。創意
工夫を考える練習をし、それにより新しい価値
観を創造する。
動画を視聴
【グループワーク】
書いたワークをもとに意見を発表しあう。他の
人の発表を聞いて、感想を伝えたり、付け足し
たりする。
班で１つの意見にまとめ、発表者を決める。
【まとめ】
決められたことをやるだけでなく、自分なりに
考えて創意工夫し、価値を生もうとする姿勢
が、毎朝ワクワク出かけるような働き方に繋
がってることを知る。



発表・ワーク
シート

ワークシート

発表・ワーク
シート

ワークシート

ワークシー
ト・資料作成

ワークシート

ワークシー
ト・資料作成

６月

７月

９月

１０
月

座学　エナジードコアVol.4-3+Leaf
（１ｈ）
　社会全体を捉える力+まとめ

＜留学生街散策＞（１ｈ）
【活動内容】
事前に決めた計画に沿って、各施設を
訪問する。
留学生と英語を話しながら日本文化や
異文化について学ぶ。
【グループワーク】
英語からの課題：施設の説明の動画を
撮影し、アプリにアップする。
【まとめ】
日本文化を通して留学生との活動を振
り返る。

留学生街探索事前指導（１ｈ）

輝緑祭（文化祭）話し合い（１ｈ）

座学　エナジードコアVol.4-2（１ｈ）
　想いをかたちにする力

3

2

4

3

修学旅行事前指導②（１ｈ）
　調べ学習　自由行動コース決め　観
光地・訪問先について調べ学習
修学旅行事前指導③（１ｈ）
　調べ学習　自由行動の公共交通機関
と時刻表等
修学旅行事前指導④（１ｈ）
　調べ学習　食文化　昼食の場所・予
算等

エナジードコアVol.5
描いた未来を実現する力
座学　エナジードコアVol.5-１（１
ｈ）
　力を身につける力

座学　エナジードコアVol.5-２（１
ｈ）
　距離を把握し、現在地を捉える力

座学　エナジードコアVol.5-３（１
ｈ）
　挑戦し、経験を重ねる力

修学旅行事前指導①（１ｈ）
・班決め
・部屋割り

③　主体的に学習に取り組む態度
B:先生の説明や動画の内容を理解し自分の考えをま
とめることが出来ている。市役所職員の話を積極的
に聞くことができている。

②　思考・判断・表現
B:他者の意見を理解し自分の考えを付け足したり、
感想の言い合いをすることができる。自分の地域と
比べながら考えることができている。

①　知識・技能
B:活動の内容を理解している。つくばみらい市の現
状と課題を理解することが出来る。

③　主体的に学習に取り組む態度
B:先生の説明や動画の内容を理解し自分の考えをま
とめることが出来ている。

③　主体的に学習に取り組む態度
B:先生の説明や動画の内容を理解し自分の考えをま
とめることが出来ている。市役所職員の話を積極的
に聞くことができている。

②　思考・判断・表現
B:他者の意見を理解し自分の考えを付け足したり、
感想の言い合いをすることができる。自分の地域と
比べながら考えることができている。

①　知識・技能
B:活動の内容を理解している。つくばみらい市の現
状と課題を理解することが出来る。

②　思考・判断・表現
B:他者の意見を理解し自分の考えを付け足したり、
感想の言い合いをすることができる。

①　知識・技能
B:活動の内容を理解している。

③　主体的に学習に取り組む態度
B:先生の説明や動画の内容を理解し自分の考えをま
とめることが出来ている。

個人：ワーク
班：意見交換
班：代表者　発表
クラス：他者の発
表を聞く

＜エナジードコアVol.5-1>
【ワーク・視聴覚教材】
動画を視聴
　苦手だと思うことも、一歩踏み出して挑戦し
てみることで新たな道が開けることを知る。
　自分の知っている挑戦者をあげ、その人がど
んな力を持ち、どんな時に身についたのか想像
してまとめる。
【グループワーク】
書いたワークをもとに意見を言い合う。他の人
の発表を聞いて、感想を伝えたり、付け足した
りする。
班で１つの意見にまとめる。発表者を決める。
【まとめ】
多くの人が、それぞれの挑戦のために必要な力
を身につけていることを知る。

＜エナジードコアVol.5-2>
【ワーク・視聴覚教材】
動画を視聴
　｢距離を把握し、現在地を捉える力｣について
学ぶ。壁に出会った時、取り組みやすいと感じ
るものと、苦手意識を感じるものがあるが、そ
の違いは何か考えてまとめる。
【グループワーク】
書いたワークをもとに意見を言い合う。他の人
の発表を聞いて、感想を伝えたり、付け足した
りする。
班で１つの意見にまとめる。発表者を決める。
【まとめ】
発表する。今取り組んでいる事、人より詳しく
知っている事のような全体像を理解している事
に対しては、新しい挑戦も取り組みやすいこと
を知る。

＜エナジードコアVol.5-3>
【ワーク・視聴覚教材】
動画を視聴
｢挑戦し、経験を重ねる力｣について学ぶ。人は
経験を積むことによって成長する。その経験
は、そんなものでも良いのか考えてまとめる。
今まで経験したものを｢言われてやったこと｣と
｢自分でやろうとしてやったこと｣に分類して書
き出す。
【グループワーク】
書いたワークをもとに意見を言い合う。他の人
の発表を聞いて、感想を伝えたり、付け足した
りする。
班で１つの意見にまとめる。発表者を決める。
【まとめ】
意見を発表する。｢誰かに言われてやった経験｣
は誰もが持っている。成長に繋がるのは｢自分
でやろうと思ったこと｣ということを知る。
自分で考えて動くことで、失敗も成功も成長の
材料になる。｢どうすればいいんだろう｣と自分
で考えて動く事が、成長に秘訣になることを知
る。

多くの人が、それぞれの挑戦のために必要な力
を身につけていることを知る。

個人：ワーク
班：意見交換
班：代表者　発表
クラス：他者の発
表を聞く

情報
（情報収集の注
意点）

地歴公民
理科
保健体育
英語
家庭

道徳
（自己理解・他
者理解・伝統文
化）

情報
（動画の見直
し）

英語
（表現方法の振
り返り）

歴史
（日本の歴史）

道徳
（向上心・進
路・自己・他者
理解）

情報
（情報収集の注
意点）
地歴公民
道徳

個人：ワーク
班：意見交換
班：代表者　発表
クラス：他者の発
表を聞く

＜修学旅行＞

○修学旅行事前指導③
　調べ学習　観光地　訪問先について

○修学旅行事前指導④
　調べ学習　自由行動の公共交通機関と時刻表
等

○修学旅行事前指導⑤
　調べ学習　食文化　昼食の場所・予算等

＜エナジードコアVol.4-3>
【ワーク・視聴覚教材】
自分が知っているサービスや会社名を思いつく
限りたくさん書き出す。仕事によって、感情を
提供する相手と距離はさまざまだが、距離が近
いと｢この仕事のお陰でこんな感情を提供され
ている｣とすぐ気づく。距離が遠く感情が伝わ
りにくい仕事にも多くの人が関わり社会に大き
な価値を提供していることを知る。
動画を視聴
【グループワーク】
書いたワークをもとに意見を発表しあう。他の
人の発表を聞いて、感想を伝えたり、付け足し
たりする。
班で１つの意見にまとめ、発表者を決める。
【まとめ】
社会全体を捉え、その中で自分には何ができる
か、果たせる役割について考えることが大切だ
ということを知る。

＜留学生街散策＞
【振り返り・まとめ】
事前に決めた計画に沿って、各施設を訪問する
ことができたか。
留学生と英語を話しながら日本文化や異文化に
ついて計画通りに学ぶことが出来たか。
【グループワーク】
英語からの課題：アプリへのアップは正しく出
来たか。

＜輝緑祭＞
○教室での出し物とステージ発表の準備
　計画に沿って準備をする。全員が何かの役割
を担う。

＜留学生街探索　事前指導＞
【説明】浅草街探索の学習内容、コースについ
て
【活動】
　　○散策コースについて行きたいところを調
べてまとめる。

＜エナジードコアVol.4-2>
【ワーク・視聴覚教材】
毎朝ワクワク出かける大人と、つまらなそうに
出かける大人がいます。何が違うのか考える。
高校生が就職する頃は65%以上は、今ない仕事
に就職すると研究機関に予測されている。創意
工夫を考える練習をし、それにより新しい価値
観を創造する。
動画を視聴
【グループワーク】
書いたワークをもとに意見を発表しあう。他の
人の発表を聞いて、感想を伝えたり、付け足し
たりする。
班で１つの意見にまとめ、発表者を決める。
【まとめ】
決められたことをやるだけでなく、自分なりに
考えて創意工夫し、価値を生もうとする姿勢
が、毎朝ワクワク出かけるような働き方に繋
がってることを知る。



ワークシート

ワークシー
ト・資料作成

ワークシート

ワークシー
ト・資料作成

ワークシート

ワークシー
ト・資料作成

ワークシート

ワークシー
ト・資料作成

ワークシート

ワークシー
ト・資料作成

30

３月

指導時間数の計

２月

１１
月

１２
月

１月

合格体験を聴く会（１ｈ）

座学　エナジードコアVol.６-Leaf（１
ｈ）
　Vol.6で学んだ内容を使って、世界を
広げて考えるワークシート

座学　エナジードコアVol.６-２（１
ｈ）
　選択肢を広げる力

座学　エナジードコアVol.６-３（１
ｈ）
　世界の未来を描く力

３

3

3

③　主体的に学習に取り組む態度
B:先生の説明や動画の内容を理解し自分の考えをま
とめることが出来ている。

②　思考・判断・表現
B:他者の意見を理解し自分の考えを付け足したり、
感想の言い合いをすることができる。

①　知識・技能
B:活動の内容を理解している。

③　主体的に学習に取り組む態度
B:先生の説明や動画の内容を理解し自分の考えをま
とめることが出来ている。

③　主体的に学習に取り組む態度
B:先生の説明や動画の内容を理解し自分の考えをま
とめることが出来ている。

②　思考・判断・表現
B:他者の意見を理解し自分の考えを付け足したり、
感想の言い合いをすることができる。

①　知識・技能
B:活動の内容を理解している。

①　知識・技能
B:つくばみらい市の現状と課題を理解した上で発表
することができている。

③　主体的に学習に取り組む態度
B:先生の説明や動画の内容を理解し自分の考えをま
とめることが出来ている。市役所職員の話を積極的
に聞くことができている。

2

2

校内中間発表
つくばみらい市役所職員に向けて提
案・発表（２ｈ）

座学　エナジードコアVol.６-１（１
ｈ）
　世界を広げる力

　④スライド作成②（１ｈ）

　⑤発表練習（１ｈ）

　⑥発表後　修正（１ｈ）

つくばみらい市の現状と課題
発表の準備
　①つくばみらい市の施策について興
味のある分野を決めて同じ分野同士で
班を作り、調べ学習の役割分担を決め
る（１ｈ）

　②調べ学習（１ｈ）

　③スライド作成①（１ｈ）

②　思考・判断・表現
B:他者の意見を理解し自分の考えを付け足したり、
感想の言い合いをすることができる。

①　知識・技能
B:活動の内容を理解している。

③　主体的に学習に取り組む態度
B:つくばみらい市の現状と課題を把握しながら自分
の意見をまとめることができている。

②　思考・判断・表現
B:自分の担当ページの発表資料を作成することがで
きる。

②　思考・判断・表現
B:他者の意見を理解し自分の考えを付け足したり、
感想の言い合いをすることができる。自分の地域と
比べながら考えることができている。

①　知識・技能
B:活動の内容を理解している。つくばみらい市の現
状と課題を理解することが出来る。

＜エナジードコアVol.6-1>
【ワーク・視聴覚教材】
動画を視聴
　自分の知らない世界と、それが私たちにどう
関係してくるのか、3つのレッスンで学ぶ。
　これまでに、自分の世界が広がったときはど
んな時か、きっかけごとに分類してまとめる。
【グループワーク】
書いたワークをもとに意見を言い合う。他の人
の発表を聞いて、感想を伝えたり、付け足した
りする。
班で１つの意見にまとめる。発表者を決める。
【まとめ】
どんな意見が出たか発表する。
ただ待っているのではなっく、新しいことを
知ったり、新しい場所に行ったり、新しい人と
関わったりと、時分の意思で世界を広げること
が大切なことを知る。

個人：ワーク
班：意見交換
班：代表者　発表
クラス：他者の発
表を聞く

＜エナジードコアVol.6-2>
【ワーク・視聴覚教材】
動画を視聴
　自分には今後どんな人生がありえるか、自分
の行きたい場所を参考に考えてまとめる。
【グループワーク】
書いたワークをもとに意見を言い合う。他の人
の発表を聞いて、感想を伝えたり、付け足した
りする。
班で１つの意見にまとめる。発表者を決める。
【まとめ】
どんな意見が出たか発表する。
自分の世界を広げながら、さまざまｍな生き方
ができることを想像することが大切ということ
を知る。

＜エナジードコアVol.6-3>
【ワーク・視聴覚教材】
動画を視聴
　これまで、世界を良くしてきたひとたちに
は、そんな人がいるか考えてまとめる。
　その人が、どんなことを問題だと考え、どん
な世界を目指したのか、想像してまとめる。
　その人たちは、身の回りの小さな違和感を大
きな世界の問題までに広げて考えることで、世
界に変化を生み出していることを知る。
【グループワーク】
書いたワークをもとに意見を言い合う。他の人
の発表を聞いて、感想を伝えたり、付け足した
りする。
班で１つの意見にまとめる。発表者を決める。
【まとめ】
どんな意見が出たか発表する。
みんなが気づいた小さな違和感は、拡大させる
と世界に変化を生むことができるかもしれない
ということを知る。
視野を広げ、自分が世界の未来にどのように関
わることができるか考えることが大切というこ
とを知る。

個人：ワーク
班：意見交換
班：代表者　発表
クラス：他者の発
表を聞く

情報
公民
道徳

情報
（情報収集の注
意点）

地歴公民
理科
保健体育
英語
家庭
（持続可能な社
会へのアプロー
チ）

情報
（情報収集の注
意点）

地歴公民
理科
保健体育
英語
家庭
（持続可能な社
会へのアプロー
チ）

情報
（情報収集の注
意点）

地歴公民
理科
保健体育
英語
家庭
（持続可能な社
会へのアプロー
チ）

情報
公民
道徳

個人：ワーク
班：意見交換
班：代表者　発表
クラス：他者の発
表を聞く

班内の話し合い
ワークシート、資
料を発表用にまと
める

＜エナジードコアVol.６+LEAF>
【ワーク・視聴覚教材】
Vol.６で学習した内容を使って、世界を広げて
考える。
使う力は、世界を広げる力・選択肢を広げる
力・世界の未来を描く力。
自分にはどんな場所で、どんな仕事をしなが
ら、どんな生き方ができるか考えまとめる。
そのために、どんなアクションができるか考え
まとめる。
【グループワーク】
書いたワークをもとに意見を言い合う。他の人
の発表を聞いて、感想を伝えたり、付け足した
りする。
班で１つの意見にまとめる。発表者を決める。
【まとめ】
身の回りの違和感を自分ごと化し、他者や社会
への影響を考えまとめる。

つくばみらい市の現状と課題⑤
【説明】班ごとで発表の練習をして、スライド
の構成や原稿の内容を見直すことを伝える。
【個人ワーク】スライドに対応した、台本を作
成する。
【グループワーク】お互いに発表練習を観て、
修正点について話し合い助言しあう。
【振り返り】自分の取り組みの反省と次週の活
動内容について共有する。

つくばみらい市の現状と課題⑥
【説明】収集した資料を活用しスライドの作成
を始める。本時で完成させられるように取り組
むことを伝える。
【個人ワーク】インターネットや図書館を活用
し収集した資料をまとめ、スライドに入力す
る。考察や課題についても自分の意見を交えて
まとめる。
【グループワーク】進捗状況を共有する。
【振り返り】自分の取り組みの反省と次週の活

つくばみらい市の現状と課題①
【説明】班ごとで発表の練習をして、スライド
の構成や原稿の内容を見直すことを伝える。
【個人ワーク】スライドに対応した、台本を作
成する。
【グループワーク】お互いに発表練習を観て、
修正点について話し合い助言しあう。
【振り返り】自分の取り組みの反省と次週の活
動内容について共有する。

つくばみらい市の現状と課題②
【説明】意見交換を踏まえ、必要な資料の収集
をすることを伝える。情報収集が終わり次第、
スライド作成に取りかかることを伝える。
【個人ワーク】インターネットや図書館を活用
し収集した資料をまとめ、スライドに入力す
る。考察や課題についても自分の意見を交えて
まとめる。
【グループワーク】進捗状況を共有する。
【振り返り】自分の取り組みの反省と次週の活
動内容について共有する。

つくばみらい市の現状と課題③
【説明】収集した資料を活用しスライドの作成
を始める。本時で完成させられるように取り組
むことを伝える。
【個人ワーク】前回のグループワークで、話し




